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　夜。

　全ぜん天てんに渡る闇の下に、光を放つ土地がある。

　街だ。

　街の中央、線路の束の集つどう場所に大きな白い建築物がある。

　それは地上八階建ての駅ビルだ。

　北口の二階部分、広いテラスを持つ入り口には、立たち川かわ駅北口という青の表示がある。

　向かいのビルの時計は午後十時。駅ビルは終業しているが、まだ終電には遠い時間だ。

　だが、駅に人影はない。駅のテラスにも、駅前のロータリーにも。

　ロータリー周辺、緑の葉を持つ並木通りの下には、車の列がある。だが、どの車も動いていない。バスも動いていない。駅から延びる線路の上、電車も動いていない。

　全ては無人だ。

　と、動きも何も無い世界に、わずかな音が生まれた。

　上。

　駅ビルの東側上部。七階のテナントの窓。その窓が内側から強く叩かれていた。

　硝子ガラス窓に映るシルエットは女性のものだ。

　ふと、彼女の動きが止まった。そして窓から離れる。背後へと走り去る。

　次の瞬間、窓に新しい影が映った。

　彼女と入れ替わるように映ったのは、身長二メートルを超える大きなシルエット。

　それは窓に激げき突とつする。

　窓がたわみ、盛り上がり、耐え切れぬように砕けた。

　硝子音が一つ。そして破は片へんの飛し沫ぶく音が空に展開。

　宙に散った輝きを掻かくように、三重の銀ぎん弧こが窓から走っていた。

　爪だ。

　光の弧はコンパクトな動きで宙に舞った硝子の欠片かけらを掻く。

　爪の持ち主、巨大な影は腕の振りと共に背後へと振り向いた。一息の半分ほどの時間で、影は窓の枠の向こうに消える。先に逃げた女性を追って。

　外の風が、それらの動きを追うように、駅ビルの中へと吹き込んでいく。
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　終業後の駅ビル内部、必要最さい低てい限げんの明かりが灯ともるエスカレーターの踊り場。そこに一つの人影が荒い息と共に足を止めていた。小さな非常灯の下、髪を乱した姿はブレザーの少女だ。

　大きめの黒いケースを抱えて立ち止まる彼女の足下、プリントされた表示階数は黄色で三階。折り返して降りれば二階だ。だから、

「そこからテラス側へ……」

　と言って、そこで彼女は咳せき込こんだ。咳を二度、三度と続けながら、震える声で、

「嘘うそでしょ……、これ。何よ？　何が襲ってきてるのよ……？」

　言葉に続く空から咳せきが、肺の空気を枯こ渇かつさせる。身体からだを前に折りつつ、唇が言葉を音無なく作る。

　御ご免めんなさい、すぐに帰らなかった私が馬鹿でした、と。

　腕の中の黒いケース。それを抱きしめる力が強くなる。

　ケースのトップ、メーカーロゴの横にあるマークは、笛のシンボルだ。サイドポケットには一つの紙が丸まっていた。彼女は紙を結ぶリボンの白を視界に入れ、

「全部ここからケチがついたんだわ。三年分のケチが。それでいつもの隠れ場所でイジケてたら、警備員のお爺じいさんの姿までなくなってて……、変な影が刃は物ものを振りかざして……」

　その前に、何か、妙な声を聞いた気がした。頭に響ひびくような声。それで目覚めたのだ。

　あれは何？　と首を捻ひねり、しかし、返す首を強く横に振った。

　……早く追っ手から逃げないと。

　息をつくと、応じるように頭上で音が響いた。

　直上、天井の向こうを杭くい打うつように走る足音が近づいてくる。

「……！」

　彼女はケースのストラップを手に掴つかみ、エスカレーターへと身を躍おどらせた。

　下へ行くことを選択。下へ、下へ、下へ、二階へ。追加要素は急げという一言だけだ。

　彼女はアルミのステップを駆け下りて行く。足は革かわ靴ぐつ、強く踏めばステップは堅けん音おんを一いつ奏そう。

　走り降りる自分の足音。それと重なるように、上から足音が聞こえる。

　だが、そこで全ては終わらない。

「……風？」

　外だ。ビルの北面側、先ほど自分が叩いた窓のある方の壁。

　そちらに、一つの音が近づいてきた。深く長く広く響く低い音。

　何？　と身構えた直後。ビルが殴られたように横へ震動した。

「──っ!?」

　それは大音。飛行機の通過音に似た、身体の感覚を失うほどの大気爆発だ。

　全身が震えて総そう毛けが立ち上がった。脚あしなど一瞬で止まる。

　身体に聞こえる轟ごう音おんは高速で東から西へ通過。そして後に響く抜けるような風音も同じように西へ、西の空へと突き抜けていく。

　沈ちん黙もく。

　あ、と気づけば、音から解放されていた。

　身を一度震ふるわせ、踵かかとをステップ。脚に震動を、身に力を。意志は前に進むことを望む。

　いけない、と駆け出した。息を吐き、下を見れば、エスカレーターはあと数段で終わり。

　急げ、と感情が叫ぶ。が、視界から得た情報が感情を停めた。

　視界にわずかな闇がかぶっていた。それは上から、エスカレーターの吹き抜けからの影。

　耳の中、上で響ひびいていた足音が消えている。

　……何かが──！

　来る、と思ったときには動いていた。手の中、ストラップの握りに力を込め、

「──御ご免めん」

　と、ゴルフスイングのような動きをもって、ケースを上に大だい旋せん回かい。

　見上げた視界。振り抜く打撃の軌き道どう上じようには黒い影が降下していた。

　当たる。

　影の横よこつ腹ぱらに、ケースの先端が直ちよく撃げきした。

　吹っ飛べ。手に持ったストラップの先、そこに在るケースは中身も含めて重さ五キロを超える。重さに込もる恨うらみはこの追走劇の分と、楽器に込めた三年分だ。

　肉を打つ音と共に、影がくの字に折れた。ケースが砕け、中の楽器が散らばる。

　相手の身体からだは右へと。

　が、しかし、相手の手、そこにある冷たい光はこちらに振り下ろされていた。

　そこに至って彼女は気づいた。今まで刃は物ものだと思っていたものが、巨大な爪であることを。

　また、爪の持ち主が、やはり大きな体たい躯くの獣けものであることを。

　爪に焦点を結んだ視界の隅すみ。人間と同じ姿勢を取った巨大な獣の影が見える。

　化け物！　と思い、身を背そむけた瞬間だ。不意に眼前から爪が離れ、右へと去った。

　そこから先の全ては刹せつ那な。

　空を振り抜かれた爪がエスカレーターのサイドフレームを砕いた。が、身体は倒れる動きを停められない。獣の巨きよ躯くは隣となりのエスカレーターへと転び落ちた。

「──！」

　獣の叫びが響く。次いで衝しよう撃げきの音も。

　彼女はしかし抗議の咆ほう哮こうを聞かない。彼女が聞くのは、楽器が砕け散らばる音だ。

　御免、と心が謝った。

　次の瞬間、回避でバランスを崩していた身体が、エスカレーターを転がった。

　もはや感傷よりも痛みが優先。身を背けた勢いで身体は後ろ向きに一回転だ。

　背中にステップの角がぶつかり、息が詰まる。スカートだって乱れ全開だ。

　が、手て摺すりを掴つかんで強ごう引いんに立ち上がった。

　下。獣の声がする。何が起きたのか解わかっていないような、怒りと憤いきどおりに満ちた声だ。

　無視。

　彼女はもはや手に何も持たず、走り出した。エスカレーターの下、二階フロアへと。
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　わずかな灯あかりを持つフロアの左右。そこにはブティックの列がある。どの店てん舗ぽも全て格こう子しガレージが降りたままだ。たびたび警備員に連れられて見た光景。今日は走り抜ける風景だ。

　視界の中、フロアの端、硝子ガラス扉がある。格子ガレージがそこだけは何な故ぜか降りていない。

　あの扉を出れば、駅ビルの二階を南北に貫く立たち川かわ駅の広いエントランスだ。

　扉を開けようと、施せじ錠ようを外そうと、身を沈めた。硝子扉に肩から当たっていく。

　鈍い衝しよう撃げき。だが、その痛みが、ゆっくりと向こう側に突き抜けた。

　終業時間が過ぎた駅ビルの扉が、開いていた。

「どういう……、こと」

　と、まろび、少女は外気に飛び出す。エントランスの床、タイルの上に手と膝ひざをついた。

　周囲、広く無人の空間がある。幅はば十五メートルほどの広い通路、立川駅のエントランス。

　すると、不意に右手の甲に一つの感かん触しよくが来た。柔らかく湿ったものだ。

　何かと思って見れば、猫だ。まだ幼さの残る茶色い猫がいる。

　しかし、猫という存在があることに、彼女は背せ筋すじを震わせた。周囲、見れば人影など一つもない。今まで見たのは、襲ってきた影だけだ。上から見たロータリーも無人だった筈はず。

　この猫も自分と同じなのかと、彼女は猫を抱き上げる。一いつ瞬しゆんだけ合わせた視線の先、猫がこちらを見上げたが、身体からだを持ち上げると目を細めた。だから決めた。連れて行く、と。

　立ち上がる。

「とにかく北口のテラスへ……」

　とつぶやき、右手側、テラスに繋つながるエントランスの北口を見た。

　そのときだ。テラスの向こう、ロータリー側に金属音を伴った風が落ちた。

　見れば、ロータリーに立った風は、巨大な灰色の姿をしていた。

　巨大な、灰色の人型の機械として。
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　テラスの高さからして、上半身を突き出す身長は十メートルを下らない。全身は灰色の、

「ロボ……、いや、──鎧よろい？」

　彼女の疑問に答えるように、巨大なシルエットは身を起こす。そしてこちらに顔を向けた。

　灰色の巨人の顔の中、目のあたりで青い光が一つ。

　見られている感覚を彼女は得た。

　鼓こ動どうがすくみ、身がしぼむ。息が出来ず、そこで初めて怯おびえているのだと自覚する。

　すると、震えた腕の中で、猫が身じろいだ。腕の締め付けをきついと言うように。

　猫が鎧の視線など気にもせず、甘えるような鳴き声を挙げた。

　場違いな声に、少女の口から、ふと、苦笑が漏れた。

　少女は思う。自分の恐怖は猫には無関係だと。何も解わからないこの猫は、怯おびえていないと。

「────」

　浅い吐息を一つ。それを合図とするように、身に力が戻る。

　いける、いける、と二度思う。

　左。自分がいるエントランスとテラスの間、下へと降りる階段がある。あの巨人の大きさから言って、テラスの下に回り込むのは容易ではない筈はずだ。

　階段までは距離十五メートル。全力なら三秒かからない。

　だから決断即そく座ざに走る。一歩目から全力で。だが、

「あ」

　と気づいたときには、右足を引っかけられたような動きで転んでいた。

「な、何!?」

　痛みよりも驚きで身体からだを跳ね起こす。見れば右足の先、革かわ靴ぐつが転がっていた。靴の口からサイドソールまでが裂けている。先ほどエスカレーターで転倒したときに裂いていたのか。

　しまった、と立ち上がろうとした右の足首。そこに痛みが来た。

　立てない。膝ひざから力が抜け、彼女は冷たいタイルの床に転がった。

　く、と声が漏れ、倒れたまま背後を見た。テラスの向こう、巨人がこちらに右腕を掲げている。その右腕の外側に何か筒のようなものがある。どう見ても、砲ほうだ。

　狙われている。

「あ……」

　と更に声が漏れ、続きそうになる音を飲み込む。すると涙が出た。

　そして彼女は気づく。自分の抱いていた猫が、倒れた腰のあたりにいることに。

　猫は倒れた彼女を気き遣づかうように、脚あしに首をなすりつけてくる。

　もはや反射的な動きで彼女は猫を抱きかかえた。そのまま巨人を見上げ、睨にらむ。

　次の瞬間。巨人の右腕でこちら向きの力が炸さく裂れつした。

　まず初めに見えたのは炎。続く一瞬で白い煙が大気を走って来た。

　疾走の先端から響ひびくのは風を貫く高い音。

　砲ほう撃げき。

　来る。そして危険だ。彼女は立ち上がろうとした。が、足首が痛み、腰が落ちる。

　それでも彼女は再び立ち上がろうとする。

「……っ！」

　喉のどから漏れるのは、悲鳴ではなく、自分への憤いきどおり。

　だが、敵の放った力は一いつ瞬しゆんで眼前に到達。

　爆発した。
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　目を開けた。

　周囲に風があることもだが、腕の中に猫がいることに彼女は気づいた。

「生きて──」

　という自分の声が聞こえない。耳をやられている。

　彼女は身体からだのふらつきを視覚で感じながら、尻をついた姿勢で周囲を見渡す。

　広い駅のエントランス。その床の上を、煙と風が走っている。

　爆発が起きたのは間違いない。だけど自分は生きている。

「何が起きたの……？」

　疑問がかすかに聞こえた。音が、耳に戻ってくる。

　聞こえてくるのは風の音。そして、風が吹いてくるのはテラスの方角だ。

　テラスやロータリーの外灯が作る逆光の中。

　少女は一つの影を見た。

　灰色の巨人を遮しや蔽へいするように、背を向けて立つのは白と黒の衣装。

　それは長ちよう髪はつとロングスカートをなびかせた女性の影。

　右手には巨大な杖のようなものを提さげ、左手を前へ、テラスの方へと向けている。

[image: ]

　そのかざされた手より向こう、覗のぞけるテラスの上には煙が巻き、床は大きくえぐれている。

　風が走り、テラスにたなびいていた煙が飛んだ。

　テラスの向こうにはやはり巨人がいる。

　どういうこと、と全てに対して思う疑問を、高い声が停めた。眼前に立つ女性の声だ。

「佐さ山やま君。こちら新しん庄じよう。──乱らん入にゆう者一名確認。接触」

　その声に、応じる言葉があった。

「見ていたよ、新庄君」

　それは男の声。しかも、すぐ近くから。

　猫を抱いたまま振り仰げば、いつの間にか一人の青年が横に立っていた。

　佐山と呼ばれた人だろう。彼は、白と黒の兵服に似た服を着ていた。サイドに白髪しらがが一筋入ったオールバックの髪の下。鋭い視線を持つ顔がある。

　彼、佐山はこちらに歩み寄り、見下ろすのではなく、首を傾けて視線を合わせた。

　ふむ、と風の中で彼は頷うなずき、こちらと、猫を見て告げた。

「乱入者とは珍しい」

　手が伸び、頭を撫なでられた。堅かたい手指の感かん触しよくがある。

　ふと、少女は思い出す。先ほど壊してしまった楽器のことを。

　もし、今日、こうされていれば、壊すようなことはしなかっただろうか。

　心で思った疑問に、佐山の言葉がかけられた。

「──よく頑がん張ばった」

　彼の言葉に、力が抜けた。

　それは身体からだが、床に沈んでしまうような感覚。

　あ、いけない、と思ったときにはもう、少女は気を失いつつあった。
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「さて……」

　と、倒れた少女の背を手で支えた佐山は、その細い身体を床に横たえる。

　見れば、猫が少女の横から離れない。まるで護ご衛えい役やくのようにして。

　佐山は苦笑。新庄と名乗った女性の方に目を向けた。肘ひじを立て、髪を掻かき上げ、

「現状はどうかね？」

「敵は人ひと型がた・十五、重じゆう武ぶ神しん・三、こっちの主力はそれぞれ展開中。今までの中ではいい感じに久しぶりの大規模だね。暴れる直前に概がい念ねん空間に捉とらえ切れて良かったと思うよ、ボクは」

「先ほど、原はら川かわとヒオ君が超ちよう低空で思い切り無む茶ちやをしたようだが」

「追い立てられたのが、そこ、向こうにいるよ。他の二体は竜りゆ司うじ君と美み影かげさんが戦闘中。でもちょっと、北口は、ほら、吹っ飛んでるっぽいね」

　新しん庄じようの言葉を聞いた佐さ山やまは、大げさに頭を振る。手を左右に広げ、

「原はら川かわにはあれほど破壊するなと言ったのだが。崩ほう壊かい率りつが上がったら将来の世界に申し訳が立たない。あのヤンキーは一度しっかりゴーモンにかけておくべきだと思わないかね？」

「きっとヒオが言うよ。ソフトにやって下さいね、って」

『勝手なこと言ってんじゃねえー！』

　とノイズ混じりの男の声が、佐山の首元から響ひびいた。

　佐山は、首からかかった通信用のフォンマイクを見ると、首を傾かしげ、

「──勝手なことではない、原川。君のため、この世界のためを思ってのことだ。あとで担当者を紹介しよう。電圧次し第だいだが、大だい体たい五秒ほどで素直になれるそうだ」

『佐山、アンタのために昔から言いたかった大事な一言がある』

「何かね？　並の賞しよう賛さんでは動じぬよ？」

『地じ獄ごくに堕おちろ』

　通信シャットダウンのノイズが聞こえた。佐山は額ひたいに手を当てると、

「全くもって困った男だ。世界にとって有害だね、ああいう自じ尊そん心しんの強い人間は」

「……鏡かがみ見たことある？」

「あるとも、朝と夜に十分は確認する。それと原川に何の関係があると？」

「……いや、佐山君は佐山君で異常に素晴らしいよなぁ、って今また確認しただけ」

　新庄が振り向かず、テラス向こうの巨人を見つつ言う。

「そこの子は？　どう？」

「大丈夫だ。負傷はあるが、負けはしていなかった」

　そう、とそこで新庄が振り向いた。床に寝る少女を見て、目を細めた。

「良かった。さっきの一いち撃げきに対して、防御用概がい念ねんの符ふを全部使った甲か斐いがあるね」

　その一言が契けい機きだった。

　巨人が動作した。

　駆く動どう音を走らせて腰を落とす。震しん脚きやく一つで響くのはアスファルトを砕く快音だ。

　しかし、地面を割る音に対して動いたのは、新庄ではない。佐山だ。

　彼はまず、額に当てていた手を胸のあたりに下ろし、そして顔の横に持ち上げると、横に切った。続く動きで彼は指を強く鳴らし、

「さて新庄君。Ｌロｏｗウ─Ｇギアに集つどった解答に背そむく馬鹿を裁く前に、再度の現状確かく認にんを皆に」

　新庄が前を見た。巨人の右腕、そこにある砲ほう塔とうは彼女をまっすぐ指している。

「こっちに防御の力がもう無いからって、やる気になっちゃってまあ……」

　やれやれ、と新庄が左手を首元に当てた。

「こちら新庄、接触した乱入者を一名確かく保ほ。現状、敵てき重じゆう武ぶ神しんと──」

　言葉が終わるより早く、巨人、重武神と呼ばれた機械は射しや撃げきした。

　それが全ての始まりだ。

　飛来する威い圧あつは鉄てつ殻かくを持った大型砲ほう弾だん。

　風を切って来る力に対し、新しん庄じようが己おのれの言葉の続きを告げた。

「──交戦中」

　佐さ山やまの眼前、新庄が右手の指し運うん一つで大おお杖づえを縦に回した。

　杖の腹を右の肩で受け止め水平に担い、金属音一つでその前部を左手ホールド。彼女の右手は杖の側面部に走る。右手指の行く先には硝子ガラスのような素材で出来た長板が一枚。

　そこに彼女は指で文字を書いた。

「我、力を求めることを恐れ、しかし、力を使うことを恐れぬ者なり……！」

　文字は青い光と共に透明板の上に生まれて消えた。

　応じるように砲弾が来る。

　しかし新庄の背後、佐山は砲弾を気にしない。

　彼が見るのは眼前の新庄だ。顎あごに手を当てたまま、彼女の薄い背を見て、細い腰を見て、丸い尻を見て、目を細め、ふう、と吐息を一つ。

「──美しい。頑がん張ばりたまえ」

　苦笑を漏らして新庄が杖を操作。左手のホールド部分を前にスライドさせるとグリップが出た。掴つかんで前に押し込みコッキング。グリップにあるトリガーを握れば迎げい撃げきの力が出る。

　出した。

　空気を割る音。新庄の身体からだの後退。杖の先端の放射口が裂け散り爆はぜたこと。

　それら全てと引き替えに白い光が前に射しや出しゆつ。

　白光は大気を貫き、飛来する砲弾を掻かき消した。

　そこで光は緩まない。白の残ざん像ぞうは軽い上向きの弧こを描き、灰色の武ぶ神しんに直ちよく撃げきする。

　打撃音。

　武神の胸部装そう甲こう板ばんが破は砕さい。そこで炸さく裂れつした光は威いとして弾はじけた。

「！」

　快音が空に抜け、全高十メートル超ちよ過うかの姿が、顎あごを仰のけ反ぞらせて吹き飛んだ。

　後に続くのは鉄てつ塊かいが倒れ伏す重低音。

　熱を持った風がエントランスの中を走り抜け、まずは新庄を、次に佐山の横を抜けていく。

　そして佐山は見る。

　風の向こう、エントランスに上がってくる左右の階段から、影が現れたのを。

　二に足そく歩行の狼おおかみのような獣けものの影。身長二メートル超過の数は左が六、右が四の合計十。

　彼らが身を低く構え、突とつ撃げき姿勢を取るのを見て、佐山は頷うなずいた。

「さあ、君達が襲った少女は最後まで悲鳴を挙げなかった。君達も頑がん張ばってくれたまえ」

　吹いてくる風の中央を割るように、彼は歩き出す。足音を高らかに、微笑し、

「存ぞん分ぶんに行こう。私は全ての者に等しく寛かん大だいだよ？　容よう赦しやはしないが」

　佐さ山やまの足音に、流れのある声が重なった。

　歩く彼と並んだ新しん庄じようだ。砕けた杖を抱くように担にない、口を広げ、新庄が歌を朗ろうじる。

　それは聖せい歌か。清しこの夜の一節。




　Silent night Holy night／静かな夜よ　清し夜よ

　Sheperds first see the sight／牧人たる者が初めにこの光景を目にする

　Told by angelic Alleluja, ／それは天使の歌声　礼らい賛さんによって語られる

　Sounding everywhere, both near and far／近く　遠く　どこまでも響ひびく声で

　[image: “]Christ the Savior is here[image: ”] ／「救い手たる神の子はここに在られる」

　[image: “]Christ the Savior is here[image: ”] ／「救い手たる神の子はここに在られる──」




　歌を聴きつつ、佐山は口を開いた。首元のフォンマイクに向かい、

「──諸君！」

　右腕を振り上げ、敵を見み据すえたまま、

「今こそ言おう。……佐山の姓かばねは悪役を任ずると！」

　隣となり、新庄が歌を口ずさみつつ微笑を見せた。佐山も同じ笑みを返し、

「私はここに命令する！　いいか？　彼らに失わさせるな。そして彼らを失うな。何な故ぜならば、誰かが失われれば、その分、世界は寂しくなるのだから」

　一息。顔を上げ、

「解わかるな!?　ならば進撃せよアヘツド！　進撃せよアヘツド！　進撃せよゴーアヘツド、だ！　馬鹿が馬鹿をする前に強く殴って言い聞かせろ！　そしてこちらに連れてこい！　──それが解ったら言うがいい！」

　目の前に身構える敵を見つつ、佐山は勢いよく、右へと手を振り下ろした。兵服の右袖そでが張り、紙を打つような音が強く響ひびく。

　すると、フォンマイクから、そして周囲の空間から声が返る。

「──契テス約タメすント！」

　ようし、と佐山は頷うなずき、歩みを進めた。

　彼の向かう先、身を縮ちぢめた影はそれぞれ口元から唸うなりを挙げて爆発寸すん前ぜんだ。

　対する佐山は微笑のまま、左の腕を広げる。

　先に広げた右の腕と共に、両の腕が敵を抱くように広がった。そして、彼は笑みのまま、

「さあ、……理解し合おうではないか！」
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　──話は二年前、二〇〇五年の春にまで戻る。





































　──私達にとって、自分探しや癒しなど幻想に過ぎない。
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　青空の下、桜の蕾つぼみがついた並木がある。

　並木に挟まれた道路の行く先は、広い土地を囲むセメントの塀へい。その西側に空あいた入り口には石の門もん柱ちゆうがあり、〝尊たか秋あき多た学院〟と彫り込まれてある。

　春休み中、と休きゆう閑かんスケジュールの看板が掛けられた門は、通る者もないまま開いている。

　門を中に抜ければ、やはり桜さくら並木の中央通りがある。

　並木の蕾はここでもまだ揃そろったばかり。そこを前に進めば右手には面積半はんヘクタールはある土の地面の総合グラウンド、左手にはホールにもなる白い武道館が見える。

　正面の突き当たりにあるのは校舎ではなく、教員棟だ。

　教員棟を中心に、四方へと校舎が並んでいる。一つの学校ではあるが、主となる普通校舎六つを除いては、専門系に分化した学舎だ。環境を考えてか樹木の列に囲まれたものもあれば、サイロを持つ研究プラントや、アスファルトの試走コースを持つ学舎もある。

　それらの校舎を包むように林立するのは学生寮りようだ。

　一つの市の四分の三にも渡る敷地を利用して、この学校は存在する。内部には幾いくつかの商店街や農場、工場が存在しており、街の人々の多くもここで暮らしている。

　そして施設には全て、一つのマークが必ずつけられている。

　ＩＡＩ、出雲いずも航空技ぎ研けんを示すマーク。それがこの学園都市を支えるものだ。

　しかし今、春休み中の学園内に人影は少ない。

　西側、正門近くにある普通校舎でも、それは変わらない。

　教員棟の北隣どなり、普通科の二年次校舎に見える人影は一つ。

　二階の非常階段の踊り場。そこに立つ少年の影だ。
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　春休みだというのに、彼はブレザーの制服を着込み、シャツのボタンを襟えりまで掛けていた。

　髪は固めたオールバックで両サイドには白はく髪はつが一ひと筋すじ。その髪の下、鋭い目と顔つきがある。

　目は空を見ている。

　青空。そこに浮かぶのは、白い薄うす雲ぐもと、大気を大きく旋せん回かいする飛行機の影だ。

「横よこ田たの米軍も、私と同じで休み無し、か。好む場所が高いところなのも同じだな」

　休みになっても家に戻らないところも同じだ、と彼は言う。

　左腕を振り上げて袖そでを下げる。と、白く負傷の痕あとが残る左の拳こぶし、中指に女物の指輪がある。そして露あらわになった左手首には銀の腕時計が一つ。アナログが差すのは午後二時半だ。

　彼はその手で、懐ふところから一枚の紙し片へんを取り出す。

『佐さ山やま・御み言こと様──。貴き祖そ父ふ、故佐山・薫かおる氏より預かりました権利譲じよ渡うと手続きのため、三月三十日午後六時に奥おく多た摩まＩＡＩ東京総そう合ごう施設まで来られますようお願い申し上げます』

　それは招待状。簡単な一いち文ぶんの後に、ＩＡＩの地図と、招待者の名がある。

「ＩＡＩ局長、大おお城しろ・一かず夫お、か……」

　……御ご老ろう体たいか。

　祖父が亡くなったとき、葬そう儀ぎには一番に駆けつけてきた初しよ老ろうの男性だ。長身白はく髪はつで、ＩＡＩではいつも白はく衣いす姿がた。そこそこ言葉を交わす仲で、佐さ山やまに己おのれを御老体と呼ばせて楽しむ男だ。

　しかし、と佐山は紙し片へんを見てつぶやく。

「総そう会かい屋やの祖父が、ＩＡＩにどのような権利を持っていたのか」

　後ろへ振り向けば、非常扉と壁がある。アルミの扉は磨みがかれていたが、壁は砂すな埃ぼこりに汚れていた。ふと、好こう奇き心しんで壁に近寄り触れると、砂がこぼれて跡がつく。

「ふむ……」

　と指を払ったそのときだ。非常扉が小さく動いた。

　開いた透き間から顔を出すのは私服姿の若い女性。茶色のショートカットの前まえ髪がみが揺れる下、青い目が先ほどまで佐山のいた位置を見て、あれ？　と首を傾かしげる。そこに佐山が、

「こちらだ、大おお樹き先生。春休みなのに学校にいるとは、暇なのかね？」

　という言葉に、彼女、大樹は眉をひそめて振り向いた。

「暇って……、そっちもでしょー？　こんなとこで空眺ながめて青春こいて。ってーか、佐山君」

「何かね？　一体。疑問があるなら言ってみたまえ」

「じゃ、第一の質問。……先生に向かって相変わらずのその口のきき方はなあに？」

「芸げい風ふうだ。疑問に思ったら負けだぞ、大樹先生。──さあ、他に質問はあるかね？」

「じゃ第二の質問。春休みに生徒ぶん殴ったら校内暴力だと思う？」

「バレなければ大丈夫だ。で、誰を殴るのかね？　大樹先生を怒らせるとは相当な者だな」

「最後の質問だけど、……鏡を見たことある？」

「毎日よく眺ながめているとも。貴女あなたはまた当然のことを問う人だね全く」

「君みたいなオリジナリティ溢あふれる子に問うた先生が馬鹿でした。ってか大丈夫かその芸風」

　呆あきれた言葉に対して、佐山は壁から手を離すと勢いよく払う。袖そでの生き地じに音を張らせ、

「安心したまえ、万人に対してこのままだ。将来的にその道に行くつもりなのでね。我が儘ままだが、大人おとなになって急に偉ぶった男と言われたくはない。──大樹先生には苦労を掛けるね」

　最後の言葉に、大樹が首から力を抜いて苦笑した。

「他の先生にもその一言を言った方がいいんじゃないですかねー？　ああ、あと、何でか知りませんけど君の次の担任も私ですから」

「優秀な生徒の引き抜きに勝ったのか。発言権の弱い新しん米まい教師なのに頑がん張ばったようだね」

「個性的で優秀な生徒を他から押しつけられた先生に、同情してくれる？」

　佐山は大樹の肩に手を置いた。真剣な顔で頷うなずきながら、

「同情を求めたら人間終わりだぞ、大おお樹き先生。──既すでにリーチ掛かってるかもしれんが」

「御ご免めんムカついてきたからそろそろやめて欲しいな先生は」

　と大樹は半はん目めで非常階段に出てきた。頭を掻かき、

「君と話してると疲れますねー、やっぱ」

　何事も本気だから、と言う大樹に、佐さ山やまは小さく笑う。

「本気？　私は──」

「そうじゃないんですかぁ？　学内選挙で副会長になって、成績も優秀で、違うの？」

　ふむ、と佐山は頷うなずいた。腕を組み、わずかに考える。三秒の後に、

「本気になったことは、無いな。……どうにも、なりたくなくてね」

「……え？」

　という大樹の疑問視を佐山は無視した。肩をすくめ、

「──まあ、それ以前に、学校ではそうなる前に終わってしまうものばかりだ。祖父に叱しかられたものだ。狭いところの大たい将しように収まったままでいるなよ、と」

　ああ、と大樹は頷く。非常階段の踊り場の手て摺すりに体を預け、

「君のお爺じいさん、凄すごい人でしたもんね。それに比べるとさすがに」

「そう、日本の経済を影からぶん殴っていた祖父に比べれば、この学園都市内の副会長になった程度が、何だと言うのかね」

「お高く言う言う」

「だが実際、……自分を試すことにもなりはしない。あの副会長選挙、競争相手は最後の最後に追いつめられて、裸はだか踊りしてまで人気を取ろうとしたが、私の相手にはならなかった」

「……あのとき、全裸ダンスの尻にロケット花火を打ち込んだのは君？」

「いや、あれは会長選挙で圧勝中だった出雲いずもの仕し業わざだ。命めい中ちゆう精度を上げるためにしっかり鉄パイプを銃じゆう身しん代わりにして発射していた。次期三年とは思えぬ所しよ行ぎようをする」

「じゃ、その後に起きたステージ爆ばく破はは誰がやったのか言げん及きゆうしないことにします……」

「それがいい。段々と処しよ世せい術じゆつを憶おぼえてきたね？　大樹先生」

「へいへい。次期生徒会顧こ問もんも私なんだけど、容易に不安になりますねー……」

　でも、と大樹は眉を寄せつつ、吐息。

「ガッコ、そんなにつまらない？」

　問いに、ふと、佐山は動きを止めた。

　正面、こちらを見ている大樹の青い目と、視線を合わせた。

　少しの間をおいてから、佐山は首を小さく横に振る。

「学校に文句はない。確かに生徒会選挙もテストも、本気にさせてくれず、狭い結果だ。が、だからといって、学校がつまらないというわけではない。学校の中では狭さを感じるというのは、当然のことだからね。学校には学校の面白さがある、と私は考えている」

「複雑な子ですねー……」

　大おお樹きは少し言葉を詰めてから、手て摺すりに預けた背を仰のけ反ぞらせ、空を見た。

　対する佐さ山やまは時計を見た。二時五十分。

「大樹先生、私はそろそろ寮りように戻ろうと思うが」

「それから外出？」

「ああ、スーツに着替えた後は、祖父の遺ゆい言ごんのようなものを受け取りに」

　佐山は非常扉を開ける。大樹が慌あわてて手摺りから離れ、開いたドアに飛び込む。佐山はドアを閉じる動きと共に、校舎の中へ。
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　大樹を横に置いて佐山は廊下を歩く。教室側の壁には昨年度最さい後ごの校内新聞が貼はられている。第一広報部が発行した週しゆう報ほうだ。ＩＡＩに赴おもむいた取材記事が主で、ＩＡＩへの就職率の他、幾いくつかのニュースが載っている。

　大樹が佐山より一つ低い視線で記事を見て、足を止める。

「太陽系外に居住可能確かく率りつの高い星せい系けい反応を見つけた、……って、何か凄すごいですねー」

「発見した段階だがね。こちらの記事を見ると難しい問題だと解わかるが」

　佐山は一つの記事を指さした。紙面上の写真には、広いアスファルトの地面の上、倒れ込んだ巨大な機械の山がある。

「全高八メートルの二に足そく歩行ロボットを作り、派は手でに失敗したそうだね。関節部の耐たい久きゆ度うどが甘く、歩くだけで膝ひざから砕けていったと。……何かを発見しても、使う技術が無ければ駄だ目めだ」

「ふうん。つまりはアレですね。イイ女見つけても声掛ける技術がないとダメという……」

「聡そう明めいで何よりだ。何かの言い訳に使った台詞せりふかね？」

「いや去年のクリスマスに仲間内うちで──、って違いますよ」

　と、言われた佐山は、大樹が自分の顔をじっと見上げていることに気づく。

　凝ぎよ視うしは何な故ぜか、と考え、

「──私が笑うのが珍しいかね？」

「いや、珍しいと言うより、面白いなあ、って」

　大樹はまた歩き出す。佐山も歩き出す。問うたのは大樹だった。

「お爺じいさんのこと、聞ーてもいいですか？」

　ああ、と佐山は応じる。別に隠すことではない。

　話す。いろいろと、歩きながら。

　祖父が第二次大戦中、戦争から離れて何らかの研究活動に加わっていたことを。

「──それには当時、出雲いずも航空技ぎ研けんと呼ばれていたＩＡＩが関わっていたらしくてね、戦後、祖父はそのときのツテや発見をベースに財界に乗り出し、総そう会かい屋やをやっていた」

「総そう会かい屋や、ね」

「相当に酷ひどいことをやっていたがね。……新聞などに名前が載るたび、こう言っていた」

　大おお樹きは頷うなずき、

「佐さ山やまの姓かばねは悪役を任ずる、でしょ？　──一度見たことありますよー、週刊誌」

「そう、根っから悪役だった、祖父はね。自分が敵や悪と決めた巨大な相手に対して、それを上回る悪として戦った。そして、……私が本気になりたくない原因も、それだ」

「原因？」

「未みじ熟ゆく、ということだよ。──佐山の姓は悪役を任ずる。私の能力は必要悪あくを行うために祖父から叩き込まれたものだ。だが、私はその方法を叩き込まれただけで祖父を失った」

「だから……、自分の行う悪が、本当に必要なものか解わからない？」

「ああ。私は死にたくはない。だから本気を出すときがあるかもしれない。だが、自分が本当に必要だと判はんじられぬ本気を出すのは、恐ろしいことだろうね」

　言いつつ、ふと、佐山は右の手を左の胸に当てた。

　上着の懐ふところに手を入れ、胸を押さえると同時に、こちらに振り向かぬ大樹が言う。

「君は君で、大変なのね」

　うん、と頷き、

「……じゃあ、お父さんのこと、聞いても大丈夫？」

「何な故ぜかね？」

「担任やってた去年、聞けませんでしたから、やっぱり──」

　眉まゆ尻じりを下げて、

「教員の仕事だから、って思うんですけどねー……」

　頷き、佐山は、軽く左の胸を押さえた。一息の後。

「心配することはない。簡単な話なのだから。それよりも大樹先生が持っている情報とはどの程度かね？　逆に聞いてみたいが」

　問われ、大樹はちょっと上を向いた。腕を組み、

「佐山君のお父さんはお爺じいさんの養よう子しで、お母さんと一緒にＩＡＩに入社。だけどお父さんは九五年末の関西大震しん災さいで亡くなられて、お母さんは、その、ええと、君を連れて──」

　大樹は口をつぐんだ。佐山は苦笑。

「気にすることはない、と言う前に、情報の訂正が必要のようだね。父が亡くなったのはＩＡＩの派遣した震災救助隊が二次災害に巻き込まれて壊かい滅めつしたからだ」

　一息。佐山は空あいている左の手を掲げた。傷のある左拳こぶし、中指にある女物の指輪は、真しん珠じゆのあしらいを廊下の薄暗さの中で小さく光らせる。

　前を歩きながらもそれが見えたのか、大樹が振り向いた。

　だが、佐山は彼女ではなく、手の指輪を見て、

「大事な人が待っている場所へ行こう、か」

　言葉を深めるとともに、左胸の中で、何かが動いたような感かん触しよくが生まれる。

　苦痛だ。

　それも、胸が軋きしむような。

　来る。

　そして佐さ山やまは見た。こちらを見上げる大おお樹きの顔から血の気が失せたのを。

「佐山君。だ、大丈夫ですかー？」

　ああ、と頷うなずくことも出来ず、佐山は自分の息が止まったことを悟る。体が前に折れたとき、不意に胸を支えられたことに気づく。

　大樹が下からこちらを抱き留めていた。

「あ……」

　という大樹の言葉が聞こえたとき、全身の感覚が戻ってきた。

　まず感じたのは体の脱力。次に息が吸えるようになり、背や脚あしに汗が噴ふき出した。

　膝ひざに力を入れて体を起こすと、大樹がこちらに手を軽く伸ばした姿勢のまま。

「だ、大丈夫？」

「大丈夫だ」

「本当？　オーケー？　ユーアー、オーケーですかー？」

「オーケーだがその英語は間違っている」

　もはや問われるまでもなく、身体からだは正常に戻りつつある。佐山は、ああ、と頷き、

「大丈夫。安心したまえ。ストレス性の狭きよう心しん症しようらしい。こういう話題に対する、ね」

「じゃ、どうして私に話を──」

「聞きたいのではなかったのかね？　それを忘れるとは、酷ひどい先生もいたものだねコレが」

「あー、それは、だって、その……」

　慌あわてて手を振って否定する大樹に、佐山はまた小さく笑う。

「何を否定しているのかね？　よく考えたまえ、喋しやべったのは私の勝手だ。支えてくれたのは大樹先生、貴女あなたの勝手だ。貴女の方がいいことをしていると思うが、どうかね？」

　ただ、一つ言っておこう、と佐山は右手を胸から離した。

「母はね、私によく言っていた。いつか、何かが出来るようになれるといいね、と。だが本人はどうだったのか。そして、そう言われて育った子供は、今、何が出来るか解わからない有あり様さまだ。だから私は敢あえて言いたい。どうしたものか、とね」

「確かにねえ……。何が出来るか解らない、か」

　大樹は頷き、肩を落とすと、佐山と視線を合わせてしみじみとこう言った。

「ようやく先生にも佐山君がいつもエクストリーム入ってる理由が解りました」

「敢えて無視せず問うが一体誰だれがエクストリームなのかね」

「あれ？　聞こえませんでした？　明言したのに。顔の横に付いてるのは鼻ですか……？」

　真剣に問うてきた額ひたいに、佐さ山やまは左手で電でん光こう石せつ火かのデコピンを叩き込んだ。

　い、という声を伸ばしてしゃがみ込む大おお樹きを前に、佐山は顎あごに手を当てる。

「──生徒に対して酷ひどいことを言う教師がいたものだね」
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　結局、佐山が寮りようから出たのは四時過ぎになった。

　祖父から譲ゆずり受けたスリーピースのスーツを着込み、記録用のメモリ式録音機や印いん鑑かんなど用意しているだけで時間が掛かった。寮の受付で外出時間を書いて外に出る。

　日はまだ空に。

　普通校舎帯と寮の間、いつもは教員の駐車場となっている砂利じやりの広場を歩き、正門へ。

　近道となる二年次普通校舎の裏、木の上からは鳥の雛ひなの鳴く声が聞こえている。

　そのときだ。佐山は、雛鳥のさえずりとは別の音を二つ聞いた。

　一つは、校舎二階の音楽室から漏れ聞こえるオルガンの音だ。

「清しこの夜、……だな」

　土日など、たびたび聞こえていた記き憶おくがある。だが、場所を特定して聞こえたのは初めてだ。誰が弾ひいているのか疑問に思ったが、乱れのない音に学生ではないと見けん当とうをつける。

　そして、オルガンの音が響ひびく中、もう一つの音がこちらへと近づいてきていた。

　それは単車の駆く動どう音おん。４ストの低音だ。正門の方から聞こえる音に、佐山は、

「出雲いずもと風かざ見みか」

　とつぶやき、校舎の西側、アスファルトの道路へと出る。

　教員棟と、広大なグラウンドに武道館が見え、教員棟の脇から二人乗りの単たん車しやが姿を見せた。大排気量なのにスムーズな動きで道路を来る単車は、黒のツアラーだ。

　乗っているのは薄うす手での茶色いコートを着た体格の良い青年と、黒いザックを抱えたセミショートの少女。少女は白いノースリーブで剥むき出しになった背をこちらに向けている。

　二人は走る単車の上、言葉を交わし合う。

　と、不意に青年がこちらに気づいた。やや面おも長ながの顔の中、人なつこい笑みがこちらを見て、「おう」

　と彼は片手を上げた。そして佐山の横に、単車を足で止める。

　身長百八十を超える広い肩幅の体たい躯くは、単車の重みをきっちりと脚あしで支えて停車。

　緩い揺れに、少女が青年の背に身を預けた。

　青年は彼女を背で受け止めたまま、口元に笑みを。そしてこちらを見上げると、

「よ、どこへ行くんだ馬鹿佐山。毒舌吐はきにか？」
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　佐山は額に手を当てて吐息。困ったものだという口調で、

「出雲いずも、私は君と違って脳が正常なのでね。毒舌など吐いたこともないよこの腐くされ外げ道どう」

「へいへい、春休みだってのにその芸げい風ふうを有あり難がとう」

「礼を言われるまでもない。──だが生徒会トップが三人揃そろってこの会話。どうしたものか」

　その言葉に、青年、出雲は苦笑。違いねぇ、と頷うなずいた。

　と、彼の背後、背を預けていた少女がこちらに振り向いた。

「佐さ山やまは確か……、ＩＡＩに行くのよね？」

「ああ、そうだ。出雲も風かざ見みも、君達は、どこへ？」

「どこへ、ってそりゃこれから寮りように戻って千ち里さととイチャつき──、こ！」

　言葉と共に、出雲の首が縦に回った。見れば風見と呼ばれた少女が、回った出雲の頭と顎あごを後ろから押さえている。出雲の首から微びみ妙ような関節音が響ひびき、その身体からだがゆっくりと後ろへ。

「覚かく、違うでしょ。佐山が言ってるのは、どこに行って来たか、ってことよ」

　問われるが、出雲はそのまま風見の腿ももに頭を載せ、動かない。

　風見はそれを見て、よしよし、と。脇に置いていた黒いザックを掲げて見せた。笑顔で、

「私達は都内行ってたのよ。全ぜん連れん祭さい用の新しん譜ぷとか服とかいろいろ。やっぱ東京の端っこいると文明忘れるから」

「……成なる程ほどな。しかし君達は結局、三年次も同室か」

　佐山が言うと、少女、風見はやや考えてから、困ったように、

「まあ、成り行き上ね。もう他の子達と混じろうとしても、向こうが気を遣つかうし、寮りようの中でも姐あねさん役で定着してるし、この前なんかすれ違っただけで下級生に謝られたしなー……」

「……顔つきが何やらセメントになっていくようだが」

　うつむきで顔を背そむけていた風かざ見みは、ああ御ご免めん、と肩から力を抜く。腿ももの上の動かぬ出雲いずもを片手で無む造ぞう作さに叩いてみせ、

「アンタはこーいう馬鹿になっちゃ駄だ目めよ？　ＩＡＩ御おん曹ぞう司しの権けん限げん悪用なんだからさー……」

「その悪用で随ずい分ぶんと楽しんでいるようだが？」

「それが自分でも解わかるから腹が立つのよ。──生徒会の仕事くらいは真ま面じ目めにしないとね」

　風見は顔を上げ、視線を合わせてきた。

「そうだ、佐さ山やま、二年次校舎の図書室、衣きぬ笠がさ書庫で生徒会の今期初はつ仕事しようと思うんだけど、時間空あいてる？　春の勧かん誘ゆう祭さいや全ぜん連れん祭さいの対たい策さく会議を私達だけでやっておこうかと」

「今日はこれから……、何時になるか解らないのだが」

「じゃあ、私達は明日の午後にまた都内出るから──、明日の午前九時に衣笠書庫で」

　それならば、と佐山は了りよう解かい。自分達の横にある校舎を見た。

「──衣笠書庫、か」

　ここから見える二年次普通校舎の一階。その西側四よん教室分が、外へと大きく張り出している。張り出しの幅は一教室分。縦たて横よこ合計で八教室分の面積をもつスペースがそこにある。

　窓から覗のぞける中には木板の箱の背が見える。分厚い木板が作るシルエットは、本棚だ。

　中は図書室。

　八教室分の空間、そのほぼ全てを埋め尽くし、廊下側と地下にまで本の保管場所を求める大型図書室。それが衣笠書庫だ。

　書庫の窓を見る佐山は、風見の声を聞いた。

「このガッコの創設者の作った図書室で初仕事ってのも、悪くないっしょ？　司し書しよのジークフリート爺じいさんは無ぶ愛あい想そうだけど、茶とか出してくれる有あり難がたい人よ。選挙戦のとき、結けつ構こう世話になったし、そのまま、あそこを基地にしようかな、って」

「今年の会計は言うことが違うな」

「会長も副会長も、相当に違うと思うけどね。でも、どう？　私達は、アンタの自じ尊そん心しんに見合う先せん輩ぱいかしら？」

「今の発言だけで、充分、自尊心の面では張り合えると思うがね。──だが、少なくとも君達以上の適任者はこの学校にいるまい。この秋あき川がわ市を支えるＩＡＩの御曹司、出雲・覚かくと、彼と同室で生活する風見・千ち里さと。筋すじ金がね入いりの問題児だ」

「…………」

「世間が君達をどう言っているか知らぬわけでもあるまい。それでいて、今のようにしていられる君達は尊そん敬けいに値する」

　言われ、風かざ見みは小さく歯を見せた。脚あしの上の出雲いずもを見て、

「ま、どー言われてたって関係ないわよ。覚かくは、問題あるけど悪いヤツじゃないし……」

「君もだ、風見」

「じゃあアンタも、かしらね？　悪役の家系」

　顔を上げつつ、風見は佐さ山やまを見る。スーツ姿を下から上まで眺ながめ、

「キマってるように見えるけどさ。ちょっと難しいわね、アンタって」

「何がかね？」

「隣となりに誰が立つのか、ちょっと想像出来ない。私にとっての覚みたいな、──アンタのその馬鹿のバランスをとってくれる人が、ちょっと想像出来ない」

「いるまいよ、そのような人間は。私と同等に渡り合える力を持った人間など」

「そうじゃないって」

　風見は、困ったような顔で笑って言う。手を軽く前後に振りながら、

「バランスよ、バランス。同等じゃ秤はかりの同じ側にしか乗らないっしょ？　必要なのは、対等」

　風見の言葉の意味を佐山は考える。そして、

「……そのような者は、私にとっての反対勢力か、足あし手でまといのどちらかだろう？」

「じゃあ、私は覚にとっての反対勢力で足手まとい？」

　問いかけは、小さな笑みを含んでいる。佐山は肩から力を抜き、

「私の知り得ぬものだな、その問いの答えは。知っている君と論じることは出来んよ」

「あら素直」

「私は素直な人間だよ、風見。ただ、何な故ぜかたまにそれゆえのトラブルに巻き込まれるが。これはアレだね？　──正直者は馬鹿を見る、と。うむ、昔の人はいいこと言ったものだ」

「ああ、まあ、……アンタの脳のう内ない宇宙ではそういうことにしておこうか」

　言われた佐山は苦笑。風見と視線を合わせ、まあいい、と告げ、

「──君と出雲のような関係があることは認めるとも。だが、私にそれがあるかどうか。そして、私が、自分の横にそういう人間を置こうと思うかどうか、そこが問題だろうな」

「問題？」

「佐山の姓かばねは悪役を任ずる。悪の隣には、何がいていいのだろうか？」

　問いに風見は答えない。ただ、肩を落として吐息を一つ。

「ホント、複雑なヤツだね、アンタ」

「大おお樹き先生にも言われたよ、先ほど」

「皆みな思ってるのよ。アンタが本気になるのって、どういうときだろうって」

「なったことがないから解わからないな。……なろうとして、未みじ熟ゆくな私は己おのれを怖がるだろうよ」

「……複雑だね、佐山」

「二度言う必要はない」

　笑みとともに言って、佐さ山やまは眠ったように動かない出雲いずもの背を軽く叩たたいた。

「起きているのだろう？　とっとと帰ってただれた日常に突入するといい」

　え？　と風かざ見みが下を見ると。出雲が目を開けて、

「よう」

「よう、じゃないでしょ。気がついてたなら起きなさいよ」

「いや、千ち里さと、いい匂いするからさ」

　赤くなる風見の脚あしの上で、出雲が嬉うれしそうに目を弓にする。

　佐山は、は、と短く笑い、風見の肩を一つ叩く。背を向け、歩き出す。

　正門へと。

　そのとき、目が新しい人影を認めた。

　二年次普通校こう舎しやの一階階段、二階側から降りてくる姿がある。

　それは長身の初しよ老ろう。黒のベストに黒いトルーザーに黒の手袋、禿とく頭とうに顎あご髭ひげというのは、

「司し書しよのジークフリート・ゾーンブルクか」

　生徒会の仕事で数すう度ど言葉を交わしたことがある。必要最さい低てい限げんの言動しかしない人間だった。

　衣きぬ笠がさ書庫から外に出るとは珍しいことだ、と佐山はつぶやき、前へ。

　改めて周囲を見渡せば、目に入るのは春の盛りが近い学校の風景だ。

「静かなものだな……」

　背後、肉を連打する音と、出雲の断続する悲鳴が聞こえてくる。
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　西日が、夕日になりつつある。

　夕日の下。山に囲まれた森でさえも、この時間は風のように光を通す。

　杉を中心とした森。その中、一本の木の前に、一つの影が落ちていた。

　人影、座り込む姿だ。

　日を横から受けて座り込むのは中年の男。短く刈かり込んだ髪が、何かに濡ぬれて日に反射している。彼の髪を濡らしたものは、そのまま彼の額ひたいを下り、左の半はん顔がんを黒く染めていた。

　着込んだ衣服は白と黒の兵服に似たものだ。が、その左肩と左脚あしも割られており、荒い息と共に黒く見えるものを流していた。

　左手が伸び、地面を掻かいた。血に濡れた視し界かいは無いも同然だ。左の手が地面の上を泳ぐ。

　ややあってから、落ち葉と石の間から、彼は一つのものを拾い上げた。

　鉄で出来た長ちよう銃じゆうだ。側面に独逸ドイツ語の彫り込みを受けたもの。

　それを力強く抱きしめて、彼は一息。右腰、そこにあるパウチの中に指を入れ、

「こちら通つう臨りん第一、現在位置は奥おく多た摩ま・白しろ丸まる間ポイント３付近山さん中ちゆう。敵てき一体の逃走阻そ止しに成功。自じ弦げん振動の読み込みも成功、送付した。現状は──、一人残して全ぜん滅めつ。急いでくれ」

　言葉に、喉のどのあたりでノイズ混じりの声が応こたえる。女の声で、

『──Ｔテスｅタメｓント．、そちらには特とつ課かが急行中。救きゆ護うごも送ります、撤てつ退たいを』

「Ｔテｅｓス．、と言いたいところだが無理だ。脚あしをやられた。治療用の器具も術式も一緒に砕かれた。得意の武器だけが頼りだ。……急げと言ったのは、その特課さ、救助じゃない」

　彼は息を吸って、汗をこぼした後に、

「敵は１ｓｔ─Ｇギアの革命軍の一派。そう、二番手の〝王おう城じよう〟派の人じん狼ろうだ。和わ平へい派との交渉に来たんだろうさ。１ｓｔ─Ｇ式の賢けん石せきを持っているのか、この現実世界で狼おおかみ化しやがった」

『喋しやべらないように。──五分後には概がい念ねん空間を展開して駆けつけます』

「はは、銀の弾だん丸がんが通用するようにしておけよ。あと、──お嬢じようちゃん、いや、お姉さんかな？　アンタ、悪いとか思っていないだろうな？　俺達に」

　無言が来た。彼は目を伏せ、

「いいさ。行くと決めた俺達がマズった。選択権あるんだもんな、俺達通つう常じよ課うかは。……な？」

　やはり、返答は無言だ。だが彼は、

「アンタらどこの部隊だ？　特課の中でも女がいる部隊は少ないはずだ。最近、組まれたのがあったな、確か、ＵＣＡＴ子こ飼がいの変な少女や美人の入った部隊、確かＩＡＩの──」

　言葉を止めた。目を開ける、そして背後の木を支えに彼は立ち上がる。

「なあ、帰ったら花を持って出迎えてくれ。凱がい旋せんだ。今は、何が盛りだい？」

『──Ｔテスｅタメｓント．、今は雪ゆき割わり草そうなどが』

「違う。そこで言うもんだ。私が、って」

　は、と笑って彼は右手をパウチから抜いた。左に抱いていた長ちよう銃じゆうを右に持ち替えた。ストラップを口で噛かみ、ストックと右手グリップで三点支持を作り、前を見た。

　前方、風音がする。

　森に差す西日の中、何か巨大な影が、身を左右に振りながら近づいてきている。

　合図も何もない。風の音に従うように、彼は引き金を絞しぼり上げた。

　銃声が西日と同じように森の中を渡る。
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　奥おく多た摩まに向けて山間を走る電車の中で、佐さ山やまは目を開けた。

　うたた寝をしていた。原因は座った背に浴びる西日のせいだ。そして目覚めた理由は、

「──電車が停まった、か」

　佐山は車内を見渡す。いる客は自分の他、やや離れた席に座る二人だけだ。

　一人が黒いスーツ姿の白はく髪はつの男。もう一人は彼の隣となりに座る、これも黒服に白髪の少女。親子なのか、二人は肩を並べて向かいの窓から外を見ている。

　つられるように、佐山も外を見た。

　奥おく多た摩まの山がある。どれも丸く形作られたものばかり、薄い小こ山やまなど無い。

「ここは白しろ丸まるのあたり、二つ目のトンネルの間か。あと一駅で奥多摩というところで……」

　土地勘かんはある。似たような山の影を見て、

「あの山の方など、飛ひ場ば先生に無む理り矢や理り走らされたからな」

　……土地を憶おぼえねば春になってから発見されるところだった。

　頷うなずき、佐さ山やまは左手を見た。拳こぶしの骨のあるあたり、何かが飛び散ったような形で皮ひ膚ふが白くなっている。目は、傷きず残る拳の中指にある指輪を見て、

「あのとき、母に連れられて車から降りたのも、このあたりだったか……」

　つぶやき、時計を見れば午後五時半。ＩＡＩに招集されたのは午後六時だ。

　時間を計算すれば心は固まる。立ち上がり、スーツの襟えりを持ち上げて弾はじくように直すと、離れた席に座る二人に近づく。すると白はく髪はつの男性が顔を上げた。サングラスを掛けているが、奥の視線がこちらを見ているのは解わかる。佐山は軽く会えし釈やくして、

「申し訳ない。この電車は、何な故ぜ、こうしているのかね？」

「──停止信号だ。解かい除じよの後、白丸に戻るそうだ」

　やや楽しみを含めた口調と声に、佐山は彼が見た目よりも若いことに気づく。一見は初しよ老ろうかと思ったが、よく見れば中年の入り際ぎわと言ったところ。

　隣となりの少女も、黒のワンピースに白のエプロンという侍じ女じよの姿だ。彼の娘ではない。

　……このあたりは、昔からの山やま主ぬしが多いが。

　見れば少女は一本の杖を持っていた。手首で固定できる歩行補助の鉄てつ杖づえだ。彼女が使うには長すぎるもの。だが佐山は、ここで彼らについて詮せん索さくするのをやめた。今、知るべきことは、

「何故、この電車は戻るのかね？」

「事故でもあったんだろう？」

　成なる程ほど、と頷うなずいた佐山は、彼も詳細は知らないのだと思う。

　そのときだ。ふと、彼の横に座っていた少女が、こちらを見た。眉をフラットにした無表情の中、紫むらさき色に近い黒の瞳が、佐山の目の奥を覗のぞき込む。

　一呼吸、その後に彼女は口を開き、やや大人びた低い声で告げる。

「──失礼いたしました」

　佐山は、お構かまいなく、と一言を告げると、踵かかとを回して二人に背を向けた。

　向かいの席の窓を開け放つ。と、背後から先ほどと同じ口調で声が聞こえる。

「降りるのか？」

「戻るわけにはいかない。そして待ち人がいる」

「早そう計けいだ。ひょっとしたらすぐに前に進むかもしれないが？　後悔先さきに立たずと言うぞ？」

「貴方あなたがどこの忠告の神か知らないが言っておこう。後悔と同様に、喜き悦えつも先に立たぬものだ。──気き遣づかいは有あり難がたいが、私はこの土地に慣れている。大体、危険がこの世にあるか？」

「確かに。……ああ、確かに、この世に危険は無いな」

　それを言うと、サングラスの下の口が笑みのまま閉じた。

　彼が座席から脚あしを遠くへ投げ出すのを合図に、佐さ山やまは窓から足を出し、外へ。

　線路を支える砂利じやりの上に着地し、外気へ、夕日の浴びれる山野へと出る。

「────」

　もはや佐山は斜面の上の電車に振り向かない。眼下に広がる森の中に進んだ。

　下した草ぐさを垂直に踏み、降りていく。

　数すう呼吸で体は森の生む影に沈んだ。西日のため、横から来る光と影が自分の体に陰いん影えいの格こう子し模も様ようを描く。憶おぼえのある光と空気だ。

「もう、二年か、この奥おく多た摩まに通わなくなって。飛ひ場ば道場は……、健けん在ざいだろうな」

　つぶやいたとき、背後で鉄の音が聞こえた。

　警けい笛てきを響ひびかせ、電車が動き出す。音の行く方向は、上り、白しろ丸まるの方だ。佐山は去りゆく車輪の音に自分の選択が正しかったことを確認。

　よし、と佐山は頷うなずき、下りの脚を速めた。
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　白丸の駅は無人駅だ。

　細長いホームに電車が停まると、少ない乗客は手持ち無ぶ沙さ汰たにホームに出始めた。

　所在なげにする人々と離れた場所に、先ほど佐山が状況を聞いた二人の姿がある。

　ホームの外、民家の陰にあるカード専用電話の横、杖を片手に白はく髪はつの男が立っている。

　そして彼の前、緑電話の受話器を握っているのは、侍じ女じよ姿すがたの少女だ。

　少女はエプロンの懐ふところからテレホンカードの束をトランプのように取り出した。

　彼女は緑電話の前に速い動きでカードを並べながら、男の方へと顔を向け、

「至いたる様。何な故ぜ、携帯電話をお持ちにならないのでしょうか？」

「俺は小しよう心しん者だ、Ｓエスｆエフ、憶おぼえておくといい。電話のベルで心臓麻ま痺ひが起きそうになる」

「私が代わりに持つというのは如何いかがでしょうか？」

「駄だ目めだ。お前は居い留る守すを使う技術を習得していない。俺がいるときでも常にいないと返答出来ねば、お前が携帯を持っている意味がない。解わかるか？」

「Ｔテｅｓス．、根本的に持っている意味がないと理解しました」

　Ｓｆと呼ばれた少女は、彼の方を見ながらカードを並べる手を止めた。使い古しのカードの並びは使用度数順じゆん。使用度数のパンチ穴が同じものは、全くのズレなく重ねられている。

　その中の一枚、残りの少ないものを、Ｓｆは無む造ぞう作さに取り上げ、緑電話に入れた。

　右の五指を使って瞬間的なダイヤルプッシュ。数秒の後、

「Ｓｆです。登録番号９６０９８１２Ｂ。内線００１３番を」

　と、Ｓエスｆエフは隣となりの男に受話器を渡した。彼は受話器を受け取り、

「大おお城しろ・至いたるだ。全竜交渉部隊チームレヴアイアサンは出たか？　シビュレ。──そうか。こっちは先ほど、面白い馬鹿に会った。下らないことが起きるぞ。下らない、偽ぎ善ぜんと偽ぎ悪あくの世界が展開するんだ。──解わからない？　だろうな、目覚めていなかったお前やＳｆには」

　言葉と同時にＳｆが新しいカードを緑みどり電話に入れた。受話器から、三分経過を知らせる小さな接続音が響ひびき、至はＳｆに頷うなずく。Ｓｆが小さく返礼をするのを見つつ、至は言う。

「Ｓｆがその馬鹿の自じ弦げん振動を確認した。Ｓｆに言わせるから、そっちの概がい念ねん空間の自弦振動に馬鹿の振動を付加しろ。いつもの通常型だから加工は楽だし外部は見えるんだろ？　現実からそのまま引きずり込め。──はン、その馬鹿は誰か、だと？　じきに解る」

　彼の言葉に、Ｓｆが問うた。

「──至様、宜よろしいのですか？　こちらから、彼を巻き込んで」

「何も知らずにこの世の安全を決めつけたガキに、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずということを教えてやる。これからきっと、ヤツは覆くつがえされ続けていくだろうよ。これから先は、全ての物事が存在するが故ゆえに全ての物事が否定されるようになる。喜き悦えつを知るからこそ喜悦を否定するように、な。それが……、ああ、世界が満足するまで続くんだ」

　至は小さく笑った。Ｓｆに受話器を渡し、

「言ってやれ、Ｓｆ、ヤツの自弦振動を。そして、現実ってものを教えてやるんだ」
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　下の道路に出た佐さ山やまは、歩道の上で一人、首を傾かしげていた。

　手に持っている携帯電話に電源が入らない。

　バッテリーは寮りようを出るとき確認した。だが今、液えき晶しようは暗いままだ。軽く振ってみても状態は変わらない。電波の関係かと思い、二車線道どう路ろを渡って谷側の歩道に行っても、何も変化はない。ＩＡＩ小型製せい品ひん共通の汎はん用よう型バッテリーを取り外し、着け直しても反応はない。

「どうしたことだ……？」

　つぶやき、ふと思う。先ほど妙な声が聞こえたことを。

　斜面を降りているときだった。一つの声が聞こえたのだ。





　・──貴き金きん属ぞくは力を持つ。






　拡声器で響ひびく音とは違う。まるでヘッドホンから聞こえてきたようなささやき声だった。しかし、見渡したところで、そのような音を生む設備も何も見えなかった。

　そして今、携帯電話が動作しない。

　首を傾げ携帯を懐ふところに収めた。記き憶おく通りならば、少し歩けば道路沿いに幾いくつもの食堂がある。そこで電話を使えばいいだろう、と決める。今は何時だろうか。腕時計を見れば、

「停まっている……」

　腕時計が停止していた。長針も短針も、秒針も動いていない。

　眉をひそめ、懐に手を入れた。ＩＡＩのマークが入ったメモリ式の録音機を取り出す。スティック型のトップにはスタートの赤いボタンがある。

　押した。

　だが、録音機は反応しなかった。こちらの汎用バッテリーも完全に充電した記憶がある。

　どうしたことか。そう思い、佐山は気づく。周囲を見渡し、森の木々を見上げ、

「気配が無くなっている……？」

　元々、車の数は少ない道路だ。だが、ここに降りてから一台も通り過ぎる様子がない。その上、木々の間には鳥の姿も何も無い。

　ふと、電車が白しろ丸まるへと戻ったことを佐山は思い出す。何かが起きているのだ、と。

　すると、遠く、何かを打つような音が聞こえた。

　眼下、道路の下を流れる川の方へと落ちていく木々の斜面。音はそこから飛んできた。

「木が倒れる音……」

　見れば、斜面を覆おおう木々の群れの奥、遠くの一本が、傾き出している。杉だ。緑の葉に包まれた尖せん塔とうのようなシルエットが、付近の木々に寄りかかり、倒れていく。

　佐さ山やまは、そちらを見てから、しかし視線を西へ、日が落ちていく奥おく多た摩まへと顔を向けた。

　自分の行くべき場所はそこだと、そう思い、頷うなずいた。

　だがそのときだった。今度は、木の軋きしみとは違う音が聞こえた。

　悲鳴だ。
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「────」

　佐山は反射的に顔を上げていた。

　耳は確かに響ひびく高い声を聞いた。一いつ瞬しゆん、体に力を込め、しかし、そこで停めた。

　息を吐き、眉を詰め、考える。

　思し案あんの時間は短い。過去を思い出せばそれで充分だ。かつての記き憶おく。母親の車に乗って、このあたりの山の中へと連れられて来たときの記憶。

「誰かに会おうという約束は、私だけ果たされず……、か」

　一息。左の胸に手を当てる。わずかな過去の疼うずきがあるが、呼吸で抑え込む。

　目を開けた。

　視し界かいには朱色に染まっていく空がある。その色を見て頷くなり、佐山は動き出していた。

「よし」

　眼下、谷側の森に振り向きつつ、右手でネクタイを緩め、左腕は一瞬で上着の肩を抜く。右の肩を抜く頃には足が谷側の歩道にあるガードレールを踏んでいた。

　一歩。

　足音軽かるく、佐山はガードレールを踏み台にして宙に。右腕の上着を振り回して肩に担になえば、上着の布地は快音をたてて背を叩く。音と同時に足が斜面の下した草ぐさを踏んだ。

　歩き出す。

　先ほど道路に降りるときよりも、歩みは速い。腰を落とし、滑るように斜面を下っていく。

　天上、木々に隠れていく空の西にし裾すそで、既すでに日は沈みかけている。

　暗くなれば森の中は危険だ。

　急ぐ。腰を更に落として、斜面を斜めに駆け下りた。

　森の中に入り、木々の間を走り出す。目標は、先ほど折られた木だ。

　佐山は、枯れ枝を踏む足音と共に、そちらへと一直線に走っていく。

　息は荒れない。毎晩、走ることだけはやっている。

　悪い足場を走ることと、淡い緊きん張ちよう感から、体温が上がるのが感じられる。しかし、五体の中で一つだけ熱を感じられぬ部位があった。

　左の拳こぶし。そこだけは冷たく感じられる。

　は、と呼吸とも笑みともとれぬ音を佐山は吐く。

　目標の地点まで残り十数メートル。森の向こうから川の流れる音が聞こえてきた。

　地面には元もと々もと小川だった窪くぼ地ちが幾いくつかある。それを飛び越えつつ走り、顔を上げる。

　佐さ山やまは、木々の間に見える夕日が奥おく多た摩まの山さん系けいに掛かったのを見た。あと十分もせずに夕ゆう闇やみの時刻となる。森の中は、さぞ暗い空間となるだろう。

　急げ、と佐山は自分に言い聞かせる。

　と、視界が小さな光を捉とらえた。目指していた木の近く。地面に小さな光が散らばっている。

　……ハイカーが捨てたゴミだろうか？

　と佐山は思い、否定する。ゴミを捨てるならば、こんな森の中にまで足を運ばず、もっと道路か川に近い位置で済ませる筈はずだ。

　警けい戒かい心しん。ステップ踏んで足を停め、地面に落ちる光を見た。それは、

「金属……？」

　見れば、一本の太い木の周囲、南側を中心に黒い金属片が散らばっている。

　そしてここから南、五本ほど向こうの木が、先ほど上から見た倒とう木ぼくだ。一ひと抱かかえほどもある杉の幹が倒れ、こちらに折れ目を見せている。

　その折れ目、聞こえてきた軋きしみの場所を見た佐山は、

「──あれは」

　と眉をひそめ、言葉を詰めた。

　木は、地上一メートルほどの高さで切断されていた。

　切断面は鋭利な斜め割り。根元に木もく片へんも木き屑くずもなく、幹の直径の五分の四が一発で断たれていた。残り五分の一が、折れるときに軋みを挙げたに違いない。

　かすかに妙な匂においがした。何か焦こげるような、鼻につく匂い。見れば、切断面にはわずかに黒く焦げたような痕あとがある。

　佐山は切断面の確認のため、そちらに一歩を進もうとした。

　と、右足が硬いものを踏む。

　？　と視線を落とし、右の足を持ち上げた。

　そこから出てきたものを、佐山は知っている。周囲に散らばっていた金属片と同じ素材で出来た、短い筒のようなもの。

「銃じゆう身しんだ」

　……世話になっている田た宮みや家で見たものより長いな。短たん銃じゆう用ではないのか。

　思いつつ、佐山は足下を再確認。

　地面の上に新しい情報が見えた。

　それは足あし跡あとだ。しかも、三種ある。

　一つはやや古く、登山靴ぐつのようなパターンを持った大きめのもの。

　もう一つは似たパターンを持った小さめのもの。

　そして、最後の一つはそれら二つの上から打ち付けられた妙な足あし跡あとだ。大きさは軽く三十センチを超えており、足指があるべきところには釘くぎで穿うがったような穴がある。

　情報は、そこで終わっていない。南の方から、こちらへと、地面に転々と黒い湿りがある。

　その湿りは、佐さ山やまが背後に置いた木へと向かっている。

　背後に振り向かず、息を収めた佐山の左肩に、小さな感かん触しよくが落ちた。

　指で触れられたような感覚に、佐山は左の肩を見た。

　夕日でわずかな薄うす朱あかに染まる生き地じの上、黒に近い一点があった。

　それは何か。

　応こたえるように、もう一度、左肩にそれが落ちた。

　上から。

　次の瞬しゆん間かん、

「──！」

　佐山は躊ちゆう躇ちよ無く前へ、南へ、川の音が聞こえる方へと走り出した。
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　上を確認などしない。上には何があるかなど解わかっているのだから。

　もし上を向けば足下は不確かになり、身動きがとれなくなる。危険が生まれる瞬間だ。

　今まで、危険はなかった。だからこそ、佐山は走り出していた。

　……何かが木の上にいる！

　確信した瞬間、遠ざかる背後に音が落ちた。二に足そくの足が地を踏む音。大物だ。着地の足が土の地面に落ち、沈み込む響ひびきまでが伝わってくる。

　直後。そちらから響いた声が佐山を追い抜き森を走る。獣けものの咆ほう哮こう。吠ほえ声だ。

　……熊か？

　否定。それは、一度仕し留とめた獲物を木上に運び、死体に気づかせた上で襲いかかろうとした。最初の足跡は木上に運ばれた犠ぎ牲せい者、次の足跡はそれに引っかかったはず。

　自分は三人目だが、この策さく略りやくに掛けられる者としては二度目だ。

　……そのような策略を利用するのは、獣ではなく人だ。

　響く咆哮は獣のものだが、それでも、

「人の知能があれば、扱いは人で考えていい」

　地に落としたつぶやきを欲するように、後ろから足音が追い掛けてくる。

　速い。

　バスドラムのように低い足音が、こちらが五歩かかる距離を一歩で渡って追いついてくる。が、佐山は振り向かず、ペースを落とさぬことを考えて走る。

　振り向かない。必要なのは好こう奇き心しんではなく前に進むことだけだ。

　前方より、川の音が強く聞こえてきた。

　光がある。地面は急角度で下に。その先にはまだ薄い夕ゆう闇やみの川原が広がっていた。

　そこへ辿り着けば、相手の姿を確認できる。また、人の姿もあるかもしれない。

　救けを呼べるだろうか、と考えたときだ。佐さ山やまは走る眼前に異常があることに気づいた。

　佐山が気づいたのは前方に広がる大気の動きと、わずかな光の霞かすみ。

　川に降りる斜面の上、森の縁ふちを覆おおうようにひとつの障害がある。それは、

「壁……!?」

　正面、確かに風が停てい滞たいしている。そして夕闇の光がわずかに霞んでいる。

　足はあと三歩で壁があると思われる位置に辿り着く。

　背後、大きな足音が接近してくる。

　壁に当たっていくべきかどうか。否、それよりも本当に壁が存在しているのかどうか。

　確かめる方法は？

　佐山は一つの思し考こうを作る。そしてわざと足を緩めた。

　そして彼は壁があると思われる位置に立ち背後に振り向いた。まるで自分が追いつかれたことを確かめるように。

　見れば、突っ込んでくる影があった。

　その影は、人に似ていた。大きな、身長二メートルを超える姿だ。全身は黒の獣じゆう毛もうに覆おおわれているが、腰や胸のあたりに破れた黒い布地がある。

　分厚い胸の上に、顔が見えた。

　その顔は、犬に似ていた。突き立つ耳の下、金色の両眼に、裂けたような赤い口がある。

　……人じん狼ろう、というべきか？

　自分の発想をおかしいと思うが、それも瞬しゆ時んじだ。事実は目の前にある。

　ならばもはや動け。佐山は薄うす闇やみの照明の中、両手を下ろして腰を引いた。相手からみれば身をすくめたように見えるだろう。だが、佐山は上着に隠かくした右手で後ろを探った。

　何もない筈はずの、その空間が、向こう側から抵抗した。

　壁がある。上着を通して伝わる感かん触しよくはざらついた卵の殻からのような触しよつ感かん。上着が壁の面に沿って潰つぶれて形状を変えることから、隙すき間まはないと確認できる。

　直後、敵が来た。

　佐山は身を仰のけ反ぞらせるようにして、喉のどを見せた。

　右の爪が振りかぶられる。すれ違い様ざまに首を刈かる動き。相手は口を開き、牙きばを剥むき、

「──！」

　と叫びを挙げた。だが、

「静かにしたまえ」

　と言う言葉と共に、佐山が壁に沿って腰を落とす。

　人じん狼ろうの爪が空くうを掻かいた。

　直後。その巨大な五体は顔面から見えない壁に激げき突とつした。

　直ちよく撃げき音おん。

　聞こえるのは肉を打つというより、車が破は砕さいしたような音。目に見えるのは人狼の全身が反発力で吹き飛ぶ光景だ。宙を舞った体は一回転して地面に地じ響ひびき。そして転がる。

　か、という獣けものの息が、土の上を回る音と共に聞こえる。

　地面にほとんど寝そべる形になっていた佐さ山やまは、ベストの胸が裂かれていることに一息。

「貴重なものを」

　と立ち上がり、大気を肺に入れる。

　見れば、人狼は気を失ってすらいない。ただ、何が起きたのか解わからぬといった体ていで、伏せたまま、大きく体を上下させてあえいでいる。向こうにとっても、この壁は予想外だったか、

　……その位置を知らなかったか、だ。

　佐山は、また走り出す。人狼が我に返る前に倒す方法を見つけねばならない。なるべく人狼から死し角かくになるように、見えぬ壁かべ際ぎわの位置を走っていく。西へと。そちらは左に見える川原にとって上流。緩い斜面を幾いくつか走れば、人狼の姿は見えなくなった。

「もはや、待ち合わせの時刻は過ぎているだろうな」

　と、つぶやいた佐山は腕の時計を見る。

　銀の時計は先ほどと同様に動いていない。

　どういうことだろうか、と思ったときだ。

　佐山は、壁の向こうに、かすかな光を認めた。
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　それは、車の光だった。

　川原の上、春休みの行こう楽らくか、二十メートルほど先に一台の赤いＲＶ車が停まっている。周囲にはパラソルやレジャー用のテーブルを畳む家族連れの人影も見える。中年夫婦にまだ幼い男女の姉弟という家族。車のライトが川原の斜面で傾き、上にいる佐山の方を差している。

「おい！　そんなところにいると──」

　危険だ、と言おうとした言葉が途切れた。

　何かがおかしい。

　見れば声を飛ばした先、家族連れはこちらを気にせず帰り支度じたくを実行中。

　……今の叫びが届いていない？

「──おい!!」

　と彼らから見える位置、ライトの中央で手を振り、声を放つ。が、向こうは気づかない。

　……こちらが見えも聞こえもしていないのか？

　佐さ山やまは息を吸い、吐いた。目の前の見えない壁に手を着き、妙なことになったようだ、と改めてつぶやく。そして佐山の見る前で、ＲＶ車に家族連れの人影は乗り込んでいく。

　ややあってから、車は川原を走り出す。行く先は、

「この斜面の上か……」

　佐山は走った。記き憶おくによれば、上の道路は、下の川とつながる山道を幾いくつか持っている。今、佐山の左にある見えない壁が山道まで延びていたら、ＲＶ車は壁に外から激げき突とつする。

　どうなるだろうか。

　斜面の上に昇ると、道は確かに存在した。

　山道。頭上を木々の群れに押さえつけられた自然のトンネルのようなものだ。幅はば三メートルほどの土の道路。その中央、轍わだちの作った盛り上がりの上に佐山は立つ。

　額ひたいの汗を拭ふいている内に、向こうからライトの並びが来た。

　佐山はライトの中央で一歩を下がる。

　が、向こうはこちらに気づいた様よう子すはない。速度をそのままに近づいてくる。

　……壁が──。

　抜けられた。しかし、ＲＶ車の姿が変わっていた。

　薄い影。

　ＲＶ車は向こうを容易たやすくすかせる薄青い影に変わっていた。中に乗る者達も同様に。

「……!?」

　山道の中央に立つ佐山を、ＲＶ車の薄い影が通り抜けた。わずかに翳かげりを感じただけで、あとは風も音も何もない。

　振り向くこともせず、佐山は息を吐いた。

「どういうことだ……？」

　……きっとあの車は、上の道路に出て、また見えない壁をくぐって外に出るだろう。

　その先は当然、壁の向こうに存在する日常の世界だ。

　この空間だけが、ズレている。そんな確信があった。

　ふと、佐山はしゃがみ込んだ。手近な地面を見ると、一つの石があった。

　持ち上げる。

　そして佐山は見た。持ち上げた石が元々あった場所。そこに、持ち上げた石と同じ形をした淡い影が残っていることに。

　それは目を凝こらさねば見えないような翳り。だが、佐山は石を戻し、つぶやく、

「この空間にあるものは、……実じつ像ぞうなのか？　影なのか？」

　解わかりはしない。

　佐山は首を軽く横に振って頭の中の議論を止めた。今は優先すべきことが他にある。

　一息ついた。そのとき、佐山は身動きを停めた。

　耳が音を捉とらえていた。遠く響ひびく大きな足音と、小さな叫びを。

　叫びは、先ほど聞いた悲鳴の声と同じだった。

「──生きていたのか」

　つぶやき、佐さ山やまは眼前を見た。斜面がある。敵と離れるために昇ってきたものだ。

　だが、息を深く吸い込むなり、佐山はその斜面を駆け下りた。

　夕ゆう闇やみが、もはや夜へと移行しつつある。
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　夜は、人の少ない学校をも覆おおいつつあった。

　尊たか秋あき多た学院、二年次普通校舎。

　夕刻の戸締まりを担当するのは大おお樹きだ。彼女がいるのは一階の廊下の西端。非常扉の前だ。

　衣きぬ笠がさ書庫のある一階。その廊下は、およそ四教室分に渡って物置きになっている。

「無む法ほう地帯ですかー」

　四教室分の長さを持った大型図書室、衣笠書庫。その廊下ですらも本の力を免まぬがれることは出来ない。廊下の壁にすら本棚や戸棚が並び、それらさえも本の塔とうに埋もれている。大樹が歩いてここまで来た道も、廊下に積まれた本を避よけたり飛び越えたりで、もはや一種の迷めい宮きゆうだ。

　一応、奥の非常扉のあたりは本や棚もない。ここから本や棚を搬はん入にゆうすることが多いからだ。

　大樹は非常口の鍵かぎを回して閉める。一いつ瞬しゆんだけ非常扉の窓から西の方を見た。西の空、山の輪りん郭かくを浮き立たせるように朱の色があるが、その天上は全て紫むらさきから黒へのグラデーションだ。

「大丈夫かなあ……」

　大樹はつぶやき、窓に背を向ける。人ひと気けのない本の迷宮にはあまり長なが居いをしたいものではない。幾いくつかの本を蹴け飛とばしながら、大樹は中央ロビーへ、四教室分の距離を詰めていく。

　こんなとき、タイトスカートは歩きにくいな、と思う。

　廊下の蛍けい光こう灯とうが白く感じられるのは、棚の間に見える北側の窓の向こうが浅い夜よる闇やみで黒いからだ。窓に映る自分の顔、額ひたいには絆ばん創そう膏こうが一つ。佐山のデコピンを食らった痕あとだ。

「あの子、遠えん慮りよがないからなー。……それだけ慕したわれていると考えるが吉ですか」

　とつぶやいたとき。不ふ意い打うちに横手の扉が開いた。

　！　と息を飲んで振り向いた。その踵かかとが床に積まれた本に引っかかって後ろに転ぶ。

「……あ！」

　足を振り上げて頭から床に落ちる。その筈はずだった。だが、いきなり、

「これは失礼」

　低く落ち着いた男の声とともに、倒れる背に黒くろ手袋つきの手が当てられた。

　支えられる、と思った瞬間。視界が縦たてに一回転した。

　両足から床に、自分で立つ。

「…………」

　何が起きたのか、大おお樹きにはよく解わからなかった。一回転？　という言葉が頭に浮かぶだけ。

　えーと、とつぶやき、大樹は、ウエストを支える手の持ち主を見上げた。

「ジークフリート、さん？」
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「大丈夫か？」

　疑問詞で応こたえるのは、長身の老人だ。肩幅のある体格は、白のシャツに黒のベストにトルーザーで包まれている。禿とく頭とうと白しろ髭ひげの顔から、青い目がこちらを見下ろしている。

　ジークフリートは無言でこちらの腰から右手を離すと、左手に掴つかんでいたままの白いカップを口に当てる。そこから漂う香りはコーヒーだ。

　大樹は匂においに気を取られそうになりながら、頭を下げる。

「ど、どうも有あり難がとう御ご座ざいました。今さっきの、クルって回ったのは──」

「日本で言う合あい気きのようなものだ。それよりも、無事で何よりだ。戸締まりか？」

　と問うたジークフリートの目が、大樹の額ひたいにとまる。そして、

「重ねて問うて申し訳ないが、その絆ばん創そう膏こうは、何か？」

「ああ、さっき、生徒にちょっと」

「校内暴力か。それはいかん。あとで私が先せん祖ぞ伝でん来らいの制せい裁さいの仕方を教えよう。どんなしぶとい輩やからも一発で自分が汚けがれた魔ま女じよだと告白する」

　どーして私の周囲はこんなのばっかかなー、と口の中でつぶやき、大おお樹きは手を横に振る。

「いえいえ、本人も、昔に空から手てだか何だかで結けつ構こう上のとこまで行った子なんで、つい手が出てしまうんだと思います」

　それにまあ、と頭を掻かき、

「教師と生徒の相互理解の上でのことですから。私も好きでやってますし」

「そうか、では口を出す権利はないな。……結局は、個人の趣味か」

「えー、あー……、語ご弊へいがありますけどまあいいです。ジークフリートさんはこれから？」

　ジークフリートは胸のポケットから一枚の紙し片へんを取り出す。カップを一度口くちに当てた後、

「少し、資料の助けを必要としている者達がいてな。私の仕事でもあるのだよ、代理の情報検けん索さくは。手伝っていくかな？　この廊下の中から〝初めてのプルトニウム〟という本を──」

「いえいえいえいえいえ」

　と、大樹は一歩を下がる。お疲れさまです、と一言を告げて一礼し、名ばかりの狭い中央ロビーに出る。これから階段を昇って二階と三階と屋上の戸締まりだ。

　中央ロビーから見ると、蛍けい光こう灯とうがあっても校舎内は暗いと解わかる。元々、日中のみ使用することを前提とされている建物だ。

　こわー、と大樹は吐息。階段の蛍光灯をつける。

　薄い緑で塗られた階段が照らされ、明るくなる。が、白い光で冷たくなった気もする。

　と、ジークフリートの声が、

「二階の鍵かぎは先ほど閉めた。信用可能なら好きにしたまえ」

「信用してますー」

　既すでに壁の陰で見えない彼に手を合わせ、大樹は上に。

　六つの普通校舎と教員棟は戦前に造られたものだというのは知っている。

「図書室をああいう風にした衣きぬ笠がさ・天てん恭きようって人の創設で」

　当時造られつつあった出雲いずも航空技ぎ研けん東京総そう合ごう施設の研究資しり料よう庫ことして、ここは用いられるはずだった。が、人材育成が将来のためになるとして、尊たか秋あき多た学院が生まれた。

　大樹が今踏ふんでいる階段は、

「もう七十年以上も前に出来てたものですね……」

　足音高く、二階に出る。中央ロビーに出て廊下を見る。

　暗黒。その闇の向こうは、一応、西側が音楽室で東側が非常口だ。が、

「信用してます……」

　と尻から階段に戻ってくる。

　肩を落とす吐息と共に、大樹は三階への階段の明かりをつけた。早足で駆け上る。

　そして昇った三階は、やはり暗かった。

　大樹は、中央ロビーから闇に顔を突っ込むようにして西側の美術室を見ると、続いて東側の非常口を見た。東、非常口のランプが遠くに光っている。

　うーん、と唸うなりを挙げながら大おお樹きは廊下の明かりをつけた。蛍けい光こう灯とうが連続して灯ともり、明るくはなる。が、逆に窓や、教室のドアについた硝子ガラスの向こうが黒くなる。

　大樹はとりあえず廊下の中央に立ち、頭を掻かく。

「ま、しょーがないですよねー……」

　肩を落とし、首を落とし、吐息。

　東に向かって、意味もなく抜き足差し足で歩き出した。

　そのとき。大樹は背後からの音に身を跳ねさせた。

　猫の鳴き声。それが一つ、西側の美術室から響ひびいたのだ。
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「にゃ……？」

　と泣きそうな疑問顔がおで大樹は美術室に振り向いた。引けた腰で、身構える。

　眉に無む理り矢や理り力を込め、宙にゆっくりとしたジャブを二発とストレートにアッパー。

「よ、よーし、来なさーい」

　そのまま数秒。息も止めた沈ちん黙もくの後、大樹は構えたまま、小さな声で、

「来たくないなら来なくていいですよー……」

　応じるのは、無音。ややあってから、大樹は腕を下ろし、その両手で膝ひざを押さえる。いつの間にか起きていた震えは、そこで停まるでもなく、しかし緩やかになる。

「そ、外に猫がいるんですかねえ」

　と首を傾かしげてつぶやき、美術室を見た。

　同時。美術室の扉に着いた磨すりガラス。真っ暗な闇を見せるそれを、光が横切った。それも二度。地上からの車のライトなどの反射ではなく、光は左右に横切り、消えた。

「──！」

　大樹は体を抱いてしゃがみ込んだ。ややあってから反射的に両の耳を手で押さえて掴つかみ、

「だ、大丈夫、大丈夫ですよー。た、単なる怪かい奇き現象です」

　自分で言った意味に気づき、うわあ、と声を挙げて大樹は身を小さくした。

　とりあえず階段の方に戻ろうと思う。距離は約四メートル。耳から手を離し、手と膝で床を這はうように歩く。なるべく美術室の方を見ないように、視線を下げ、一歩、二歩と。

　膝と手で床を進んでいると、まるで自分の方が猫のようだと思った。震えはあるが、職場でこんなことしてる自分に呆あきれて目を伏せる。前足代がわりの右手を前に出しつつ、つい、

「にゃー」

　と言ったらいきなり返事が来た。それも後ろから猫の声で。

「──！」

　慌あわてて前へ飛びすさった。

　身を捻ひねり、床の上を尻で掃除。全開となった警けい戒かい心しんが、膝ひざを立てて防壁とさせる。

　と、それが見えた。声の正体が。

　黒猫だ。一いつ瞬しゆん前まで自分がいた場所に一匹の黒猫が座り込み、後ろ足で頭を掻かいている。対する大おお樹きは、手を背後の床についたまま、息も荒く猫を見る。

　くつろいだ動きをしている黒猫だが、先ほどまで、確かに廊下にはいなかった筈はずだ。

　いつの間に、と言おうとして、声が言葉にならず息となって口からこぼれた。ふと、目め尻じりに涙が浮かんでいることに気づく。そして、

「大丈夫ですか？　先生」

　と、今度は背後、美術室の方から声が聞こえた。少女の声だ。

　大樹は、息を詰め、背の方へと振り向いた。ゆっくりと、振り仰ぐように。

　そこに一人の少女が立っていた。

　学校の指定制服を見本のように着込んだ少女。灰色に近いプラチナブロンドの髪はまとめられて背の方から脚あしまで流れている。

　鋭い視線、紫むらさき色の瞳がこちらを見下ろしていた。小さな口が開き、無表情に、

「申し訳ありません。見回りですね？　集中して作業していたものですから、夜になったことに気づきませんでした。防音も良かったもので」

「貴女あなたは──」

「ブレンヒルト・シルト。次期三年生、総合美術部の次期部長となります」

　美術、という言葉に大樹は息を止めた。ゆっくりと、振り仰いだ視線を西に向ける。

　美術室。

　その扉は開いていた。

　開いた空間の向こうに闇があることを大樹は確認。と、いきなり両の肩を掴つかまれた。

　後ろに回ったブレンヒルトだ。

　彼女が身をかがめ、その動きでこちらを抑えるようにして来る。

　肩越しに小作りな顔が近づき、言葉が聞こえた。

「見て行かれますか？　私の作品を」

「作品？」

　ええ、とブレンヒルトは答えた。その口調に、わずかな揺れを大樹は認める。そして、揺れを含んだ言い方のまま、ブレンヒルトは言った。

「森の絵です。暗い、黒い、奥底知れぬけど、豊かな森の」
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　夜の森の中、佐さ山やまは走っていた。走りは地面に足裏を刺すような歩法。足は宙で前に出し、地を踏むときは障害物ごと踏み込む。それが暗い山を走る鉄てつ則そくだ。

「まさか、飛ひ場ば道場のスパルタがこんなところで役に立つとはね……！」

　走りの向く先、前方、木々のざわめきと、枝を踏み走る音が聞こえている。

　誰かが追われている。あの人じん狼ろうに。

　急げ、と佐さ山やまは思う。

　誰だか解わからない悲鳴の主よ。私は君のために来たのだから、と。

　急げ。大きな足音には近づきつつある。相手の一歩に対してこちらは五歩かかる。だが、相手は直線的にしか走ることが出来ない。こちらは木々の間を縫ぬうことを意識して、心持ち一歩でも多く踏めばいい。

　佐山は考える。今、人狼に追い掛けられている誰かが、この状況を脱する手て筈はずも知っているだろう、と。切断された杉の断面の鋭利さは、人狼の爪で作れるものではない。その誰かが持つ何らかの武装によるものだ。

「武装？」

　と問うて佐山は苦笑。

　ここは日本だ、あのような破は壊かい力りよくを持った武装がどこに許されるのか。だが、

「──だが現実だ。ようこそ目の前の事実を信じる世界に、というわけか」

　視界、足音が見えた。大きな背。それが木々の向こうを走っている。

　佐山は、先行する足音と背を敵として再確認。

　急げ。木の間を、幹に体が当たるすれすれの位置で縫ぬい、敵の方へと。途中、石を左右の手に二つずつ拾っておく。そして佐山は右手に提さげた上着を広げる。

「このスーツとも、今日でお別れか……」

　言う視界は、人狼と、その前を走る誰かの姿を捉とらえた。

　……女？

　それは、一人の少女だった。

　歳としは自分と同じくらいか。柔らかみをもった黒のロングヘアが疾走に踊おどっている。身は白と黒の、ドレスにも似た服をまとい、右手には、

「蛍けい光こう灯とう？」

　杖のような長さ二メートル近い白の棒。その上部側面には、蛍光灯にしか見えない長い円えん筒とうが設置されている。それはわずかに青白い残ざん光こうを持って彼女を照らす。

　人狼が走りながら手を前に伸ばすと、彼女は残光を当てるように杖を振る。

　すると、水みず飛沫しぶきのような音が立ち、人狼の腕が弾はじかれた。

　どういう理り屈くつかは解らない。

　だが間違いなく、彼女が持つ杖は佐山が思し考こうした武装だ。

　ふと、走りながら佐山はつぶやく、

「──いかん」

　このあたりは先ほど走った憶おぼえのある場所だ。

　下には元もと々もと小川だった窪くぼ地ちが、幾いくつもの編み目として残っているはず。

　佐さ山やまは足に力を込めて前に出た。

　同時。走っていた彼女が下を見た。

「……！」

　声にならない小さく詰まった息と共に、細ほそ身みの体が弾はじかれたように跳ねた。

　転んだわけではない、自ら跳ちよう躍やくした動き。

　しかし敵はそれを見逃さない。空中でバランスを失した標ひよう的てきに向かって、すくい上げるような左の一いち撃げきを見舞った。

　少女が杖を振って残ざん光こうをかざす。

　遅い。

　布を引き裂く音と共に、少女の体が吹き飛ぶ。

　その動きと共に風が巻き起こり、森がざわめいた。
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　森の絵を、大おお樹きは見ていた。

　美術室の中央に空あけられたスペース。そこに立つイーゼルの上、絵画用テレビン油の匂においが湧わき立つ大型キャンバスがある。キャンバスに描かれているのは森林の絵だが、

「何度も描き直してるんですかあ？」

　問いに、美術室の窓まど際ぎわにある流し台でブレンヒルトが振り返る。彼女は筆を洗いながら、

「描き加えて、また何度も塗ってるんです。直すまでもなく、未完成です」

「絵って……、一度塗ぬって終わりじゃないんですか？」

「使用する画材と、選ぶ手法により違うんです。そして、選ぶ完成形によっても」

　ふうん、と頷うなずき、暗くら闇やみの中で四角く区切られた森を見る。製作途とち中ゆうで塗りの甘いところはあるが、奥底の黒い森がキャンバスの向こうに広がっている。

　一いつ瞬しゆん、その中に吸い込まれるような錯さつ覚かくを得て、大樹は慌あわてて体を起こした。

「近づくと塗料が着きます」

　ブレンヒルトは手や筆を黒く染まったタオルで拭ぬぐっている。その背中に大樹は問う。

「他の部員は？」

「春休みに学校に残っていて、なおかつ美術室で絵を描こうというのは私だけです。ここは防音も効いてるから、一人で利用してるんです」

　ふうん、と頷うなずいた大樹の視線の先、ブレンヒルトはスカートのポケットから小さな丸いケースを取り出した。

　ハンドクリームだ。

　手指にクリームを絡めていく背を見て、大樹は一息。

　視線を落とすと、足下、黒猫が絵を見上げている。

　猫にも解わかるものなのだろうかと、大樹は黒猫の視線の先を見た。広く深く森が描いてある一角。一カ所だけ手つかずのところがある。色が入っていない、キャンバスの生き地じが見える。

「この空白の部分は──、何が入るの？」

「小屋を」

　ブレンヒルトが背を向けたまま、ええ、と自分に頷き、

「森が木々の群れではなく森たる所以ゆえんは、人が至る場所だからです。人がいるから木は群れではなく数えられ、憶おぼえられる。森とは、この──」

　わずかに言葉を詰め、

「この国で、一番初めに知った漢字ですが、良い表現だと思います」

「成なる程ほど、自然派なんですねー……。私も緑は結けつ構こう好きですよー。セロリとか」

　最後の一言にブレンヒルトの手指の動きが止まるが、大樹はその意味を解わかりもせずにキャンバスの空あき地をよく確認。見れば、木もく炭たんで小さな小屋が描かれており、そこには四人の人の姿が当たりをとられている。見えるのは三人。小屋の中で本を読む老人、小屋の前で一羽の鳥と遊ぶ少女と女性だ。

　そしてもう一人は男性だと思うが、よく見えない。ラフの線が荒く掻かき消されている。

　だが、女性と少女を見る位置、そこに誰かが座っているのは確かだ。

「ブレンヒルトさん？　この小屋には、誰が？」

「森には人が至りますが、そこに住まう人々は隠いん者じやと呼ばれる者と、その弟で子しや、庇ひ護ごを求めて来た者達です。──隠者とは賢けん者じやのこと。世界を憂うれう者がそこに住みます」

　成なる程ほど、と大おお樹きは絵から視線を外さず体を起こし、考える。小さな声で、

「設定マニアなんですね……」

「今、何か？」

「いえいえ何でもないですよっ」

　と、ブレンヒルトを見ると、向こうもこちらを見ていた。

　彼女の目が何かを見つめるように細くなり、

「先生。先ほどから気になっていましたが、額ひたいのものは？」

「ああ、これ？　ちょっと生徒に」

「校内暴力ですか？　それはいけないですね。あとで私が姉直じき伝でんの粛しゆく正せい作法を教えましょう。どんな馬鹿も一いち撃げきで素直な自分を取り戻します」

　どーしてホントにこのガッコはこんなのばっかかなー、と大樹は心の中でつぶやく。

「いえいえ、結けつ構こう素直なもんですから。大体、彼が本気になったらこんなもんじゃ」

「そんなに凶きよう暴ぼうな生徒が、この学校に？」

「凶暴？　いえ、──凶暴じゃないですよー、その子は」

　大樹は言う。口元に小さな笑みを浮かべ、

「中学二年時、学生空から手ての無差別級にて決勝まで進出するも、拳こぶしを砕いて敗北。その後、祖父に総そう会かい屋やとしてのあらゆる知識を叩き込まれ、現在、この学校内では常に成績はトップをキープ。問題があるとすれば──」

　一息。

「その能力を知るが故に、自分の姿勢の偏かたよりを知るが故に、本気になることができない。これは……、凶暴と言うよりも、行き場を失った力の固まりですよ、ね？」
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　人じん狼ろうは宙を舞った獲物に二発目の力をぶつけようとした。

　空中、くの字に体を曲げて吹っ飛ぶ少女に向かって人狼は強い踏み込みを一歩。

　瞬しゆん間かん。少女と自分の間に、人影が飛び出してきた。

　人じん狼ろうは憶おぼえている。先ほど、日が暮れる前に追い掛けた獲物だ。壁に激げき突とつし、無ぶ様ざまに転がった後で見失った獲物。それが、少女の姿を隠すように空からの両腕を広げた。ベストを着ていても、白のシャツの袖そでが暗い森の中ではよく目立つ。

　人狼は少女のために構えた右手を使おうとする。走り込みながら目の前の少年の腹をぶち抜き、振り捨てればそれで済む。白いシャツは赤いもので染まるし、その色彩は地じ味みな森にいい彩いろどりを与えるだろう。

　判断は一いつ瞬しゆん。だが、彼の判断よりもわずかに速く、別の動きが来た。

　眼下。

　下から壁にも似たものが顔に向かって飛んできた。

「──!?」

　上着、と判別した。

　どこに？　と思う。少年は両腕を広げていたが、手は空あいていた。ならば答えは一つ。

　足。そこしかない。飛び込んできたとき、腕を広げたシャツの白に目を奪われた。足先に上着を乗せ、下から蹴けり出されれば反応は遅れる。

　遅れた。

　顔に上着が掛かる。とがった鼻は少年の服に染みた妙な花の香りを吸い込み、とまどう。顔を振り、上着を落とそうとしたが、上着は抱きしめるように顔に巻き付いていた。

　何な故ぜ、と思ったとき。走る臑すねに衝しよう撃げきを受けた。

　体が宙に浮いた。
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　佐さ山やまは、足を払った人狼が頭からの転倒を始めるのを見た。むやみに振り回される腕が、こちらの左腕をかする。

　痛みがあった。だが、佐山はそれを確認もせず、背後へと振り向いた。

　大事なのは獣けものではなく少女だ。それを心に思い、佐山は転んでいく人狼と並へい走そうを開始。

　……顔に巻き付いた上着は簡単にほどけるものではない。

　個別に縛しばった両袖と裾すそのポケットには石を入れてある。後は広げたところに何かが飛び込めば、石の重みで袖は獲物を抱きしめる。投と網あみの原理の応用だ。

　……だが、時間稼かせぎだ。

　そのことは良く解わかっている。

　頷うなずく目が見るのは虚こ空くう。放物線軌き道どうの落下に入った少女の姿だ。

　左、人狼の足がところどころにある窪くぼ地ちにはまった。転ぶ動きが一気に加速する。巨大な体たい躯くが地面を打つのを、佐山は無視。

　彼は前に手を伸ばす。落ちていく少女へと。

　届かない。このまま落とせば、勢いある動きの中だ。少女は無事では済まない。

　地面を蹴けった。手を伸ばし、指を伸ばし、彼女のスカートを掴つかんだ。

「……っ！」

　吐息一つで強ごう引いんに引き寄せる。

　構えた腕の中、力を失った身体からだがまるで飛び込むように落ちてきた。

　確かに受け止めた。

　見れば彼女は右手に長い杖を持ったまま。佐さ山やまは故こ意いに足を滑らせ急制動を掛ける。そして彼女の肩を掴む右腕で、細い体を強く揺さぶった。

「──無事か」

　土をえぐって足を止める中の問いに、彼女は、返答ではなく、動きで返した。

　まぶたを薄く開き、視線を佐山に寄せたのだ。

　汗の浮いた顔、乱れた髪の中、わずかに涙の浮いた瞳がこちらを見る。そして、

「え……？」

　目が開かれる。
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　彼女の視線に、佐山は身を回して状況を見せる。背後、人じん狼ろうが顔に掛かった上着を破り捨て、立ち上がろうとしている光景を。彼女は敵を確認した上で改めて佐山を見上げ、

「き、君は──」

　と言いかけ、不意に自分の体を見た。抱き上げられていることに気づき、

「……きゃ」

　と声を挙げる。佐山が見れば、彼女の服、白と黒の素材で出来たボディスーツのような胴どう体たい部分が縦に切り裂かれている。そこから大きく覗のぞける体は、胸から臍へそ下したまで露あらわの一字だ。

　汗の浮いた丸い胸と臍が、荒れた呼吸で上下し、慌あわてた動きの手で隠される。

　佐山は、不安定な姿勢で身をすくめた彼女を見て、

　……いかん、先に確認しておくべきであった。

　うむ、と頷うなずき、しかし佐山は問う。今、必要なことを、

「あの敵を倒す方法は？」

「え？　あ、あの、君は、何？」

「哲学的な問答をここでする気はない。問いは一つ、答えは一つだ。あの敵を倒す方法は？」

　彼女が息を飲む。だが、人狼が体を起こすにおいて、口を開いた。

「──貴き金きん属ぞく。それに関する武器じゃないと効果的な力にならないんだ」

　言葉の意味に対して疑問はあった。が、佐山はその疑問を捨てた。

　信じよう、と思う。彼女はこの状況を解わかっている。理由はそれで充分だ。

　信じた。

　だから佐さ山やまは彼女を地面に下ろす。足を着かせ、ふらつく背を支えつつ、敵を見た。

「君の名は？」

「……新しん庄じよう」

　ためらいがちに告げられた姓かばねを、佐山は口の中で転がす。

　見れば人じん狼ろうは立ち上がり、こちらに向かって体を倒しつつあった。前ぜん傾けい姿勢は疾走の前まえ振ふりだ。一いつ瞬しゆんの後には、力がこちらにぶつけられて来る。

　それを確認した瞬しゆん間かん。佐山は前に出ていた。後ろから新庄の声が、

「ちょ、……ちょっと、待って！　ボクの仲間が来るまで待ってよ！」

　佐山は返答の代わりに、左腕を軽く振った。手先から地面に向かって赤い流れが一気に落ちる。それを見たのか、背後、新庄と名乗った少女が息を飲んだ。

　彼女の緊きん張ちように、佐山は自分自身の制限時間の短さを改めて悟る。

　先ほどかすった一いち撃げきが、意外に重い。

　しかし彼は迷うことなく、左腕の重みを感じながら、前に一歩。

　血に濡ぬれた左の袖そでを直し、ボタンを留め直すと、血のついた右手を一度軽く持ち上げた。

　その指を鳴らし、血を飛し沫ぶかせ、

「聞け」

　視線で、ベストの胸ポケットを見る。二本のボールペンがそこにある。

「スイス製、先端部は銀、貴き金きん属ぞくだ。──これから痛い目を見せよう」

　言うなり、佐山は地面を蹴けって走り出した。

　真っ正面。

　敵が走り出す前に距離を詰めなければならない。理由は体重差だ。敵が走り出したら停めるまでもなく、こちらが潰つぶされる。そしてこちらの背後には新庄という少女がいる。

　彼女が戦えるかどうか疑問はある。あの手持ちの杖が木を切断した武装であることは間違いない。だが、それを、彼女は一度しか使わなかった。木を切断し、そこで終わりだ。

　使えない理由が、機械の側にあるのか、それとも、彼女の方にあるのか。

　佐山は、新庄を抱き上げたときの瞳を思い出した。涙が薄くにじんだ黒い瞳を。

　……後者だ。

　判断する。彼女はおそらく甘い人間だ、と。だから彼女を攻撃の計算から外す。

　考えるべきは、貴金属という言葉だけだ。

　人狼との距離は約三メートル。まだこちらの攻撃が届く距離ではない。

　だが、人狼の方は前傾姿勢を取りつつ、左腕を振り上げた。こちらを薙なぎ払って、そして新庄の方へと突っ込む覚かく悟ごを決めたらしい。

　ふん、と走る佐山は鼻を鳴らして右手をベストの胸ポケットに。そこにあるのは先ほど見せた二本のボールペン。そのうち一本を佐さ山やまは引き抜き、

「……っ！」

　投じた。

　わずか二メートル足らずの距離から放たれた投とう擲てきは高速。

　狙ねらいは人じん狼ろうの眉み間けんだ。が、人狼は振りかぶった左手を使い、ボールペンを横よこ掴づかみにした。その掌てのひらからいきなり青白い炎ほのおが噴ふき出し、煙が出る。

　人狼が左腕を振り、ボールペンを払い捨てた。

　左の脇ががら空あきになる。

　そこに、佐山は飛び込んだ。右袖そでのボタンを右手で器用に外した上で、もう一本のボールペンをベストから引き抜く。そして全身でぶつかるように、人狼の胸にペンを突っ込む。

　瞬しゆん間かん。

　不意に、人狼が今までの流れとは違う動きを取った。

　走るための前ぜん傾けい姿勢をやめて立ち上がったのだ。

「──!?」

　フェイントだ。走ると見せかけ、こちらを誘う。

　人狼の体が起き上がったため、佐山の狙いがずれた。

　右腕が虚こ空くうを突いた。

　だが、人狼の左腕は振り払われたまま、右腕も起き上がりの動きのまま、構えられていない。こちらの攻撃がかわされたのと同様に、向こうも攻撃を放つタイミングを得ていない。

　条件はどちらも同じ。その筈はずだった。佐山の相手が人間ならば。

　佐山は見た。人狼が両腕に頼らぬ第三の攻撃を選択したのを。

　牙きば。

　人狼が口を開く。

　目の前に、夜目にも赤い口こう内ないと、薄うす黄色い牙の乱立が広がった。

　全ては一瞬。

　佐山の右腕が振り上げ切られて宙を突くなり、人狼は開いた顎あごを落としてきた。





●






　その瞬間、人狼は一つのものを見た。

　ペンを握った獲物の右腕が、下に戻って構え直されようとしているのを。

　無む駄だだ、と人狼は思う。手に握られたペンが再び届くより速く、牙は顔面を食いちぎる。

　が、妙なものが視界にはあった。

　握られたペンと、自分の顎の間。黒く濡ぬれた石のようなものが飛んでいる。

　それは、獲物の振り上げた右腕の袖そで口ぐちからこぼれ、飛んできていた。

　何であるか。

　判別するより先に、口の中にそれが飛び込んで来た。

　血の味がした。人の血の味だ。

　懐なつかしい味だ、と思ったとき、人じん狼ろうは自分の口の中に何が飛び込んできたのか悟った。

　腕時計。少年が左腕に着けていたものだ。

「──!?」

　何な故ぜそんなものが、という問いに、記き憶おくが答えた。

　あの時計が、銀のあしらいを施ほどこされていたことを。そして目の前の獲物は、こちらに飛び込んでくる直前、血に濡ぬれた左袖そでを右の手で直していたことを。

　右袖に仕込むとしたらそのときだ。そしてペンで突く動きをもって、投じた。

　全ては牙きばの一いち撃げきを見越した行為。

　人狼は、牙の間に銀の爆ばく弾だんともいえる時計を噛かみ、前を見た。

　視界が少年の動きを捕ほ捉そく。

　彼が振り上げた右腕を曲げ、構えを取っているのが見えた。

　既すでに彼の右膝ひざが持ち上げられていた。

　左の足が地面に踏み込み跳ちよう躍やく。

　その勢いを持って右足が真上へ、こちらの顎あごへとかち上げられてくる。

　回避できない。

　激げき突とつ。

　口の中で痛みと熱が炸さく裂れつし、視界が青白い炎に包まれた。

「！」

　声を挙げたと同時、胸にペンによる鋭い痛みが突き立てられ、身体からだが更なる火に包まれた。

　少年の問いが聞こえる。

「痛い目を、見ているかね？」
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　少女、新しん庄じようは目の前で起きた出来事に一つの言葉を発していた。

「嘘うそ……。あの敵を……」

　とつぶやき、だが、彼女はすぐに杖を握り直した。先端ではなく、蛍けい光こう灯とうのついた側面を弓のように相手に向けた。

　目の前、着地からたたらを踏んで後ろに下がる少年の向こう。顔と胸を炎に包まれた人狼がいる。少年はしっかり立ち上がろうとして、だが、力を失った膝を地面に落とした。

　対する人狼はまだ動く。

「──！」

　空に向かって叫びを挙げながら、青白い松たい明まつのようになった獣けものがこちらに一歩。

　少年が身体からだを捻ひねるようにして、無む理りに立ち上がった。だが、彼の左腕は下がったまま、背は丸く、息が荒いのが解わかる。

　新しん庄じようは杖を持つ手に力を込めた。急がなければ。でなければ少年が失われるかもしれない。

　グリップ中央部。そこに空あいた穴からアンカー付きの細い鎖くさりがたれている。

　アンカーを掴つかんで引けば、内部にあるダイナモが蛍けい光こう灯とうに力を供給する。この空間は貴き金きん属ぞくが力を持つように概がい念ねんが条件付けされている。だから、ダイナモの中身は聖せい別べつされた銀板と金のコイルで作られている。そこから力を受ける蛍光灯の光とは、

「水すい銀ぎんによる聖なる光」

　貴金属の力としてはやや弱いが、反射板にて収束された光は有効焦しよう点てん距離上において刃は物もののような力を持つ。

　素早い動きでアンカーを掴み、新庄は前を見た。

　少年が身構え、人じん狼ろうが右腕を振り上げた。その光景に新庄は反射的に叫んでいた。

「駄だ目めだよ……っ!!」

[image: ]

　声を放った新庄は、人狼を見た。

　そして新庄は、感情を見る。

　人狼の顔に浮いた感情を。
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　佐さ山やまは人じん狼ろうの動きを見ていた。

　……まだ動くか！

　という思し考こうを、恐怖でも驚きでもなく、感かん嘆たんと捉とらえた自分に苦笑する。

　そうか、と佐山は思う。荒れた息で、しかし思考は走る。

　まだいける。まだいけるだろう。

　何が？　という疑問に答える言葉は、既すでに自分の中にある。

　本気になるということ。

　まだ、そこに達してはいない。簡単なフェイントと負傷を交換し合っただけだ。

　ここから。ここからだと思う。

　本気を出して、答えを出す瞬しゆん間かんだ。目の前の敵をぶちのめし、最後まで立っていればいい。いかなる方法をとってもいい。目の前のものは、敵なのだから。

　本気で潰つぶせ。それが、悪役として祖父に叩き込まれてきたことだ。

　動こうとした。自分の悪を果たすため、人狼の胸に突き立てたボールペンを瞬しゆ時んじに確認。

　それを蹴けり上げるなりなんなりして、次の行動に移る。

　そのつもりだった。

　まず聞こえたのは杖を構える金属音。そして続くのは新しん庄じようの声だ。

「駄だ目めだよ……っ!!」

　静止の言葉と同時。佐山は一つの感情を見た。

　こちらの頭上越ごしに新庄の方を見た人狼の顔が、確かに歪ゆがんだのだ。

　抗議。憤いきどおり。諦あきらめ。嘆なげき。怒り。そして哀あわれみ。

　それらのどれでもあり、どれでもない表情が、獣けものの顔に浮いて歪みとなった。

　その表情を見た佐山は、わずかに己おのれの動きを止めていた。

　……この獣の感情を打ちのめすことが、必要だろうか。

　思いが来る。私の悪は、正しいのだろうかという思いが。

　未みじ熟ゆくだ。

　だが、佐山は奥おく歯ばを噛かみ、動いた。
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　新庄も、人狼の表情を見ていた。

　彼の表情を作ったのは自分と、手にした武器だと悟ったとき、

「……あ」

　と声を漏らし、新庄は、ふと、アンカーを引く手を止めていた。

　見れば、少年が動いている。右の蹴けりを放とうとしてる。

　が、遅い。間にあうかどうか。

　今、人じん狼ろうが全力で動けば、少年は己おのれの攻撃ごと潰つぶされる。

　今、自分がアンカーを引かねば少年は失われるかもしれない。

　撃うつしかない。

　だが、迷った。

　迷いの意味は解わからない。今までもずっと、心の中にあったためらいだと、それだけが解る。

　何か、いい方法はないだろうか。戦うために動こうとする彼とは違う方法だ。

　どちらも失わずに済む方法。

　思い浮かばない。自分の無能を悟る視界の中、遅れつつも動きを放つ少年が見えた。

　新しん庄じようは彼の動きを見て、自分を比較する。

　……彼は違う。

　思った。そのときだ。人狼がかすかに体を震わせた。動作の起こりだ。それが右腕を振り下ろすための初しよ動どうか、それとも別の動作の初動か、判断は出来なかった。

「だ、駄だ目め……！」

　新庄は叫びつつも、アンカーを引くことが出来なかった。見れば、アンカーに掛けられた指が震えていた。どうしようもなく、鎖くさりを揺らし、鳴らしてしまうほどに。

「──っ！」

　声にならない息と共に、新庄はアンカーを引こうとした。

　直後。指がアンカーから外れた。

　力を失った鎖が鳴る。

　あ……、という声と共に、見開いた目から涙がこぼれた。

　直後。人狼の身体からだを、いきなり、白い光が真横から貫いた。
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　新庄は見た。人狼胴どう体たい中央、幅十センチほどの白い光が左から右に抜けたのを。

　狙そ撃げき。

　空に、肉を叩くような軽い音が響ひびき、人狼が動きを止めた。

　ややあってから、その身体が後ろに傾いた。

　そして、人狼が空を見上げる。黒い森の夜空を。

「────」

　叫びが、開いた顎あご、牙きばの間から空に突き抜けた。抗議とも、感情ともとれる響ひびく叫びが。

　そして人狼は動いた。鋭い爪。右の手を自分の首元に掲げ、一ひと振ふりする。

　肉を削けずる音は繊せん維い質しつを断つ音。

　血のこぼれる音は泡を生む音。

　その二つの音と、噴ふき出す血の流れを影に、人じん狼ろうは倒れていく。

　遠えん慮りよなく、肉が地面を打つ音がした。

　青白い炎をまとったまま、巨大な体たい躯くが地面に大の字に倒れた。

　見れば、少年が蹴けりのために振り上げた右足を途中で止めていた。
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　奥おく多た摩ま行きの電車は動き出していた。

　既すでに窓の外は暗く、車内を反射して写す窓の向こう、山やま陰かげの黒と夜空の青が見えている。

　車内に人は少ない。窓に映るのは二つの人影だ。黒いスーツを着込んだ白はく髪はつの男性と、侍じ女じよ服ふく姿の白髪の少女。至いたると呼ばれた男と、Ｓエスｆエフと呼ばれた少女だ。

　少女は鉄てつ杖づえを膝ひざの上で握りしめ、

「状況が終了した頃でしょうか」

「そうだろうな。親父は１ｓｔ─Ｇギアとの事前交こう渉しようを明後日あさつて行うと言っていたが……」

「死者が多く出ました」

「出たな。どう思う？」

「交渉材料になります」

　至は苦笑。

「彼らの死を無む駄だにはしない、って言うんだ馬鹿。憶おぼえておけ、対外的にはそう言うと」

「Ｔテｅｓス．、ですが意い訳やくにしては解わかりにくい表現と判断します」

「解りにくいからいいんだそうだ。俺も昔、そうだった」

「では、至様には率そつ直ちよくに申します。それが御要求と判断しましたので」

「……お前は本当に優れたやつだよ、Ｓｆ」

　至は言う。窓の外を眺ながめ、

「ほら、奥多摩だ。杖を寄よ越こせ。──俺の御要求通りにな」
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　佐さ山やまが新しん庄じようと一息つく場所に選んだのは、彼女に切断された木の根本だった。

　佐山は、新庄に身体からだを右から支えてもらってそこに辿り着く。

「さっきの一いち撃げきは、ボクの仲間の狙そ撃げきだと思う……。多分、すぐに救助が来るよ」

　その一ひと言こと以来、彼女はうなだれている。が、木の幹に身体を預けて座り込めば、佐山にはするべきことが出てくる。まずは左腕の止し血けつだ。

　新庄が持つ蛍けい光こう灯とうの残ざん光こうを頼りに、佐山は動く。

　シャツの左肩の生き地じに強く噛かみつき、裂く。破いた袖そでを地面に置くと、左腕を持ち上げた。肘ひじから先の感覚が無く、肩が重い。よく見れば肘の上のあたりと、下のあたりの二カ所から血があふれ出している。

　佐さ山やまは急ぎ地面に置いた袖そでを掴つかむ。片方の裾すそを歯で噛かみ、もう片方を脇から肩に一ひと巻まき。噛んでいた裾を離し、動脈の位置で結びを作ると、結び目の下に指を入れて絞しぼり上げる。

　気づくと新しん庄じようがこちらを見ていた。口をわずかに開けた顔に、

「驚くことかね？」

「あ、いや、手慣れてるな、って」

「昔、飛ひ場ば道場という……、このちょっと上に行ったあたりにある道場に通っていてね。そこで、実じつ践せんという形で習ったことだ」

　ふうん、と頷うなずいた新庄を見て佐山は気づく。彼女が己おのれの身体からだを抱き、わずかに震えていることに。

　新庄はつと視線を逸そらした。小さな声で、

「御ご免めん」

　膝ひざを抱える。ボディスーツ型の衣服は、防ぼう護ご効果のあるスカートやショルダーを各部のハードポイントに接続する構造で、現代式の鎧よろいのようなものだ。抱えた膝、見える太ふと股ももを覆おおう濃い色のストッキングには、何やら図形と文字がプリントされているのが見えた。

　膝を深く抱く新庄の姿は、露あらわになっている身体を隠すと言うより自分自身を小さくするように見える。爪つま先さきを立てて膝を身体に寄せ、彼女は言った。

「撃うつべきだったよね」

　問いかけを半なかば含む口調に対して、佐山は頭を幹に預けて上を見た。森の影が夜を更に黒くしているだけ。星など見えもしない。そして応こたえた。

「君はそう思っているのかね？」

　すると、新庄はこちらを向いた。眉まゆ尻じりを下げた顔で、

「君はああいうとき、……やっぱり最後には撃つことを選ぶの？」

「仮定ではあるが、確かに撃つことを選ぶとは思う。……君は何な故ぜ、撃たなかったのかね？」

「撃たなかったんじゃないよ。撃てなかったんだ」

「撃てなかった？」

　うん、と新庄は頷いた。

「君は最終的に動いたよね。……でも、ボクは、敵の表情を見て、解わからなくなったんだよ。何か、いい解決があるんじゃないかって、そう思った」

「私の選択とは違う選択をしようとして、か」

　それが思い至らず、時間の経過を選んでしまったのかと、佐山は思う。

　結果、敵は狙そ撃げきされ、自じ害がいした。

　佐山は心の中で吐息をした。

　甘い話だ。だから最悪の結果を生んだのだ、と。

　だが、自分には出来ない考え方だな、と彼は思う。悪役の自分には出来ない考え方ならば、

「実際は、やはり私が間違っていて、君の方が正しかったのだろうな」

「ボクが、正しい？　だって、ボクは、ひょっとしたら君を危険な目に──」

　佐さ山やまは新しん庄じように顔を向けた。視線を合わせ、新庄の言葉を停めると、

「いいかね？　──君は、私と敵の命の天てん秤びんを迷った。これは正しいことだよ」

「そ、そんなことはないよ。何が大事か判断できずに動けなくなっただけじゃないか」

「人の命を判断できるのは、間違っている人間だけだ」

　苦笑。

「君は正しいことをした。御ご免めんなどと謝るのはやめたまえ。代だい償しようを要求することになる」

「で、でも、ボクは気にするよ。ボクは……」

　佐山は目を細めた。視界の中、彼女の表情を見て、

「どうしてそう、不安な顔ばかりするのかね？　実際、君のような人間は生き残っていくのが困難だが、たとえどうあれ、生き延びられた今は自分の正しさに自信を持つといい」

　こちらの言葉に、新庄が何かを言おうとして口を開いた。

　佐山は思う。彼女の口から出る言葉は、自分の否定に違いないと。

　だから、彼女が何か言うより早く、彼は言葉を作った。

「少し、膝ひざを貸してくれるかね？　代償は、それで充分だ」

　え？　と驚きの声を挙げた新庄は、ややあってから、膝を抱えていた腕をほどいた。その腕で胸を隠し、膝をおそるおそる前に出す。脚あしは崩れた正座の姿勢で、

「い、いいよ……？」

　問いかけの許可に、佐山は半なかば幹からずり落ちるように体を動かした。

　頭を、彼女の並んだ腿ももの上に置くと、新庄の身体からだが小さく震えた。見上げると、新庄が不安そうな顔でこちらを見ていた。

「……大丈夫？　気持ちよくなかったら、言って、ね？　他に何かすること、ある？」

　と、新庄が片手を胸から離し、こちらの前まえ髪がみを掻かき挙げた。佐山は彼女の顔を見上げて、

「そうだな、では、サービスとして子こ守もり歌でも一つ頼む。……さすがに疲れた」

「眠ったように死んだら嫌だよ、ボク」

「そんなのは映画の中だけだ」

　苦笑すると、新庄も苦笑した。視線を逸そらし、

「えー、と」

　と前置きしてから、こちらの髪をまた掻き上げ、口を開く。

　歌が紡つむがれた。初めは小さな震えるような口調で、そしてゆっくりと落ち着いた声で。

　佐山も知っている歌だ。聖せい歌かの、清しこの夜。




　Silent night Holy night／静かな夜よ　清し夜よ

　All's asleep, one sole light, ／全てが澄み　安らかなる中

　Just the faithful and holy pair, ／誠実なる二人の聖せい者じやが

　Lovely boy-child with curly hair, ／巻き髪を頂く美しき男の子を見守る

　Sleep in heavenly peace／眠り給たもう　ゆめ安く

　Sleep in heavenly peace／眠り給う　ゆめ安く──




　聞こえる肉にく声せいに、見れば、顔の横に彼女の腕で隠し切れぬ肌がある。腹、形のいい臍へそが歌のリズムと呼吸に浅く上下している。

　その動きと、腿ももを通じて彼女の吐息と鼓こ動どうが解わかり、佐さ山やまは妙な安あん堵どを得る。

　ふと、学校での出雲いずもと風かざ見みの会話を思い出した。

　確かに、いい匂においがする。

　その匂いに誘われるように、佐山は顔を傾けて、彼女の汗ばんだ胸下に頬ほおと耳を当てた。

　あ、という声と共に膝ひざがすくめられたが、耳には呼吸と鼓動が聞こえてきた。柔らかな音。自分の息を合わせてしまう響ひびきだ。佐山は心の中で小さく笑い、

　……君は正しいことをした。

　と、もう一度言おうと思う。自分と彼女の息と鼓動を失わずに済んだように、彼女は、自分と、敵のそれを失わせたくなかったのだから。

　だが、言葉は出なかった。もはや体を動かす余より力よくは切れつつあった。

　薄れる意識の中、新庄の身体からだの温かみとリズムから得られる安堵の正体は何かと、佐山は考える。懐なつかしく、思い出せないもの。それは何だったろうかと。
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　少年が目を伏せたとき、新庄はわずかに焦あせりを得た。

　が、その焦りが身を震わせたとき、彼の眉がわずかに歪んだことに気づく。

　生きている。眠っているだけだ。そう思い、何て物ぶつ騒そうなことを考えていたのかと淡い自じ戒かいを心に抱く。こちらの身体に耳と頬を当てて眠る彼、その前まえ髪がみを手で梳すく。

　彼の表情が変わる。それが安堵に感じられ、

「自惚うぬぼれてるかな……」

　と、新庄は胸を隠していた片手を解とく。両の手を彼の頭と奥の肩に当て、軽く抱きしめる。触れてみて気づくが、彼の身体は冷えていた。

　大丈夫、と自分に言い聞かせ、新庄は彼の左腕を見た。脇で右手の締め上げがあるためか、止し血けつはかなり強い。血は止まりつつある。

　新しん庄じようは彼の左手に目をとめた。血で濡ぬれた左の中指に、女物の指輪が一つはまっている。

「……え？」

　疑問と共に新庄は、彼の肩を抱く自分の右手を見た。グラブを外すと、中指に男物の指輪がある。まるでお揃そろいのファッションのようだと思い、新庄は小さく笑む。戦いを望んだ彼と、それを避けようとした自分と、全く逆なのにこんなところが似ている、と。

　そんな考えから生まれた笑みと共に、新庄は一つの事実に今いま更さら気づいた。彼の名前を聞いていないことに。

「君は……」

　と、安あん堵どの寝顔を見たときだ。不意に、土を踏む足音が背後に二つ立った。

「────」

　新庄は彼の身体からだを隠すように覆おおいかぶさった。警けい戒かいの動きをもって、首で背後に振り向く。

　わずか数歩の距離のところに、闇の中、二つの人影が立っている。

　長い槍のようなものを携たずさえた細ほそ身みの影と、長広い板のようなものを携えた大きな影だ。

　大きい方が、こちらに向かって告げた。男の声で、

「どうしたそんな顔して。負傷者がいるんだろう？　早く連れて行こうぜ」

　一息。

「死んでなければ何とかなるんだ。──この世界では、な」
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　意識は、闇から光に浮き上がることによって目覚める。

　佐さ山やまは今、その軽い上昇感を得ていた。ぼやけていた自分が、急速に一ひとか塊たまりに戻ってくる感覚だ。全身の重さが感じられるようになり、

「……く」

　という自分の声に気づき、目を開けた。

　ぼやけた視界に入る色彩は明るさだけだ。身体からだは寝ている。上じよう半はん身しんは裸になっており、背には硬いシーツの感かん触しよくがある。

　視界が整ってきた。見えているのは白の天井と蛍けい光こう灯とう。

「ここは──」

　言葉は女性の声に停められた。

「医い務む室ってヤツだあね。だからちょっとじっとしてな」

　と、いきなり視界に右から入ってきた人差し指に、額ひたいを押さえられた。それだけで身体を動かすことが出来なくなる。だから佐山は目を動かし、右、指の持ち主を見る。

　女性。背の低い中国系の女性だ。後ろにひっつめた髪を頂く顔は若く鋭さを持っている。着込んだ白はく衣いの下、簡かん素そな黒シャツと黒ズボンが隙すき無なく彼女を包んでいた。

　彼女は佐山が動かぬことを確認すると、指を離し、横を見た。

「二にじ順ゆん、新しん庄じようを呼んで来な」

「Ｔテｅｓス．」

　と声がする方を見れば、白衣姿すがたの老人が背を向けたところだった。女性の隣となりにいたらしい。彼は足音も立てずに部屋を横切っていく。

　彼を追う視界は、ここが医務室だと改めて教えてくれる。

　ベッドは二つあり、他は机と椅い子すに、壁を埋める棚があるだけ。壁の時計は現在が午後八時半だと教えてくれる。

　……あれから二時間ほどしか経たっていない、か。

　二順と呼ばれた老人が、長い白はく髪はつをわずかになびかせながら医務室のドアを開けた。

　そして、外から一人の少女が入ってきた。

　新庄だ。

　彼女は、ブラウンのワンピースに白いロングＴシャツという軽けい装そう。二順に一礼して、急ぎ医務室に入ってくるとこちらを見た。そして、ふと表情を明るくしてから、

「あ」

　と顔を赤くして両手で覆おおう。

　そして佐山は思い出す。今、上半身が裸なのだと。

　顔を背そむけつつも視線を送ってくる彼女に、白はく衣いの女性が振り向きもせず言う。

「ほら新しん庄じよう、椅い子すの上に置いてあるシャツを持ってきておくれ」

「でも、趙ちよう先生……」

「いいから早く。トロい子はメリハリつくまで殴るよ」

　言って、白衣の女性、趙はこちらに向けた右手の指を軽く上に曲げて見せた。

　起き上がっていいと言うことか、と佐さ山やまは体を起こす。

　と、左の腕から肩に向かって、強く掴つかみ込まれたような痛みが来た。左腕、上じよう腕わんと下か腕わんが、肘ひじの上下あたりで包ほう帯たいに巻かれ、薄い固定束そく帯たいによって固められている。肘は動くが、重い。

　趙がこちらを見下ろし、

「腕をＬ字に曲げたときに食らったようだね。上腕と下腕共ともに斜めに裂かれてた」

「何なん針はりほどかね？　あまり傷物になるのは避けたいのだが」

「馬鹿だねえ。縫ぬうものかい、この趙先生の治療だよ。ただ……、しばらくの間あいだ動かすんじゃないよ。今、きっちり留め合わせているけど、変に力を出されると合わせが乱れるからね」

　そして新庄が傍かたわらに立った。シャツを手にしている。それを差し出そうとする彼女の尻を趙が平手で叩いた。わ、と声を挙げた新庄に、眉をひそめた趙が、

「そうじゃなくて、お前が着せてやらないと駄だ目めだろう？」

「……Ｔテｅｓス．」

　と新庄は寝台の上に腰を下ろす。そしてこちらを見て、

「あっち向いてくれる？」

　佐山は背を向けた。背後、シャツを広げる音がして、趙の声がおごそかに、

「新庄、言え、言うんだ。お背せ中なかお流ししますー、って」

「ここは一体どういうサービスの医い務む室かね」

「──はン、ここはＵＣＡＴって組織内部の医務室。私は医いり療よう関係の長である趙・晴せいさ」

「先生!?」

　新庄の声と共に、背に触れたシャツが去っていった。趙は笑いの口調のまま、

「隠して意味があることかい。どうせＵＣＡＴには来た筈はずさ。……なあ？　佐山・御み言こと」

「……私はＩＡＩに呼ばれていたはずだが？」

「そのＩＡＩの裏の顔さ、この日本ＵＣＡＴは。ＩＡＩの別区画にある奥の土地、そして更にはメイン部分は地下。──ＩＡＩの一般職員にも知られぬ特殊区画さ」

　趙の言葉に、ふと、左の胸の奥が痛んだ。

　佐山は息を飲んで痛みを身体からだの奥に消す。と、肩にシャツが掛けられた。

　振り向くと、新庄がわずかに眉を下げてこちらを見ていた。小さな声で、

「ホントはね、問われても答えちゃいけないんだ」

「成なる程ほど。あのババアは型かた破やぶりと言うことか」

　うん、と頷うなずき、そして、わずかな間をおいてから新しん庄じようは目を見開く。驚き顔で、

「ど、どうして解わかるんだよ!?　趙ちよう先生がババアだって！」

「口調の積み重ねと言うものだ。いかなる方法で若わか作づくりをしていても言葉の年期は隠せぬものだからね。学食にいる昭和十二年製造のトメ婆ばあさんによく似たババア口調だ、あれは」

「そっか、凄すごいなあ。ババアって見破った人、初めて見たよ、ボク……」

「うむ。トメ婆さんの口調は特徴的だからね。たまに注ちゆう文もん間違えたり、電源落おちたように立ち止まることがあって、そのあたりのハラハラドジっ子婆さんぶりも皆の人気の秘密なのだ」

「──お前ら次に負傷したときは傷に塩すり込んでやるからな」

　趙の言葉に、新庄がそちらに慌あわてて振り向き、

「え？　あ！　ボ、ボク、保ほ身しんのために言うけど先生のことババアだなんて思ってないよっ。今、相互理解のための共通言語としてババア言ってみただけで、ほら、その、ねえ？」

　ふむ、と佐さ山やまは頷うなずいた。新庄の顔に振り向き、

「私ごときの耳には、随ずい分ぶんエキサイティングに言っているように聞こえるのだが」

「え？　え？　そ、……そうかなあ？」

　問いに対して、いつの間にか新庄の横に立っていた趙が言う。微笑で、

「新庄。──ここだと怪け我がしてもすぐに治せるけど、どうするね？」

　新庄は慌てて佐山の肩のシャツを掛け直し始めた。
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　医い務む室を追い出された新庄は、佐山と一緒に医務室前の廊下にあるソファに座る。

　そして一息。佐山に顔を向け、

「大おお城しろさんはすぐに来るって。……ＩＡＩに用があったんだよね？」

　わずかに彼から目をそらし、

「ええと、佐山……、君？」

　と、名を問うてから、新庄は自分の顔に困ったような笑みが浮かぶのを感じる。

「よく考えると呼ぶの初めてだよね」

「先ほどの年ねん齢れい高めの女性も私の名を知っていたが、どこから？」

「んー……、ボクは趙先生から聞いたんだけど、趙先生は前から知ってたみたいだったよ」

　でも、と新庄は言う。眉まゆ尻じりを下げ、佐山の左腕を見ると、

「傷、残っちゃうね」

　うむ、と頷いたあとで、ややあってから、佐山が問いかけてきた。言葉を選びつつ、

「君──、いや、あの獣けものは何かね？　このＵＣＡＴの者達は、いつもあのような仕事を？」

「それは……、ちょっと、うん」

「許可無しでは答えられないか。ならばいい。だが、このような怪我は、君も被こうむる可能性があるのだろう？　今、私の傷を心配するようならば、何な故ぜ、君はあんなことをしている？」

「知りたいことがあるんだ。そのために」

　反射的に答えを返してから、新しん庄じようは、自分の言った台詞せりふの意味に気づいた。

　それを言って大丈夫だろうか。でも、言わねばこの問題は宙ぶらりだ。

　沈ちん黙もくが数秒続き、新庄は少し考えた。言っていいこと悪いこと。ええと、と前置きして、

「いつもいる部署から、新しい班、っていうのかな、そこに選ばれて。前は後こう衛えい援えん護ごだったんだけど、新しい班は少数精せい鋭えいで、ちょっと違うんだ」

「その班は、一体？」

「それは、ボク達にもまだよく解わからないんだ……。まだ、人員が完全に揃そろってないんだって。先に編成されてた人達は少しばかり詳しよう細さい知ってるみたいだけど、ボクは今日が初はつ」

「その班とやらに入ると、君の知りたいことは解るのかね？」

　どうだろう、と新庄は首を捻ひねった。本当に、それは解らない。

「でも、推すい薦せんしてくれた人は、その部隊──、じゃない、班に入れば、この世界の過去に関われるって言ってた。そしてボクは」

　椅い子すの背に身体からだを預ける。

「……母さんや父さんのこと、何も知らなくて、ね。六歳さいから前の記き憶おくが無いんだ、ボクは」

「親のことなど、知って面白いことがあるのかね？」

「そ、それは知っていることが当然の人の台詞だよ」

　新庄は彼を見る。少し不ふ機き嫌げんになった、と自分でも思う。

　何かを言っておくべきか、新庄は口を開いて彼を見た。

　すると、視界の中、佐さ山やまが右の手を左の胸に当てているのが見えた。

　ふと、彼の姿勢が、何か身構えているように感じた。

　理由はよく解らない。が、新庄はこう感じた。いけない、と。

　自分の言葉を止めた。代わりに別の話題を作ろうと思う。少なくとも両親とは別のもの。

　視線を落とすと彼の左手が見えた。そして、そこに新しい話題があることに新庄は気づく。

「あ、あのさ」

　新庄は、自分の右手を上げて見せた。中指、男物の指輪がある。

「……これ、知ってる？」

「いや、私のと似ているが……。見たことがない。何故？」

「うん、ボクの唯ゆい一いつの持ち物なんだって。ボクが名前の他に持つのはこの指輪と、歌だけ。佐山君に聞かせたよね？　清しこの夜。あれ、何故か憶おぼえてたんだ、ボク。それとこの指輪がボクの持つもの。君もボクと同じようにつけてるから、何か、共通なのかなあ、って」

「共通だとしたら面白いが、その確かく率りつは低いだろうね。大体、今のご時世、ファッションで指輪をしている人間は数多くいるぞ。済まないが……」

　佐さ山やまはわずかに顔を背そむけ、醒さめた顔で、

「……君は、外に出たことはあるかね？」

「あ、あるよぅ。奥おく多た摩まの街ならどこだって知ってるもの。青梅おうめまで行ったことあるよ。大きな街なんだから、電車なんか十二分に一本くるんだよ！　一時間に五本！」

「いろいろな体たい面めんを考えて詳しよう細さいなコメントは控えるが君はもっと外に出た方がいい」

「そ、そうかなあ……」

　新しん庄じようは困る。そのときだ。右手側の廊下、奥に人影を認めた。

　あ、と声を挙げたときには立ち上がっている。

　視線の先、薄い白はく髪はつを後ろへと流した初しよ老ろうの男性がいた。

　細い身は白はく衣いに包まれており、足下はサンダルだ。顔、眼鏡めがねの奥で目が弓なりになっている。

　片手が上がり、口くち髭ひげの下から通る声がこう言った。

「や、お久しぶりだなあ、新庄君、御み言こと君。……憶おぼえておるかな？　この大おお城しろ・一かず夫おを」
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　佐山は大城の後を着いていくようにしてＵＣＡＴの通路を歩くこととなった。

　隣となりにいる新庄は、大城のことを上役と捉とらえているのか、腰の前で手を組んで言葉少ない。

　幾いくつかの部屋の前を通り過ぎて、人とすれ違う。白衣姿すがたが四人と、新庄が森の中で着ていたような白と黒の衣服を着た男が一人。

　大城が時とき折おり振り返りながら声を掛けてくる。

　祖父のことや、葬そう式しきのときのこと、そして学校のことなどが話題になる。

　しかし数分歩いた後、大城が不意にこちらを向いて足を止めた。

　彼の背後は行き止まり、閉じた大きな扉がある。

　扉の上、壁に貼はられたプラカードは、中央通路、とある。

「本当に貴重な話は、この奥で行こうかな」

　という言葉に、新庄が一歩出る。

「ボ、ボクも一緒でいいの？」

「構わんとも。君にとっても大事な話だからな」

「あ、はい、じゃあ……、Ｔｅｓテスタメント．」

　さっきも医い務む室で聞いた言葉だ。佐山は新庄に問う。

「契テスタ約メントが、──何だと？」

「ああ、ＵＣＡＴ特有の符ふ号ごうみたいなものでな。過去に面白がって決めたらしく、一部の言葉は聖せい書しよ関係となっておる。Ｔｅｓテスタメント．もしくはＴテｅｓス．とは、了りよう解かいとか、相づちの意味だ。本来は契約とか、聖書という意味でもある」

　成なる程ほど、と佐山は頷うなずいた。すると、大城が白衣のポケットから一つのものを取り出した。

　腕時計だ。黒をベースに、針だけが夜や光こう塗料の薄うす緑みどりに光っている。

「随ずい分ぶんと悪趣味な趣しゆ向こうだな」

「ボクもそれ、つけてるよ……。ほら、左腕」

　新しん庄じようが言葉とともに左手を見せる。そこに佐さ山やまは黒い腕時計を認め、

「──さて、私は自分の非ひを認めると前言撤てつ回かいする主義だが、今それを行っていいかね？」

「何が、さて、だよっ。根本的に即そく断だん傾向を反省するべきじゃないのかなあ……」

　新庄の呆あきれ口調に大おお城しろが苦笑する。

「記念に差し上げよう。君のは戦闘で壊されとったからなあ……」

　佐山は受け取り、腕に巻く。見れば大城も同じものを身に着けている。

　佐山が左手に時計のベルトを締め終えるのを見た大城が、背後の扉を開けた。

　向こうへと開かれた鉄の扉。

　開いた空白から見える奥は、左右をシャッターで閉じられた通路だった。

「ＵＣＡＴの中ちゆう枢すうを通過する通路だよ。だが今は──」

　と大城が先に通路に入る。佐山も新庄と共に扉の前に立った。通路の方へと足を運ぶ。

　そのときだった。ふと、声が聞こえた。





　・──地に足が着いている。






「？」

　佐山は首を傾かしげた。初めに聞こえた声の他に、幾いくつかの声が聞こえた気がする。が、それらはよく判別出来なかった。聞いたという憶おぼえがある程度。

　しかし佐山は思う。この声には聞き覚えがあった、と。

　夕刻、森に入るときに聞いた声と同じだ。だが、告げられた意味は判らない。

　……この声が聞こえたからと言って、どうなるのか。

　思った直後、左腕に小さな振動が来た。

　震しん源げんはもらった腕時計だ。それが震えた。そんな気がした。

　確認すると、時計の文字盤ばんに、一いつ瞬しゆんだけ赤い字のようなものが流れているのが見えた。

　読みとる暇ひまもなく、それは消えた。

「仕掛け時計、か？」

　時刻は九時十分前。時報ではない。そして流れた文字が何なのか、佐山には解わからない。

　疑問が連なる中、ふと、気になって背後に手を伸ばしてみた。

　が、見えない壁など存在しない。腕時計を再び見ても秒びよう針しんはしっかりと動いている。

「大丈夫か……」

「ん？　どうしたの？」

　と新庄が振り向き問うてくる。

　佐さ山やまは何でもないと頷うなずき、新しん庄じようと並ぶ。

　前を見れば大おお城しろが通路の中央に立ってこちらを見ている。彼は笑顔で、

「随ずい分ぶんと気になっておるのかな？　今の声が」

「夕刻、あの声を合図とするように世界がイカれたのでね。……だがまあ、今はそれよりもまず、祖父の件から話をしたい。貴方あなたから送られてきた書類には、こうあったはずだがね。祖父の遺のこした権利を譲じよ渡うとしたいと。その権利とは、何かね？」

「そっちから話した方が早いかな。御み言こと君。──君のお爺じいさん、佐山翁おうが、戦争中、一体何をしていたか知っておるかな？」

　問われ、ふと、左胸の奥が疼うずいた。しかし佐山は一息の後、

「このＩＡＩ……、出雲いずも航空技ぎ研けんにて、何らかの研究開発をしていたと聞いた」

「ふむ。では御言君、佐山翁は一体何なにと戦っておったのか、知っておるかな？」

「米国ではないのかね？」

　ふむ、と大城がまた頷うなずいた。

「当時、米国と戦うために兵器を作っていた大型企業は今も強く存在しておるな。いすゞ、三みつ菱びし、日につ鉄てつなどと同様に出雲社も発展したさ。ただ、出雲社だけは戦後、ＧＨＱの介かい入にゆうを受けなかった。そしてまた、発展は本来の航こう空くう産業だけではなく、科か化か学がくや電子工学など、多た岐きに渡った。何な故ぜだと思う？」

「──出雲社には当時の宮く内ない省が関わっていたという噂うわさがある。天てん皇のう制など、その扱いを決めかねたＧＨＱは手が出せなかったのではないか？　そうしている間に、当時の各かく企業における主しゆ開発者達が安全地帯と思い逃げ込んできて、今の発展の基礎を作った。違うか？」

「随分と詳しいなあ。いい感じだよ御言君」

　大城は嬉うれしそうに笑い、右の親指を上げてみせた。

　佐山は横の新庄に、自分の右手の親指を上げて、

「このセンス、どう思うかね？」

「え？　そ、それは──」

「正直に言いたまえ」

「だ、駄だ目めだよっ。一応あれでもボクの上の上にいる人なんだからっ。言えないよ」

「……素晴らしい答えだ。奥ゆかしい」

　佐山が大城に振り向くと、大城は微笑のまま、右手の親指を下に向けていた。それに気づいた新庄の肘ひじが、こちらの脇を突つき、

「あれ、どういう意味？」

「──俺の足を見ろ、だ。臭い足を自慢したいのだろう」

　大城の表情の変化など、全て無視して、佐山は大城に言う。

「こちらから脱線してすまないが、──本ほん論ろんはまだかね？」

「せっかちなところが佐さ山やま翁おうそのままだな。だが、御み言こと君の推すい論ろんには穴があるなあ」

　彼の言葉に、佐山は眉をひそめて腕を組もうとして、左腕が上がらぬことに気づいた。手持ち無ぶ沙さ汰たに、右肘ひじを鋭く持ち上げてから、髪を掻かき上げる。そして、

「穴？」

　そうだよ、と大おお城しろは言って、軽く両腕を広げた。

「君はＩＡＩの歴史についてはよく知っておるな。だけど、ＵＣＡＴについてはどうであろう？　何な故ぜ、このＵＣＡＴという施設が、隠れて存在しておるのか解わかるかな？」

　そして、

「夕刻、君が戦闘したあの化け物は、……何だろうなあ？」

「解るものか。ＵＣＡＴも化け物も共に初しよ見けん。推測に至るための情報を得たいところだがね」

　反射的に答え、佐山はふと、左胸のうずきが強くなったことを悟った。

　そのうずきを後押しするように、大城が目を細めた。

　対する佐山は、髪に触れていた右手を下ろし、問うた。

「……こんな組織が、いつから存在した？　祖父は関わっていたのか？」

「まず初めの質問に答えようかな？　──日本ＵＣＡＴが成立したのは一九四五年の九月。終戦直後のここ、旧きゆう出雲いずも東京支社だよ。そして次の質問だが」

　頷うなずき、

「君のお爺じいさん、佐山翁は、日本ＵＣＡＴの前身となる出雲社護ご国こく課の中ちゆう枢すうメンバーとして日本ＵＣＡＴに入った」

　佐山の胸の中で鼓こ動どうが低く鳴った。佐山は、大城の言葉を受け止めるように半歩下がる。

　額ひたいに汗が浮く。が、佐山は大城に問うた。

「一体、祖父は何と戦っていた？　あの化け物のようなものと、かね？」

　問いに、少し考えてから大城は首を横に振った。一歩を近づき、

「御言君。佐山翁達たちが戦っていたのは化け物ではないんだな。彼らが戦っていたのは、この世界と並ぶ十個の異世界。それらとこの世界は滅ぼし合ったのさ」
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　大城の言葉に、佐山はまず考えることから始めた。彼の言葉の内容を吟ぎん味みし、

「御ご老ろう体たい」

「何かな？」

　大城の顔を、佐山は下から斜めに見上げ、

「祖父の葬そう式しき以来久ひさしぶりですまんがね、今日は言わしてもらおう。──貴方あなたそんな怪しいインチキ話で人を騙だませると思ってるのかね？　いい年して、人としてどうかと思うが？」

「うわ葬式以来久しぶりに腹が立つナイス反応だな！」

　右の親指上げて半なかば喜び叫ぶ大おお城しろに、佐さ山やまは首を捻ひねり、

「……反省の色が見えないのはどうしてかね？　その色が心の色彩に無いのかね？」

「いや、だってな、本当のことだから仕方なかろ」

「飛ひ躍やくが激し過ぎるのではないかね？　異世界など……」

「いや、でもなあ……。って、今、わし、説せつ教きようされとる？」

　佐山の視界の中、新しん庄じようが、怪け訝げん顔のこちらと、その前で頭を掻かいてうなだれる大城を見て、

「されてる」

　その台詞せりふを聞くと、大城がやれやれと頭を上げた。

「でも、それが結論なんだよなあ。……理由は後から説明しよう。結論と、そこに至る部分を聞いてくれるかな？」

　佐山は、大城の問いに眉をひそめた。

　妙な現げん象しようがあり、妙な獣けものと出会った。が、それとこれは別だ。異世界などというものは、個で存在する現象や獣とは意味が違う。

　怪かい奇き現象や、化け物は、その存在を何らかの理り屈くつで説明出来たり、トリックや特殊造ぞう形けいなどで仮の実在を作ることも出来る。

　だが、異世界となると、それは出来ない。スケールが違い過ぎるからだ。しかし、

　……飛躍であっても、これを聞いてしまわないと話が先に進まないようだな。

　佐山は思う。どういうつもりか解わからないが、虚きよ言げんと判断出来ればそこで潰つぶせばいい、と。

　そんな話につき合わされることに、どういう意味があるのか、そちらの方が逆に知りたい。

　面めん倒どうなことだ、と、そんな意味を込めて彼は話を促うながす。

「聞こう、戯ざれ言ごとを。十の異世界とやらがあって、……何な故ぜ、それが争った？」

　こちらの頷うなずきに、大城は吐と息いき。

　疑ぎ念ねんはありありと通じている。

　大城は肩をすくめて両の手を白はく衣いのポケットに。

　まるで、用意してあった台詞を暗あん唱しようするような言い方で、彼は言葉を連ねた。

「十の異世界と我々のこの世界は、並行に存在していたわけではなくてな。一定周しゆ期うきをもって交差し、影えい響きようを与え合っておった。が、全ての世界が周期上で重なるときが判明した。そうなった場合、最も強力な力を持った世界が生き残り、他は衝しよう突とつの衝しよう撃げきで砕かれる、と」

「それはいつだ？　明日かね？」

「──予測によれば、その衝突、崩ほう壊かい時刻はこの世界で言う一九九九年のことだとされた」

　佐山は眉をひそめる。

「しかし、実際には、そんなことは起きなかったが？」

「先に言ったであろう？　君のお爺じいさん達が、既すでにその十の異世界を滅ぼしたと」

　大城は苦笑した。

「そう、とうの昔に衝しよう突とつする筈はずの異世界は滅ほろぼされ、この世界だけが残っておるのだな。君のお爺じいさんは、異世界を滅ぼすのに荷か担たんしておったんだよ。その戦争を──」

　一息。

「──概がい念ねん戦争と私達は呼んでいる」
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　新しん庄じようは大おお城しろの言葉を聞きながら、横の佐さ山やまを見ていた。大城の言うことは、ＵＣＡＴに所属する者ならば誰でも初めに知らされることだ。

　元からそう言う知識があってＵＣＡＴに加わる者は別として、佐山のように何らかの理由で戦闘に巻き込まれた者達には、こういった説明が必要になる。

　そして、大体の場合、彼らの反応は同じだ。

　否定する。そんな馬鹿なことがあるか、と。

　新庄は思う。この人はどうだろう、と。

　佐山は黙っていた。新庄が数すう呼吸を待っても、右の手を左胸に当てたまま、じっとしている。彼はうつむき、そしてじっくりと時間を掛けた後、口を開いた。

　呆あきれたような吐息と、落とした肩がついていたが、しかし彼はこういった。

「──馬鹿げた話だがね、条件次し第だいで信じてもいい」

「え？」

　と思わず新庄は声を挙げてしまう。

　佐山と大城の視線がこちらに向いてきた。対する新庄は慌あわてて手を振り、

「あ、な、何でもない。何でもないよっ」

「……まさか君は、この私が安易に否定をするとか思っていたのではないかね？」

「さっきしたってば……。人としてどうかとか、飛躍がどーのこーのとか……」

　佐山は大城の方を見て、首を傾かしげ、

「さて……、御ご老ろう体たい、私はそんなことを言ったかね？」

「そうだなあ……。まあ、丁ちよ度うど興味を持ってくれとるようだし、それを萎なえさせてもいかんからこう答えよう。──言ってないよ。いけないなあ、新庄君、嘘うそついたら」

「お、大人って卑ひき怯ようだあっ！」

「それが政治というものだよ」

　ふむ、と頷うなずき、佐山が右腕を構え、顎あごに手を当てた。新庄は安あん堵どの吐息。そして、

「どうして信じる気になるの？　どう考えても戯ざれ言ごとだよ」

「ふむ。……確かにそこにいる御老体は私のような一般人と違って多々おかしいところがある。不意に何か我が慢まん出来なくなって異常な言げん動どうに及んでも仕方ないと言えよう」

「言えないって。って言うか一般人の定義って、何？」

「気にせず行こう。──だが、哀あわれな老人の電波トークとは別で、事実があるのは確かなことだ。反論には感情ではなく証しよ拠うこが必要でね。現状、私の中の反対派は、証拠というものを持っていない。それに──」

「それに？」

「難しいことに、賛成派は、間接的に信じるに足る証拠を持っている。新しん庄じよう君、君だ」

「ボ、ボクが？」

「そうだ。白しろ丸まる付近の森にて、私は妙な声を聞いた。貴き金きん属ぞくは力を持つ、というイカれた内容だったね。その声を聞いた後、私は君の悲鳴と、木が倒れる光景を見聞きした」

　新庄は唇に右の指先を当てる。

「佐さ山やま君は、もしかして、ボクの悲鳴を聞いて……」

「想像は君に任せよう。私が入った森は、妙な壁に包まれていた。中には熊の変種か、妙な化け物がいた。同じように君もいた。そして君は言った。ここでは貴金属が力を持つと」

　新庄は頷うなずく。確かにそう言った。

　佐山はこちらの頷きを見ると、会えし釈やくを返して、

「君の武器がどうであろうと関係ない。──だが、私の持っていたボールペンも時計も、貴金属としての力を持っていた。もしトリックがあるとしたならば、相当に秀しゆう逸いつだ。あの化け物の側に火か薬やくか薬品を仕込んでおかねばならないのだから。だが」

「だが？」

　問いかけに、佐山は顎あごに当てていた右手を握り、真剣な顔で、

「新庄君。君の表情は本物だった。あの恐怖と緊きん張ちようは、打ち合わせなどによる演技ではない」

「そう？　ひょっとしたら、あのときの恐がり方も、今も、ずっと演技中かもしれないよ？」

「失礼だが、君は自分の意志で肌に汗を浮かせたり、鼓こ動どうを乱れさせることが出来るほどの演技派かね？　運動とはまた別の冷たい汗だ。そして哀かなしみではなく恐怖を堪たえることによる薄い涙も、意志で自由に作ることが出来るのかね？」

「そ、それは……」

　新庄は頬ほおを赤く、自分の身体からだを浅く抱く。彼には見られているのだ。

　こちらの思いを知ってか知らずか、佐山は目を伏せて深く頷き、

「そう、あのとき、露あらわになった君の胸や腹に浮いた汗は本物だった……」

「え？」

「最後に君に身体を預けたとき、形のいい臍へそがわずかに乱れた呼吸に上下しているところなどは演技で出来るものではない。特に、特に隠し切れぬ腕の隙すき間まから垣かい間ま見みえた胸は緊張で──！　ああ！　ああ!!」

「語るなよっ!!」

　反射的に膝ひざを入れると佐山は身を引き、

「──な、何をする。いきなりな人だね君は」

「それはこっちの台詞せりふだよっ。いきなり何を言い出すかと思ったら……」

「君が演技かもしれないというので反はん論ろん証明をしていたつもりだが」

「ほほう。二人ともそこまでの仲になっておったか。これは話が早いな」

「ほら、新しん庄じよう君、言いたまえ。Ｔテスｅタメｓント．と」

「どこから正していけばいいものかなあ……」

　こちらの言葉を無視して、佐さ山やまは大おお城しろに身体からだを向ける。

「ともあれ、既すでに一度事実は体験している。怪かい奇き現げん象しよう、妙な化け物、どちらもトリックか何かであればそのまま反論に持ち込めるが、現状、本物の方に判はん別べつは傾く。しかし」

　佐山は身構えて右腕を伸ばした。袖そでの生き地じに音立てさせて手を前に、大城を指さし、

「妙な現象が起きたことは認めよう。だが、それだからと言って貴方あなたの言葉を認めることは出来ない。いいかね？　怪奇現象も化け物も、直接的に異世界の存在とは結びつかない。メイドイン異世界と彫り込まれていても、ね。世界は存そん在ざいするから存在証明出来るのだ。……十の異世界の存在証明は、出来るのかね？」

「厳げん密みつに言えば、出来んなあ。既に無いし、異世界」

　と、大城は言った。

「ただ、君には解わかるはずだな。どんな現象も、ある一線を越えたときから、トリックではないと考えた方が自然になるということが。異世界という言葉も同じでな。ある一線を越えたときから、この世界とは別になる。……それを見せよう」

　大城の言葉と共に、通路の左右を閉じていたシャッターが持ち上がっていく。

　音はしない。静せい音おん式のシャッターが上がっていく向こう、右は事務フロアで、左は三階分を吹き抜けとした広い整備格かく納のう庫こだ。

　新庄は佐山が左右に広がる光景に目を向けたのを見る。

　どうだろう、と彼女は思った。彼は、どう判断するだろうか、この世界を。
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　佐山が見たのは、天地の区別がない世界だった。

　右の事務フロアも、左の大型格納庫も、床面に机や器き材ざいが置かれ、人が仕事をしている。だが、それだけではなく、

「天井や壁にも……」

　人がいて、設備があり、仕事をしていた。

　右も左も、本来の床だけではなく、天井すら床になっていた。

　まるで床側の鏡かがみ写うつしのように、机が並んでいて、ときたま観かん葉よう樹じゆまである。

　異質なところがあるとすれば、天井と床面、どちらも通路の中央にカバーリングされた照明があり、お互いを照らしていることだ。天井からは床を、床からは天井を、と。

　そんな天井の中、事務服姿すがたが机の上の画面に向かってキーボードを叩いていたり、書類を手にして行き来し、資料のカートを押している。

　佐さ山やまは天井の人々を見る。

　が、天井に立つ事務服姿のどれも、髪を床に向けて逆立てていることもなければ、足を床に貼はり付けていることもない。

　ふと、天井で資料を運んでいた一人の女性が机の角に腰をぶつけた。

　あ、という顔と共に幾いく枚まいもの資料の束が空中に散る。それらは天井へと広がり、舞った。

　彼女は慌あわてて拾い出し、彼女の真下の床にいる男性が大丈夫かと声を掛ける。

　そんな光景が見える。

　佐山が無言のままでいると、不意に大おお城しろが事務フロア側の窓に近寄って一枚を開け放った。すると、床と天井にいる皆がこちらを見た。大城さんだ、という声が飛び、大城は頷うなずく。

「元気でやっておるかな？」

「Ｔテスｅタメｓント．！」

　と返答が来て、大城は窓から離れる。皆が作業に戻り、そこで佐山はようやく口を開いた。

「どういうことだ？」

「見たままなんだなあ。──左を見るといい」
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　親指を上げる大おお城しろを無視して佐さ山やまは言われるがままに左手を見た。

　三階分吹き抜けの大型整備格かく納のう庫こ。この通路があるのは二階分にあたる高度で、上じよ下うげ一階分の高さをもって格納庫が広がっている。

　コンクリートに囲まれた広大なフロア。そこでは、天井だけではなく、壁も利用して人々が作業をしていた。四方の壁と床や天井は、その隅すみと通路において、格こう子しに護まもられた大型照明があり、やはり全ぜん方ほう位いを照らしていた。

　今、天井の中心には巨大な影が一つある。身長八メートルほどの、鎧よろいのような人ひと型がた機械。

　それが、こともあろうか両手を軽く上げて右足で爪つま先さき立だち、旋せん回かいしていた。

　大城が窓を開け、飛び込んでくる機械音の中で、

「おお、やっとるやっとる。バランサー実験か」

　回転は十五回転で停まり、人型機械は目が回ったのか片かた膝ひざを着いた。周囲の作業員が駆け寄って来て、人型機械の顔のあたりを覗のぞき込むのが見えた。

　そんな光景を見て、佐山は言葉にするまでもなく思う。

　おかしい。

　頷うなずき、自分の中で確信してから、不意に彼は目の前の窓を開けた。

　機械の駆く動どう音おん、溶よう接せつの焦こげる匂におい、そして高い位置からの照明の光。

　開いた窓の上うわ縁べりに小さな影があった。見れば、向こう側の床に落ちているスパナだ。柄えのほとんどが窓の方へと出ているそれは、佐山から見ると重力を無視して壁に貼はり付いているようにしか見えない。

「どうなっている……？」

　佐山は窓まど枠わくに手を掛け、足を掛け、向こうへと飛び出そうとする。するといきなりベルトを後ろから掴つかまれた。

「だ、駄だ目めだよ佐山君！　落ちたら死ぬよ！」

　佐山は窓から首を出して向こうを見る。

　顔を生はやして覗のぞく壁面、そこでも人や機械が垂直に立ち、作業中だった。

　佐山は壁に立って歩く作業服姿すがたを見た上で、背後の新しん庄じように、

「すまない、行かせてくれ」

「だ、駄目だって、早まったら！」

「これは決めたことだ。私は向こうに行かねばならなくなった……！」

「だから駄目だよ！　まだ早いよ！　思い直して！」

「投とう身しん自殺の研けん修しゆう場かなここは。二階分だけど、落ちると怪け我がをするかもしれんぞ」

　大城が言った言葉を、佐山は疑問に思う。動きを止め、

「何な故ぜ落ちると思う？　この向こうは床になっているのだから──」

　という言葉を留めた。

　垂直の床面を、左手の方から巨大なトレーラーが走って来た。

　狭いのにいい速度が出ている。

　一いつ瞬しゆんで轟ごう音おんと風、そして影がすくめた佐さ山やまの頭上を通過。

　窓まど縁べりの向こうにあったスパナが振動で揺れてこちらに落ちてきた。顔をかすめて背後に落ちていくスパナを見て、佐山は慌あわてて窓から身を戻す。

　窓まど枠わくから通路に降りると、窓の向こうからトレーラーの風が来た。風の中に排気ガスの臭いはなく、わずかに柑かん橘きつ系けいの香りがした。

　佐山は一息。窓の向こうでふらつきながら立ち上がる人ひと型がた機械を見た。

「あれは……」

　思い出す。学校の中に貼はってあった校内新聞を。

「まともに歩けぬものではなかったのか？　まさか、実際はあのレベルにあるものを」

「ＩＡＩの技術力を知られぬよう、わざと甘いメカを出して壊してみせた、と？　そんなパフォーマンスをする理由があるものかな？　御み言こと君、君の学校の取材に対して使ったのは、あれと同じ機き構こうをもった武ぶ神しんだよ。ただ、遠えん隔かく操そう縦じゆうだったがな」

「歩くことさえ出来ずに自じ壊かいした機械が、どうして今、あのような動きを出来ると？　金属の耐たい久きゆ度うどや、重力が変わったようではないか」

「いいことに気づいておるなあ。……もし、重力制せい御ぎよが出来たのだとしたら？」

　佐山は眉をひそめた。馬鹿げた話だが、それと思える現げん象しようが目の前にある。天井や壁に人が貼はり付き、仕事をしている。彼らと自分を見て、しかし佐山は違い和わ感かんを得た。

「おかしい。……先ほど私が窓枠に足を掛けたとき君達は、落ちる、と言った。重力制御が出来ているならば、窓枠から向こうに出た瞬しゆん間かん、私は落ちず、壁面に立つはずだ」

「私達の勘かん違ちがいだとしたならば？」

「では言おう。あれは何だ？」

　佐山は、事務フロア側の窓を示す。佐山が開けた格かく納のう庫こ側の向かいとなる窓、そこに、一つのものが貼り付いていた。

　スパナだ。

　それは、まるで窓が床であるかのように貼り付いている。

　佐山は事務フロア側の窓に近づき、触れた。窓の向こうで働いていた者が幾いく人にんかこちらに気づくが、佐山は構わず言葉を作る。

「私達はこの窓には引力を感じていない。だが、あのスパナは違う。……重力制御はスパナ一つにおいても個別で行われているのか？　それも、効果範はん囲いを抜けてまで」

　佐山はスパナに近づき、手で触れた。

　即そく座ざ。いきなりスパナが床に落ちた。今まで窓のある方へと落ちていたスパナが、己おのれの落ち行く先を変えたのだ。佐山が触れた瞬間に。

　佐さ山やまは床に落ちたスパナを見た。

「これは、──重力制せい御ぎよではない」

　考える、先ほど窓から出ようとしたとき、新しん庄じようが止めた理由と、大おお城しろが言った言葉の内容を。そして、この通路に入る前に聞こえた言葉の意味を。

「地に足が着いている、と言ったな」

　言いながら、佐山は目の前にある事務フロアの窓に左足を上げた。窓に靴裏を着ける。

　わずかに迷ってから一息。

　直後。佐山は右足で床を蹴けった。

　右足を左足の隣となりへと上げていく一方で、身体からだは窓に対して垂直に倒していく。

　このまま行けば、後頭部から勢いよく床に激げき突とつする。

　その筈はずだった。だが、

「こういうことだ」

　佐山は右足の裏を、窓に着いた。事務フロアの窓、先に着いていた左足の横に。

　立つ。

　あたりを見回せば、左手の壁、床の上に、垂直に新庄と大城が立っていた。

　佐山は今、窓の上に立っている。
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　全身の感覚は、足の下方向、事務フロアの窓側が地面だと告げている。動かせば痛みのある左腕さえもが、先ほどと同じように自然に下へ、窓側へと下げられている。また、右手で触れてみた衣服の裾すそも、全て足下の方へと落ちている。

「どういうことだ？」

　と佐さ山やまは問うた。

「実際に重力制せい御ぎよなどという技があるかどうかも知らないが、これはおかしい。何な故ぜ、私の触れているものだけが、私と同様に、足の着いた方向を地面だと認にん識しきする？」

　頭上になった格かく納のう庫こを見上げれば、壁と天井の接せつ合ごうするあたりに幾いくカ所か斜めのスロープが設けられていた。大型の器物やトレーラーが自由に移動出来るようにという配はい慮りよだろう。

　佐山は視線を下げた。自分の視線と同じ高さに、垂直になった新しん庄じようの視線がある。

「新庄君、すまないが、ちょっと確かめさせてもらいたい」

　え？　と一歩を近づいた新庄に、佐山は一つ頷うなずいた。そのまま、彼は新庄の手を取る。

　が、新庄は佐山にとっては壁となる床に立ったままだ。

「こちらに落ちてくるわけではないのか」

「あ、危ないこと試そうとしないでよ」

「受け止めるつもりだった。安心したまえ」

「安心していいのかなあ……」

　大おお城しろが苦笑する。

「人は宙に跳んでおるのでもない限り、常じよ時うじ地面の設定を更こう新しんしとるからな。──つまりこの空間の中、世界は足裏を下にしておる。引力に関する概がい念ねんを変更されてね」

　成なる程ほど、と佐山は新庄の手を離す。大城を見て、言う。

「この力は……、何だ？」

「逆に問おうか、御み言こと君。この力は、どう説明出来るかな？　世界各地にいる学者や識しき者しやと呼ばれる者達に聞いてみたいものだなあ。こんな風に都つ合ごう良く世界を変える力とは何か、と」

「トリックだ、と言うだろう」

「その通り。だけど、事実だ。そしてもう一つ問おうかな。……彼らが、この事実をトリックと判断する根こん拠きよは何かな？」

「考えるまでもない。物理法則に反しているからだ」

「うんうん、確かにそうだな。この力の前では、重力でねじ曲がる筈はずの光すら、地面と設定された方向にしか曲がらなくなる。たとえ本当の地面が別にあっても、な。だけど、御言君、君が言う物理法則とは、どこの世界の物理法則かな？」

「この世界の物理法則だ」

「では問おうかな。もし異世界があったとしたら、それを〝異〟とする基準は何だろう？　地形？　大気？　生物？　それとも文明だろうか？」

　問われ、佐さ山やまは気づいた。全ての答えに。ややあってから、

「……こう言いたいのかね？　──物理法則が根本から違う世界があったと。そして、今、私が見ている力とは、その世界の法則なのだと！」

「その通り。──この世界の物理法則とは、この世界でなければ適用出来んものだ。物理法則の違う世界では、当然、この世界の物理法則は根本から覆くつがえるんだよ」

「しかし、絶対的なものがあるだろう？　光の運動など」

「違う違う。それすらも、この世界の物理法則によるものだよ。光は発されると広がり、飛んでいく。が、何な故ぜ、そうなるのかな？　そうならない光があってもいいのでは？」

「それは──」

「この世界では、光というものが〝そういうものだから〟だな？　しかし」

　と、大おお城しろは、こちらに一歩近づいた。垂直に視線を合わせ、

「光が〝そういうもの〟になってる方が珍しいとしたら、どうであろうかな？」

「────」

「わしらはこの世界しか知らんな。この世界が絶対だと思っておるな。だが、実際は他にたくさんの世界があり、この世界のルールは実のところ、他の世界に比べてかなり例外なのだとしたらどうであろう？」

「……それでも私達は他を知らないから、他があっても自分達と同じだと思うだろう」

　佐山の答えを聞いた大城は苦笑。そうだなあ、と言い、

「でも、他は他、だよな？　根本的に違うんだ。わしらの〝そういうものだから〟と、他の世界の〝そういうものだから〟は、根本的に違う」

「たとえば……」

　佐山は足下を見る。

「重力が〝こういうもの〟として設定されている世界があった、と？」

　頷うなずき、大城も向かいの窓に足を運び、立った。こちらを見上げ、

「十の世界と、この世界は一つ一つの歯車として捉とらえられ、Ｇギアと呼ばれている。１ｓｔフアーストから１０ｔｈテンス─Ｇのギアはそれぞれ特徴を持っておったんだな。このような──、〝そういうものだから〟どうしようもない、と、そんな力を何と呼ぶか、知っておるかな？」

　答えを待たずに大城は言った。

「概がい念ねんだよ。概念！　物理法則すら支配する力、全ての理由の究きゆう極きよく。それが概念だ！」
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　大城の言葉に、佐山は息を飲み、足下と周囲を見渡した。

「つまりここでは、〝地に足は着く〟という概がい念ねんで、地下という狭い空間を有効利用しているのか？　……ここに入るときに聞こえた声、あれが概念なのかね？」

「あれは抽ちゆう出しゆうしたり、劣れつ化か複製した概念を固めて作った概念条じよう文ぶんというものだ。概念の一つ一つは微びじ弱やくなものでな。概念条文のレベルになって初めて声として聞こえるようになる。──実際、ここにはもっと微弱な概念も多く付加されておるよ。声として聞こえんが」

　そして、

「このように、概念を付加された異い相そう空間を概念空間と呼んでおる。で、我々は、概念の正体とは可か変へん一定周しゆ期うきの振動波、自じ弦げん振動だと考えている」

「話が難しくなってきたな。自弦振動か……」

　佐さ山やまは考える。

　大おお城しろは、異世界とは概念の違う世界だと言った。ということは、

「つまり、異世界とは……、自弦振動の振動数がそれぞれ異なった世界ということか」

「そう、そして各世界の中にある全てのものは、世界の自弦振動の他に、そのもの固こ有ゆうの自弦振動を持っているんだな。その世界の母ぼ体たい自弦振動と、個別の子こ体たい自弦振動の二つを」

　佐山は頷うなずき、

「分母と分子のようなものか。分母側がわがそのＧギアに所しよ属ぞくする証あかしで、分子側がその者の個性」

「そう。分子側が違えば、それは個性が違う存在。分母側が違えば、同じ存在でも別世界にいるものとなる。異世界とは並行ではなく多たじ重ゆう異い相そうなんだよ。記録によれば、お互いのＧを行き来するには、自分が持つ母体自弦振動を変更する〝門〟が必要になったという」

　佐山は思い出す。森を囲んでいた透明な壁を。

「夕刻のあれは……、母体の自弦振動が完全にズレた空間だったのか？」

「少し違うかな。母体の自弦振動を全てズラしたら、この世界からその空間が掻かき消える」

　だが、と言って、大城は人差し指を立てた。

「母体自弦振動の、一部をズラしたらどうなるかな？」

「その場合、ズラされたものは二つに分化して存在することとなる。現実側と、異世界側に、同時に重なって。つまり、……現実側から消えることはない」

　憶おぼえている。森の中で持ち上げた石が、その跡に薄い影を遺のこしたことを。

「あの森は……、現実と異世界に二重化していたのだな？　おそらく、自弦振動の量は後者の方が少ないから、振動の密度差によって外には出れなかった。そういうことか」

「そう、聡そう明めいだな。あれが概念空間だ。自弦振動の一部を間借りし疑ぎ似じ異世界にしているだけだから現実側と連れん結けつしているし、作ることも戻すことも比較的簡かん単たんだ」

　言って、大城は左腕の時計を見せた。

「今、この概念空間に入る際はこれを用いた。私達が着けている時計は自弦時計でね。概念空間の壁を察さつ知ちすると、所持者の母体自弦振動を変調させる。小型の〝門〟だよ」

「しかし、この時計を持たない私が森の中の概がい念ねん空間に入れたのは何な故ぜだ？」

「御み言こと君の子こ体たい自じ弦げん振動を密かに読みとった者がいてね。森を概念空間とするとき、君の自弦振動が中に入れるよう登録しておいた。概念空間を作る場合はそういうことも出来る」

　そして、すまないな、と大おお城しろは言った。

　彼は佐さ山やまの左腕を見て、

「ちょっと早まったようだなあ。御言君にいきなり体験入学してもらうつもりが、ちょっと部隊の動きが不慣れで怪け我がをさせてしまった」

「だがそれゆえ、新しん庄じよう君と出会い、ここまでの話が出来ている」

　その言葉に、新庄が垂直にこちらを見て、困ったような顔をする。

　佐山は苦笑。

　大城が、下に降りてくれ、と言った。

　佐山は頷うなずき、新庄のいる通路側がわに降りる。

　大城も元の通路に戻り、そして、天井を見て、

「この通路内だけ戻してくれんか」

　と言うなり、左腕の時計が震えた。

　直後。周囲の風景が変わった。左右のフロアが無人の空白となる。

　事務フロアの机の並びや格かく納のう庫この整せい備び施設はおろか、壁や天井の構こう成せい物も消えた。

　明かりも何も無い、広く暗い空間がそこにある。

「これが本来の地下空間だな。皆、概念空間の中で仕事をしておる」
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　佐山は窓に足を着けてみる。

　が、もはや足裏に引力のような力は働かない。

　気づけば、床に落ちていたはずのスパナも消えている。

　自分達は現実の空間に戻ったのだ。

　佐山は吐息して、無人の空間を見る。

　目を凝こらせばかすかに人々や机や機械の影が見える。

　そして佐山は思い出す。森の中での戦闘のことを。

「──もし、概念空間内ないで破は壊かいがあった場合。どうなる？」

「自弦振動は、そのものの存在概念だ。存在概念の一部が破壊されたら、そのものの一部が欠けるのではなく、そのものの存在率が欠ける。一応、本来の数十パーセントを使用しているだけだから、一度くらいでは崩ほう壊かいに繋つながらん。だが」

「何度も抽ちゆう出しゆつし、破壊すれば、いずれは本体に被害が及ぶか。しかし、世界をそのまま壊すのよりは遙かにいい。人間も分化して概念空間に入れないのか？　死を回避出来ると思うが」

「出来るが、やれんよ。一部と言った通り、概がい念ねん空間の中にあるものは本来のものよりも劣れつ化かしている。取り込まれた瞬しゆん間かんの情報に頼るために生命力が薄く、未来への可か変へん能力が無い。……成長出来ず、動作するだけで壊れていく、と言うべきかな。概念空間を長く保つのが難しいのはそのためだ。早く解かい除じよせねば中にあるものは自じ壊かいしていくのだよ」

「だから概念空間には動物がいないのか……」

「概念空間の構こう成せい要素として取り込むのは、なるべく自じ律りつ動作しない地形物ばかりだ。その方がデータの軽けい減げんにもなる。……植物にも命はあるぞと言われれば、それまでだがな」

　苦笑。大おお城しろは、

「対してその中で活動するものは、自壊を避けるために百パーセントを送り込む。──先ほど見せたＵＣＡＴの概念空間はその応用でな。まず空白地帯を概念空間化し、そこに外から建材など持ち込んだ。空調や水の管理など、循じゆん環かん系が面めん倒どうだがな」

　と言って何もない左右の窓の向こうを見た。佐さ山やまも暗い空間を見て、

「──成なる程ほど。ともあれ、血を流すことだけは回避出来ないわけだ。念のために聞いておくが、どの程度の存在率が破は壊かいされると、そのものは存在出来なくなる？」

「最低五割。五割以上に値される存在分が破壊されると、そのものは消しよう滅めつする。今日の森は約二割の自じ弦げん振動にアクセスして作ったものだ。三度同じやり方で概念空間を作って中の森を壊せば、存在崩ほう壊かい率りつが六割となり、現実側でもあの森が何らかの自然崩壊をする。地じ滑すべりか、火事か、それとも消失かは解わからんが、そういう運命になってしまうわけだ」

　大城の言葉に、佐山は考えた。

　そして眉をひそめ、

「まさか、実際にそのようなことが……」

「想像に任せるよ。世界各地でときたま起きる自然災害の原因が何であるかは。しかし、このルール、何に通じるか、解るかな？」

　佐山は思い出す。ここで得た情報、その初めにあった一言を。

「──概念戦争、と先に言った、それだな？」

　大城は頷うなずいた。

「Ｇギアは五割以上の概念が無くなった時点で滅びる。概念戦争とは、概念の奪い合いなんだな」

「概念を各Ｇから抽ちゆう出しゆつし、奪い取ることで滅ぼす……、そういうことか？」

「そう。そして今、各Ｇの概念は概念条じよう文ぶんを遙かに超える密度の概念核という形にされ、この世界に持ち込まれている。つまり……、全てのＧは概念を失って滅びているんだ」

　佐山は、成なる程ほど、と言った上で、

「概念を作ることは出来ないのかね？」

「一時期、研究はされていた、と言っておこうか。成功例は、……残っていない。今では劣化複製が出来るくらいか。その意味でも、概念条文などの抽出マスターとなる概念核は重要だ」

　大おお城しろは笑う。手を広げ、左右のフロアを見渡し、

「……もうお解わかりであろう？　佐さ山やま翁おう達は戦後編へん成せいされたＵＣＡＴの一員として、概がい念ねんの違う十のＧギアと戦い、概念を奪うことでそれら全てを滅ぼした。そして現在、我々は各Ｇの難なん民みん達の保護と交渉、テロの鎮ちん圧あつと隠いん蔽ぺい偽ぎ装そうを主任務としておる。が」

「が？」

　問いに大城は微笑。数秒の間。それをもって彼は答えた。佐山の祖父が遺のこしたものを。

「──たった一つ残ったこのＧ、何も持たぬがゆえにＬロｏｗウ─Ｇと呼ばれるこのＧは今、ある危機を迎えておる。我々は概念戦争の勝者として、十のＧの生き残り達と戦後交渉を行い、協働してその危機を乗り越えねばならん」

　一息。

「全竜交渉レヴアイアサンロード。……そのＬｏｗ─Ｇ代表者としての権利を、佐山翁は君に譲ゆずると言ったんだよ」
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　夜の階段。

　緑色に塗られた壁と白いステップを照らすのは、終しゆう端たんの上に掛かる非常口の灯とう火か。

　尊たか秋あき多た学院の二年次普通校舎。その屋上へと至る階段だ。

　そこを駆け上っていく二つの足音がある。

　迷い無く昇っていく足音の持ち主は一人と一匹だ。

　一人は灰色の髪を揺らすブレザー姿の少女。一匹は黒猫。

　美術部部長のブレンヒルトと、彼女の黒猫だ。

　足音はすぐに終端へと至り、扉の鍵かぎが外され、開けられる。

　空気を叩くような音と共に、外へと二つの影は飛び出した。

　二人を迎えたのは、夜の闇ではなかった。

　光。

「……！」

　ブレンヒルトは足を止めた。無表情に空を見上げる。

　明るい。暗い階段から出た彼女を迎えたのは、空に浮かぶ月の青白さだ。

　屋上。広い夜空と、月が頭上にある。

　そして周囲に漂うのは夜の風だ。

　風の漂いに、ふと、ブレンヒルトは両の腕を軽く広げ、息を吸う。

　冷たい空気ね、と思いながらも肺はい腑ふの中に大気を取り込み、言う。

「余よ計けいなものの多いＧだわ」

　と右手を制服のポケットに入れ、一つのものを取り出した。

　引き抜かれた右手の指、人差し指と中指に挟まれているのは指先大だいの小さな青い石。

　彼女はそれを握り込むと、腕を回した。左腕を前に、右腕を後ろに。

　すると、足下の黒猫が跳ねた。彼女の左腕の上へ。

　ブレンヒルトの右手が動く。一度拳こぶしを握り、親指で空中に字を描く。そして、

「邪じや魔まが入って遅れたけど、仕事よ」

　無表情に告げ、右手の親指が鳴った。

　快音と同時に猫の姿が変化した。たわみ、糸のようにほどけ、

「──行きなさい。仇敵かたきの現状を報せに、同士達の状況を知りに、黒い風の伝える便りよ」

　黒猫のほどけは一いつ瞬しゆんで風となった。

　黒こく風ふう。

　左腕の袖そでに風波を残し、夜風と踊って黒の一ひと風かぜが西へと飛び出した。それは波打ち、伸び、そのたびに加速をして、弧こを描き、弧を返して夜の空を飛んでいく。

　ブレンヒルトは去っていく風を見て、両の腕を下げた。無表情に口を開き、告げる。

「動きが始まり、そして私達の応こたえるときが来ているでしょうね……。かつて滅ぼされたＧギアの一番手として。隠れ潜ひそむのはもう終わりになる」

　頷うなずき、

「１ｓｔ─Ｇの生き残りとして……！」
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　奥おく多た摩ま山さん渓けいの夜。それを見ることの出来る部屋がある。

　ＩＡＩの輸送管理棟に偽ぎ装そうされたＵＣＡＴ地上部、その最上階。

　山に隠れるように建つ白はく亜あの大型建築物の五階、東端の部屋だ。

　五メートル四方の私室の中、天井には灯あかりが一つ、空調が一つ。壁も天井も白く、暗い色が見あたらない。ただ、床の上には乱雑の陰影がある。

　床上、本や書類、段ボールの箱やパッケージングが所ところ狭せましと積み上げられていた。特に窓まど際ぎわは大きな机がベースとなって、乱雑の地層を持ち上げている。

　机と窓の間にいるのは、白はく髪はつの男。黒こく衣いの姿は、佐山が電車の中で出会った至いたるという男だ。

　彼はサングラスを掛けたまま、木造りの椅い子すに浅く腰掛けていた。

　彼の手は動いていた。紙を折っている。

　紙かみ飛行機だ。素材は机の上に積んであった資料の一枚。トップの宛名は、大おお城しろ・至とある。

「見もしない資料はこのように処理する……、と」

　彼、大城・至は、紙の先端部を強く折り、構え、狙いをつけた。入り口の白いドアの方へ。

　机の上にある書類の山が邪じや魔まなので、わずかに身体からだを後ろへ傾けた。

　飛ばす。

　鋭く折られた紙飛行機は、一直線に、空中を滑るようにしてドアへと向かった。

　そのとき、ドアが向こうに開き、一人の少女が入ってきた。

　Ｓエスｆエフと呼ばれていた侍じ女じよ姿すがたの少女だ。手に銀色のトレイを載せた彼女は、

「至様。お夕食をお持ちいたしました」

　と言うなり、その額ひたいに紙飛行機が突き当たる。

　小さな、しかし堅い音がして、紙飛行機が跳ねた。それは身を打って旋回し、書類と箱の散らばった床へと落ちていく。床上、彼女の足下には、既すでに幾いくつもの紙飛行機が落ちていた。

　しかし、Ｓｆはそちらを見もしない。無表情のままの彼女に、至が言う。

「何か反応したらどうだ？　ゴミを増やしてはいけませんゥキー！　とか」

「ゴミの形状が紙し片へんから飛行機に変化しただけと判断します。また、至様は統計によると同じ作業を長く続けることはありませんので、この飛行実験も長期間は持続しないと判断します」

「つまらんやつだ」

「独逸ドイツＵＣＡＴは状況に必要なものを作り出します。製作者によれば私は完全に至様の御要求を満たせるそうです」

「だからつまらないんだよ」

「有あり難がとう御ご座ざいます。至様の御要求を満たすのが私のつとめですので」

　それだけを告げてＳｆは無表情に前に歩く。床の紙飛行機を浅く踏み潰つぶして。

　Ｓエスｆエフは軽い足取りで紙を踏み、書類を踏み、箱を踏んで前へ。机の向こうに座る大おお城しろの横へと彼女は辿り着く。

　一礼して銀のトレイを前に出す。載っているのはスープカップとハンバーガーだ。

「スープとハンバーガーです。知ってますか？」

「うわ初めて見たぞ！　──一応嫌いや味みだから何か言え」

「Ｔテｅｓス．。……御ご丁てい寧ねいな御反応を有あり難がとう御ご座ざいます」

「本当につまらんやつだな。で、内容は？」

「百パーセント化学的合ごう成せい物ぶつです。自然素材は一いつ切さい使用しておりません。ＵＣＡＴ側の実験食材で先日完成し、研究発表はしましたが、ＩＡＩ側の市し販はんルートには流さないそうです」

「この世で生まれたこの世に存在しない食い物か。確かに売名にはなるが、な」

「レパートリーが多く、試作を冷凍してあるそうです。今後、一年は幾いくつかのパターニングを出すと食堂課長が述べておられました」

　そうか、と頷うなずいた至いたるに、Ｓｆは言う。

「以前の固こけ形いし食よく形状より持ち運びのバランスが悪くなっております。性能的に見て、栄養素もさほど変わりがないため、携帯と運うん搬ぱんが不備になった現状の品は劣れつ化か品ひんと判断します」

「慣れろ。どうせ食堂課長はこれが切れるまでは出してくるだろう」

「何な故ぜでしょうか。御理由が不ふ明めい瞭りようであった場合、食堂課長に今までのものを要求します」

「犬には犬の餌えさを与えるように、人間には人間の餌が必要だと思っているんだ。それがたとえ、普通の食品が食えなくなった人間であっても、な」

　と、大城はＳｆの返答も待たず、ハンバーガーを手に取って食っていく。バンズの間にはチーズと玉たま葱ねぎにピクルス。そして肉。どれも本物ではない。

　五口で終了し、そのままスープカップを手に取った。

　一息。飲み終えて、

「熱いと思ったら、さほどでもないな」

「高温でしたので、来る途中で指を差し込み冷却しました。私、内部温度は低いもので」

「お前は本当に要求を満たす機械だ。保証書あったら叩き返してやる」

　言って、スープカップを戻すと、至はＳｆのエプロンで手を拭ぬぐう。ちらりとＳｆを見上げ、

「嫌な顔一つしないな。お前の備品が汚されているぞ」

「御安心下さい。これは至様のお手ふき用エプロンです。他、外出用、事務用、掃除用、応接用、就寝用、冠かん婚こん葬そう祭さい用とあります。これは殺さつ菌きん効果もありますので是ぜ非ひお使い下さい」

「全く素晴らしい機械だな。御感想と御要望はどこへ送ればいいんだ？　言ってみろ」

「Ｔｅｓ．、メールにて独逸ドイツＵＣＡＴ内Ｓｆ応おう援えん係まで御願いいたします」

「……冗じよう談だんの通じないやつだ」

「それが至様の御要求と判断しておりますので。──と」

　一礼し、Ｓエスｆエフはかがみ込む。椅い子すに掛かった至いたるの鉄てつ杖づえが傾いているのを直す。そして、

「では。置いて参ります」

　部屋から出ていこうと背を向ける。その背に、至は声を掛けた。

「オヤジは？」

「一かず夫お様は、先ほど一階中央エントランスにおられました。新しん庄じよう氏と──」

　振り向いた顔は無表情のまま、しかしわずかに首を傾かしげ、

「電車の中で確認いたしました佐さ山やま・御み言こと氏も御一緒でした。全竜交渉レヴアイアサンロードの件について地下で話があったようです」

「詳細は、解わかるか？」

「Ｔテｅｓス．。佐山・御言氏にはＧギアと呼ばれる十の異世界があったことと、それらが佐山・御言氏の祖父達によって滅ぼされたことと、今、この世界が危機に陥っており──」

「全竜交渉レヴアイアサンロードと名付けられた戦後交渉を行い、各Ｇの生き残りと協働してことに当たれ、と？」

「Ｔｅｓ．。他、簡かん易いな情報は新庄氏から聞くようにと。……また、７ｔｈ─Ｇの霊れい獣じゆう、獏ばくが渡されました。過去を見る助けにしろと」

「オヤジも勿もつ体たいぶるものだ。こう言ってやればいいものを。やめとけクソガキ、と」

「明日、午後一時に皇こう居きよにて概がい念ねん戦争の詳細と、現状の説明をするそうです。その後、明後日あさつてはＵＣＡＴが持つ１ｓｔ─Ｇの居きよ留りゆ地うちに赴おもむき、１ｓｔ─Ｇ和わ平へい派はとの暫ざん定てい交渉をすると」

「佐山のガキが、そこまでやる気になってるのか？」

「いえ、一夫様が仰おつしゃるには、あくまで暫定とのことです。──まだ佐山・御言氏には祖父からの権利譲じよ渡うとを拒否する猶ゆう予よが残されております。全竜交渉レヴアイアサンロードとはどのようなものか、それを知った上で判断せよと」

「オヤジも甘くなったな。昔は……、それこそ俺達を死し地ちで鼓こ舞ぶしたものだが」

「……全竜交渉レヴアイアサンロードとは、何を目的として行われるものなのでしょうか」

「知りたいか」

「いえ別に」

「では教えてやろう」

　大おお城しろ・至は机の上の書類を一枚取った。折りつつ、

「１ｓｔから１０ｔｈ─Ｇは、それぞれ個性的な概念によって作られていた。これをプラス概念と呼ぶ。対し、この俺達のＧには何もない。その理由は簡単だ。──このＧが、マイナス概念で出来ているからだ。解るか？」

「Ｔｅｓ．」

「概念戦争とは各Ｇの滅ぼし合いだが、崩ほう壊かい時刻──、一九九九年に全Ｇの衝しよう突とつが起きたらどういう条件でＧの消しよう滅めつと生存が決まる筈はずだったか、知っているか？」

「いいえ」

　大おお城しろ・至いたるは苦笑。紙に折り目を付けながら、

「崩ほう壊かい時刻の衝しよう突とつが起きた場合、所しよ持じしているプラス概がい念ねんが最も多いＧギアだけが残るんだ。だから各Ｇは戦闘し、敵の世界の概念を少しでも抽ちゆう出しゆつして持ち帰ることに腐ふ心しんした。そして、このＬロｏｗウ─Ｇはマイナス概念ばかりだから速そつ攻こうで見捨てられたらしいのさ」

「ですが、このＧは、マイナス概念で出来ているのに、他のプラス概念で出来たＧを滅ぼしてしまった。……それが、概念戦争の勝者である我々が受ける遺い恨こんの理由ですね？」

「理由の一つに過ぎんさ、劣った者が勝利したことなど。──だが、その結果によって、このＧには各Ｇの概念が持ち込まれた。概念条じよう文ぶんを遙かに超える世界レベルの概念の固まり、概念核という形に集積されて、な」

　紙を折る音が響ひびく。山に折り、中央を広げて四辺に角を作っていく。

「概念核のほとんどはＵＣＡＴが管理している。もしその概念核が解放されれば、このＧのマイナス概念が侵食され、今の常識が失われるからだ。が」

「が？」

「十年前、このＧにあるマイナス概念が、あるきっかけで活性化を始めた。放置しておけば、このＧは今よりも強くマイナスに傾き、崩壊する。だから、各プラス概念核を解放し、バランスを取ろうと言うのだ。もはや、世界が変わっていくことを承しよう認にんして」

　手を止めた。

「それが、失われたＧを認めることだとオヤジは言う。──この世界が、滅ぼしたＧの力を認め、彼らの力で存そん続ぞくしていくことが、な。しかし、概念核の一部、分かたれたものはまだ向こうの手にあるものが多い。また、戦後六十年、我々が得た概念核すら、今いま更さら勝者気き取どりで好きにしていいわけはない。何もかも各Ｇと正式に交渉し、使用権を得なければならない」

「それが全竜交渉レヴアイアサンロードですか？　──正直、真実とは判断出来ません。マイナス概念の活性と言いますが、その証しよ拠うこはどこに？」

「この日本と、お前がそうだ、Ｓエスｆエフ。お前達のベース、３ｒｄ─Ｇから運ばれて来て眠りに落ちていた彼女達がいつ目覚めたのか、言って見ろ」

「……一九九五年の十二月二十五日です」

「その日、この日本で何が起きた？」

　問いに、Ｓｆは即そく答とうした。

「記き憶おくが正しければ、──関西大だい震しん災さいが」

「そう、正しいよ、お前は。あれが、その一いつ端たんだ。そして、各Ｇの概念核も反応したのか、このＧにわずかな概念が漏れだし、彼女達もぎりぎり動けるようになってしまった」

「…………」

「マイナス概念の活性化は今も続いている。臨りん界かい点てんは、活性化の始まった年より丁度十年後だと予測されている。つまりは──」

　紙の折り目を強く付け、

「今年の十二月二十五日だ」

　と言って、大おお城しろ・至いたるは手を止めた。折ったものを、机の上、書類の山の上に置く。片方の先端が尖とがった方ほう形けい。上には四角い出っ張りがある。Ｓエスｆエフがそれを見て、

「船、ですか？」

「そう見えるか？　違うな。塔とうだよ。こう見るんだ」

　彼は方形の尻の部分を指で押し、立ち上がらせた。それは天に突き立つ一つの塔だ。

「全てはここから始まり、だ」
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　ＵＣＡＴの本ほん拠きよ、ＩＡＩの大型輸送管かん理り棟とうに偽ぎ装そうされた白はく亜あの建物を出た佐さ山やまと新しん庄じようは、夜のＩＡＩ敷しき地ち内を正門に向かって歩いていた。

　携帯電話などは、戦闘の検けん証しようのために破けた上着ごと預けられている。そのため、佐山は備え付けの電話で自分の家の者を呼んでいた。

　三十分もすれば車は正門前に着く。その間にＵＣＡＴ敷地からＩＡＩ敷地に抜けるのだが、

「予想以上に広い敷地だ。送そう迎げいバスを待てば良かったか」

「ボ、ボクも、何となく同意。久しぶりに歩きたくなったからって、判断誤あやまったかなあ」

　ＵＣＡＴ側には、三千メートル級の滑かつ走そう路ろや、大型格かく納のう庫こが並び、夜間照明がその姿を浮き上がらせていた。

　途中、一キロほどに渡る山さん渓けいの谷があり、それがＵＣＡＴを周囲から隠していると知る。そこを抜けて出たＩＡＩ側は照明も多く、地上に立つ建物も大きい。

　建物の間にある中央通りを歩き、佐山と新庄は言葉を交わす。

　新庄の知っている限りの情報で、概がい念ねん戦争や、崩ほう壊かい時刻ということを聞いていく。

　そして、今日の戦闘の相手が１ｓｔ─Ｇギアの者だったということも。

「１ｓｔ─Ｇの概念核は二つに分かれているんだよ。一つは平面のテーブル世界だった１ｓｔ─Ｇを構成し、一個の閉じた世界を作るためのもの。もう一つは１ｓｔ─Ｇの特色、文字に力を与えるための概念で、１ｓｔ─Ｇはそれによって魔法のようなものを使えるんだ」

「その二つの概念核はＵＣＡＴに保管されているのかね？」

「世界構成のための概念核は、１ｓｔ─Ｇの剣に封じられてＩＡＩ本社地下の日本ＵＣＡＴ西支部に格納されてる。でも、もう一つ、文字なんかの概念は、こっちの世界に逃れてきた過か激げき派はの機きり竜ゆうに封じられてる……」

「機竜？」

「竜を模もした兵器だよ。ボクも見たことないんだけどね」

　肩をすくめた新庄を見て、佐山は彼女が嘘うそをついてはいないだろうと判断。

「何というか……、漫画兵器まであるのだね」

「いやボク、小説派だから。あんまり漫画読まないんでそこらへんはちょっと」

「ふむ。日本の文化を否定するとは悲しい話だね。……まあ、何はともあれ、もし祖父からの権利を譲ゆずり受けると決めたならば、最終的にはその過か激げき派はとの交渉になるわけだ」

　頷うなずき納なつ得とく。話を一区切りして、歩きながらあたりを見回す。外灯の明かりの下、周囲には白の色で出来た巨大な建物が幾いくつもある。ここまで来るともはやＵＣＡＴの建物は見えない。

「ＵＣＡＴは隠し里だな。……一般のＩＡＩ職員は、ＵＣＡＴのことなど何も知らず、奥の方に飛行場があると思っているわけだ」

「さっき話を聞いたよね、元々、戦時中に出雲いずも航空技ぎ研けん東京支社の護ご国こく課かっていうものがあったって。そこが、概がい念ねん戦争に気づき、研究して、戦後すぐに日本ＵＣＡＴになったんだって」

「君は、そのことに詳しいかね？」

「ううん。佐さ山やま君のお爺じいさんがそれに関わってたなんて初めて聞いた」

「私も初はつ耳みみだ。だとすると、父も母も知らなかったのだろうな。二人はＩＡＩに勤務していたはずだから。──あの谷の向こうの輸送施設に祖父が関わっていたとは知らなかった筈はずだ」

　と、佐山は左の胸に手を当てつつ、左肩を見た。そこに、一匹の小さな動物が乗っている。

　十五センチ程度の見たことのない動物だ。猪いのししのような顔に、円まるい身体からだ、四し肢しには蹄ひづめがある。

「獏ばく、だよね。初めて見た。過去を……、見せる力を持っているんだって？」

「夢のようなものだ、と言っていたな、御ご老ろう体たいは。絶ぜつ滅めつ危き惧ぐだったが、十年前、マイナス概念の活性化に反応したプラス概念の微びじ弱やく解放によって生きていけるようになったと」

　手指を伸ばすと、獏は身をすくめてから、前足を出して指を掴つかもうとする。

「どのような過去を見せると言うのか。……嫌な過去しか無いのだろうけどな」

　ふと見ると、新庄がわずかにうつむいている。肩を並べて歩きながら佐山は、

「どうかしたのかね？」

「いや、御ご免めん、その、……ボク、佐山君のこと何も知らなかったから。ほら、十年前の」

「ああ、父がＩＡＩの救助チームとして関西に赴おもむき──」

「言わなくていいよ。胸の狭きよう心しん症しようのことも。……あまり言わない方がいい」

「別に私は構わないのだが」

「だったら構ってよ。御両親や、自分のことさえも他人のように言うなんて、……駄だ目め」

「そうは言っても両親は他人で、私は自分を客観的に見るようにつとめているのだが」

　放った言葉に対して、新しん庄じようはわずかに眉まゆ尻じりを下げてこちらを見上げてきた。

　佐山は彼女のまっすぐな視線を受け止める。

　確かに彼女の言っていることの方が正しいのだろう、と佐山は心の中で頷うなずく。新庄は両親の記き憶おくを持っていないと言っていた。それを探したいと。それゆえの正しさだろうと思う。

　先ほど、全竜交渉レヴアイアサンロードの目的であるマイナス概念の抑制について話を聞いたとき、十年前のマイナス概がい念ねん活性化と関西大だい震しん災さいの話題になった。

　その話題は、自然に、佐さ山やまの両親の話になった。父が震災の救きゆう助じよ隊として亡くなったことと、母が自分を連れて死のうとしたこと、そして自分の狭きよう心しん症しようについて言ったとき、新しん庄じようの顔色が変わるのを佐山は見た。

　青ざめた彼女が佐山の手の指輪について改めて問うたとき、佐山は正しく答えた。

　母の形かた見みだと。

　すると、御ご免めんと彼女は謝った。医い務む室の前で何も考えていないことを言ったと。

　今、彼女はそのときと同じ表情で見上げてくる。眉まゆ尻じりをかすかに下げた、黒い瞳で。

　それはかつての謝りの表情。だが今は、謝るのではなく、両親のことを他人のように言うなという、諫かん言げんの表情だ。そんな新庄の言葉と、表情について佐山は思う。

　……私を責めるべきときに、何な故ぜ、自分が間違っているかのような顔をするのか。

　だが、佐山の疑問に答えが出るより早く、新庄は動いていた。うつむき、

「──御免」

　と、新庄はそう言ったのだ。

　対する佐山は、首を傾かしげた。今、責められるべきは自分なのに、と。

「何故、謝るのかね？」

「だ、だって、押しつけだよね、佐山君にとっては」

　地面に落ちる言葉を聞いた佐山は、彼女のうつむきに対し、こう言おうとした。

「解わかってもらえて有あり難がたい」

　と。しかし、そのように告げるべき唇は、次の言葉を紡つむいでいた。

「──そんなことはない」
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　言ってから、佐山は自分の言葉に気づく。

　どうしたことか。自分が持じ論ろんに対し、他人の意見を許可するとは。

　わずかな驚きと共に見れば、新庄は、眉を下げたまま、目を開いてこちらを見上げていた。彼女の表情にも、小さな驚きのようなものがある。

　そして佐山は思う。一言を認められただけで、この人は驚くのだな、と。

　真剣なのだろう。

　自分に欠けている両親の記き憶おく。そこにまつわることだから。

　視線の先、新庄が表情を変えるのを見つつ、佐山は思う。

　自分がどうして新庄の意見を許したのかを。

　……それは、この人が解わかっているからだ。

　彼女が表情をかすかに変えた。

　……自分の求めるべきものを。

　新しん庄じようが眉まゆ尻じりを下げ、黒くろ目めがちの目をかすかに細める。

　……私にはないものを。

　口を浅く開き、柔らかい吐息をつくように、彼女はこう言った。

「有あり難がとう……」
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　佐さ山やまは頷うなずき、新庄から視線を外した。話題を変える。

「ともあれ、──私が考えるべきは、全竜交渉レヴアイアサンロードを受けるかどうか、か」

「う、うん。……もし全竜交渉レヴアイアサンロードを受ければ、単なる交渉じゃなく、ああいう風に必死な連中を相手にすることになるんだよ、君は」

　ふむ、と頷き、佐山は自分にしか聞こえぬ声でつぶやく、

「彼に対し、私は、必死だったろうか……？」

　そうではなかった、と吐息。そうなる前に決着は奪われた。そして佐山は憶おぼえている。最後に動こうとしたときに感じた、自分が間違っているという思いを。

　それを感じた理由は解わかっている。

　……未みじ熟ゆくだ。間違っていても、それが必要だと思えればいいものを。

　佐山は思う。祖父のようになれるのはいつのことだろうかと。

　その上で佐山は今日の戦闘を思い出す。

「敵も本気で、対する君も本気だった。……喧けん嘩かや殺し合いなら幾いく度ども目にしたことがあるが、あれは、捨すて鉢ばちや試合ではない戦闘だった」

「大おお城しろさんから聞いた話だと、明後日あさつてに事前交渉がある１ｓｔ─Ｇギア居きよ留りゆ地うちへ行ってたらしいよ。ボク達が動き出したことに気づいて、過か激げき派はが居留地の和わ平へい派はを引き込もうとしたみたい」

「敵地の中央に乗り込んできた、か。……何がそこまで、人を危険な道に動かすのだろう？」

「それは……」

「言葉では納なつ得とく出来ないことがあるから、とでもしておこうか？　御ご老ろう体たいは明日、皇こう居きよにて概がい念ねん戦争の始まりを見せ、明後日あさつてには事前交渉として１ｓｔ─Ｇの和平派代表に会わせると言った。それだけだったならば、受ける気は皆かい無むだ。が、今日、過激派を見た。──興味があるよ、全竜交渉レヴアイアサンロードに」

　……本気の者同士が、必死にぶつかる現場か。

「力を用いれば遺い恨こんは生まれる。だが、そうでなければ納得出来ない連中がいる。どうするべきか。──矛むじ盾ゆんを抱えた交渉だ。だから私が選ばれたのだろう」

　前を見ると正門が近づいていた。こちらに気づいた警備員が自動式の門を操作。門が、鎖くさりの鳴るような音と共に地下に引き込まれていく。

　そんな音の中、新しん庄じようが足を止め、問うてきた。

「だから、って……、何が？　何で佐さ山やま君が選ばれたの？」

　佐山も足を止めた。肩から落ちそうになる獏ばくを支え、

「祖父は常々言っていた、佐山の姓かばねは悪役を任ずると。一いつ匹ぴき狼おおかみの総そう会かい屋やとして。──同じように汚れ役が必要なのだよ、つまり、そういう馬鹿な連中を叩たたき潰つぶす者が必要なんだ」

　……自分はそれを望まれている。

　出来るのだろうか、と佐山は思う。

　退ひくならば、今の内だろう。

「…………」

　佐山は無言。一度踵かかとを鳴らし、歩き出す。

　すると、一歩遅れて、早足で新庄がついてくる。待って、と声を挙げる。

　しかし佐山は振り向かない。

　その横に、新庄が、足音をたてて並んできた。

「ええと、佐山君、御ご免めん、その、ボクね」

「──何かね？」

　問いに、新庄はうつむいた。手を腰の前で組み、ええと、と前置きした後で、

「今さっきの台詞せりふ、その、ちょっと確認したいんだけど……」

　困ったような笑みを作り、問うた。

「総会屋って、何？」
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「──は？」

「ご、御ご免めん、凄すごい重要な台詞せりふだっていうのは解わかるんだけど。その、意味が、ちょっと」

　佐さ山やまは、あ、という形に開いていた口から、は、と笑い声を挙げた。

　……ああ、そうか。

　笑いが左腕に響ひびいてくるが構わない。遠えん慮りよ無く笑う。その程度のことなのだろうな、と。

　対する新しん庄じようは顔を赤くして、

「な、何で笑うんだよ。そんなにおかしい？」

「失しつ敬けい。君は素直な人だ、新庄君。総そう会かい屋やというのは、──法の裏をかいた暴力や権けん威いで企業を脅おどし、その代だい償しように権けん益えきを得る者のことさ。嫌がらせや見えぬところの暴力、それが嫌ならば口くち利ききやレートの良い交渉をしろ、とね」

　考え、

「ただ、一いつ匹ぴきお狼おかみの信念ある総会屋は、普通の総会屋と違って馬鹿な人間だ。敵や悪を見ると自分の正義を振りかざして突っかかっていく。彼らに脅しはなく、嫌がらせや暴力もない。彼らは企業の不正や欺ぎ瞞まんを叫び、正義の下に力を振るう。そして周囲にどんな被害を与えても気にしない。嫌われようとも、ね」

　新庄が息を飲む。そして足は正門を越えた。警備員が会えし釈やくするのに二人で一礼しつつ、

「佐山君も……、お爺じいさんと同じことを選ぶの？」

「かもしれん。……祖父は本当に多くの人から恨うらまれた。企業の不正を暴あばいても、それによる企業再さい編へんや大幅解かい雇こに耐えられる企業は少なくてね。祖父は容よう赦しやを知らなかった」

「そうなの？」

　佐山は頷うなずき、祖父のことを思い出す。額ひたいに手を当て、吐息を一つつき、

「そう。私が小学四年のとき、祖父がつまらんギャグを言ったので無視したらマジ喧けん嘩かで殴り合いになったことがある。小学生相手にサルマタ一いつ丁ちようでクロスカウンターを狙い、勝ったら写真まで撮るか普通。あんな大人げない老人は人類史上類るいを見ないだろう。最近絶ぜつ滅めつしたが」

「今、目の前にその候補生がいると思うんだけど……」

　だといいが、と佐山は笑う。

　正門前で足を止めた。前を見れば広い道路の向こうは断だん崖がいの下を流れる多た摩ま川がわと、山さん渓けいの森林だ。遠く、ＩＡＩの病院施設や、社しや寮りようの灯あかりが見える。

　川の音を聞きつつ、佐山は並ぶ新庄に告げた。

「ともあれまあ、祖父は本当の悪役で、それだけだったから……、恨まれたのだと思うのだ」

「……佐山君のお爺さんは、それでも、どうして続けたんだろうね、そんなことを」

「解らない。そして、正直、羨うらやましいよ。何な故ぜ、そんなことが出来たのか、と。……そこが解るならば、私も迷わずその道を選ぶのだがね」

　それ以上を佐さ山やまは言わない。と、道の向こう、秋あき川がわ側から車のライトが近づいてきた。

「……家族の人？」

「祖父が世話になっていた組の車だ。今は警けい備び会社だがね」

　言っている間に車が来た。黒塗りの大型車。窓は全て黒くシーリングされ、中は見えない。

　停車。新しん庄じようが、うわ、と引く前で、左の運転席側がわから降りてきたのは一人の男だ。

　青のスーツに身を包んだ、角かく刈がりの青年。彼はこちらに向かって、

「若、お迎えに上がりました」

　と一礼し、新庄を見た。青年の身動きには軽い警けい戒かいがある。

　彼の目はこちらの左腕、巻かれた包ほう帯たいに向いた。佐山は頷うなずき、

「孝こう司じ、安心していい。私が信用する人だ。その──、森で転んだ際、手当てをしてもらった。名前は新庄──」

　と言いかけ、名前を聞いていないことに気づく。すると新庄も悟ったのか、

「あ、運さだめです。新庄・運」

「成なる程ほど。これは失礼を。田た宮みや・孝司と申します。若が御世話になりましたそうで」

「え、いや、その、こちらこそ、その、このたびはどうも」

　新庄は一歩を下がって、こちらのすぐ横に立つと、小さな声で、

「森で転んだ……、ね」

「本当のことを言ってはいけないのだろう？」

「そうだけど、手当てはしてないもん。……でも、何か凄すごい待たい遇ぐうだけど、どーなってるの？」

「祖父の形かた見みの家族のようなものだ。私が自分で手に入れたものじゃない。君には──」

　無いのか、という言葉を佐山は飲み込む。

　すると新庄は一息。やや考えてから、

「大丈夫。一応ね、ボクも、……弟がいるよ、双ふた子ごのが」

　でも、と苦笑。身体からだを起こした田宮にもう一度軽く頭を下げ、

「佐山君の環境って……、家族って言っても、何というか、凄いんじゃないかと思う」

　そうか、と頷き、そうだろうな、とつぶやき直し、佐山は自分の中に少し余よ裕ゆうが出来たことに気づく。彼女は、独りというわけではないのだ、と。

　男言葉の混じりは、そのような環境だろうかと思い、佐山は新庄に軽く頭を下げた。

「では、お見送り有あり難がとう。──また、明日、かね？」

　新庄は頷き、ただ、微笑。それが別れの合図だった。
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　尊たか秋あき多た学院の二年次普通校舎。

　夜の秋あき川がわ市を見渡せる屋上、西側に一人の少女が立っている。

　灰色の髪を夜風に流す制服姿すがたはブレンヒルトだ。

　彼女は月げつ下かの屋上、その手て摺すりに手を着き、口を開く。

　無表情のまま、目を伏せた。開けた唇が紡つむぐのは、言葉ではない。一つの歌だ。

　聖せい歌か、清しこの夜。




　Stille Nacht Heil'ge Nacht／静かな夜よ　清し夜よ

　Alles schlaft einsam wacht／全てが眠る中　起きているのは

　Nur das traute hoch heilige Paar／誠実なる二人の聖せい者じやだけ

　Holder Knab'im lockigten Haar／彼らは巻き髪をもつ美しき子を見守る

　Schlafe in himmlischer Ruh／眠り給たもう　ゆめ安く

　Schlafe in himmlischer Ruh／眠り給う　ゆめ安く──




　ゆっくりと顔を上げた。

　歌をやめて目を開ければ、天上に円まるい月がある。彼女はその光を見て、表情を変えた。

「嫌ね。この空は……。私達の空には無かった、あんな光がある。冥めい界かいの光ではなく……」

　月光を目に映し、ブレンヒルトは吐息した。

　と、その表情が跳ねるように変わった。眉を水平に、目は鋭く、表情が消える。

　来たわね、とつぶやいた彼女は、右の手をまずポケットに入れた。小さな青い石を取り出し、右手に握り込む。と、その右手をゆっくりと持ち上げた。

　すると、夜空から風が降ってきた。黒い風だ。糸のような、流れ水のような、巻き付く動きをもった黒い風は、ブレンヒルトの右手に絡からまってから、一つの形にまとまった。

　黒こく風ふうの固まる形は、黒猫だ。

　毛並みも艶つややかな黒猫が、彼女の上げた右腕に立っている。

　ブレンヒルトは猫の重さが無いような動きで、軽く右腕を水平に。すると猫は腕を伝って右肩に降りてきた。そのまま手を下げれば、猫は下がっていく腕を伝って床に降りる。

　直後。ブレンヒルトが右手で宙に字を書き、指を鳴らした。

　快音が響ひびくと同時に、猫が顔を上げた。そして、

「ああ疲れた。どっちがホントの自分か解わからなくなるね」

　若い男の声が猫から響く。対するブレンヒルトは無表情のまま、

「疑われないための体てい裁さいってものがあるでしょう。それより、どうだったの？」

「ああ、やっぱ駄だ目めだったね〝王おう城じよ派うは〟は。うちらと違って組織力がないんだろ」

「感想じゃなくて事実報告をしなさい」

　ブレンヒルトは腕を組む。右の爪つま先さきが床を叩くのを見た黒猫は、

「君、Ｌロｏｗウ─Ｇギアの悪い癖くせが染み込んできていると思うよ。行ぎよ儀うぎ悪い」

「やかましい。次に何か言ったらペットに飢えた同級生の部屋に叩き込むわよ」

「ああ、あれは嫌だな……。嬉うれしいのは初めだけでさあ……」

　黒猫はうなだれる。が、吐息一つで姿勢を戻し、

「ＵＣＡＴに同調してる和わ平へい派はは〝王おう城じよ派うは〟の使いを追い返したよ。使いは〝王城派〟の強つわ者もの、人じん狼ろうのガレ──、ガレナントカだったっけ。でもＵＣＡＴに追い詰められて自じ害がいしたって」

「人狼を？　確かにあの種は本ほん性しよう発揮すると頭あたま悪くなるけど、よくそこまで追い詰めたわね」

「それが、追走部隊は全ぜん滅めつさせたんだけど……、後から来たＵＣＡＴ特とつ課かによって概がい念ねん空間に閉じ込められたらしいんだ。人狼は元げん素その概念的に貴き金きん属ぞくと相あい性しよう悪いからね。それで、こう」

　と、黒猫は転がって腹を見せる。撫なでて、と言うと、ブレンヒルトは腰を落とすなり、人差し指でその腹を突いた。おもむろなえぐりに猫が仰のけ反ぞり、

「あ──！　腰っ！　腰は駄だ目めっ！　腸が！　腸が口では言えない感覚ですがなもしー!!」

「変な言葉使ってないで先を話しなさい。私達はどうするの？　和平派と〝王城派〟に対し」

「ぼ、僕ら〝市街派〟は、どっちとも連絡とらないってさ。最近アッパーのファーフナーが宣言していたよ。──で、ハーゲン翁おうが言うには〝王城派〟が焦って行動に出るだろう、って」

「〝王城派〟が？　元もと々もと和平派から分派した理想だけの連中がＵＣＡＴを襲しゆう撃げきする気？　ホント、ファーフナーみたいに若わか気ぎ一本槍やりでどうにかなると思ってるんじゃないでしょうね」

「いや、違うんだなあ、これが」

　と、猫は起き上がって腹を舐なめ始める。ブレンヒルトはしゃがみ込んだまま、

「勿もつ体たいぶってないで言いなさい」

「やだなあそういう態度。僕と君は派遣された立場上、フィフティだろ？　最近、ちょっとおっかないよブレンヒルト」

「そうかしら？」

「そうだよ。一昨日おとといだって学校前の駄だ菓が子し屋を覗のぞきに行って、店の中にいたガキをいきなり全裸に剥むいて土ど下げ座ざさせたじゃないか」

「語ご弊へいがあるわね。スカートめくられた方が先よ。１ｓｔ─Ｇギアの女にとっては夫おつと以外にそんなことされるのは屈くつ辱じよくなんですからね。私は土下座させながら心の中で涙したわ。そして思ったの、……このガキ一生許ゆるさない、って」

「御ご免めん。僕は心が曇くもってて君の涙が見えなかったよ。──でも、そんなに屈辱かなあ」

　黒猫の後ろ足を、ブレンヒルトは両手でＴ字に開いて持ち上げる。そして上下にシェイク。

「あ──！　何かコレ屈辱っ屈辱！　やめてやめてそんなに見られると何か目覚めるー！」

「解わかればいいの」

　と、猫を下ろす。猫は完全に抜けた腰を引きずりつつ、無む理りに笑って、

「き、君といると毎日が刺し激げき的だよなあ。刺激に麻ま痺ひしたら人生終わりだと思うけど」

「いいから次に私が何かしたくなる前に洗いざらい吐きなさい」

　猫は、うーん、と考え、

「全竜交渉レヴアイアサンロードって、憶おぼえてる？　ハーゲン翁おうが言ったヤツ」

「ええ、変な情報屋から得た情報でしょう？　……私達の予測でもあったわよね。今年の十二月二十五日に、このＧギアにあるマイナス概がい念ねんが活性臨りん界かい点てんを超えるって、だから……」

「そう、だから、僕達は１ｓｔ─Ｇの概念核の半分をＵＣＡＴから取り戻し、１ｓｔ─Ｇとしてマイナス概念の活性化に対たい処しよしなくてはならない。──ＵＣＡＴは自分達主しゆ導どうでそれをやろうとしてるけどね。その……、ＵＣＡＴが概念核を得ようとするための全竜交渉レヴアイアサンロードだけど」

「？」

「それ用に編成されつつある部隊が動き出したらしい。〝王おう城じよ派うは〟の使いを追いつめたのは、その部隊らしいんだ。ＵＣＡＴ特とつ課かの中でも、少数精せい鋭えいで編成される全竜交渉部隊チームレヴアイアサン」

「それが……、何？」

「解わからないかな。そんな部隊には、ＵＣＡＴの上が関かん与よしてくる。だから〝王城派〟は、ＵＣＡＴじゃなくて全竜交渉部隊チームレヴアイアサンを狙ってるんだよ。日本ＵＣＡＴ全ぜん部ぶち長ようの大おお城しろ・一かず夫おあたりでも捕らえることが出来れば何らかの交渉が出来るかもしれない、とね」

　ブレンヒルトは立ち上がる。腕を組み、首を下にゆっくりと振る。

　うーん、と唸うなるブレンヒルトを、黒猫は見上げた。

「でも……、ねえ、ブレンヒルト、僕が来る前、歌を謳うたっていた？」

　え？　と猫に視線を落としたブレンヒルトは、ややあってから表情を変えず、

「──謳ってないわ」

「そう？　憶おぼえちゃってるのかな、僕は。風にのって聞こえてきたような気がするんだ。君や、レギン翁や、グートルーネ様って人達が好きだった、あのＬロｏｗウ─Ｇの男の──」

「自分の知らない者のことを語るのは猫の感傷？」

「僕は真ま面じ目めな話をしてるんだよ、ブレンヒルト。君は１ｓｔ─Ｇの崩ほう壊かいにおいて、ある意味、最も原因に近い位置にいたはずなんだから」

「…………」

「気になるんだよ、今、僕達の戦いが終わりに近づいてきている中、こんなところで……」

　猫はゆっくりと身を伏せた。

「１ｓｔ─Ｇを滅ぼした男の監かん視し、なんてさ。あんまし、精神衛えい生せい上、よくないと思う」

　猫の言葉に、ブレンヒルトは、わずかに眉を弓にした。苦笑とも、微笑ともいえる笑みを口元に作る。そして彼女はしゃがみ込み、猫の背を撫なでる。

「そんなに、私、ピリピリしてるかしら？」

「さっきだってそうじゃないか。オトボケ先生がやって来たとき、君が森は好きだなんて話をしたのに、先生がセロリがいいとか言って、君、マジギレしそうになったじゃないか」

　その言葉に、ブレンヒルトは記き憶おくを掘り返してから答えた。真ま面じ目めな顔で、

「だって私セロリ嫌いだもの」

「…………」

「ニラも三みつ葉ばも駄だ目めよ。学食でうどん頼むとき三つ葉入れないでって言うのに、トメお婆ばあさんがマジボケで絶対入れるのよね……。あのお婆さん、可愛かわいいから文もん句く言えないんだけど」

「……どうでもいいけど君は小さなストレス溜ためすぎだと思う」

「あら？　ストレスは溜まってないのよ」

「そう？　どうやって発散──、って、あー！　やめっやめっ！　尻は！　尻は最後ー！」

　ブレンヒルトは猫を腰こし抜ぬきにして、ふと、立ち上がった。

　屋上の北の縁へりへと足を運べば、見える風景は平たく、遠くに民家やビルの光が見える。

　学校敷しき地ちの通りを、車のライトが走ってくるのが見えるが、それ以外に動くものはない。

　眼下を見れば、校舎の裏庭に光が落ちている。一階の廊下の灯あかり、衣きぬ笠がさ書庫の前の廊下の光だ。見ていると、横並びの光の中、一つの影が動いている。

「ジークフリート……」

　ふと、唇がつぶやいていた。

「彼は、六十年ぶりに亡ぼう霊れいが戻ってきたと知ったら、どうするのかしら……？」
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　佐さ山やまは、草原にいた。

　自分の身体からだは無い。視覚だけが浮いている。

　その視覚で見渡せば、草原は周囲を杉の森に囲まれていた。頭上の空は広く、森の向こうに山並みが見える。空を渡るすじ雲を見たとき、佐山は初めて思し考こうを走らせる。

　……夢か？

　夢だ。自分の思考が存在する、もう一つの現実のような夢。

　この風景は自分の記き憶おくによるものか、それともいろいろなものが混じって作られたものか。佐山には解わからない。だが、夢ではないな、と佐山は思う。風と空に、そよぐ森が常にざわめいているからだ。現実のものだけが持つ動きと乱雑さがそこにある。

　風を感じると言うことは、感覚があるということだ。

　……では、喋しやべれるだろうか。

「────」

　声はない。だが、動くことは出来た。歩もうとするでもなく、視線を前に、身体を傾けるような感覚を作れば、自分がいないままに、視覚だけが動く。

　そのときだ。右手の方から音がした。

　？　という声にならぬ疑問と共に振り向けば、遠く、森の中から一人の男が飛び出していた。中年と初しよ老ろうの間くらいの年ねん齢れい。白髪しらが交じりの細ほそ面おもてに、痩そう躯くが着込むのは登山用の茶色い防寒コートだ。革で出来たコートはファー付きで、高価なものだと佐山は判断する。

　彼は右肩に背負ったリュックサックを揺らしながら、走り出した。

　こちらへと。まるで何かを追うように。

　口が開き、白い息が吐き出された。聞こえたのは、

「やはり……、やはりここに！」

　渇かわき切った、喉のどが涸かれたような声だった。

　男は、まろび、膝ひざを着き、立ち上がり、何度も右肩のリュックを落としながら走ってくる。だが、白い息を大きく吐きながら、幾いく度ど目めかの膝を着いたとき、肩のリュックを捨てた。

　一度身体を前に倒し、右手を地面に着く。

　立ち上がる。また走り出す。走り出して、そして走ってくる。こちらへと、一直線に。

　手が届きそうな距離にまで近づいた。そのとき、佐山は二つのことに気づいた。

　一つは、彼の着ているものが現代のものではないこと。

　もう一つは、彼の左腕が無いことだ。

　革のコートも、穿はいているズボンも、そのデザインが大きく、粗あらい。登山用品にありがちなエンブレムも何もない。草を踏んで走る登山靴ぐつは、よく見れば、

　……軍ぐん靴か？

　本ほん革がわで出来た年代物だ。その靴で、走り、揺れる身体からだ。左腕の袖そでには中身がない。大きい革コートの袖であったため、型くずれが起きず、これだけ近くになるまで気づかなかった。

　佐さ山やまは、走り寄ってくる男に対し、思わず一歩を引いた。

　見知らぬ男だ、と佐山は思う。だが、どこかで憶おぼえのあるような気もする。

　……この人は誰だろうか。

　いつの間にか、彼の右手が一つの機械を掴つかんでいた。黒い、懐かい中ちゆう時計のようなものだが、長針と短針が何本もある。

　そして佐山は彼の顔を見た。痩やせた細ほそ面おもてに無ぶし精よう髭ひげを浮かせ、荒い息を絶え絶えに吐いて行く彼の顔は、しかし、

　……笑っている……？

　否、と佐山は思う。笑いではない、あれは喜びだ、と。何かが叶かなえられたとき、何かが満たされたときに人が得ることの出来る表情。

　……私が、どうすれば得られるのか解わからないもの。

　思いと同時。彼が横を抜けていった。

　視覚のまま、佐山は吐息した。もはや彼の表情を見る気は起きない。彼は通り過ぎ、自分が振り向いたところで背しか見ることは出来ないのだから。

　だが、佐山は振り向いた。彼が何を求めていたのかを知るために。

　……そちらには森しかなかった筈はずだが。

　と、背後に一歩を下がりつつ、佐山は振り返った。

　すると、巨大な影が見えた。

「──!?」

　それは、塔とうだった。

　視し界かいのほぼ全て、草原から天の上にまで至る巨大な塔があった。

　青黒く見える影の向こう、雲の白い姿が風を巻いて存在する。頭上、見上げたところでここからでは頂上を見ることが出来ない。垂直に伸びているために下からでは頂いただきを確認出来ないのだ。ここから解るのは、全体構造が長方形に似た構造の複合体ということだけだ。

　これは何だ、と佐山は意識でつぶやく。

　……先ほどまで見えていなかった。

　何な故ぜだ、と問うた思いに一いつ瞬しゆんで答えが至った。奥おく多た摩まの森の中に作られた見えぬ壁。概がい念ねん空間。自分の視覚はその壁をこちら側へと抜けたのではないか、と。

　視線を下に落とせば、先ほどの男がすぐ近くに立っていた。わずか、十歩も満たない距離のところに背が見える。塔を見上げる彼の顔のあたり、熱を持った吐息が白く風に舞う。

　声が聞こえた。

「やはり、ここにあったのか……」

　一息を吐き、そして吸い、彼は膝ひざを着いた。

　尻を地面に落とし、だが視線だけは上を見たまま、言葉が作られる。

「バベル……。概がい念ねん戦争の始まりを告げる遺い物ぶつよ!!」

　彼の言葉に、佐山の意識は殴られたような衝しよう撃げきを受けた。
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　佐さ山やまは跳ね起きていた。

「っ！」

　視界が夢の中と違う風景を見せる。二段ベッドの上段。布団ふとん。狭い部屋。近い天井。むき出しの蛍けい光こう灯とう。背の方にある窓からの陽光。

　風はない。ただ自分の身体からだにまとわりつく汗がある。

「ここは──」

　自分の部屋だと、ようやく気づく。

　息をつき、無ぶ様ざまな寝起きをしてしまった、と軽く首を横に振る。よく見れば、自分の身体は存在している。先ほど感じた汗も確かにある。

　そして左腕から痛みが来た。体の芯しんに響ひびくような痛みが。

　かすかに眉をひそめて、ここは夢の中ではないと改めて実感した。

　うつむいた。その頭から、何かが落ちた。

「……？」

　布団の上、小さなものが動いている。茶色い大だいの字じ形のもの。

　右手でつまみ上げ、かざして見れば、獏ばくだ。背をつままれた獏は大人しく身動きしない。白い毛に覆おおわれた腹が膨ふくれているのを見て、佐山は思い出す、昨日の夜の会話を。

「過去を、夢のような形で見せるのか」

　だとすれば、

「あの夢は、……現実のものだったんだな？」

　問われると、獏は首を傾かしげた。獏にとってはそのような区別などないのかもしれないと、そう佐山は考えてから苦笑。動物相手に独り言か、と。しかし、

　……あの塔とうは、やはり他のＧギアに関係するものなのだろうか。

「バベル、と言っていたな」

　このあたりのことも、今日の午後に解わかるだろうか。皇こう居きよにて、大おお城しろはそこで待つと言った。何をすることになるのか解らない。だが、

「その前に、出雲いずもや風かざ見みと生徒会の仕事か」

　つぶやき、思った。出雲はＵＣＡＴのことを知っているのだろうかと。
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　走る風景の中、新しん庄じようはいた。

　電車内だ。オレンジ色のシャツに白いトルーザーを着込んだ新庄は、小さなバッグを膝ひざの上に載せて座席の端に腰掛けている。隣となりに座るのは茶色いスーツ姿の大おお城しろ・一かず夫おだ。

　二人が乗るのは青梅おうめから出た特別快かい速そく東京行き。現在はまだ東京の西側、立たち川かわを出たばかりだが、その立川で一気に人が乗り込んできていた。今、新庄の眼前には人の壁がある。

　新庄は膝の上のバッグを抱いたまま、

「うわー。大城さん、凄すごい人の量だよー……。どうしてこんなに人がいるの？」

「それはエロスな質問だなあ。ははは。──日本人は勤きん勉べんだからだなっ」

「……何が？」

　と、眉をひそめた新庄に対して、大城は苦笑。眼鏡めがねの奥で目を弓にして、

「ともあれ初の都内行きというのは、どういった理由かな？　前準備からつき合うなど。ＵＣＡＴのお姫ひめ様は随ずい分ぶんと箱入りだと思っていたんだが」

　それは……、と新庄は軽く身体からだを抱く。胸を隠すように。しかし眉はかすかに立ち、

「佐さ山やま君は、そういうこと知らないから、……大丈夫だよ。それに、実働の皆は後からどうせ来るんだよね？　ボクだけ行ってなかったら、駄だ目めだよ」

「そんなに彼のことが気にかかるかな？」

　問われ、新庄は動きを止めた。

　電車が揺れる。新庄が揺れて大城が揺れない。

　到着するのは国こく分ぶん寺じの駅だ。新庄は電車が停まるまで大城に寄りかかったまま。ドアが開くと同時に、新庄は大城に軽く頭を下げて身を元に戻し、更に追加で入ってくる人々を見る。

　目の前で密度を上げていく人の壁に、新庄は、うわー、とひとしきり感かん嘆たん。その後に一息。

隣となりの大城を窺うかがうように見れば、大城はじっとこちらを見ていた。

　答えを待っている。それが理解出来た新庄は肩をすぼめた。座席の隅すみに身を縮ちぢめて、

「うん、……気になるよ」

　と小さく認めた。

　一度認めてしまうと、後から理由が着いてくる。ほら、と前置きし、

「よく考えると、昨日、御礼とか言ってなかったんだよ。……その、彼が帰ってから聞いたけど、あの服も、時計もペンも、お爺じいさんの形かた見みだったって」

「彼は、親族のことを他人と思っている、──ならばいいんじゃないかなあ？」

　その言葉に、新庄は驚きの表情で大城に振り向く。

　それは昨夜、佐山と話したときに彼が言った台詞せりふだったからだ。

「ボ、ボク、昨夜そんなこと言ってないのに……、まさか」

　と、新しん庄じようは首くび筋すじや髪の中に小さな動きで手を突っ込む。

　が、何も見つからない。対する大おお城しろは、新庄に対して、

「どうやって知ったのか教えて欲しいかな？」

「う、うん」

「そうかあ、素直だなあ。──でも絶対教おしえない、って、うわ、こら、離すんだ何をするっ」

「うるさいっ。いくら大城さんが偉くてもプライバシーの侵害だよっ」

　と、新庄は大城のネクタイを締めるだけ締めてから手を離す。

「結けつ構こう、引きずってるんだよ、ボク。昨夜のこと」

「……御み言こと君の命と、敵の命を天てん秤びんに掛けて、どちらも選べなかったことかな？」

「うん。──前ぜん衛えいに出たのが初めてだったなんて、言い訳だよね。あのときの狙そ撃げきがなかったら、どうなっていたか解わからないもの」

「それは違うなあ。あのときの狙撃があったから、どうなっていたか解らないんだろう？」

　はっと顔を上げて、そして新庄はうつむいた。

　そうだよね、とつぶやく新庄から大城は視線を外した。やれやれ、と前を見て、

「狙撃した君の仲間は、危険だと判断したからだ、と言っていたがなあ。君は仲間の言うことを信じてやれないのかな？」

「信じてるよ。でも……、ボクには見えていたんだ。敵がボクを見て怯おびえたことも。そして、佐さ山やま君の左腕の怪け我がも」

「仲間の目で見えていたものと、自分の目で見えていたものは、同じようでも違うか。……いつの間にか、概がい念ねんみたいなことを言うようになったもんだ」

　と大城は言った。新庄の頭に手を乗せる。撫なで、

「だったら、少しでもやるべきことをやったらどうかな？　死者には花束を、生せい者じやには施ほどこしを、かくして罪は贖あがなえり──、だよ」

「Ｔテｅｓス．、でも検けん死し後に花はあげるつもりだよ。先せん遣けん部隊の人達にも、ね」

「そうかい。じゃああとは生者に施しを、だ。どうせ今日、御み言こと君に礼を述べたところで君は収まるような子じゃないって、……自分で解っているだろう？」

「うん。……どうすればいいかなあ。佐山君、左腕、怪我で当とう分ぶん動かせないんだよね」

「君がその左腕の代わりをすればいい」

　え？　と新庄は大城に振り向いた。そして慌あわてて手を振って、

「無む、無む理りだよ。それってずっと一緒にいるってことだよね。ボク……」

「いい方法があるだろう？　少し面めん倒どうだが……、新庄・運さだめ君、何も君が行くことはない」

　大城の言葉の意味に気づいたのか、新庄が、あ、という顔をする。

　大城は意いを得たりというように首を深く下に振り、右手の親指を上げる。

「まあ、今日はいろいろな人達がやってくる。仲間達も、彼も、そして過去の因いん縁ねんも、だな。……そこで決めるといいさ。自分の選択を」

　言葉と同時。車内アナウンスが入った。三み鷹たかの駅が近い。

　皇こう居きよに至る東京駅は特別快速であと七駅。ブレーキ音が床から響ひびき、電車が揺れた。

　しかし、新しん庄じようはもう揺れない。
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　学食棟で早い食事を摂とった佐さ山やまは、衣きぬ笠がさ書庫へと向かっていた。渡り廊下沿いに歩いていけば、三年次普通校舎の前を抜け、二年次普通校舎の裏に至る。

　服装は制服。だが、シャツの左袖そではボタンを外してある。

　左腕の包ほう帯たいは巻いたままだ。朝、浴場で外してみたが、傷は大きな白い絆ばん創そう膏こうのような紙で押さえられていた。痛みはあるが、紙に血がにじんでいなかったことから、強い止し血けつ剤ざいが塗と布ふされているのだろうと、佐山はそう判断していた。

　二年次普通校舎の裏を歩いていると、ふと、昨日にここを通ったことを思い出した。二年次普通校舎の端、大おお樹きと話した非常階段を遠く見上げながら、

　……たった一日で随ずい分ぶんと妙なことになったものだ。

　昨夜、学校に戻ってきたのは午後十一時を過ぎていた。

　正門前で車を降りるとき、田た宮みや・孝こう司じと交わした言葉を思い出す。彼は一礼し、

「出来れば、近い内に顔をお見せに。父も母も、姉も喜びます」

「テストの打ち上げで連夜騒さわいだはずだがね」

「父達はそれが毎晩でも構わないと言っております。それに、若は忌き避ひされておられますが、田宮家にはまだ諭ゆ命め様と若の部屋が残って──」

　そのことは言うな、と佐山は諭さとした。

　田宮家は、秋あき川がわ市一帯の裏側を治めながら、佐山の祖父に大たい恩おんがあるとして、佐山家の庇ひ護ごを任じている。その大恩がどういうものかは知らないが、祖父と父、そして中学時代までの自分は彼らに護まもってもらっていた。

　家族と言うより、上司と部下の関係に近い。

　田宮家の者は皆、祖父と同様に自分を信用している。

　そのことは迷めい惑わくではない。だが、

「私は彼らに何かを報えるようになるだろうか……」

　つぶやき、また歩き出す。現在時刻は、と左腕の時計を見る。

　ＵＣＡＴでもらった黒い時計の上、長針と短針は午前八時三十二分を差す。集合は九時丁度。だが、出雲いずもと風かざ見みは来ているだろう、と佐山は思う。一いつ心しん同どう体たいのような二人だ。

「寮りようで同じ部屋に住んでいるというのも、無む茶ちやな話だが」

　苦笑した。事情をよくは知らないが、昔、相当に揉もめたのは解わかっている。ＩＡＩの跡あと取とりのしていることだ。話題にならない方がおかしい。

「……出雲いずもが帰国子し女じよで実は現在二十歳さい、風かざ見みの両親も了りよう承しようした、と。それだけでよく、綱つな渡わたりをしたものだ」

　生徒会選挙のときからの付き合いだが、それまでにお互い、噂うわさでは知っていた。

　繋つながりとはどこでどうなるか解わからないものだ、と、佐さ山やまは苦笑を深くする。

　遠く、校舎裏の並木から鳥の囀さえずりが聞こえてきた。雛ひな鳥どりが餌えさを欲しがる声だ。それを聞きつつ、佐山は二年次普通校舎に裏口から入る。

　一階西側にある衣きぬ笠がさ書庫へ。薄暗い中央ロビーを抜けようとしたとき、佐山は正面玄げん関かんの方から二つの影がやってくることに気づいた。

　少女と猫。

　ブレザーを着込んだ彼女は、灰色の髪と紫むらさきの目を持っていた。足下の猫は黒の一色。

　佐山は一度彼女を見たことがある。

　……三月、生徒会や各部ぶ活かつの引き継ぎ会があったときだな。美術部の──。

　ブレンヒルト・シルト。

　引き継ぎ会で見たときと服装も髪かみ型がたも、表情も変わりがない。

　ブレンヒルトの無表情の中で、視線だけが動く。

　佐山は、彼女の視線がこちらの左腕を見たことに気づく。

　すれ違った。足音もなく遠ざかる彼女に一いち瞥べつを入れ、佐山は思う。

　……まるで、度合いを計るように見ていたな、私の怪け我がを。

　包ほう帯たいと固定束そく帯たいを見ても、好こう奇き心しんも驚きも、怯おびえもない。見慣れたものでも見るような目付きだった。その視線を記き憶おくにとどめながら、佐山は書庫の入り口へと足を向けた。
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　ブレンヒルトは、美術室の中に入るなり、内側から鍵かぎを閉めた。

　外の音が消え、一息。窓を見ればカーテンも閉まっている。

　彼女は足下の黒猫と視線を合わせると、右手に青い石を握って指を鳴らす。

　快音と共にブレンヒルトは黒猫に問うた。

「どうしたの？　昨夜、あれから猫の姿のまま消えたと思ったら……」

「ちょっと集会に行ってきたんだよ。１ｓｔ─Ｇギアの和わ平へい派はの中でも、僕のようなのは多く飼われているからね。彼らとちょっと情報交換してきたんだ」

「──では、何か解ったの？」

　黒猫は頷うなずく。

「日本ＵＣＡＴの大おお城しろ・一かず夫おが、今日、皇こう居きよに向かう予定を立ててるんだと。そして、和平派は明日、緊きん急きゆう的にだけど、全竜交渉レヴアイアサンロードの事前交渉としてＵＣＡＴ側と交渉するらしい」

「……馬鹿？　その、大おお城しろって。そんな風に一気に話を進めたら、和わ平へい派はに蹴けられたばかりの〝王おう城じよ派うは〟が慌あわてて動くわよ」

「そうだね。皆、言ってた。〝王城派〟は切せつ羽ぱ詰つまっているって。……内部のまとまりが弱いらしいんだ。だからタカ派が大城・一かず夫おを狙ったとき、それが失敗したら、ハト派は皆、降こう伏ふくに入ると言うことで話が出来ているらしい」

「彼らには……、概がい念ねん核かくがないものね。私達の長、ハーゲン翁おうが持つような」

「難しいよね。１ｓｔ─Ｇギア崩ほう壊かいのとき、門は王城側と市街側に開かれた。ＵＣＡＴの近くに脱出した王城側は保護の後、概念空くう間かん技術を持った貴族連れん中ちゆうが脱走して〝王城派〟となった。でも彼らは概念核を持っていない……。二つに分かれた１ｓｔ─Ｇの概念核、その片かた割われを」

「そう、１ｓｔ─Ｇの概念核は保安のため王が二つに分けていたのよね。文字概念を扱う半分は、ハーゲン翁の機きり竜ゆうファブニール改の武装概念炉に。でも」

　とブレンヒルトは目を伏せた。

「残りの世界構こう成せい概念を扱う半分は、王城地下の概念施し設せつから奪われた。レギン先生が作っていた聖せい剣けんグラムを奪だつ取しゆしたＬロｏｗウ─Ｇの男の手によってね。……レギン先生はファブニールと同化し、概念核を護まもろうとしたらしいわ。出力炉に概念核を飲み込んで」

　聞いたことあるよ、と黒猫が言葉を続ける。

「戦闘は、君の言う王城地下の施設だったってね。王と、姫と、ファブニールと、Ｌｏｗ─Ｇの男が一人。城の連中が駆けつけたときには全てが終わって世界は滅び始めていた。彼らは絶命したファブニールと王と、重傷の姫を見て判断した。──Ｌｏｗ─Ｇの男は倒したファブニールの出力炉から聖剣グラムに概念核を転送し、既すでに逃走したと……」

「ええ、和平派のファーゾルト達は、そのときに血まみれのグートルーネ様から聞いたの、もはやこの世界は滅びると。そしてグートルーネ様は、王城から街へと呼びかけたわ。自分達が敗北したことと、二つの門からＬｏｗ─Ｇへと急ぎ脱出するようにと」

　ふう、と一息ついて。ブレンヒルトは髪を掻かき上げる。

　歩き、美術室の中央に置かれたイーゼルの前へと足を運ぶ。

　そこには森を描き重ねたキャンバスがある。その中央部、小屋と人々を描くために残された空白部を見て、ブレンヒルトは言う。

「この森も何もかもが消えたわ。Ｌｏｗ─Ｇから来た一人の男と、彼に奪われた聖剣グラムによってね。彼は、グラムの中の世界構成概念を使用して、１ｓｔ─Ｇを滅ぼしたらしいの」

「どうやって？」

「１ｓｔ─Ｇは平面世界でね。宇宙はドーム状で果てのある閉じた世界だったの。……私達の予測では、世界構成概念を暴走された１ｓｔ─Ｇは内側に縮しゆく退たいし続け、ある一点から消失したことになっているわ」

　ブレンヒルトは表情を作った。目を軽く開け、口元に浅い笑みを作る。

「失われたのは多くの命と私達の故こき郷よう。そして私の大事なもの全て。代わりに得たのは敗北と従じゆう属ぞくへの道。──そして今、グラムはＩＡＩ本ほん社しや地下に封ふう印いんされたまま手出しが出来ない。だけど有あり難がたいことに、全竜交渉レヴアイアサンロードが始まろうとしている。グラムの封印を解く交渉が……」

　目を開け、彼女は猫を見た。ゆっくりと、言う。

「六十年、──長い時間よね？」
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　四教室分の長さを持つ衣きぬ笠がさ書庫。

　内部の幅は二教室分ほど。校舎から外に突き出している分だけ、スペースはある。

　その構造は、船の内ない殻かくのようなものだ。中央部は階段状に低くなっており、各かく段差には背の高い本棚と四人掛けの机が置かれたスペースがある。底の部分にある長い広めのスペースには、やはり机や椅い子すの並びと共に、観かん葉よう樹じゆの植木がある。

　書庫の中、底面に設けられたテーブルには今、四人の利用者がいた。

　一人は制服の上着を肩に掛けた佐さ山やま。

　向かいに座るのは私服姿すがたの風かざ見みで、その左隣どなりに座るのは黒いジャージ姿の出雲いずもだ。

　そして出雲の正面、佐山の左隣に座るのは、寝ね間ま着き姿の大おお樹きだ。

　佐山はテーブルの上の書類を片手で揃そろえながら、

「──大体はまとまったようだな。新入生勧かん誘ゆうは去年の動きから見るに、やはり寮りよう廊下内での活動を認めた方が無ぶ難なん、か」

「寮の各室の扉は廊下の区分に含まれない、って明言しておかないと駄だ目めね。ほら、去年は生徒会がそれ明言しなかったから、土木研が寮室のドアに穴ブチ開けて入部コールしたもの」

「入部せねばマイトを投げ込むぞ、と熱烈なコールだったな。あの頃ころ入部した者達は？」

「翌日から新しん歓かん合宿で群ぐん馬まのダム工事を一ヶ月」

「戻ってきた頃には立りつ派ぱな土木研の出来上がりか。洗せん脳のうとは恐ろしい。今年は阻そ止しせねば」

　そうね、と風見が横の出雲を見つつ頷うなずく。佐山も横の大樹を見た。

　大樹は膝ひざの上で両の手を軽く握って、目を伏せている。身体からだは軽く前後に、うたた寝ね中だ。

　対する向かいの出雲は、背せ筋すじを伸ばし、両の腕をしっかり組んだまま前を見て、熟じゆく睡すい中だ。

「出雲の奇行は便利な技能だな、長い総会のときなどに」

「質しつ疑ぎ応おう答とうは大体、副のアンタと会計の私で済むしね。何のための生徒会長なんだか……。でも話変えるけどさ、佐山、アンタ肩のそれ、何？」

　風見が視線を寄よ越こす左肩の上で、寝ていた獏ばくが顔を上げた。

　生き物？　と問う風見が手を伸ばすが、獏はじっとそちらを見て、

「あ、顔背そむけた……」

　残念そうに風見が言う。佐山は獏がまた目を伏せたのを見ると、風見に視線を向けた。

　風かざ見みは椅い子すに浅く腰掛け、頭の後ろで腕を組んでいる。

「気にするな風見。まだ周囲に慣れていないのだろう」

「触りたいなー。私の家、親が鳥を飼ってるから、猫とか犬とかダメでね。──あ」

　風見が口を大きく開けて佐さ山やまの左、大おお樹きを見る。

　と、佐山の左で大おお樹きが大きく揺れた。止める間もなく額ひたいからテーブルに激げき突とつする。

　硬い音がして、テーブルに額を着けた大樹から、声が漏れる。

「ひ……」

「あ、佐山っ、ほら、先生が泣くからどうにかしなさいよっ」

「たとえば？」

「優しい声をかけて落ち着かせるとか、当あて身み入れて気き絶ぜつさせるとか」

「一緒にやったらさぞ素晴らしかろうな」

「ひああああん」

「うわ泣いた」

　佐山は大樹をとりあえず起こそうとして、左腕が上う手まく使えないことに気づく。

　仕方ない。佐山は身体からだを大樹に向け、右手で伏せた背を叩く。

「どうしたのかね、大樹先生」

　問いに、伏せた大樹の口から空から咳せきが一つ。その後に、

「だ、だって……、い、いきなり、いきなりガツンて、び、びっくりしたなあもう」

「最後のは余よ計けいだな。というかどこで知った。まあ、何はともあれ顔を見せてくれたまえ」

「ど、どうして？　先生の泣き顔、そんな見たい？」

「いや、激突のショックで前歯が折れたり鼻の軟なん骨こつがひしゃげているとまずいからな。その場合はいい整形に急ぎ運ばねば。──大丈夫、うちの組で馴な染じみの整形外科だ。小指もぐおっ」

　横にいつの間にか回っていた風見から張り手が一発。佐山は椅子から落ち、

「怪け我が人にんに何をする。ひどい生徒会会計がいたものだね」

「やかましい。ほらほら先生、顔は多分大だい丈じよ夫うぶだから起きて頂ちよう戴だいー」

　なだめすかしの現場から、佐山は一息ついて離れる。風見に目配せで椅子を使えと伝え、正面を見る。と、出雲は気合いを入れて熟じゆく睡すい中で話も出来ない。

　腕の時計は午前十時半。都内、待ち合わせは一時だ。電車で行くにしてもまだ早い。

　佐山は、手持ちぶさたにテーブル横の階段状フロアに足を向けた。適当な本棚の前に立つ。

　そこにあるのは辞典のようなハードカバーだった。本棚のトップには神話学というプラカードがつけられている。見れば、シリーズとして十一冊並ぶ黒い背表びよ紙うしの本は、著者に金きん糸しで衣きぬ笠がさ・天てん恭きようとある。出版社は、出雲いずも文書局。佐山は二つの名を見て、

「風見」

「なあに？　今、ちょっといいところだから手てみ短じかに」

「そこで眠りに開かい眼がんしている男の実家についてだが……、彼からＩＡＩの話など、聞いたことがあるかね？」

「ＩＡＩの話ねえ……、ないわよ。大学入ったら勉強しようって言ってるけどね、本人」

　そうか、と佐さ山やまは深く言げん及きゆうしない。

　しかし、何となく、符ふ号ごうのようなものを感じている。

　昨夜、ＩＡＩ内にあるＵＣＡＴという組織で十の異世界のことについて聞いた。第二次大戦中から概がい念ねん戦争と呼ばれる戦争があり、異世界は全て滅ぼされたとも聞いた。

　今け朝さは今朝で、バベルと呼ばれる巨大な塔とうの出る妙な夢を見た。

　そして今、ここはＩＡＩのバックアップを強く受ける学校で、目の前にある神話の本は、

「十一冊……」

　異世界の数、十に、この世界を含めたら、十一になる。

　……飛躍しすぎかね？　私も。

　自分の思し考こうに失しつ笑しよう混じりの注意を促うながしたときだ。大おお樹きの声が飛んできた。

「──そこらへんの本、興味あるんですかあ？」

　振り向くと、額ひたいを赤くした大樹が体を起こしていた。背後で風かざ見みがＯＫサインを出しているのに視線で頷うなずき、佐山は大樹と目を合わせる。

「これらの本が、何か？」

「ええ、そこらへん、この学校の創設者の人の本なんですよー」

　見れば解わかることだ。が、佐山は大樹の言葉を止めない。

　大樹は目め尻じりの涙を拭ぬぐって、テーブルの上を寝ね間ま着きの袖そでで拭ふく。そして、ん、と一息。

「衣きぬ笠がさ・天てん恭きよう、この学校に来たとき学長からみっちり聞かされたんですよねー。創設者という割には、名前しか出ない人ですが、戦前から出雲いずも社に関わり、軍事や神話学などにものすごく著名だったとか。──一いち高こうって、知ってます？」

　風見が首を横に振り、佐山が答える。

「今の東大だよ」

「そこの教授もやっていたことがあるそうです。日本神話研究のため、出雲地方に渡って、そこで出雲社との繋つながりが出来たとか」

「へえ、物知り……。先生が先生らしいとこって初めて見た」

「そこの極ごく道どう少年だけじゃなくて風見さんまでそんなこと言いますかー！」

　佐山は大樹を無視して衣笠の本を抜き出す。取り出すのは一冊目。

　見れば本は横書きだった。慣れぬ右手で持つ本の表紙は、すり切れている。片手だけで雑に開いてみると、中はまず世界地図から始まり、白黒の写真や図版などを用いて北欧の伝でん承しようを中心に詳しよう細さいが書かれていた。奥おく付づけの版はん数すうを見れば昭和九年初しよ版はんとある。

　……貴重品だな。

　が、めくってみる限り、豊富な図版と取材写真だが、

「件くだんの衣きぬ笠がさ氏の写真はどこにもない……」

「日にち露ろ戦争で戦せん傷しようしたんだって言ってましたよー、ジークフリートさんが。それで、余よ程ほどのことがない限り写真を撮とられることを嫌ったようだ、って」

「あの老人は、詳しいのか？　今……、いないようだが」

「ジークフリート爺じいさんなら、最近、朝はいつも寮りよう裏うらの鶏にわとりとか、そこらへんの鳥に餌えさやってるわよ。今日は先に開けてもらったの。知りたいことがあるなら聞いてみたら？」

　風かざ見みの言葉に続くのは、欠伸あくび混じりの出雲いずもの声だった。

「ＩＡＩからの派遣だからいろいろ知ってんじゃねえか？　十年くらい前に前任者が亡くなって、ここの管理と企業向けの情報検けん索さくを請うけ負おってるって話だぜ」

　出雲は両腕を上に伸ばし、

「そんで、今は何の話なんだよ千ち里さと？　弓きゆう道どう部が勧かん誘ゆうで人間射しや的てきをやるって話だっけか？」

「そりゃ七つくらい前の話よ。──今はよく寝る馬鹿をどう始し末まつするかの検討会」

　言葉と笑みと共に両拳こぶしを構えて動き出した風見から、大おお樹きが離れた。

　彼女はこちらへとやってくる。スリッパの足音立てて。

　寝ね間ま着き姿すがたが横に並ぶ。

　背後から響ひびき始めた肉体打だ撃げきの連続音を無視して、大樹は佐さ山やまの手にある本を見た。

「珍しいですよねー。佐山君が何かに興きよ味うみ持つのって。いいことだと先生は思います」

　そして彼女は欠伸を一つ。口を手で隠しながら、

「昨日、言ってたこととか、少しは答えが出ました？」

「何がかね？」

「自分が本気になるにはとか何とか──、あ、ふ」

「欠伸しながら聞くことかね」

「あ、御ご免めん御免。でもセメント入られると先生はキツいんですよー。モットーは煮に詰つまらないよう、真剣に、でも気楽にね。ただ、憶おぼえておいてくれるかなー」

「？」

　大樹は、先ほど佐山が見ていた本を指で数えていく。佐山の前をすり抜けるように通り過ぎ、十冊目で指を止める。

「もし佐山君が、本気になれることや、本気になれる人を見つけたら、そのどちらも壊さず、恐れないようにね。そして……」

　欠伸を一つ。それを終え、目め尻じりを拭ぬぐった後で、

「なかなか本気になれない人が、本気になったとき、──とても強い力を出すの。本気になれないと思うことは、本気になろうと常に思っていることだから」

　一息。

「だから君はいけます。先生が保証します」

「大おお樹き先生。よく解わかった。……ただ最後の一言は余よ計けいだ」

　うー、と唸うなった大樹を前に、佐さ山やまは腕時計を見る。そろそろ十一時だ。

　……各かく駅えき停車でゆっくりと都内に向かい、向こうで昼食を摂とれば時間は潰つぶせる、か。

　ふむ、と頷うなずき佐山は出発しようかと考える。

　皇こう居きよに行けば、大おお城しろや、ひょっとしたら新しん庄じようもいるかもしれない。

　ＵＣＡＴや彼女のことを思い出し、ふと、今ここで大樹に言われたことを考える。

　……本気になれること、か。

　行こう、と思う。

　首を傾かしげてこちらを見上げる大樹の向こう。風かざ見みが出雲いずもを拳こぶしで殴っている。

　佐山は彼女に、

「風見、これで私は退出するが、いいかね？」

「死ねっ死ねっ死ねっ！　──いいわよ、もう帰っても。──アンタは駄だ目めよっ！」

「それは一体どちらが私への返答かね……」

　苦笑し、見れば本棚に仕切られた窓の向こうは晴れ。

　打撃の音と大樹のわずかに引きつった顔が見えるが、外はいい春になっている。
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　秋あき川がわから一時間と少し電車に揺られると、東京駅に着く。

　東京駅の駅えき舎しやを出て、まっすぐ歩けばすぐに皇こう居きよだ。

「呼び出し場所は……、東御ぎよ苑えんの本ほん丸まる跡だったか」

　灰色スーツの佐さ山やまは大おお手て門から入り、高さ十メートル近い石垣の間を抜けて丘の上を目指す。

　中は広い。冷たい空気のある石垣の影の下を渡り、坂を上り、奥へ奥へと歩いていく。

　アスファルトの坂を上がり切ると、芝の広場に出た。

　北に巨大な天てん守しゆ台だいをもつ広場は、二百メートル四方の、松の木や林に囲まれた空間。芝はアスファルトの道路で大きく二つに区切られているが、出入りは自由だ。

　遠く、街の音が聞こえる。その音はまるで夢の中で聞くような淡さ。広場を包む木々の向こうから、投げ込まれるように届いて来るだけだ。

　そして上がった広場の中には、客がいなかった。

　佐山は急ぎの足を止め、一息。

　左胸のポケットに入れた獏ばくは相変わらず寝たままだ。左腕の時計は午後一時十分前。約束の時刻には間に合っている。あとは捜し人だが、

　……新しん庄じよう君は──。

　と人ひと気けのない四方を見渡しながら、佐山は自分の思いに気づいた。

　新庄ではなく、大おお城しろを捜さねばならないのだ。

　苦笑。肺を小こ刻きざみに揺らす笑いが、左腕に響ひびく。

　そのときだ。不意に、耳が草のざわめきを聞いた。

　風。

　広場の東から風は来る。休憩所があるそちらに振り向けば、丘の下から吹く風が、展望台のある斜面の林や、木々の葉を大きくそよがせていた。

　風に林が動き、大気が動く。

　コンクリートの休憩所の西壁に設けられたベンチの前、風の動きを表す者が一人いた。

　吹く強風と遊ぶ姿。

　黒い長ちよう髪はつ。細い艶つやの束が、吹く風に波打ち踊っていた。

　髪を掻かき上げるオレンジ色のシャツと、細ほそ身みを支える白いトルーザーが、風の重なる中で軽く回る。肩が見え、背が見え、逆の肩が見え、ゆっくりと、顔が上げられ髪が波打った。

　細まった黒い目と、わずかに歯を見せる唇。

　佐山は笑みの目と視線を合わせた。

　すると、向こうが足を止めた。笑みのまま、口を開き、

「佐山君」

　佐さ山やまも口を開いた。

「──新しん庄じよう君」

　風が、最後の一打ちを放った。髪が揺れ、黒い艶つやのことごとくが、

「────」

　舞い上がり、降りてきた。

　次の瞬間。新庄は肩に掛かった髪を手で緩く後ろへと流した。肩からこぼれるように、黒くろ髪かみが背へと落ちていく。

　そして新庄は、改めてこちらを見た。かすかに、微笑の小こ首くびを傾かしげ、

「こんにちは、かな？　こう言うとき、何て言うんだろ？」

　問いに、佐山は頷うなずいた。見れば、新庄の笑みの背後、ベンチに座ってこちらに右手の親指を上げる大おお城しろがいる。それを無視して、佐山は新庄に言った。

「会えて幸いだ。新庄君」
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　話は、大城が座っていたベンチから始まった。

　午後の日差しの中、佐山を挟んで新庄が右に、大城が左に座っている。

　新庄は膝ひざを揃そろえて座り、その隣となりにいる佐山はベンチに深く腰掛け、膝の上に両の肘ひじを載せた姿勢。二人に対する大城はベンチに片かた膝ひざを載せて崩れた胡座あぐらをかいている。

　まず初めに口を開いたのは佐山で、その内容は問いかけだった。

「概がい念ねん戦争と全竜交渉レヴアイアサンロードの詳しよう細さいを知らせるとのことだが、何な故ぜ、ここに私を呼んだのかね？」

「説せつ得とく力の追加のため、と言ったら理解出来るかな？　実はちょっと顔が利いてね、つい先ほどからは貸し切りにしてもらっておる」

「そんなことまで出来るのか？　ＵＣＡＴは」

「実際しておるよ。本当は皇こう居きよ内が良いんだが、前に花火で出入り禁止食くらってなあ……」

　佐山は無視してあたりを見回す。確かに上がってきたときから客はいない。

　ただ、右手側、無人の広場の北側に露ろ天てんのカフェが一つある。移動式の白いキッチンセットに、ＵＣＡＴのロゴが入った白いパラソルとテーブルセットが三つ。

　店主はいないが、客としての人影が二つ、パラソルの下に見える。

「警備の者達も下がってもらっておるよ。大事な時間なのでな」

　言いつつ、大城は懐ふところをさぐって黒い小こ銭ぜに入いれを取り出した。新庄の手に落ちるような軌き道どうでそれを放り投げる。受け取った新庄は戸と惑まどいがちに、

「えーと、これって……？」

　佐山が頷く。

「お小こ遣づかいと俗ぞく称しようされるものだ」

「うわ、ボク、そんなの初めてもらうよ」

「うむ。しかし、嬉うれしいだろうが気をつけたまえ。寂しい老人はな。人間関係を金で買えると思っているのだよ」

「……何かボクの知ってるお小こ遣づかいとちょっと違うみたいだけど」

「いいから飲み物を買ってきなさい。使っていい金は三百円限定」

「では新しん庄じよう君、私はアイスティーで。新庄君は好きなものを頼むといい」

「あー、御み言こと君、一いち応おう聞いておくけど何でわしの分がないのかな？」

「あのカフェの看板には〝ドリンク１カップ百五十円〟とあるが」

「──何と、いつから日本の物価はそんなに高く！　驚きだな！」

「御ご老ろう体たい、奥おく多た摩まの山奥に帰れ。東京は危険な街だ」

「二人とも仲がいいねえ……」

　新庄は苦笑。小こ銭ぜに入いれを手に立ち上がった。小銭入れからきっちり四百五十円を取って、大おお城しろに手渡し返す。大城が小銭入れを受け取り、真剣な声で、

「わしは、ホットの汁しる粉こでなー」

「無いと思うけど努力してみる……」

　砂利じやりを踏む足音が遠ざかっていくのを聞きつつ、佐さ山やまは吐息。

「では、飲み物が届いたら話を聞こうか。──概がい念ねん戦争について」
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　ブレンヒルトは大きなキャンバスに向かって筆を振るっていた。

　パレットの上で緑を練り上げ、既すでに塗り重ねられた森の上に葉を葺ふいていく。足下では黒猫が丸まって、

「随ずい分ぶんと時間かけるねえ。自分の化粧には時間かけないくせに」

「自慢の黒毛を緑にして欲しい？」

　問う口調にはわずかな笑みがある。黒猫が見上げるブレンヒルトの顔は、浅く眉を立て、しかし口の端をわずかに上げていた。

　吐息が作る小さな歌も聞こえる。ブレンヒルトが意識せずに漏らしているリズムは、聖せい歌か、清しこの夜だ。猫は耳を動かし、彼女の歌を聴きながら、

「絵を描くのってそんなに楽しい？」

　問うと、歌が停まった。しかし筆は止まらず、

「──ええ、グートルーネ様から習ったもので唯ゆい一いつ長続きしてるもの。楽しいのよ、きっと」

「でも、僕の知らない風景ばかりなんだよな」

　黒猫が頭を伏せ、ブレンヒルトが手を止めた。彼女は顔を下に向け、黒猫を見る。だが黒猫は目を伏せたままで欠伸あくびを一つ。

　ブレンヒルトは苦笑混じりに肩を落とす。パレットと筆を横のテーブルに置き、

「１ｓｔ─Ｇギアの世界がどういうものか、知ってる？」

　問いに、黒猫はやや考えてから、顔を上げて首を横に振った。

　頷うなずくブレンヒルトは黒猫を抱き上げた。胸に抱え、立ち上がる。黒猫が慌あわてて、

「絵はいいの？」

「貴方あなたこそ、そろそろ仕事でしょう？　さっき、下で監かん視し対象が出ていくのを見たからには」

「監視役は君なのに、後を追うのはいつも僕だよなあ……。僕、一応はここの生まれで、１ｓｔ─Ｇの生き物じゃないんだけど」

「いじけてないで。でも、そんな風に思うんだったら、仕事前に一つ教えてあげましょうか？　１ｓｔ─Ｇのこと」

　うーん、と猫は考え、やがて首を下に振る。ブレンヒルトは微笑。

「はいはい。よく考えたら、儀ぎ式しきの時に説明して以来？　ハーゲン翁おうから聞いた話とか……」

「断だん片ぺん情報多おおいんだけどね。やっぱり、知ってる人達は知ってて当然の部分を省はぶくから」

　そうね、御ご免めんね、と、彼女は教室後ろ側の黒板へと近づいていく。

　薄うす白じろく汚れた黒板。そこにブレンヒルトは右手の指をつけ、おもむろに横長の楕だ円えんを描く。その楕円の上を半球で覆おおって、

「これが１ｓｔ─Ｇ。下のこれが地面で上のこれが宇宙」

「うわ手抜きだ──、てててて！　あ～！　お、お母さーん!!」

「アンタ元は捨て猫だから母親憶おぼえてないでしょうが」

「し、失礼だなあ。憶えてるよっ」

「じゃあ言ってごらんなさい。正確に言えたら捜してあげるから」

「ええと、確か、……僕より年上でメスだった気がっあぃててて！　堪かん忍にんしてえ～！」

　ふう、とブレンヒルトは嘆たん息そく。黒板の楕円形を手指の爪で弾はじいて、

「いい？　とりあえずこれが１ｓｔ─Ｇ」

　黒猫が何か言う前に、ブレンヒルトは黒板を爪で引っ掻かいた。高い音に黒猫が身を震わせてすくんでいる間に、説明を続ける。

「基本は虚こ空くうに浮かぶテーブルの大地。太陽は昼の間は空を回り、夜は眠って闇となり、元の位置に戻る。……このＬロｏｗウ─Ｇのように月なんてものはないの」

「プレーンなピザ頼んだようなものか。……月とか、惣そう菜ざいがないとつまんなくない？」

「シンプルで美しいって言いなさい。元から無ければ気にならないものよ。──まあ確かに、土地は狭いけどね。でも、人々や動物はそれぞれ互いに調整し合いながら生きていたわ」

「平和だった？」

「ええ。概がい念ねん戦争は長く続いていたけど、王は敵の侵入口にもなりやすい門を二つしか用意しなかった。……戦争は騎き士しや機きり竜ゆうが行ったけど、それもほとんど侵しん攻こうはしなくてね。誇りを持っていたわ。我々は崩ほう壊かい時刻まで生き残る、そのとき、世界が我々を裁くだろうって」

「崩壊時刻、か。……この世界で言う一九九九年、全てのＧギアが衝しよう突とつする崩壊時刻に、生き残れるのは最も多くのプラス概がい念ねんを有するＧだけ。ブレンヒルトの言う１ｓｔ─Ｇのやり方じゃあ、生き残れなかったんじゃないか？　護まもるだけ、では」

「それが誇りだもの。護るために戦い、その誇りのために戦う。──相手を滅ぼすために戦うことが嫌いな王だったのよ。概念戦争で王おう妃ひを亡くしていたから」

「その王が姫をレギン翁おうに預けたのは、姫が王妃に似ていたから、か……」

「そう。その後、森の中で私がグートルーネ様に拾われたの。……そして、それからしばらくの後にＬロｏｗウ─Ｇの男が、門を一時造ぞう成せいしてやってきた」

　ブレンヒルトは背後を見た。大きなキャンバス。塗られていない箇所が一つだけある。

「…………」

　無言のまま、ブレンヒルトは歩き出す。美術室の後ろ側。美術部のロッカーの前へと。

　部長用、と書かれたロッカーの扉に手を当て、言葉を吐いた。

「世界が閉じて砕けていくのは凄すさまじい光景だったわ。もはや聖せい剣けんグラムを取り戻しても、マイナスに傾いた世界は直らないと解わかり、私達は門のそばで最後まで見ていたの。全てが無に消えるのを」

「…………」

「解る？　王が他Ｇに攻め込むための門を二つしか用意せず、５ｔｈ─Ｇの技術を模もして危険覚かく悟ごで機きり竜ゆう達を作り上げた理由を。──王は概念戦争で王妃を亡くしてから、１ｓｔ─Ｇを護ることに腐ふ心しんしていたのよ。全ては最低限の攻撃と防衛のため。それを１ｓｔ─Ｇの誇りとして。どうにかして、崩壊時刻まで生き延びさせようと、ね」

「崩壊時刻になったら、どうする気だったんだい？」

「もし１ｓｔ─Ｇが消えるならば、誇りを持ち勝者のＧに降こう伏ふくを。──たとえ降伏したとしても、それまでの戦い方は必ず認められるだろう、と」

　苦笑。苦にがい笑みは、そのまま口の両端を上げる笑みとなる。

「１ｓｔ─Ｇは己おのれが弱いＧだと知っていた。……そこをつけ込まれたのよ。滅びてしまえば、戦いから逃げていただけのＧでしかない。誇りなんてどこにも無いわ」

　言って、ブレンヒルトはロッカーの扉を叩いた。

　すると蝶ちよう番つがいの音をたてて、扉が自分から開きだした。縦たて長ながのロッカーの中にあるのは、

「１ｓｔ─Ｇの概念兵器。〝鎮魂の曲刃レークイヴエム・ゼンゼ〟」

　それは、刃やいばを折り畳まれた巨大な鎌かまだった。野原でも鋤すくように長い柄えから垂直に支持用グリップが突き出している。鎌としての命である刃は、上部の装そう飾しよく接合部から前後に折り畳まれているが、前まえ側がわ部分だけでも刃は渡わたり一メートルを超える。

　そして大おお鎌がまの能力は、形状だけで終わらない。

　開かれたロッカーの周囲、小さな光が集まり始めていた。蛍ほたるにも似た青白い光の珠たま。幾いくつも灯ともる光は、それぞれ尾を引きながらロッカーの周囲を漂い、段々と大きくなっていく。

　ブレンヒルトが、文字のようなものが彫られた刃やいばを見つつ言う。

「刃に聞こえた魂たましいを、そのまま保存する冥めい界かいそのものの鎌かま。冥界管かん理り局長であったハーゲン翁おうが持っていたものだけど……」

　周囲の光に黒猫が手を伸ばす。触れる、が、抜ける。ブレンヒルトは小さく笑う。

「無む理りよ。でも、このＬロｏｗウ─Ｇギアでこれだけの光として見え始めたのは十年ほど前から。それまでは概がい念ねん空間を用いねば何も見えなかったのにね。──このＧは、ゆっくりとマイナス概念に冒おかされつつあり、そして各Ｇの概念核が反応してる」

「グートルーネ様達の魂も、この刃の中なのかな？」

「おそらくは、ね。でも、収められている数が数だけに、明確に見えることはないでしょうね。何かきっかけがあって、中の皆がグートルーネ様達を出してくれるならばともかく」

　と、ブレンヒルトは右手の指を鳴らした。

　ロッカーの扉がゆっくりと閉まり、周囲の光が消える。

　そしてブレンヒルトは黒猫を床に下ろした。

「さあ、それじゃあ仕事よ。──監かん視し対象がどこに行くか、解わかってるでしょうね？　使つかい魔まとして与えられた能力を用い、概念空間の中だろうとどこだろうと追って行きなさい」
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　新しん庄じようは両の手で三つの紙コップを持ち、すぐに戻ってきた。

　わずかに驚いたような顔でちらりと背後のカフェを見て、

「ホントにＵＣＡＴの店だった。皆、暇なんだね……」

「説せつ得とく力を付加するために頑がん張ばってると言って欲しいなあ」

　大おお城しろのやれやれ声の横で、佐さ山やまはストロー付きのカップをもらう。漏れる匂においからして中はストレートの紅茶だ。新庄の方はオレンジジュースらしい。

「大城さんのはホット汁しる粉こなんて無かったから、……一〇〇パーセントジュース」

「成なる程ほどそれは健康的な選択だなあ。有あり難がとう」

　大城が右手の親指を立て、音とともにストローを吸った瞬しゆん間かん。新庄はこう付け加えた。

「タン塩だけど」

　言葉とともに盛大に咽むせ始めた大城を無視して、佐山は笑顔で新庄に言う。

「なかなかエキサイティングなチョイスだが、それはジュースではない。絞しぼり汁だ」

「……いや、だって、ＵＣＡＴの店なんだもん。粒つぶ入いりで素材を活かした作りだって。ついでに言うと持っていけって言ったのはあっちの人」

　見れば、パラソルの下、影で判別しがたい二人の内、一人が片手を上げた。

　ベンチの前の地面に膝ひざをついていた大おお城しろが、

「アイツの仕し業わざか……」

「知り合いかね？」

「後で紹介することになるだろうな。それより、今日、ここを選んだ理由を見ていこう」

　ベンチに座り、大城はこちらの胸を見た。スーツの胸ポケットから獏ばくが顔を出している。

　大城が獏の頭に手を伸ばすと、獏は黙って撫なでることを許した。

「過去を、見せてくれたかな？」

「妙な夢を見せられた」

「え？　どういうの？」

　うむ、と佐さ山やまは頷うなずき、

「森に囲まれた草原で荒い息の隻せき腕わんオヤジに迫られた。背後を見ると巨大な塔とうがあってね」

「それって夢判はん断だん的に見ると、隻腕のオヤジが佐山君の本性で、巨大な塔はいやらしさの規模だと思うんだけど……。どうしたものかなあ」

「私は自分でも見上げきれないほどにいやらしいのか。──大したものだ」

「いやそうじゃなくて……。結けつ構こう、いろいろな情報が欠けてるでしょ？　今の夢の話」

「確かに。あの夢で見た男が身に着けていたものは全て古かった。戦前、……そのあたりのものだろう。そして、あの男は空に突き立つ塔をバベルと呼んだ。あれは何かね？」

　言葉に、大城が笑みを浮かべた。右手の親指を立て、

「見事だなあ。既すでに獏が認めたようだな。獏は飼い主が無意識に求める真実を見せるんだよ。当時の意志を君の言葉に変えて伝えるから、異なるＧギアの過去も見ることが可能だ。だが、君が望んでいなければそれは見えん。憶おぼえておくといいでな」

　大城は立ち上がる。両の手をスーツのポケットに入れ、

「第二次大戦前、全ての決定はここから始まった。実際には昭しよ和うわ初期に、一人の学者がバベルに気づき、行動を起こしたからだが」

「……彼は誰だ？」

「ＩＡＩの前身、出雲いずも鉄鋼の技術顧こ問もんとして加わっておった一高──、今の東大だな、そこの元教授であり、君達の学校の創設者であり、出雲社護ご国こく課かの発案者。衣きぬ笠がさ・天てん恭きようだよ」

　大城は言う。

「彼は近きん畿き地方を旅行中に一つの遺い跡せきを見つけた。それがバベルだな。御み言こと君が夢の中で見た後、彼はバベルの中に入り、──これは未知の遺跡だと言った。誰もが半はん信しん半はん疑ぎだった。何故なら、バベルの中には、彼しか入ることが出来なかったからね」

「信じられない話だが、その遺跡にはセキュリティ機き構こうがあった、と？」

「そう。何故かその機構をスルーできるのは発見者の彼だけで、ゆえに知識独どく占せんのために小こ細ざい工くをしたのではないかと当時は言われておったそうだ。だが、彼が出雲社に何も見返りを要求しなかったことと、内部の情報を全て知らせたこともあって、その疑念も無くなってな。すぐに出雲いずも社は航空産業や電子産業で他を突き放し、軍の特殊な研究機関としての位置をもらったのだよ。そして──、あるとき」

　足先でアスファルトを軽く叩き、

「ここで一つの提案が為なされた。ときに一九三三年。軍備を整えていく日本の中、当時の日本で一番偉えらい人は一つのことを悩んでおったのだよ。この国は、本当に自分を認めてくれておるのだろうかと」

「…………」

「その偉い人は、昔に自分の侍じじ従ゆうをしていた軍人さんに、相談したんだな。さて、私はこの国を世界から護まもるために少しでも尽じん力りよくしたいと思っているが、この国を神しん国こくとして、何か出来ることはないだろうか、と」

　大おお城しろが視線を落としてきた。

　対する佐さ山やまは、自分の視線が彼と噛かみ合ったことを知る。

　直後、左の胸ポケットで、小さな動きがあった。

　獏ばくだ。

　獏がポケットから身を乗り出していた。

　そして過去が見えた。
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　佐山は視覚だけの存在として、広場にいた。

　広場の形状が違う。周囲の木々の群れは低く、道はアスファルトではなく土だ。

　そして何よりも違うのは、遠くから聞こえていた街の音が完全に消えていることだ。

　過去だ、と佐山は思う。

　先ほどまでカフェがあった場所に、一つのテーブルセットがあった。

　二つの人影が、白い大きなパラソルの下に座っている。

　視点で歩き、佐山は見た。

　一人は、白いシャツに茶色いズボンの中年紳しん士し。

　もう一人は、白い軍服を着た初しよ老ろうの軍人。

　軍人は、テーブルの上に二つの地図を広げていた。

　それは日本を中心とした世界地図だ。

　軍人が口を開いた。言葉は二重に聞こえる。過去の言葉とは別に、その言葉が持つ意味が、自分の言語として頭に響ひびいてくる。

「──出雲航こう空くう技研に、テンキョー教授と呼ばれる老教授がおり、これが神しん州しゆう世界対たい応おう論ろんという変わった論を持っているのです。地脈の相そうにおいて、日本は世界の相を持っている、と」

「ほう」

　中年紳しん士しが頷うなずき、眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げた。

「その人は、何と？」

「はい。彼の論によれば、日本の形状、神しん州しゆうは世界の大陸と対応出来ると。これらは全て地脈をもっており、その全てが通る道が偶然にも日本なのだと、彼はそう言うのです」

　初しよ老ろうの軍人は、胸から万年筆を取り出した。地図を手で押さえ、

「よろしいですか？　これより、地脈が繋つながり対応しているところを示します」

　中年紳士が頷くと同時。軍人はまず、日本に万年筆の先を立てた。

　本州の東北から中部までをインクの円で囲むと、次にアジアの東部一帯、上はソ連から中国、下はビルマまでを円で囲む。両者を線で結び、

「本州東北から中部は、アジア東側と対応しております。東北からの沿岸がソ連側からの沿岸になり、東京湾が黄こう海かい、伊い豆ず半島はタイ、静岡はインド、伊勢湾はペルシャ湾であり、紀伊半島はアラビア半島です」

「世界における日本は、この日本のどこに対応するのかね？」

「日本やフィリピンは伊豆七島です。日本の支えである富士山は、世界地図で言うとインドの上、エベレストに丁ちよ度うど合致いたします」

　軍人は、次に本州の近きん畿きから中国地方を円で囲み、次にヨーロッパを円で囲む。線で結び、

「琵び琶わ湖がカスピ海、閉じた形に近い大阪湾が黒こつ海かいですね。児こ島じま半島がギリシア、呉くれ周辺がイタリア半島となります。対馬つしまが英国、島根半島がノルウェー、佐渡は北極の島々です」

　軍人は一いつ瞬しゆんの間を作った。

　が、紳士は何も言わない。無言のままだ。

　数秒の後、軍人は手をまた動かしていく。九州とアフリカ大陸を円で囲み、線で結ぶ。

「マダガスカルが種子たねが島周辺に対応する以外は、この両者の形状は相そう似じです」

「では、四国が豪ごう州しゆうかね？」

　その通りです、と軍人は四国とオーストラリアを円で囲んで結び、次いで北海道と南北米国を円で囲んで結んだ。

「北海道は渡島半島がアラスカ。中央部が北きた米アメ国リカで、根室、北きた四島が南米国と考えられています。南極は氷の重みで地面のほとんどが海面下にある通り、日本の地ち相そうでは太平洋側の海底隆りゆう起きがそれに値します」

「成なる程ほど、これをもって神州世界対応、と？　──このような荒こう唐とう無む稽けいな話をどうしろと？」

「はい。彼、天てん恭きよう教授が言うには、全ぜんは個に影えい響きようを与え、個は全に影響を与える。日本が世界の地脈の通り道として世界の相を持つならば、そこから世界を左右できるだろう、と」

「具体的には？」

「万ばん物ぶつは全て音のような波で出来ており、風ふう水すいで言う地脈とは世界の持つ振動、波なのだと。ならばその幅を強くして、日本に通じる世界の地脈を活性化、日本に世界各地の地力をいただき、そして護まもるのはどうかと」

　軍人がそこまで言うと、中年紳しん士しは先を促うながすように頷うなずいた。

　軍人は会えし釈やくし、

「出雲いずも航空技ぎ研けんに護ご国こく課かという課を設置し、日本の各地に地脈の活性施設を設けます。この施設に関しては出雲航空技研が既すでに予算を計上しており、いつでも動けると。そして彼らは地脈の流れから世界各国の流れを掴つかみ、そして日本の地力を高めると」

「つまり、世界の先を読みつつ、この日本を逞たくましくするわけか。──たとえこの日本が沈みそうになったとしても、復ふつ興こう出来るほどに」

　紳士の最後の言葉に、軍人はわずかに息を飲んだ。ただ、彼は頷いた。

　その小さな了りよう解かいに、紳士は問う。

「彼らは、何と？」

「ただ一つ、この護国課は絶対不ふ可か侵しんにしていただきたいと」

「ならば、成果を見せて欲しい」

「では、一週間以内に何か世界の流れを読ませてみましょう。……今、世界は激げき動どうしております。それを言い当てられたならば、信用すると」

「その場合は──、出雲航空技研護国課の成立を認めよう」

「了解いたしました。異い例れいですが、宮く内ない省づけの社寺扱いとすれば、地脈改かい造ぞうは神しん事じに出来るかと。占せん術じゆつの一つとして毎月に報告を出させましょう」

　軍人が地図を折り畳んでいく。

　その音と共に、過去が折り畳まれていく。

　佐さ山やまの意識も、ゆっくりと現実側へと折られ、覚めていく。
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「──と」

　気づけば、ベンチに座ったままだった。右に座る新しん庄じようも同じものを見ていたらしく、青ざめた顔でわずかに焦点の定まらない瞳を前に向けていたが、

「あ……」

　新庄が肩を震わせてこちらを見た。佐山は安心させるように頷く。

　左で目を細めて笑む大おお城しろは、表情とは裏うら腹はらに気のない口調で、

「バベルを造った文明は概がい念ねん理論を完成していたらしくてな。衣きぬ笠がさ教授はそこから得た知識を元に、空間干かん渉しようする振動波のテストとして地脈を選んだ。──日本のお偉えらいさんに国の守護とか適当こいてなあ。結局、地脈を本当に読んだのか、それとも予測か解わからないが、出雲航空技研は独逸ドイツにおけるナチスの政権奪だつ取しゆと日本の国際連盟脱だつ退たいを的てき中ちゆう。護国課が成立したんだな」

「だとすれば、今のが──」

　と佐さ山やまがそこまで言ったときだ。

　彼の台詞せりふを断ち切るように、一つの言葉が前から飛んできた。

「今のが始まりだ」

「!?」

　反射的に前へと鋭い視線を向ければ、二つの人影がある。

　見覚えのある二人だった。

　昨日の奥おく多た摩ま行きの電車の中にいた白はく髪はつの男と侍じ女じよの少女。

　あのときと違うのは、黒のスーツに身を包んだ彼が、右手でついた杖に身体からだを預けていることだけだ。今もまた、電車の中で見たのと同じように、笑みを浮かべた口が、

「どうだ、何も考えていないような話だろう？　確かに地脈で世界と日本は繋つながっている。だが、それが何を呼ぶか解わかっていなかった。当時は、概がい念ねん戦争なんて誰も知らなかったんだな、頭の悪いことに」

　佐山は立ち上がった。無ぶ粋すいな者だな、と。

「誰だ貴き様さまは。黒づくめに挨あい拶さつも無しとはセンスも礼儀も知らぬようだが──」

　と、右手が引っ張られた。振り向けば新しん庄じようがこちらの右袖そでを掴つかんでいる。

　新庄は眉まゆ尻じりを下げ、首を横に振りつつ、

「全竜交渉部隊チームレヴアイアサンの監督だよ、この人が。大おお城しろ・至いたるさん、そこの大城さんの息子むすこ」

「何……？　この悪趣味なのが？」

　問いと共に父親の方を見れば、茶色のスーツにタン塩ジュースを手にしている。視線を合わせると右の親指を上げてきたので、佐山は無視。目を黒ずくめの至の方へと戻した。

「悪趣味の血は争えないものだな……」

「佐山君、今いま関係ないって、それ」

　と新庄がこちらの肩を軽く手で叩いたときだ。

「申し訳御ご座ざいません」

　言葉と共に至の傍かたわらにいた侍女が動いた。至と佐山の間に立ち、周囲に視線を送る。

「皆様、お手て数すうとは思いますが、宜よろしいでしょうか？　先ほどから妙な子こ体たい自じ弦げん振動があります。私に登録されていないものが。──あちらから」

　彼女が佐山にとって右を、北西の方を見る。

　芝しば生ふの広場がある。自分達以外は人払いされた広場、その筈はずだった。

　いつの間にか、そこに影が生まれていた。

　深ふか緑みどり色の群影。

　色を持つのは影それぞれが着込んだ外がい套とうだ。

　数にして十一。人の群れと単純に言い切れない。佐山の目は、その中に人とは思えないシルエットを認めていた。

　……昨日の仲間か。

　侍じ女じよがそちらを見み据すえながら、しかしこちらに問う。

「概がい念ねん兵器や、武装をお持ちではありませんね？」

　大おお城しろ・一かず夫おが頷うなずいた。

「それを持ってくるのがお前さんらの役目じゃろう」

「Ｔテｅｓス．。現在、敵側がわが私どもと周囲空間の子こ体たい自じ弦げん振動を読み込み──、完了しました。対し、下に控えていた私どもの援軍が急行中。約五分で合流します。お手て数すうではありますが、敵がいかなる攻撃をしてきても耐えて下さい」

「その、五分の間かね？」

「いえ、三分です。……その時間をもって私が用意しておいた武装を使用します」

「これはまた勇ゆう猛もう果か敢かんな侍じ女じよがいたものだね。名前は？」

「Ｓエスｆエフと申します」

　無表情に一礼するＳｆに対し、佐さ山やまは頷うなずく。

「名前と主人は悪あく趣味だが、君の行動選択のセンスはいい。少し評価を改めよう」

「有あり難がとう御ご座ざいます。──来ます。概念空間。性質は通常型、文字系けい列れつです」

　静かな口調の言葉に、全員が敵の群を見た。

　深ふか緑みどり色をした群れの先頭に立った女性が、二つの鉄てつ筒づつのようなものを両手に提さげていた。長さ三十センチほどの筒だ。

「１ｓｔ─Ｇギアの連中が使う概念条じよう文ぶんの固まりだ」

　至いたるの声には相変わらずのわずかな笑みがある。

　と、女性の手が鉄筒を離した。鉄筒はわずかに宙を落ち、芝の地面に着いた。

　着地と同時。筒が花のように咲き、展開する。

　内部から現れたのは、

　……鉄板？

　短たん冊ざくのような小さい金属板の束だ。

　表面に何か文字のようなものが彫られた金属板が、筒が咲くと共に宙へとばらまかれる。その数は数百を超え、風雪のように宙に舞った。

　二つの筒から放射された金属板はそれぞれぶつかり合い、光り、音をたて、消えていく。

　高い音が聞こえる。

　まるで鉄てつ琴きんをかき鳴らすかのように、まるで時報の鐘かねの音のように、細かい金属音が連なり、太い快音へと変わっていく。

　佐山は、音が自分達の間を走り抜けたことに気づいた。

　同時。声が聞こえた。世界の変化を告げる声だ。昨夜、森に入るとき、ＵＣＡＴの地下通路に入るときに聞こえた声。聞き覚えのある声。

　それは自分の声だ。

　自分は何も言っていない。しかし、耳元で自分と等しい声が聞こえた。

　佐さ山やまは悟る。世界が己おのれを通して変革を告げているのだと。

　他の者達も、自分を通して世界と繋つながっていくのだろう、と、そんな思いをもって耳を傾ければ、確かに世界は言っている、私は違っていく、と。

　幾いくつかの聞き取れぬような声が連続重ちよう複ふくし、空間基盤を構こう築ちくする。

　そして、意味の解わかる宣告が走った。幾つもの概がい念ねんが束ねられることによって生まれる荒こう唐とう無む稽けいな理論。この概念空間内ないに適用される概念条じよう文ぶんだ。





　・──惑星は南を下とする。

　・──文字は力の表現である。






　二つの声。それは概念条文の複ふく合ごう展開。

　応こたえるように左腕の時計が震えた。見れば、文字盤の黒面に、聞こえた二つの言葉が赤い字で流れている。聞いた声を言葉として読みとった、次の瞬しゆん間かん。

　文字通りに、世界が覆くつがえった。
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　佐さ山やまは世界が左へ、南へ傾いたのを知る。聞こえた声が正しければ、作られた概がい念ねん空間の中では全てが南の方向へと落ちることとなる。

　周囲状況と自分自身を一いつ瞬しゆんで確認した。

　正面、西側は広場、足場は芝の回りを走る縁えん石せきのみ。背後は休憩所の壁で、休憩所の向こうには林の斜面と展望台がある。左手、南側は道路と植木だけだ。

　足場として有効になるのは背後の林だ。

　佐山は瞬間的に新しん庄じようを抱きかかえた。

「さ、佐山君!?」

　返答をしている暇はない。佐山は己おのれの身体からだを左へ、南の植木へと飛ばした。

　一瞬で身は落下。

　既すでに地面は壁だ。植木の幹に着地し、佐山は左の斜面へ、展望台の方へと跳ちよう躍やくした。

　急げ、と佐山は思う。

　思いの理由は、すぐに来た。腕の中で上の休憩所を見る新庄が、

「ぅあ……」

　通り過ぎた頭上から、硝子ガラスの破は砕さい音おんが響ひびいた。休憩所の中にあったカウンターやテーブルが傾いた地面を滑り落ち、入り口に激げき突とつしたのだ。

　地面が壁となった今、そこに半はん端ぱに貼はり付くものは、全て質量ある落下物だ。

　来た。背後、休憩所の扉をうち破ったテーブルや、広場に置かれただけのベンチが、全て等しく落下してくる。

　それだけではない。広場の北側には天てん守しゆ台だいの大きな石垣があった。あれが崩れて出来るのは巨きよ岩がんの津つ波なみだ。

　背に押し寄せる潮しお騒さいの唸うなりのような落下音は、一瞬で怒ど濤とうとなった。

　佐山は走る。東の斜面が目の前に届くなり佐山は跳んだ。行くべきは斜面を覆おおう林の中。そこならば足場はある。展望台に上がる手て摺すりは特に足場として相応ふさわしい。

　跳躍。

　空中で、すまないと思いつつ、新庄を先に林の中へと投げた。

　新庄の身体が尻しり餅もちをつきながらも木の一本に辿り着くのを見て、佐山は林の地面、壁となった土に足を着く。佐山は軽く土の壁を蹴けって姿勢制せい御ぎよ。新庄の頭上、横に突き出した松の幹に立つと、背後へと振り返った。

　同時。自分より下の位置の林へ、他の三人が飛び込んだ。

　大おお城しろ・至いたるはＳエスｆエフの腕に抱かれており、すぐに近くの木に掛けられる。

　息を切らした大城・一かず夫おが未いまだにジュースのカップを手にしていることに気づいた直後。北側で崩れた石垣の津つ波なみが休憩所を直ちよく撃げき。更には広場を通過した。

「……！」

　一段下の木に掴つかまっていた新しん庄じようが、地じ響ひびきのような音に身をすくめるのが見えた。

　全ては一いつ瞬しゆん。

　轟ごう音おんと砂すな煙けむりが行き過ぎた後、先ほどまで自分達の周囲にあったものが全て消えていた。座っていたベンチも、背後にあった木々の群れも、休憩所も、根こそぎ砕かれ失われている。

　轟音はもはや眼下となった南へと。そこにある林の木々に激げき突とつし、幾いくつかは抜け、幾つかは押しとどめられる形で停止した。

　佐さ山やまは考える。これは厄やつ介かいな事態だろうか、と。

　そしてすぐに否定。自分達は敵の初しよ撃げきを抜けた。厄介ではない。対たい処しよ出来る相手だ、と。

　頷うなずいた。そのとき、目の前に黒い影が立った。

　Ｓエスｆエフだ。彼女は木の幹に立ち、芝の大部分がめくれた広場を見ていた。

「敵が来ます」

　見れば、確かに深ふか緑みどり色の外がい套とうをまとった者達が、地面に垂直に立ってこちらへと歩いてくる。

「──Ｓｆ君、何な故ぜ、敵は地面を垂直に歩ける？」

「賢けん石せきです。概がい念ねんの自じ弦げん振動を触しよく媒ばい結晶化したもので、所有者の母ぼ体たい自弦振動を変調することなく概念を付加出来、概念兵器の燃料にもなります。敵は何らかの概念を劣れつ化か複製した賢石を身につけていると判断します」

　言葉とともに、いきなり近くの松の幹が弾はじけた。

　銃じゆう弾だんか、と思う佐山の目は、広場の中央付近に立ち止まった敵の数名が、こちらに対して杖のようなものを向けていることに気づく。

　そして声が聞こえた。彼らのリーダー格らしい男。深緑色の外套の下、同色の鎧よろいを身につけた騎き士し風ふうの男が叫んでいる。

「来ないのか……！」

　叫ぶ言葉に重なって、何やら独逸ドイツ語に似た発音の言語が聞こえる。それこそが彼が本来喋しやべっている言語だと佐山は理解。何らかの意思疎そ通つう概念が空間内にあるのだろう。

「便利パワーだな」

　使い方を誤らねば、とＳｆが頷くと、下から大おお城しろ・至いたるの声がした。

「おい、Ｓｆ」

　自分達の下の幹に座る新庄より、更に三メートルほど下。大城・一かず夫おの座る幹の横、展望台に上がる手て摺すりに、黒いスーツ姿が寝ねっ転ころがっている。彼は足を組み、腕を頭の後ろで組み、

「早くしろ。三分を数え出すぞ、俺は」

「Ｔテｅｓス．。では佐山様、これを」

　と、Ｓｆは懐ふところから黒い鉄の塊かたまりを取り出した。拳けん銃じゆうだ。

「何の変へん哲てつもない拳けん銃じゆうのようだが」

「弾だん丸がんは対１ｓｔ─Ｇギア用武装です。１ｓｔ─Ｇは母体の概がい念ねんとして、文字力を付加させる能力を持ちます。文字で定義づけられたものは強く存在し、力を与えられる。先ほど、明言された通り──」

　とＳエスｆエフは懐ふところからハンカチと万まん年ねん筆ひつを取り出し、ハンカチに字を書き込んだ。炎、と。

　すると、

「焦こげて……、いく？」

　ハンカチが字の書かれたところから茶色く、黒く、焦げ落ちていく。

「手書きの字で表現力が豊かであるほど、その字の力を対象に具現化し、その世界の概念下で可能な事じし象ようを叶かなえます。全Ｇ統一で出来ないのは無敵化や不滅、蘇そ生せいというところでしょうか。──ともあれ彼らの概念下で戦う場合、武装に文字を彫らねば本来の力を発揮出来ません」

「この拳銃の中の弾丸には、何と？」

「全ぜん弾だん〝弾丸・当たりもう一発〟と書いてあります。一度当てれば次からは自動でホーミングが入りますので上う手まく御活用下さい。私はカフェに置いてきたものを回収して参ります。自じ弦げん時計つきですのでこの概念空間に取り込まれておりますから」

「先ほどの石と共に落ちたのでは？」

「いえ、観察しておりましたが落下は確認出来ませんでした。北側斜面か残った植木に流れたものと判断します。──三分で確保します」

「つまりは、それまで私に敵を引きつけておけ、と？」

「Ｔテｅｓス．。現状、私は佐さ山やま様に重要性を判はんじておりません。佐山様にそのお仕事を依頼いたします。ちなみに、私の最優先は至いたる様、新しん庄じよう様、佐山様、遠く離れて一かず夫お様です」

「おーい、何でわしが特別扱いなのかなあ」

「家族は一番後なんだよ、糞くそ親父おやじ。とっとと行けＳｆ。もし俺が死んだらお前のせいだぞ」

「Ｔｅｓ．。それも御要求でしたならば後で叶えます」

　言うなり、Ｓｆは佐山の背後に回り、上への移動を開始した。土の壁から生はえた木の幹を掴つかみ、懸けん垂すいし、身体からだを振ってバランスを取りながら昇っていく。

　元もと々もと低い丘として盛り上がっていた木々の斜面は、見上げるとオーバーハングしているような錯さつ覚かくを受ける。Ｓｆはその斜面の影を選び、敵に見えない位置を昇る。

　Ｓｆの的確な動きと速度に内心感かん嘆たんしていた佐山は、ふと、手の中の銃の重みに気づいた。肩をすくめて下を見ると、新庄が赤い顔をして上のＳｆを目で追っている。

「どうしたのかね？　そんな顔をして」

「え？　あ、その、ボクの真上の木に立ってたでしょ、彼女。だからその、お、大人？」

「何が、大人なのかね」

　苦笑。下を見るからに、新庄も今は武器を持っていない。大おお城しろ・至は戦う気など微み塵じんも見せていないし、大おお城しろ・一かず夫おは戦力として期待出来る年ねん齢れいではない。

　新しん庄じようが広場の方を見て声を挙げた。

「あ、来るよ！　あの人達」

　来たか、と佐さ山やまは拳けん銃じゆうを持つ手を横の地面に着き、ふむ、と頷うなずいた。何か策が必要だ、と思う。この悪い足場で戦うにはどうしたらいいか、と。

　ふと、右手を見た。壁となった土の地面に対し、右腕はまっすぐ伸びている。

　そして佐山は足下を見た。足は壁の近く、根の上に立っている。

「惑星の南が下になる、か」

「……え？　それがどうかしたの？　この絶ぜつ壁ぺき状況の他に、何かあるの？」

「理論の落とし穴がある」

　佐山は口元に笑みを浮かべた。見れば、至いたるも大城も、こちらを見て同じ笑みを作っていた。

「成なる程ほど。意地の悪い連中は気づいているようだ。しかし敵は気づいていない。君も錯さつ覚かくしている。──相手を引きつけてそこを突けば、手はあるかもしれない」
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　１ｓｔ─Ｇギアの〝王おう城じよ派うは〟は総そう勢ぜい十一名。それぞれ、標ひよう的てきの潜ひそんだ林を扇おうぎ状じように包むように散さん開かいを始めていた。リーダーの騎き士しを先頭に、左右に身長三メートルを超す大型人種の従じゆう者しやが一人ずつ。彼らの左右には外がい套とうを深くかぶった木き杖づえの女性が一人ずつ。その背後には四角いボンネットを頭にかぶった男性が二人ずつ。

　そして、一行の一番後ろに控えていた弓きゆう兵へい二人が、外套を捨てて背の四枚翼つばさを出した。羽が振動し、前方より吸気して背後へと噴ふき出す。

　高鳴る風の噴ふん出しゆつ音おんを放ちながら、二人はほぼ同時に身体からだを後ろへ傾けい倒とう。身を投げ出すように、寝るように。そして背の四枚翼が地面に水平になったとき、

「！」

　彼らの背で風音が弾はじけた。

　四枚翼の一打ち。その一発で彼らは自分達の頭上、青い空へと跳ね上がった。

　彼らは高度十五メートルに達すると、身体をわずかに仰のけ反ぞらせた。翼を背後に倒してホバリングに移行。林の方へと弓を向け、矢をつがえずに弦げんを引く。

　弓兵の眼下、彼らの先頭の騎士は、外套の前を大きく開き、両腕を見せた。

　彼の右手には長ちよう銃じゆう。左手には盾がある。木と金属で出来た長銃の上部に入っているのは、弾だん倉そうではなく黒いハードカバーの一冊だ。紙ではなく、キャンバス地で出来た本。

　騎士がかぶったヘルムの下で、白い髭ひげを動かして言う。

「──応答なしとみて、これより一方的に進軍させていただく！」

　と、長ちよ靴うかの一歩を踏み出そうとした。

　そのときだ。彼らの目の前の林、最前列の幹の側面に、人影が二つ垂直に立った。

　初しよ老ろうの茶色いスーツ姿が前に、その後ろに灰色のスーツの少年が立つ。

　少年は、おもむろに初老の背を押した。

　押された痩そう躯くは、ひ、と声を上げ、林から広場の方へと飛び降りる。

　彼の動きに騎き士しは身を一いつ瞬しゆん固めた。敵にとって、この広場は断だん崖がい絶壁だ。

　騎士は一瞬、空の弓きゆう兵へいを振り仰ぎそうになった。が、彼の動きは止まる。

　初老は広場の地面に貼はり付きながら立っていた。

　そこは広場の縁へりであった場所。縁えん石せきのある場所だ。

　初老は、薄い縁石に足先を立て、地面に大きく貼り付いている。

　続き、スーツ姿の少年も降りてきた。彼は手にストロー付きの紙コップを持っている。

　二人は地面に貼り付きつつ、縁石の上をこちらへ三メートルほど移動。

　距離約五メートル。二人はそこで停まる。

　と、初老が両手を軽く上げた。彼はアスファルトの地面に伏せた姿勢で騎士達を見上げ、困ったような微笑を浮かべる。

「おーい、すまないんだがなあ。……ちょっとお引き取り願えんかなあ？」

「──無む理りだ」

　と騎士が静かに即そく答とうした。

　その答えに反応するように、初老の隣となりに立つ少年が言った。

「無理ではなかろう？」
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　佐さ山やまは左手側、壁に立っている騎士を見上げた。ヘルムのフェイス部分から目を見ることは出来ない。が、口元は見える。そこに表情の気配が見えるかどうかに集中しつつ、内心で吐息。

　……言葉を交わすだけの理性はある、か。

　即答の速さ。聞こえてきた口調の落ち着き。それなりの場数を踏んだ者と佐山は判断。

　そして表情に緊きん張ちようを仕込むと、佐山は言った。

「──意志疎そ通つうをするつもりがなければ、こうして言葉を交わすための概がい念ねんを用意する意味もない。殺さつ戮りく以外に何らかの目的があると見たが？」

　こちらの言葉に対して、騎士が長ちよう銃じゆうの先端をこちらに向けた。

「その目的が、命いの乞ちごいを強制するためだとしたら？」

「最近の騎士殿は山さん賊ぞく紛まがいのことをされるようだな」

「我々は復ふく讐しゆうのために戦っている。──罰されるべき者に命の尊さを気づかせようと言うだけだ。その慈じ悲ひを山賊紛いとは、言ってくれるな」

「慈悲かどうかは騎士殿が認めることかね？　誰が認めるのだと思っている？」

　こちらの言葉に、騎き士しが口元を締めた。それに気づいた佐さ山やまは、しかし表情を変えず、

「今、自分がどこにいるかを理解しているか？　復ふく讐しゆうの現場か、それとも歴史の転換の舞台か、どちらかね？　──後者だった場合、全ての判断は何が決めると思う？　もし、自分だと言うならば、全ての歴史書を焼くがいい。後の人が読む意味は無いだろうから」

　騎士は長ちよう銃じゆうの先端をこちらに向けたまま、動かさない。

　佐山は彼の指が引き金とおぼしきボタンに掛かっているのを見る。そして言う。

「慈じ悲ひ深き騎士というものは、何だろうか？　遍あまねく認められる慈悲の意味を知っておられるだけではなく、騎士としてそれを行う者だと思うのだが、どうなのだろうか？」

「────」

　騎士が、苦笑と共に長銃の引き金から指を外した。佐山は会えし釈やく。

「その慈悲に感謝する」

「当然のことだ。だが……、この状況で何を求める？」

　疑問の声に、佐山は痛みのある左腕を動かし、大おお城しろの肩に紙コップを握った左手を当てる。

　そして、騎士に向かって、いいかね？　と前置きし、

「本日ここに用意した大城・一かず夫おは日本ＵＣＡＴの全ぜん部ぶち長ようという役職にあり、その脳内には貴重な情報が多く詰まっている。そして最近経けい年ねん劣れつ化かで堪こらえが薄れ、情報の蛇じや口ぐちが緩い」

「ふむ」

　大城が横目の視線を送ってくるが、佐山は無視した。

「この大城・一夫、最近はなかなか表に出てこないものを、本日は特別に五ご体たい満足私し服ふく付きでここ皇こう居きよに持ってきた。これより特別御ご奉ほう仕し、この貴重品を何と」

「人ひと質じちとして使うか？」

　騎士の言葉に佐山は言った。

「違う」

　佐山は痛みのある左腕の先、手に掴つかんだジュースのカップを掲げた。大城の顔の横に。カップには万まん年ねん筆ひつで〝毒〟とあり、突き出たストローはすでに大城の右耳の中だ。

　それを見て歯を噛かんだ騎士に、佐山は言う。彼のヘルムのフェイスをまっすぐ見て、

「何と、公開死刑やもしれん」
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　佐山は見た。騎士が思わず一歩、こちらに足を踏むのを。

　しかし騎士はそこで踏みとどまる。

　彼は背後、同じようにこちらに身構えた仲間達を一いち瞥べつしてから、

「馬鹿なことを」

　と苦笑を一つ。

「殺すならば殺せばいい。我らにとっては手間が省はぶけるというものだ」

「この大おお城しろ・一かず夫おが貧相な性しよ根うねを見つめ直して１ｓｔ─Ｇギアに亡ぼう命めいを希望しても、か？」

「──虚きよ言げんを弄ろうすな！」

　騎き士しの叫びに、大城がびくりと体を震わせた。大きな声で、

「たあすけてえええええ　わしゃ死にとうないいいい！　どうしよう～！　いててててて！」

　佐さ山やまは踏んでいた大城の足を離す。小こ声ごえで、

「御ご老ろう体たい、ハッスルしすぎだ」

　見れば騎士がこちらを窺うかがうような前ぜん傾けい姿勢になっている。

　いかん、人選を誤ったかと佐山は思し考こう。やはり新しん庄じようの方が良かっただろうかと。確かに彼女に悲鳴を挙げさせたらどうだろうという期待はある。どんな声だろうか。惜しいことをした。

　……後こう悔かい先に立たずか……!?

　だが、別に今度でもいいか、と佐山はすぐに気持ちを切り替え完了。

　そして佐山は、左手のカップを軽く握って見せ、

「どうする？　こちらの準備は万ばん端たんだが」

　と騎士にそれ以上考える間を与えずに問うた。
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　騎士の狙いは実のところ戦闘ではないだろうと、佐山はそう判断している。

　今回、彼らが皇こう居きよに来た理由は、ＵＣＡＴの重じゆう鎮ちんが来るというのを知ったからだろう。ならば彼らの狙いは、大おお城しろ・一かず夫おだ。そして佐さ山やまは判断する。彼らは、大城を進しん退たいならぬ状況に追い込み、そこで言葉を交わして何らかのアクションをとろうとしていたのだろう、と。

　……おそらくは誘ゆう拐かいか、念ねん書しよつきの強制交渉を行うか、だ。

　佐山は心の中で頷うなずきつつ、騎き士しに告げる。

「よく聞け。もし君達が私達に危害を加えようとすれば私はこの老人を始し末まつする。つまり、この哀あわれな老人が失われた場合、それは貴き様さまらの責任だ」

「……殺そうとしているのは貴様だろうが」

「しかし現状、貴様らは私の殺しを止めようとしないな、騎士殿」

　最後の一言に力を込めると、騎士が歯を噛かんだ。佐山は言葉を続ける。

「慈じ悲ひ深いと宣言しつつ、哀れな老人が耳から毒どく液えき流し込まれてヒヒ踊りをしながら死んでいくのを救おうともしないのかね？　──そうなったらＵＣＡＴはまず私を処しよ罰ばつする。だが、同様に君達を糾きゆう弾だんする。その咎とがめは全ての１ｓｔ─Ｇギアの生き残りに対しても波はき及ゆうするぞ」

　一息。

「何が慈悲深い、だ。騎士とは名ばかりなり、だな。……今後一いつ切さいの信用を失い、蔑さげすまれながら生きていくといい、自分達の勝利のために。騎士殿」

　騎士は、む、と唸うなり、

「……その毒は、本物か？」

「自分のＧの力を信用しないのかね？　一〇〇パーセント素材を活かした粒つぶ入いりだ」

「粒入りか」

　そうだ、と頷き、佐山はポケットから右手に万まん年ねん筆ひつを握り、カップに書き加えた。〝毒〟の上に〝すごい〟と。その上で、

「どうだ、すごい毒だろう？　鉄てつ分ぶん豊富で運動の後に最適だぞ。どうするかね？」

　しかし、佐山の声に騎士は一いつ瞬しゆんだけ身を引いてから、

「待て」

　と身を低く構えた。そして彼は一息をつき、

「──危うく我々のＧの法則にたぶらかされるところであった。よく考えろ」

　と彼が長ちよう銃じゆうを構え直す。銃じゆう口こうがこちらに突き出され、そして言葉もこちらに飛んでくる。

「貴様が書き込んでいるのは器うつわだ。まさか、Ｌｏロウｗ─Ｇが器の中の液体にまで文字効果を与える術すべを構こう築ちく出来ている筈はずがあるまい？　中身は単なる液体だろう？」

「試してみるかね？」

　佐山は笑みを浮かべた。騎士の身体からだから動きが消える。

　わずかな沈ちん黙もくを見計らって、佐山は笑みと共に問いかけた。

「試してみて、この御ご老ろう体たいの耳から白い煙が出始めたら君は歴史に対して責任をとれるか？　脳が溶けたら人間終わりだぞ。犬でも猿でも終わりだが」

　その言葉に、騎き士しは軽く身を反らせた。髭ひげの口元が笑みを作る。

　騎士は、ふ、と小さく鼻での笑いを一つ。その後に、

「ふン、やってみるがいい。そして虚きよ言げんだと証明してみせろ。直後に撃うつ」

　言葉と共に作られた騎士の笑みを、佐さ山やまは判断した。

　演技が過かじ剰ようだ、と。だから佐山は動いた。

「──では遠えん慮りよ無なく」

　右手の万まん年ねん筆ひつがひらめき、〝すごい毒〟の下に〝の容れ物〟と書き加えた。それを見た大おお城しろが本気で目を見開く。あ、と声を上げ、

「あああああ！　やめんか～!!　それ打ち合わせになかったぞ!!」

「黙れ静まれここで終わりだ大人しく悲鳴を挙げろしかも泣け」

　佐山が左手のカップを強く押し、中身を注入しようとしたときだ。

　大城の最後の一語に反応した者がいた。

　騎士だ。
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　騎士の口元からは、先ほど見せた笑みも何も消えていた。

　彼は叫んだ。

「やめろ！」

　そしてこちらへの距離を一いつ瞬しゆんで詰めてくる。

　足音はたったの二つ。五メートルの距離をそれだけで抜け、土の地面に制動を掛ける。

　靴が砂を噛かむ音と、外がい套とうが翻ひるがえり、風を生む音。

　深ふか緑みどり色の外套が揺れ、その下から鎧よろいや装そう備び品ひんの金属音が連続した。が、そこで彼は停まる。

　もはや眼前。佐山の目の前に、長ちよう銃じゆうを構えた影が立っている。

　佐山は顔を上げた。壁となっている地面に貼はり付いた姿勢から、騎士を見上げた。

　騎士は手の届くような距離で長銃をこちらに向けている。大城ではなく、こちらに向かって。

　これで見えた。やはり彼らの狙ねらいはこの大城だ、と。

　突きつけられた銃の上、装そう填てんされたハードカバーの表紙に文字が見えた。アルファベットに似た、しかし違う言語だ。読めないが、意味は解わかる。書いてあるのは、

　……ヴォータン王国滅めつ亡ぼう調査書。

　１ｓｔ─Ｇギアの崩ほう壊かいにおける調査書だろうか、と佐山は自問。そして思う。同じ名前の王が出てくる物語があったな、と。タイトルを思い出そうとして、今の状況に踏みとどまった。

　見れば、本のページの隙すき間まからは、ときたま青白い光が漏れていた。まるで鼓こ動どうのように。

　その光を見み据すえつつ、佐山は問うた。

「どうしたのかね？　騎士殿。貴方あなたの手間を省はぶこうと思っているのだが」

「──何が望みだ」

「目もつ下か、この老人の耳に凄すごい毒を入れることだが、何か？」

「やめろと言おう」

「嫌だと言おう」

「何な故ぜだ」

　騎き士しの問いに大おお城しろも頷うなずく。

「ど、どうしてそんなにしたいのかなあ？　御み言こと君」

「やかましい。──騎士殿、逆に訊きこう、貴方あなたの望みは何だ？」

　疑問に、ややあってから、騎士は答えた。

「復ふく讐しゆうだ」

　佐さ山やまは心の中で頷き、思う。

　……それは本心かもしれないが、実行は出来ないと解わかっているな。

　思いと共に、佐山は騎士の背後にいる者達を見た。騎士を含めて総そう勢ぜい十一名。誰もが緊きん張ちように満ちたいい雰ふん囲い気きをしているが、騎士を含め、高齢者が含まれているのは事実だ。

　つまり、人員がいない。

　それは、この場を殺さつ戮りくで勝利しても、最終的な勝利に至る組織的体力がないということだ。だからこの戦闘で人ひと質じちを得て、後の交こう渉しようを本当の舞台とする。

「…………」

　佐山は騎士の白しろ髭ひげを見た。１ｓｔ─Ｇギアが第二次大戦の頃に滅びたのならば、それは六十年も前のこと。

　当時の望みは復讐。今は、どうだろうか。

　残ざん党とう、という言葉が頭の中をよぎる。

　が、逆に気を引き締める。後がない者は、それだけ恐ろしいのだと。

　だから佐山は言葉を選び、告げた。

「我々は明日、１ｓｔ─Ｇの和わ平へい派はとの暫ざん定てい交渉を行う。そこで君達のことも考こう慮りよするということで、ここはひとまず下がってもらえないだろうか」

「我々に、退ひけ、と？」

「騎士の剣とは、収めることの出来ないものだろうか？　ここで剣を収めねば、この先、いかなる交渉を経ようと１ｓｔ─Ｇの者全てに遺い恨こんが及ぶぞ。貴方の後ろの者全てに、だ」

「誇りのためには、剣を収めることが出来ぬときもある。違うか？」

　確認をとるような静かな声の問いかけに、佐山は息を吸った。

　……勝負どころは、ここか。

　考え、そして佐山は、告げる。

「誇りとは、貴方あなた一人のためのものか？　それとも、貴方を待つ多くの人のためのものか？」
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　佐さ山やまの言葉に、騎き士しの口元が結ばれた。

　無言。それと共に歯を軋きしらせる音が顎あごのあたりから漏れる。だが、

「────」

　騎士が銃じゆう口こうをかすかに震わせた。白い髭ひげが動き、口が開く。

「卑ひ賤せんなＧギアの者が、１ｓｔ─Ｇの騎士に誇りを説くか？」

　佐山は笑みを見せもせず、しかし首を横に振った。

「私は貴方あなたに問うたのだ、誇りとは何かを。説かれるのは、私の方だ」

　一息。

「説いてもらおう、その答えを。──貴方達の誇りとは何かを。悠ゆう然ぜんたる態度で」

　こちらの言葉に、騎士の髭が小さく笑みの形を取る。

　そして、彼の銃口が小さく動き、下げられようとした。

　そのときだ。ふと顔を上げた騎士の全身が、突然の緊きん張ちように満ちた。

「……！」

　騎士が一歩を下がり、視線を強く向けた。こちらへと。

　しかし、ヘルムの下にある彼の目が見るのは、こちらの顔ではない。更に背後、広場の南だ。

　佐山は視線をそちらへと走らせた。

　眼下、広場の南、落下した石垣のダメージも大きい林の中に、一つの小さな影があった。

　黒猫。

　自分達と同じように松の幹に座る猫は、こちらをじっと見ている。が、佐山は知っている。騎士は、間違いなく、あの黒猫に反応したのだと。

　どこかで見覚えのある猫だ、と思い、佐山は首を横に振った。

　……今はそれどころではない。

　振り向けば、緊張の一字が全てを包んでいた。展開していた十一人の姿が、誰も彼も黒猫の方を見て、息を詰めている。

　張り裂けそうな無言。それに切れ目を入れたのは、言葉を交わした騎士だった。

「──すまん」

　うつむいた言葉は、こちらに放たれたものではない。

　だが、長ちよう銃じゆうの銃口は跳ね上がって停まり、即そく座ざに引き金が絞しぼられた。

　同時に、佐山は動いていた。
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　林の中にいた新しん庄じようは、緊張が走るのを確かに見た。

　１ｓｔ─Ｇギアの全員の視線の先、黒猫が一匹いるのを確認した。

「あれは──」

　下、展望台への手て摺すりに座る至いたるが、言葉を続けた。

「１ｓｔ─Ｇの魔法使いが用いる使つかい魔まだ。連絡役。つまり……、この馬鹿連中は監かん視しされていて、今いま頃ごろになって気づいたんだ。自分達がもはや逃げられないことを」

　苦笑。

「１ｓｔ─Ｇは崩ほう壊かいの後、Ｌロｏｗウ─Ｇに来て三派に分かれた。ファーゾルトの和わ平へい派はと、そこから概がい念ねん空間技術をもって分派した〝王おう城じよ派うは〟に、機きり竜ゆうファブニール改を持つ〝市街派〟。こいつらは特徴のない〝王城派〟だ。……オヤジも損だな。こんな雑ざ魚こ相手に必死になって」

「何でボクの周囲は親を悪く言う人ばかりかなあ……」

　新しん庄じようは至に見えないように眉をひそめて吐息。新庄の手には佐さ山やまから預けられた拳けん銃じゆうがある。黒くろ鉄がねの冷たさと重みは、じっと握っていても温まらず、手に馴な染じんでこない。が、

「任せられたんだもんね」

　佐山は言った。騎き士しを自分達の方に歩かせ、一人にすると。そして交渉が決裂した場合、右手を上げるから、そのときに撃うて、と。

　現状、騎士は扇おうぎ状じように展開した敵の先頭から佐山の方に身体からだを向けている。交渉が決裂した場合、彼を捕らえるというのが佐山の作戦だ。

　ここから見て、佐山のいる位置は前方約十五メートル、下方約五メートルのあたり。拳銃で狙うとした場合、素しろ人うとにとっては限界に近い距離だ。

　弾だん道どうは落ちる。回転の弱い拳銃からの発射では、誤ご差さは確実に出る。

　そして騎士は左の腕に盾を持っている。こちらからではその盾が邪じや魔まだ。しかし、佐山は、

「交渉決裂の場合、あの盾を動かさせ、身をそちらに開けさせる、か」

　出来るのかな？　と首を傾かしげる新庄は、しかし、疑問を捨てた。

　今、現場は必死だ。騎士が一歩を引き、かすかにうつむき、

「────」

　何かを告げるなり、長ちよう銃じゆうを構えた。

　同時。佐山が動いていた。

　彼は騎士に向かって左腕を振った。持っていた紙コップが、中の液体をまき散らしながら騎士に飛ぶ。騎士が佐山の投げた紙コップに向かって盾を振り払った。

　新庄にはがら空あきになった騎士の半身が見える。

　佐山の右手が上がった。合図だ。

「今……！」

　新庄は狙いをつけ、引き金を絞しぼり込む。狙いは身体。そこが自分の限界だ。

　が、不意に下から声が飛んできた。

「何な故ぜ、頭を狙わない。……昔から甘いな、お前は」

　至いたるだ。彼の言葉が告げる。

「胴どう体たいを撃うったところで鎧よろいに弾はじかれたらどうする？　仕し留とめねば、彼が死ぬかもしれないぞ」

　彼、という言葉にグリップを握る手が震えた。

　ふと、新しん庄じようは昨夜のことを思い出した。自分が何も出来なかった瞬しゆん間かんを。

　だから新庄は引き金に力を込めた。急いで撃とうと。

　絞しぼる。それと同じタイミングで至が叫ぶ。笑みのない強い語ごち調ようで、

「──殺せ!!」

　肩を振るわせ、新庄は引き金を絞った。が、その動きからは何も生まれなかった。

　銃声も、反動も、弾だん丸がんの飛ひし翔ようも、何もない。

　引き金を引く指に引かれ、グリップが手の中から落ちていた。握力が無い。代わりに手の中に残ったのは、トリガーガードで指先にぶら下がる拳けん銃じゆうと、開いた手の震えだけだ。

　撃っていない。それに気づいたとき、

「あ……！」

　手の震えが肩に回った。

　直後。自分のものではない銃声が響ひびいた。
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　騎き士しは盾を振り、かかる液体を弾はじいた。

　飛んできた薄うす黄色の液体は金属製の盾に当たると煙を上げた。盾の表面に穴が穿うがたれる。

「大した猛もう毒どくだ……！」

　騎士の言葉に大おお城しろが頷うなずき、

「あんなもんをマジに流し込もうとしておったのか──！」

　騎士は大城の言葉を無視。更には無言で長ちよう銃じゆうの引き金を絞しぼる。

　装そう填てんされた本が側面から青白い光を放つ。

　文字の群から、そこに込められた思いを熱量として取り出す書しよ架か長銃だ。

　文字で何かに能力を付加するよりも、原始的だが、その分、力は強い。

　射しや撃げき。

　長銃の銃じゆう口こうを跳ね上げて光こう弾だんが飛んだ。が、狙いは、眼下に伏せる二人ではない。

　黒猫。

　瞬しゆん間かんという時間を持って、直径五メートルに達した白はく黄こう色の弾だん丸がんは、打ち下ろしの弧こを描いて広場の南に飛んだ。

　放電音の響ひびきは着ちやく弾だんの破は砕さい音おんに塗り潰つぶされる。

　破裂。

「──！」

　広場の南側がたわみ、崩れ、木々と土砂どしやを巻き込んで縮ちぢんだ。

　直後。効果範はん囲い二十メートル四し方ほうの全てが空へと噴ふき上がる。

　怒ど濤とうの音。

　だが騎士は言う。

「あの程度で消えるものではあるまい……」

　そして彼は眼下の二人を見た。

「さあ！　相手をしてもらおうか。ここで汚お名めいを着ようとも、それが私の行き着く誇りだ！」

　すると、地面に伏せている少年が、小さくつぶやいた。

「貴き様さまも、己おのれの行く道を決めているか……」

「──何？」

　騎士は問うた。が、すぐに長銃を構え直し、戦闘に集中。

　長銃に装填された本は、既すでに全頁の間から青白い光を強く放っていた。

　引き金を絞れば、断だん崖がい絶壁に貼はり付く二人は抹まつ消しようできる。

「……すまん」

　と、騎士は言った。

　そのときだ。少年が答えた。

「謝る必要はない」

　言葉と共に、少年がいきなり立ち上がった。

　彼らにとっては絶ぜつ壁ぺきの地面に。足をつき体を起こし、身を低く立ち上がる。

「何……!?」

　騎き士しは引いた。盾を構え直しながら、

「貴き様さま！　まさか我々と同じ概がい念ねんを──!?」

　答える間もなく、少年が飛び込んできた。

　背後、仲間達が動き、身構える。が、遅い。

　飛び込んできた少年は、こちらの左側、北へと回り込む。騎士は長ちよう銃じゆうで彼の動きを追うが、間に合わない。

　少年が背を向けてかすかに跳ちよう躍やくした。

　後ろ回し蹴げり。

　直ちよく撃げき。

　予想以上に重い踵かかとの一いち撃げきが、左肩に激げき突とつした。

　骨が軋きしみ、身体からだが浮く。

「く」

　堪こらえ、腰を落として着地する。右腕の長銃を少年の方に向けようとするが、身体が痺しびれていて正面しか狙うことが出来ない。

　少年の蹴りを警けい戒かいして騎士は身体を回す。盾を少年の方へと突き出す。

　見れば少年は、蹴りの動きから四し肢しを着いて地面に着地していた。

　そして彼はおもむろに体を浅く起こすと走り出す。広場の北の方へと。

　追おうとしたとき、大型人じん種しゆの従じゆう者しやが騎士の背後を見て声を挙げた。

「あれを！」

　太い声に振り向けば、老人、大おお城しろが広場の南側を下っていく。それもやはり、姿勢は低いがちゃんと走って、だ。

　何な故ぜだ、と騎士はつぶやく。

　南側を下に設定し、地面は垂直になったはずだ、と。

　自分らは所持する賢けん石せきの効果で立っている。しかし、そのようなものを持っていなかったはずの敵までが、この垂直の地面を低い姿勢ながらも走り回っている。

「何故だ……!?」
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　広場の北側、石垣の崩ほう壊かいに巻き込まれなかった並木がある。

　今は地面から垂直に伸びる足場。その幹の上、眼下に始まった戦闘を遠く見ることが出来る場所に、カフェセットの一式を携たずさえたＳエスｆエフがいた。

　パラソルと持ち運び用のクーラーボックス、そしてテーブルにチェア。それらを器用に幹へと置きながら、Ｓエスｆエフは空間に響ひびく騎き士しの疑問を聞く。何な故ぜだ、と。

　Ｓｆは小さく頷うなずいた。

　懐ふところから一発の銃じゆう弾だんを取り出す。側面に〝弾だん丸がん・当たりもう一発〟と書かれたものだ。

「理論のミスです」

　と、彼女は並木の上に置かれたテーブルに銃弾を載せた。

　銃弾は、置かれたときは停まっていたが、やがて加速し、転がっていく。

「──壁に見えるこの広場、実は斜面になっているのです」

　Ｓｆは確認するように言う。

「南が下になるとは、平面世界の１ｓｔ─Ｇギアらしい甘い判断でした。……何故なら、地球は丸く、日本は北半球にあるのですから」

　Ｓｆは眼下に広がる広場を見た。佐さ山やまが敵てき陣じんの中央に飛び込み、回避運動を中心に戦っている。その姿は、傾けい斜しや四十度程度の斜面を走り、回避と攻撃を繰り返していた。

　佐山の攻撃は単純だ。敵の北側に回り、全身の重みを利用出来るような直ちよ蹴くげりや回し蹴りを、斜面の下側、南に向かって落とす。

　佐山にとって、立てると言っても斜面の上だ。

　姿勢は低くなり、逆にそれゆえ、敵の攻撃はかわしやすくなっている。追い詰められたときは南側に向かって大きく飛び、斜面の分だけ飛距離を稼かせぐ方法だ。それを見るＳｆは頷く。

「初しよ撃げきの機き先せんを制すため、斜面に伏せ、壁になっているような演技までして……」

　言うなり、Ｓｆは右肩にクーラーボックのストラップを下げ、手にはパラソルを持った。

　ふと頭上を見上げれば、有ゆう翼よくの弓きゆう兵へいがこちらに気づいていた。

　おや、とＳｆが右に抱えたクーラーボックスを開ける。

　頭上で弓兵が弓の弦げんに手を当てた。弦の中央部には文字が書かれた布が一枚。それを弓兵は引き絞しぼる。と、布と弓の間に光の矢が一本生まれた。

　それをすぐに放たず、弓兵が布を右へと捻ひねった。

　弦が張り、弓が軋きしみを立て、しかし、光の矢が一気に三本に増えた。

　そこで射しや撃げき。

　光の放たれる音は笛の音に近い。

　高音の三さん重じゆう奏そうが空から降ってくるのに対し、Ｓｆは軽く会えし釈やくをした。

「ありがちな攻撃を有あり難がとう御ご座ざいます。御礼に、月並みではありますが」

　と、クーラボックスから金属で出来た長杖のようなものを二つ引き出した。

　ボックス内の缶ジュースなどを波立てて現れたのは一いつ丁ちようの機き関かん銃じゆうと銃じゆう身しんだ。

　彼女は重い銃じゆう身しんを片手で取り付け、弾だん帯たいを装そう填てん。瞬しゆん間かん的に初しよ弾だんを薬やく室しつに叩き込むと、

「生産数四十万超ちよ過うか、月並みです」

　そう言ってＳエスｆエフは空に向かって引き金を絞しぼり上げた。
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　佐さ山やまは囲まれつつあることを悟った。敵の動きが統制を戻しつつある。

　四角いボンネットをかぶった僧そう侶りよ風ふうの老人や、フードをかぶった魔まじ術ゆつ師し風の老ろう女じよが、つかず離れずと言った距離を保ち、その間に、大型人じん種しゆの従じゆう者しやが二人、北の方へと回り込み始めていた。こちらに有利な位置を取らせない流れだ。

　だが、それでいいと、額ひたいに浮いた汗を飛ばしながら佐山は思う。

　少なくとも、新しん庄じようのいる林の方からは敵を引き離しつつあるし、大おお城しろ・一かず夫おも逃走した。

　ならばこの戦場に気がかりはない。そして佐山は思う。

　……新庄君は、やはり撃うたなかったな。

　騎き士しが攻撃をしてきたとき、こちらが合図をしても、新庄からの射しや撃げきはなかった。予測出来たこととはいえ、わずかな驚きがあった。

　本当に私を驚かせてくれる人だ、と佐山は思いつつ、立ち回る。

　つぶやき、思う。新庄君は何事も本気だな、と。

「迷うときでさえも」

　本気だからこそ、今日もまたトリガーを絞れなかった。

　不意に、今け朝さの学校でのことを思い出した。大おお樹きが自分に告げた台詞せりふを。

　……なかなか本気になれない人が、本気になったとき、──とても強い力を出す、か。

「本気になれないと思うことは、本気になろうと常に思っていることだから」

　きっと新庄はそういう時期を経たのだろう、と、佐山はそう思う。

　……私はどうだろうか？

「私は──」

　本気になれるのだろうか？

　問いを持つ視線の先、魔術師の杖、その先端が光る。光の残ざん像ぞうというよりも、焼かれた大気がそのまま文字となる。佐山の知らない文字だ、が、読める。

　炎。

　読めた時には跳ちよう躍やくしていた。南、斜面の下側へ。

　直後、先ほどまで自分のいた場所に火ひば柱しらが突き立った。

　大気を燃やす音とともに、朱色の炎が三重螺ら旋せんとして噴ふき上がる。螺旋の先端は宙で咲き散り、火柱は勢いよくほどかれて消えた。

　佐山は着地。

　同時に、佐さ山やまは敵の布ふ陣じんが完成したことを悟った。

　北側、眼前にいた僧そう侶りよや魔まじ術ゆつ師し達が左右に割れた。その人ひと波なみの中央を進んできたのは二人の大型人じん種しゆだ。身長約三メートル。深ふか緑みどりの外がい套とうに、軽装の鎧よろいと黒いナイフを手にした従じゆう者しや。

　小回りが利かない分を、ナイフという扱いやすい武器でカバーする構えだ。

　彼らが来る。

　対する佐山は身構えた。正面からぶつかっていては勝てない。走り、回り込む必要がある。身を低くして、息を吸い込む。ふと、動きの悪い左腕と、左の拳こぶしを見た。

　拳の傷と、指輪が目に入る。

　試しに左の拳を握ろうとしたが、刺すような痛みが返るだけ。

　幻げん痛つうだ。が、自分にとっては本当の痛みでしかない。そして振るえぬ拳だ。

　次の瞬しゆん間かん、佐山は左の拳から視線を外し、疾しつ走そう。

　身体からだを縮ちぢめ、伸ばし、身体を前へと弾はじかせる。

　同時。佐山は頭上から地面に落ちる影を見た。

　弓きゆう兵へい。

　……しまった。

　と、佐山は心の中でつぶやく。

　敵の狙いは大型人種の従者による攻撃ではない。

　彼らで囲み、上空から掃そう射しやすることだ。

「く」

　と息を飲み、佐山は身を捻ひねった。

　上から来る攻撃を少しでも回避するために、地面に転がって空からの攻撃を避けようとした。

　だが、落ちてきたのは矢でもなければ弓でもなかった。

　落ちてきたのは翼つばさだった。

「──！」

　肉を打つ音と共に、先ほどまで佐山がいたところに巨大な四枚翼の影が落ちた。空にいたはずの弓兵だ。見れば上じよう翼よくの右、その基部から赤い血を噴ふいている。

　膝ひざをついた姿勢の佐山が、何事だと思うより早く、一つの音が響ひびいてきた。

　銃声だ。

　佐山は顔を上げた。北の方角。彼にとっては上の方。

　見上げた空に、また一つの翼が落ちつつあった。

　四枚翼の弓兵が、こちらも翼を赤い血で染めながら、東側の林の中に落ちていく。

　そこで初めて皆は見た。

　北の方角。遠くの並木から白と黒の色彩が飛び降りてきたのを。

「Ｓエスｆエフ君か……」

　彼女は左手に機き関かん銃じゆう、右手にパラソル、右脇わきには大きなクーラーボックスを一つ。

　身体からだに不ふ釣つり合いなほど大きい二つの荷物を手に、しかし彼女は斜面を駆け下りるのではなく、宙へと舞う。

　近くの林に四枚の翼つばさが落ちるのすら気にしない。

　落下。

　次の瞬しゆん間かん、反応したのは魔まじ術ゆつ師しの一人だった。杖で大気に字を書き連ね、光の槍やりにすると、Ｓエスｆエフへと投とう擲てきした。

　光に高音の疾走が乗って飛ぶ。

　迎えるようにＳｆは一つの動きを作った。右腕のパラソルを掲げ、展開。風を打つ音とともに、Ｓｆの身体からだがパラソルに持ち上げられるように浮いた。

　その足の下を光の槍が通過し、遠くの芝を穿うがつ。

　着ちやく弾だん音が爆はぜたと同時。Ｓｆがパラソルを離す。

　あとは一直線。

　重力加速に導かれ、Ｓｆは踵かかとから大型人じん種しゆの従じゆう者しや、佐さ山やまから見て左側の男に激げき突とつした。

　打撃音。

「……！」

　振り向いた横よこつ腹ぱらに両脚あしと全ぜん重量の直ちよく撃げきを食らい、従者の身体が浮く。佐山が身を引くと、従者は宙を転がって頭から地面を跳ねた。

　鎧よろいがぶつかり、肉が当たり、連続して強い音をたて、停まる。

　その従者は動かない。

　代わりに、舞台に登場したばかりの細ほそ身みが動いていた。

　白いショートカットに、黒のワンピースと白のエプロン。裾すそ広ひろがりのシルエットは、佐山の前に立つと一礼した。

「お変わりないようで何よりと判断します」

　Ｓｆだ。





●






　佐山は見る。Ｓｆの挨あい拶さつとともに、周囲の布ふ陣じんが組み直されたのを。

　従者が一人欠けた後に騎き士しが入り、魔術師二人が後ろへ下がる。

　彼らの視線を受けるＳｆはクーラーボックスを開け、そこに左手を突っ込んだ。氷の音と水音が響ひびき、布ふ陣じんを作る敵が身構える。

　だが、Ｓｆは彼らを見ない。膝ひざをついたこちらに向けて、

「佐山様はこれをどうぞ、運動の合間にも最適な新製品です」

　スポーツドリンクのペットボトルだ。佐山が手に取ると、Ｓｆは会えし釈やく。そしてまたクーラーボックスに左手を入れ、

「皆様にはこちらを」

　と言って黒光りするＳＭＧサブマシンガンを取り出した。

　体を回し、連れん射しや撃げき。

「！」

　火か薬やくの音に、従じゆう者しやや騎き士し達は、慌あわてて盾や小こ手てを構えた。

　遅い。

　金属音とともに彼らの身体からだが下がり、または吹き飛ばされる。

　佐さ山やまは腰を上げる。青白い煙がＳエスｆエフと自分を包んでいる。周囲の布ふ陣じんはわずかに広がり、魔まじ術ゆつ師しが一人倒れている。佐山がペットボトルの蓋ふたを開きながらそちらに視線を送ると、

「死んではおりません。やはり向こうも防御の力を持っておりますので、あまり大した打撃を与えてはいないようです」

　というＳｆの右袖そでが裂けていることに佐山は気づく。彼女が既すでに何らかの攻撃を受けた証しよ拠うこだ。黒の布地が破れた向こうに見える腕は、

「機械……？」

　佐山はペットボトルから柑かん橘きつ系の味を身体に流し込み、問う。

　視線の先、Ｓｆの腕は真しん珠じゆ色の細い鎧よろい様ようのもので出来ていた。上じよう腕わんと下か腕わんを繋つなぐ肘ひじの関かん節せつ部は強くくびれており、黒い樹じゆ脂し材ざいで間が埋められている。

　Ｓｆは振り向きもせず、地面に左のＳＭＧを捨てて言う。

「独逸ドイツＵＣＡＴが３ｒｄ─Ｇギアの技術を用いて作成した自動人形、ＳｅｉｎＦｒａｕザインフラウが私です。至いたる様専せん用ように組まれた身体はいかなる悪あく天候下かや悪条件下でも買い出しや接客を可能。コンパクトな外装は賢けん石せき交換によって何と二十四時間活かつ動どう可能であるため、突発的な無む理り難なん題だいも──」

「深夜番組のような口こう上じようはいい」

　と、佐山はＳｆに空からになったペットボトルを返す。そして、

「君の戦せん闘とう能力は？」

「独逸ＵＣＡＴによれば独逸国民は世界の中で最も優れた民族です。彼らの技術を集めて作られた私は最高の戦闘能力を有します」

「その最も優れた右う翼よくのいた国は、第二次大戦で大敗したが？」

「優れた者に勝利を望む欲は必要ないのです。永遠に強くなるためには勝利など不要かと」

「それは誰の言葉かね？」

「──存じません。ただ、私に刻まれております」

　言うなり、Ｓｆは右の機き関かん銃じゆうを左腕に持ち換えると、銃じゆう口こうを目の前の地面に着けた。銃口が横に動き、その先端が土の地面に弧こを描いていく。

[image: ]

「我が名は〝在るべき婦人ザインフラウ〟。〝在ること〟を望まれて生まれた人ならぬ者にございます。さあ、──来られませ、貴方あなたが生まれてきた理由を持って。もし、その理由が私のものより弱ければ、貴方達は〝在ある〟ことすら出来なくなるでしょう」

　地に描かれる弧こは、踵かかとのターンとともに円となる。

「私は主人のために生まれました。私の鉄は彼の骨に、私の鎖くさりは彼の肉に、私の油は彼の血に、私の決断は彼の心に捧ささげております。が、一つだけ、彼は、私ごときでは何も捧げられぬものを持っておられます」

　円を繋つなげ、その接点に銃じゆう口こうを置き直す。

「涙。……それに対しては、感情のない私には返すものがありません。ゆえに、私は主人の涙を欲しません。欲するは涙るい滴てき不要の結果のみ」

　銃口が上がった。

「骨には鉄を、肉には鎖を、血には油を、心には決断を、そして涙には──」

　一息。

「無欲を」

　告げるなり、Ｓエスｆエフは並ぶ敵に向かって引き金を絞しぼった。
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　新しん庄じようは木の幹に座り込んでいた。

　手の震えが収まりつつある。しかし、指に力は戻ってこない。

　こんなときに、とつぶやき、何が足りないんだろう、と思う。

　下から声が聞こえた。

「訓練の時は好成績、そして後こう衛えいで、援えん護ごの範囲射しや撃げきを行うときも良好。しかし──、実戦を目の前に出来る前ぜん衛えいでは駄だ目め、か。全竜交渉部隊チームレヴアイアサンから外れるか？　新しん庄じよう」

　新庄はわずかに息を詰める。

　が、そんな新庄を見てか、下から届く声は笑う。

「──はン、何を深刻な顔をしてるんだ？　監督ではあるが、俺の一いち存ぞんでどうにかなることじゃないって解わかってないのか？　お前はオヤジの推すい薦せんで加えられたメンバーだからな。オヤジの許可と、お前の同意がなければどうにもならんよ、お前の進しん退たいは」

　笑う声に、新庄は眉を詰め、一度奥おく歯ばを噛かむ。

「貴方あなたは、何でいつもそうなんだよ！　ボクを拾ったときから……」

「教えてやろう」

　笑みを含んだ声は言う。

「俺が何もかも知っていて、何も解っていないからだ」

　ほら、と声は告げた。

「馬鹿どもが危ないぞ。お前に出来ることをしろ」

　広場を見た新庄は、言われた意味に気づいた。

　銃じゆう撃げき音とともに動く佐さ山やまとＳエスｆエフの周囲。彼らの攻撃に倒された影がある。

　しかし、その内の幾いくつかに、動きが戻りつつあった。最初にＳｆに倒された従じゆう者しや。彼が立ち上がろうとしている。その姿は、敵の陰になって佐山達には見えていない。

　新庄は幹の上で立ち上がった。

「佐山君……！」





●






　Ｓｆは、前から飛び込んでくる騎き士しに対して右肩から飛び込んだ。

　クーラーボックスを右に抱えたまま、彼女は騎士との距離を一いつ瞬しゆんで詰める。

　騎士がこちらに長ちよう銃じゆうを向けた。

　向かうＳｆは、左の機き関かん銃じゆうをわずかに上げ、動く。

　己おのれの機関銃を敵の銃じゆう身しんに叩きつけた。

　金属音。

　そのままＳｆは騎士の長銃を下へと押さえつけ、前へ。走る右足で地面を踏み、次の左足で下がってきた長銃の銃身を踏みつけた。

　騎士の長銃、その先端が地面に対して斜めに刺さる。

　Ｓエスｆエフは左腕の機き関かん銃じゆうを杖のようにつき、前へ。

　機関銃を地面に突き立て手から離す。そして騎き士しの長ちよう銃じゆうを踏んだ左足を１ワンステップに、次の右足を振り上げ、長銃を昇る。

　振り上げた右足はそのまま蹴けりとなった。

　足の飛ぶ先、狙いは騎士の顔面。一直線の速い蹴りだ。

　判断は一いつ瞬しゆん。

　騎士が長銃を離した。

　彼は長銃のストラップだけを手に残し、背後へと跳ちよう躍やく。

「っ！」

　騎士が下がりながらストラップを強く引いた。地面に刺さるような形で残っていた長銃が、蹴り途中のＳｆを上に載せたまま強く引かれる。

　わずかな反動。それとともに長銃が地面から引っこ抜かれた。

「!?」

　長銃に左の軸じく足あしを掛けていたＳｆの身体からだが、足下をすくわれて後ろへとひっくり返る。

　彼女はそれでも引かれていく長銃を蹴りつけ、高く背後の空へと跳ぶ。

　だが遅い。

　もう既すでに、騎士はストラップに引かれて戻った長銃を手にホールド。

　彼は宙を転ぶＳｆへと照しよう準じゆんを設定した。

　引き金を絞しぼろうとした。そのときだ。

　Ｓｆの身体が宙で縮ちぢまり、小さく一回転した。

　後ろへと、宙にしゃがみ込むような姿勢をとったＳｆの、その足下を支えるものがある。

　先ほど彼女が、杖のように地面へ突き刺した己おのれの機関銃だ。

　天に向かって突き立つ銃じゆう床しようの上に、Ｓｆは右の足をついた。

　直後、身を伸ばして跳躍する。

　スカートが空気を翻ひるがえし、その足の下を騎士の長銃から生まれた光こう弾だんが抜く。

　Ｓｆは跳ぶ。

　宙でクーラーボックスを頭上に振ると、それを支点に側そく転てんを一度。

　騎士の背後へと着地した。

　騎士が背後のＳｆに盾を向けるのと、騎士に背を向けた姿勢のＳｆが、クーラーボックスから一つのものを取り出して投げるのは同時。

　脇を抜き、手首の動きだけで投げられたのは、円えん筒とう形の大きな影。

　対する騎士は反射神しん経けいの動きで盾を振り、宙を飛んできたものを横よこ薙なぎに払った。

　重いが、しかし柔らかい音がして、盾に一つの物体が弾はじかれる。正確にＳｆの方へと。

　騎士はそのまま身を回し、長銃をＳｆに向けようとする。

　そのとき、騎き士しは自分に投げられたものの正体を確認した。

　五〇〇ミリのペットボトル。

「……な」

　呆ぼう然ぜんとする声を前に、Ｓエスｆエフが立ち上がる。

　身体からだは既すでに騎士へと。左手はクーラーボックスの中に。そして視線は騎士のがら空あきになった胴どう体たいの中央部へと。

　氷のぶつかる音ともにクーラーボックスから長い鉄てつ塊かいが引き抜かれた。

　散さん弾だん銃じゆう。

　Ｓｆは一度銃じゆう身しんを前に振り、その反動でコッキング。

　戻す反動で引き金を絞しぼった。

　射しや撃げき音。

　弾だん丸がんはまず、騎士とＳｆの中央に飛んでいたペットボトルを破は砕さい。

　直後に騎士の胸当てに直ちよく撃げきした。

　打撃音。

　アッパーカットを食らったように騎士が後ろへと吹き飛ぶ。

　そのときだった。広場に声が響ひびいた。

「──佐さ山やま君！」

　声のした方に振り向いたＳｆは、大きな影を見る。

　先ほど自分が倒したはずの従じゆう者しやだ。伏していた巨体が起き上がり、こちらへと飛び込んできていた。

　射撃直後のＳｆに回避運動は無理な注文だ。

　しかも従者の右手にあるのは一本のナイフ。一呼吸もない間に直ちよく撃げきする。

「全ぜん損そんと判断します」

　と、Ｓｆは無表情に告げた。ショックに備えて身体の力を抜く。

　直後。突っ込んでくる従者に対し、横からの一いち撃げきが飛んだ。

「……!?」

　佐さ山やまだ。

　Ｓｆの斜め右の後ろから、斜面落下の勢いと全力をもって、佐山が後ろの回し蹴げりを放っていた。風を切って飛ぶ踵かかとは、鋭い弧こを描いて従者の脇わき腹ばらに着ちやく弾だんする。

　打つ、というよりも穿うがつ音がした。

　従者の身体が直進力を失う。

　が、一撃を入れた佐山は、慣かん性せい力りよくの大きさから半なかば弾はじき飛ばされるようにして宙を飛ばされた。伏せるように彼は着地して、一息。

　彼の目はＳｆを見ていない。彼が見ているのは林の方。

　そちらの斜面に新しん庄じようが立っていた。

　佐さ山やまの視線を知ったＳエスｆエフは、自分の判断を改める。

「中ちゆ破うはと判断します」

　直後、突っ込んできた従じゆう者しやとＳｆは交差した。

　繊せん維い質しつを断ち切る音が一つ。

　Ｓｆの右肩から先が宙を舞った。

　同様に、クーラーボックスが支えを無くして地面に転がる。

　佐山が振り向いて問う。

「痛むか？」

「いえ、痛つう覚かくはありません。痛みを得ていては、至いたる様のお傍そばにはいられませんので」

　返事とともに右腕が土の上に落ち、斜面の下側に向かって二、三転てん。

　そしてＳｆは見た。

　背後、従者が口元から血をこぼしながら、次の攻撃を仕掛けてくるのを。

　Ｓｆは身体からだを回し、迎げい撃げきに入ろうとする。が、その目がわずかに細められた。

　突とつ撃げきしてくる従者の背後、僧そう侶りよの書く文字で立ち直った騎き士しがこちらに長ちよう銃じゆうを向けていた。そして彼の背後では、一人残った魔まじ術ゆつ師しが、空中に光で文字を書き込んでいる。

　魔術師の視線が自分達ではなく、林の方へ、そこから出てきた新庄の方に向いていた。

　背後で佐山が動く気配がある。Ｓｆも動き出す。だが、

「……！」

　Ｓｆが散さん弾だん銃じゆうを持つ左腕を動かすより、佐山の気配が完全に動き出すより、従者の突撃と騎士の射撃、魔術師の投とう射しやの方が早かった。

　三連続の力が放たれる。
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　佐山は見た。力が来たのを。

　しかし、それは正面からではなかった。真上。突撃してくる従者の頭上から来た。

「何してんのよ……っ！」

　女性。

　白の軽けい装そうに身を包み、両手に長いシルエットを携たずさえた女性が、従者の背に踵かかとから激げき突とつした。それは着地と言うよりも相手を地に沈める杭くい打うちだ。

　女性の持つ物を片かた刃ばの長槍に盾と認識したときには、既すでに地面に巨体のぶつかる音が一つ。

　従者は身体に見合うハンマーで殴られたように、バウンドもせず地面に叩き付けられた。

　従者の握ったナイフが地面に突き立つ。位置にしてＳｆの眼前十五センチ。彼女の足先だ。

　だが、彼女は破は損そんを逃れた。佐山も、何事もない。

　どういうことだ、と佐さ山やまは思い、そして二つの流れを思い出す。

　従じゆう者しやの背後にいた騎き士しと魔まじ術ゆつ師しのことだ。

　騎士は、長ちよう銃じゆうの弾だん丸がんを発はつ射しやしていた筈はずだ。

　が、着ちやく弾だんと同時に二十メートル四方を破壊する光の弾丸は、こちらに来ていない。

　佐山はわずかに眉をひそめて奥を見る。

　倒れた従者の背。そこから立ち上がる人影の向こう。もう一つの、別のシルエットがある。

　一人の青年。

　白のコートに身を包み、両腕には巨大な片かた刃ばの剣を携たずさえている。

　柄え尻じりを上に、彼の身体からだをカバーするために下へと構えられた白の大たい剣けんは、その片刃から青白い放電を作っていた。

　この二人を佐山は知っている。

　佐山の記き憶おくを再確認するように、Ｓエスｆエフが彼らを見て告げた。

「遅うございます、出雲いずも様、風かざ見み様」

「そう言いなさんなって、……間に合わなくて右腕そうなったことは謝るけど」

　御ご免めんね、と、曲線的なラインの長槍と盾を抱えたのは、風見だった。

　昨夜に新しん庄じようが着ていた白のスーツと同じ格かつ好こうだが、腰をラップ状に布が包んでいる。また、背には中折れ式のバックパックのようなものを一つ。

　風見は学校で見せるのと同じ笑みをこちらに向けてきた。

「あら？　あんまり驚いてないわね」

「当たり前だ。いつもの君らの奇行からすれば、このくらいは容易たやすい」

「そりゃまあ、残念なことだぜ」

　出雲の声が響ひびく。

　こちらに背を向けていた彼は、巨大な剣を右腕一本で下に降ろし、振り向いた。

「全竜交渉部隊チームレヴアイアサン、実働班、出雲・覚かく。──って名乗ると格好いいか？　どうよ？」

　佐山は無視した。

　気になっていたことがある。魔術師の術じゆつのことだ。それは間違いなく新庄の方へと飛んだ。

　大丈夫だろうかと、佐山はゆっくりと振り向く。

　と、視線の先、林の前に、長ちよう髪はつを揺らした人影が一つあった。新庄だ。

　それだけではない。

　やはり新庄の傍かたわらにも知った影があった。白のシャツに黒のベストとトルーザーをまとった長身の老人。黒い手袋以外は無む手てで立つ彼の名を、佐山はつぶやく、

「衣きぬ笠がさ書庫の司し書しよ、ジークフリート・ゾーンブルク……」

　彼は頷うなずき、振り向いた。青い目の視線がこちらと合う。そして白い顎あご髭ひげが動き、

「その呼び方には一つ付加が必要となるな、元護ご国こく課顧こ問もん・魔法使い、と」

「更にもう一つ必要であろう!?」

　叫んだ声は騎き士しのものだ。

　皆の視線が騎士に集中する。騎士はジークフリートに勢いよく長ちよう銃じゆうを振り上げ、

「我らの１ｓｔ─Ｇギアを滅ぼした大たい罪人めが!!」

　彼の声と動きに、最も近くにいた出雲いずもが反応した。

「やめとけ、っつーの！」

　声と共に大たい剣けんを横よこ薙なぎに振り払う。片かた刃ばの剣は軌道も滑らかに、宙を容易たやすく疾走。

　だが、響ひびいた音は騎士の鎧よろいを打つものではなかった。

　魔まじ術ゆつ師し。

「何!?」

　老女は手にしていた杖を盾に、騎士の前に出て出雲の剣を受けた。

　杖が歪ゆがんだ直後に折れ、彼女の身体からだが吹き飛ぶ。

　その代だい償しようと共に、騎士は長銃の引き金を絞しぼった。

　金属音を奏で、長銃に装そう填てんされた本が光を放射。

　射しや撃げき。

　ジークフリートに向かって、光が浅い弧こを描いて飛んだ。

　まるで彼を上から殴りつけるように。

　対するジークフリートは、右手を軽く振る。

　と、掌てのひらから下に落ちるものがあった。

　紙だ。

　ジークフリートは一歩を前に出る。

　右腕を大きく振り、彼が狙うのはまず飛来する光。

　直径五メートルほどに膨ふくれ上がった力の固まり。

　それに対して彼は無む造ぞう作さに右手の紙し片へんを叩きつけた。

　直後。

　力の光がいきなり消えた。

　誰もが目を見張った中、ジークフリートは次の一歩を踏み、

「！」

　走り出す。

　彼の右手、頭上に掲げられた紙片の上に文字が載っていた。

　先ほどまで白紙であった紙の上、強い筆ひつ跡せきで書き連ねられたのは一つの被ひ害がい調査書だ。

　文字は読めないが、イメージは伝わってくる。

　それは街の中、ある地区の死亡者数とその内訳。

　ジークフリートは走りながら紙片を握った。

　筒つつ状じように握られた紙し片へんから光の刃やいばが突き出す。

「……恨うらみの力か」

　つぶやく動きの全ては一いつ瞬しゆん。

　騎き士しの懐ふところへとジークフリートは飛び込んだ。

　騎士が長ちよう銃じゆうを構えて一いち撃げきを放つ。

　が、攻撃はジークフリートの脇を抜けた。

　沈み込むような動きを見せたジークフリートは、そのまま掲げた光の剣を振り下ろす。

　一撃の行く先は騎士の長銃だ。

　走る軌道は光の残ざん像ぞうで見え、切断の音は石を割る音に近い。

　断たれた長銃の前側、本の装そう填てんされた箇所が垂直にずれ、落ちていく。それを見ながらジークフリートは立ち上がり、左手を振った。

　騎士が長銃を捨て、身構えた。

　が、ジークフリートの左手は、騎士へと向かわない。

　彼は宙を落ちていく本を左手でホールド。

　そのままジークフリートは騎士へと本を差し出し、告げた。

「──落とすな。本は大事に。酷こく使しするときも、な」
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　日が傾きだし、建物や人の影が、少し斜めになる。

　東京の西にある尊たか秋あき多た学院の校舎群も、己おのれが落とす四角い影を斜めに歪ゆがませる。

　学院西にし側がわの二年次普通校舎の裏側、そこに落ちる影の中に、更に二つの影があった。

　ブレンヒルトと黒猫だ。

　ブレンヒルトは息を切ってあえぐ黒猫の言葉を消していない。黒猫は腹はら這ばいに、小こ声ごえで、

「いや、人生で一番焦あせったよ。監かん視し対象を追っていったらドンパチ見ることになって、しかもいきなり射しや撃げきされるなんて思ってなかったもん。散歩がてらに生なま身みで行くもんじゃないね」

「よく考えると、貴方あなたは１ｓｔ─Ｇギアの歴史にもの凄すごく関わった猫になるんじゃないかしら。ともあれ、逃げて来れて良かったわ」

「心配してくれてるの？　有あり難がたいなあ」

「そうね。今まで築き上げた私と貴方の良い関係が無む駄だになってしまうもの」

「僕は〝良い〟って意味がこの世に幾いくつもあるって今いま知ったよ……」

　一息つく黒猫に、ブレンヒルトは言う。

「とにかく、私が学食に行くのを足止めしてまでの急いだ報告は、何？」

「〝王おう城じよ派うは〟は降伏する、ってことだよ。タカ派の全員が出てきたけど、負けた」

「負けた？　全員で？　ＵＣＡＴの方は誰が出たの？」

「解わかっているだろう？　僕が誰を監視していたのか。僕にとって今日の〝王城派〟のテロは彼の追跡で見つけた派手なオマケだよ。──出たよ、彼は、戦闘にね」

　ブレンヒルトは、自分達の監視対象の名を確認するようにつぶやいた。

「……ジークフリート・ゾーンブルク」

「そう、だけど彼はゲストでしかなかった。主力は別さ」

　その言葉に表情を硬くしたブレンヒルトに黒猫は言う。笑みを含んだ口調で、

「この学校の生徒会会長と副会長、そして会計、……彼らが全竜交渉部隊チームレヴアイアサンのようだよ。他、自動人形が一人いたけどゲストのようだったね。どうする？」

「どうするって……、敵になるならば、有ゆう事じの際には戦うだけよ」

　言うと、黒猫は黙った。ゆっくりと息を整え、ブレンヒルトを見上げる。

　ややあってから、黒猫は問う。

「出来る？　いくら君でも、彼らに恨うらみは無いんだろう？」

「でも、敵であるならば仕方ないでしょう？」

「今、そこですれ違い、君に挨あい拶さつするかもしれないのに？」

「戦う場で挨拶するとでも思ってるの？」

　ブレンヒルトが言うと、黒猫はじっと主人を見上げた。

　わずかな時間の後、そうなんだ、と頷うなずき、上げた視線を下げる。かすかに口を開き、

「でも君は、ジークフリートから教えてもらった歌を憶おぼえている人だ」

　対するブレンヒルトは吐息。腰に手を当て、首を傾かしげる。

「何の意のつもりか知らないけど、あまり困らせないで」

　わずかに考え、うなだれたように下を向く黒猫に彼女は言う。

「確かに戦場では敵になるかもしれないけど、ジークフリートは別として、全竜交渉部隊チームレヴアイアサンは編成中の筈はず。ならば、他の皆はまだ敵になると決まったわけではないんでしょう？　違う？」

「うん、副会長がいろいろ話を聞いていた。まだ、全竜交渉部隊チームレヴアイアサンはちゃんと出来上がってない」

「だったらどうなるか解わからないじゃない。私達は、１ｓｔ─Ｇギアを滅ぼしたジークフリート達と違って、まだ明確に戦闘員ではない者を殺そうとは思わないわ」

「そう……。うん、だったら良かった」

　と顔を上げる黒猫に、ブレンヒルトは無表情を返し、何も言わない。黒猫は、

「これって、良い関係？」

「自分で言うのは最悪よ」

　ブレンヒルトは頬ほおに片手を軽く当てて苦笑。しばらくしてから、手を下ろし、

「でもね、〝王おう城じよ派うは〟は古ふる巣すの和わ平へい派はに合流するでしょう。ＵＣＡＴも、それを奨すすめるでしょうしね。私達と話し合いの席を設けるには、仲ちゆう介かい役やくの和平派を強くしなければ駄だ目めだもの」

「難しい話だね」

「そうね。でも、〝王城派〟は哀あわれね。こんな小さな戦いで満足出来るならば、闘争なんて昔にやめておけば良かったのに。本心ではずっと和平派に戻りたかったのかもしれないわね」

「だからここでそこそこの騒ぎを起こして捕らえられ、自分達は主義を通したと納なつ得とくした上で和平派に同調、と。そういうこと？　でも、何な故ぜ？」

「誇りよ。そのために。……だから嗤わらうことは出来ないわ。滅ぼされた私達が失ったものを、〝王城派〟は少なからず取り戻したのだから。それを持たない私達が嗤えることではないわ」

　頷き、行きましょう、とブレンヒルトは言う。足が向くのは学食だ。

　猫の言葉を止めるため、ブレンヒルトは右手に青い石を掴つかむと、宙に字を書こうとした。

　そのときだ。一つの小さな音を聞き、ブレンヒルトは動きを止めた、

「鳴き声？」

　という彼女の声に、黒猫があたりを見渡し、

「──あれだ」

　と、三年次普通校舎の前にある並木に顔を向けた。

　端の一本。その下から小さな高い鳴き声が聞こえる。

　ブレンヒルトはわずかに小走りに近づき、見た。羽が揃そろった、しかしまだ幼い小鳥が、幹の下で飛べぬ羽ばたきを繰り返しているのを。

　午後の日差しの下。鳴き声が響ひびいている。
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　佐さ山やまと大おお城しろは広場の東側、休憩所のベンチに座っていた。

　状況報告に行った新しん庄じようは、今、隣となりにいない。佐山はそのことに軽い吐息を一つ。

　見れば周囲の風景は１ｓｔ─Ｇギアの騎き士し達が来る前と変わっていない。

　石垣は崩れておらず休憩所も壊れていない。全ては概がい念ねん空間の中で起きたことだと、今更ながらに佐山は実感する。

　至るところで色とりどりの制服姿すがたが動いている。ＵＣＡＴの職員達だ。

　戦闘の後、騎き士し達は降伏し、概念空間が中和解かい除じよされると同時に、皇こう居きよ東側の坂さか下した門もんからＵＣＡＴの輸送車が来た。運送屋や植木屋や移動屋や台たいや警備会社に偽ぎ装そうしてきた数々の車。

　それから降りてきた皆は、やはりその偽装に合った格かつ好こう。だから制服は不統一で色とりどり。

　佐山が見るからに、運送屋が調査班で植木屋が医いり療よう班、移動屋台が整備班だ。警けい備び会社はそのまま広場入り口の警備に立つ。

　運送屋の制服に連行されていく騎士達。彼らを見る佐山に、左に座る大城・一かず夫おが口を開く。「あの騎士達は１ｓｔ─Ｇの過か激げき派はの一つだな」

「明日、和わ平へい派はと暫ざん定てい交渉と聞いたが、このような派手な案あん配ばいになるのかね？」

「大丈夫。和平派は話し合いを望んでおるよ。だが」

「だが？」

　という佐山に対し、行き来する制服を背景に、大城は右の指を二本立てた。

「新庄君から聞いておるだろう？　１ｓｔ─Ｇの概念核は二つあるんだな」

「何やら、剣と、機きり竜ゆうというものに封じられていると」

「そう。一つはＩＡＩ本社地下のＵＣＡＴ西支部に格かく納のうされた聖せい剣けんグラム。もう一つは……、所しよ在ざい不明の最大過激派グループ、〝市街派〟の機竜ファブニール改の中だ。改かい型がたになって出力炉を稼働用と武装用に二つ持ったらしいが、武装出力炉に概念核を封じておる。厄やつ介かいだな」

「ファブニール、か」

　グラムにファブニールという名を、佐山は聞いたことがある。

　……欧州の叙じよ事じ詩し。

「ニーベルンゲンの指輪だな。祖父に、それを題材にしたオペラへ連れて行かれたことがある。感想が噛かみ合わずに帰宅してから殴り合いになったが。──だが何な故ぜそれが？」

「そこらへんは後で説明しよう、枝し葉よう末まつ節せつでな。ともあれ真の交渉相手は概念核の片方を持つ過激派だ。そういう場合は──」

「和平派を仲ちゆう介かいに立てるのが一番だ。明日の事じ前ぜん交渉は、そのためかね？」

「そう。なるべくならば争いたくはない。……我々が望むのは、彼らから概がい念ねんを受け取り、解放することでな。拒否する者達も多いだろうが、我々はかつて各Ｇギアを滅ぼした反省として、二度と戦争をする気はないんだなあ」

　右の親指を上げてみせる大おお城しろを、佐さ山やまは無視した。さて、と言い、

「つまり──、過去の遺い恨こんを収めながら概念の解放を確約し、世界がマイナス化するのを防げ、と？　随ずい分ぶんと都つ合ごうのいい話を私に押しつけようとする」

「そのための交渉でな、全竜交渉レヴアイアサンロードは」

　そして大城は指を五つ立てる。

「全竜交渉レヴアイアサンロードには佐山・薫かおる──、御み言こと君のお爺じいさんが五つの条件を立てておられる」

　親指を折り、

「第一に、佐山・御言の探たん索さくに対し、同意する各Ｇ代表は自Ｇ以外の情報を漏ろう洩えいせぬこと。また、Ｇ崩ほう壊かいに関係する情報は、原則として佐山・御言達が自ら調査、判断するものであり、他の何者かが指導することを禁ずる」

　と言って、大城はこちらを窺うかがい見た。

「何か質問はあるかな？」

「後でまとめて言うつもりだが、どうかね？」

　おっかないなあ、と大城は微笑。人差し指を折り、

「第二に、ＵＣＡＴ関係者は、全竜交渉レヴアイアサンロードの開始前ぜん提てい情報と、友好Ｇの代表紹介以外、全Ｇの情報と、崩壊に関係する情報を指導、公開することを禁ずる」

　中指を折り、

「第三に、協力者の補充は不問とするが、強制は不ふ可かとする」

　薬指を折り、

「第四に、ＵＣＡＴは佐山・御言が自ら行動する際、全力を持って協力態勢をとる」

　最後に小指を折って、

「６ｔｈ─Ｇ、１０ｔｈ─Ｇとの交渉は既すでに終了しているので、この二つのＧについては交渉を改めて行わず、他Ｇとの交渉を急ぐこと。それも早急に、あらゆる手段をもって」

　と言った。そして大城は両の手を軽く下に広げ、首を傾かしげ、

「どうかなあ」

　佐山は答えた。頷うなずき、顎あごに手を当て、

「単たん刀とう直入に言うと弊へい害がいがあるので婉えん曲きよくするが、──私の祖父は馬鹿か」

「おぉ、言うなあ。じゃあ私も婉曲に言っていいかな？」

　頭を抱え、

「キビシ～っ」

「さて、無視して言わせていただこうか」

「…………」

「交渉をしろと言いつつ、相手の情報も何も、全て、手探りで進めろ、と？　無知による間違いが起きたらあの男はどうするつもりだ。地じ獄ごくに堕おちろ。──もう堕ちてるだろうが」

「まあ落ち着け。いいかな？　全竜交渉レヴアイアサンロードに肯定的なＧギアの代表者には折おり々おり紹介するでな。そして、佐さ山やま翁おうの真意は、御み言こと君達に過去を知識として得てもらうことではなく、経験してもらうことなのだと思うんだがな。……懐ふところの獏ばくも、佐山翁からのアイデアでなあ」

　大おお城しろは手を伸ばして、獏の頭を撫なでながら言う。対する佐山は、

「アイデアも何も、未いまだに私には今の状況全てが信じられないが」

　と、頷うなずいた佐山は、ふと、自分が文句を言いつつもやる気になっていることに苦笑。

　冷静ではないな、と思う。

　……まだ関わるかどうかを決める段階だと言うのに。

　その思し考こうだけで落ち着く。譲ゆずられる権利をまだ受けると決めたわけではない。解わからないことが多く、まだ序じよの段階でいろいろ教えてもらっているような状態だ。特に、佐山が問題に思うのは〝あらゆる手段〟と言うように、命のやりとりの有う無むが前ぜん提ていになっていることだ。

　確かに、過か激げき派はが概がい念ねん核かくを持っていた場合、話し合いで決着できる保証はない。

　全竜交渉レヴアイアサンロードは世界がマイナス概念に落ちて滅びるのを防ぐ交渉だ。

　そのためには戦闘も辞じさず、そして、危険を冒おかすだけの価値もある。が、

　……しかし、私にはそれが出来るのだろうか。

　疑念。

　それは考えても解らない問いだ。だから佐山は首を横に振った。

　気分を切り替え、１ｓｔ─Ｇに対して気になったことを大城に問う。

「先ほどの話の続きを聞きたい。戦闘中、騎き士しの長ちよう銃じゆうの本からヴォータン王国という名を見た。そして先ほど、聖せい剣けんグラムとか、ファブニールという名も聞いた。……これは」

「北欧や独逸ドイツを中心に広まっている英雄叙じよ事じ詩し〝ニーベルンゲンの災わざわい〟、そしてその原盤になった北欧の伝説、ヴォルスンガ・サガだ」

　左手側、背後から響ひびいた声は、ジークフリートのものだった。





●






　振り向くと、ジークフリートを真ん中に、出雲いずもと風かざ見みもいる。二人の装備は既すでに解除され、移動屋や台たいのお好み焼き屋に収納されつつあった。

　佐山は三人を見み据すえつつ、

「どういうことかね？　何な故ぜ、異世界である１ｓｔ─Ｇが、こちらの世界の叙事詩と同じ言葉を持っている？」

「何故それらを、こちらの世界のものだ、と思う？」

　問われ、佐さ山やまは言葉を失う。対するジークフリートは、首を一度下に振ってから、言う。

「かつて出雲いずも航空技ぎ研けんに護ご国こく課かが設けられ、そして有能な研究者や、テストパイロット達が選ばれた。独逸ドイツからも〝魔法使い〟がやって来て、地脈の改造に乗り出した。が、世界と日本を繋つなぎ、日本に世界の地力を持ち込む施設が起動したとき、日本の各地で異い変へんが起きた」

「異変？」

「──世界各地で伝説とされていた化け物や世界が、地脈で繋がった日本に現れたのだよ。地脈を改造したため、他のＧギアとの接点率が増した。概がい念ねん空間が日本の十カ所を中心に連続して開き、ときに我々との戦闘になった。そして解わかったのは……」

　一息。

「日本の地脈を改造した十カ所、そこに現れる他の十のＧの文明が、それぞれ、地脈に対応する地方の伝説や神話、文明によく似に通かよっていることだった」

「それはつまり……」

　応じたのは風かざ見みだった。彼女はやれやれと両手のひらを上に挙げ、

「──そういうこと。このＬロｏｗウ─Ｇはね、発生以来、各Ｇと幾いく度どか交差し、そのとき、幾いくつかの接点を持っていたのよ。このＬｏｗ─Ｇは、各Ｇのマイナス概念の吹きだまりで、しかし、それゆえ、他の全Ｇの文化の特性を得ていたの」

　それだけ言うと、風見はジークフリートの前を通り過ぎ、出雲いずもの肩に手を置く。そして、

「ま、私は成り行きとつき合いでＵＣＡＴの一員やってるわ。概念空間だと体力差や腕力差もどうにか出来るから。──佐さ山やま、アンタの関わろうとする理由は何？」

「解らない。まだ、理由も何も無いものでね」

　そう、と頷うなずき、風見は右手の指ゆび鉄でつ砲ぽうを作った。こちらの額ひたいに狙いをつけ、

「昨夜ね。あの森に私達もいたのよ。そして、最後の狙そ撃げきを決めたのは私」

「…………」

「私は成り行きとつき合いで関わってるけど、そこまで深入りしてる。考え直すなら今の内だって憶おぼえておいてね、佐山。それと」

　風見は指鉄砲を下げ、出雲の手を取って歩き出す。

　え？　もう帰るのか？　という出雲を引くようにして風見は歩いていく。

　出雲が慌あわててこちらに手を振り、風見が苦笑と共に振り返る。彼女は、偽ぎ装そうされたピザの街がい頭とう焼やきワゴンの方に足を進めつつ、苦笑を微笑に変えた。念を押すように、

「ま、学校ではいつも通りにいこうね」

　それだけ言うと、彼女は前を見る。こちらに背を向け、出雲を引いて去っていく。

　立ち去る背を見てから、佐山はジークフリートに目を向けた。

　長身の老人も二人を見ている。

　佐山とジークフリートの代わりに言葉を作ったのは、大おお城しろ・一かず夫おだった。

「あれでなかなか、御み言こと君に気を遣つかっているなあ。風かざ見み君、いいなあ」

「何を悪ぶっているのか理解に苦しむがね。あと御ご老ろう体たい、年寄りの冷ひや水みずという言葉を知れ」

　佐さ山やまの物言いに、ジークフリートが口元に小さな笑みを漏らす。

「懐なつかしい口調だ。学校で君とあまり言葉を交わしたことは無いが、佐山の個性は充分に受け継がれているようだな。佐山の孫よ」

「孫とは言っても佐山の養子の息子むすこだ」

　こちらの言葉に、ジークフリートは笑みを苦笑にする。

　彼の苦笑に、ふと、佐山は左の胸に重苦しさを感じた。その理由を彼は思い至る。ジークフリートは戦闘中に言ったのだ、己おのれを元護ご国こく課かだったと。

　……祖父のことを知っているのだろうな。

　その思いのため、ジークフリートに放つ問いは別の角度から出た。

「何な故ぜ、１ｓｔ─Ｇギアを滅ぼした男が図書室の司し書しよなどしている？」

「あの場所は概がい念ねん戦争に関する資料が含まれている。ＵＣＡＴから依頼があると、私が代理で調べることにしている。それ以前は独逸ドイツＵＣＡＴで兵器のテスターをしていたのだが──」

　詰まった言葉を継いだのは大城だった。

「彼自身の能力が高すぎたのでな。兵器の純粋能力が調べられなかった。──だから九年前、前任の司書が亡くなったとき、懐かしい日本に来てもらったわけだ」

「では貴方あなたも……、全竜交渉レヴアイアサンロードに関わるのか？」

「私が関わるのは１ｓｔ─Ｇの交渉だけだ。それ以外に関わる権利はない」

　そして、彼は軽く目を伏せ、つぶやくように言った。

「私が滅ぼしたのは１ｓｔ─Ｇだけなのだから」
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　日の当たる幹の下。小鳥が羽ばたきで地面を叩いている。

　その前に立っているのは、ブレンヒルトと黒猫だ。

　黒猫が駆け足で小鳥に近づき、慌あわてた動きでブレンヒルトに振り返る。

「どどどどどどどうしよう!?　え、えらい現場見てるぞなもし！　どうしよう？　可哀想かわいそうだよこれ、ど、どうにかならないかな!?　食っちゃっていい!?」

「最後が本音？」

　半はん目めで問いかけ、ブレンヒルトはしゃがみ込む。

　見れば小鳥は黒い頭を仰のけ反ぞらせて鳴いていた。白い胸の中央、ネクタイのように黒くなった羽が目立つ。地面を叩く小さな翼つばさはわずかな青と、やはり黒。

　小さいが、色彩のはっきりした成鳥寸すん前ぜんの姿だ。座るブレンヒルトはわずかに眉をひそめ、

「私達が関わるのは駄だ目めよ。こういうのは自然の摂せつ理りなの。……上うえ見て」

　猫とブレンヒルトは上を見る。ポプラの木の枝の上には、黒い小さな半円の固まりがある。鳥の巣だ。が、そこからは、

「──鳴き声がしてないでしょう？　他の子達も、親鳥も飛び立ったのよ。この子はね。おそらく、飛べないの。本当は飛べるのかもしれないけど。そのことを思い出せなかったり、ちょっと力が足りなくて、飛べなくなっているのよ」

「詳しいね」

「昔、怪け我がした鳥を飼ったことがあるから」

「じゃあ、また飼ったら？」

「駄目。……って何よその目は。駄目なものは駄目。絶対」

「あのさ、訳わけ解わからないよブレンヒルト。自然の摂理とか言って、前は破ったんだろ？」

「うるさいわね」

　言って、ブレンヒルトは手を伸ばして黒猫の尻尾しつぽを掴つかもうとした。が、黒猫はステップしてかわす。砂利じやりの音を小さく立てながら、黒猫は羽ばたく小鳥の向こうに回った。

　ブレンヒルトが眉をひそめ、小鳥が黒猫の影に羽ばたきと囀さえずりをやめる。

　ブレンヒルトは手を前に出したまま、

「こっちに来なさい。これから食堂に行くんだから。ほら、アンタの餌えさももらってこないと」

「いいよ、餌ならここにあるから」

　ブレンヒルトが立ち上がる。吐息して、

「どういうつもり？」

「自然の摂理だって、そんな意味のことを言ったじゃないか。僕は腹が減ってるし、ちょっとストレスも溜まってるからウサも晴らしてみたい。……そういうもんだろ？」

　こら、とブレンヒルトが砂利を鳴らして前に出ると、黒猫は同じ距離だけ下がった。

　彼女は問う。

「……もし、私がいなくなったらどうする気？」

「そりゃ取って食うよ、本能に従って」

「つまり、私がこの子を餓が死しするまで見守らない限り、貴方あなたにはチャンスがあるのね」

　下を見た。対する小鳥は羽ばたくのをやめ、ブレンヒルトを見上げている。

　そして小鳥は小さく一ひと鳴なきした。

「…………」

　無言で、しかし、ブレンヒルトの眉まゆ尻じりはわずかに下がる。

　小鳥が動く。軽く身体からだを上げて羽ばたきを見せた。彼女の方を見上げながら囀る。小さな鳴き声は連続してやまない。それを聞きながら、ブレンヒルトは目を伏せた。

　肩を落として吐息。その後に出る言葉は黒猫に対してのもので、

「あのね？　……いい？」

「うん」

「内容言いってないのに〝うん〟って答えないのっ!!」

「確かにそうだけどさ、あのさ、……今ので少しストレス解消になった？」

　うん、とブレンヒルトは肩を落とした。右手を上げ、人差し指を立てて、

「あのね？　ものすごく、責任かかるのよ？　軽いことじゃないのよ？」

「……僕を使つかい魔まにするときは凄すごい気軽だった気がするんだけど」

「やかましい」

　もう、とつぶやき、ブレンヒルトは再びしゃがみ込んだ。小鳥に手をさし伸べると、小鳥はわずかに迷ったが、翼つばさで地面を叩いて掌てのひらの上に飛び乗ってくる。軽く丸めた掌の中が安心出来るのか、掌のくぼみに身を落ち着け、小さく鳴いた。

　ブレンヒルトは小鳥を見て、つぶやく。

「やっちゃった……」

「あーあ、自然の摂せつ理りを破っちゃった！　いけないなあ、ブレンヒルト君！」

　どうにかしてやろうとしたが、手がふさがっている。頬ほおを赤く染めて歯を噛かむ彼女に、

「うわ、人生で初めて勝利の気分！　これからは僕の──、うおっ!!」

　尻を爪つま先さきで蹴けり飛ばしてからブレンヒルトは猫に背を向けて歩き出す。

　猫は早足のブレンヒルトに慌あわてて着いていく。

「どこ行くの？」

「学食。この子用ようの餌えさとか、段ボール箱とかもらえるだろうから」

「僕の餌は？」

「自然の摂理に従って鼠ねずみでも食ってきたら？　いい下水を紹介するわよ」

　嫌な顔する黒猫を無視して吐息。手の中、嘴くちばし開けて囀さえずる小鳥を見て、

「でもホント、いけないのよ、これ。放っておくべきことが自然の摂理なのに」

「だから自然のケダモノである僕が取って食おうと」

「アンタよく考えたら自然な生き物じゃないでしょうがっ！」
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　傾きだした午後の陽光の下。皇こう居きよ東側、坂さか下した門もんがある。

　濠ほりを渡る橋の欄らん干かんに座った佐さ山やまと新しん庄じようは、門から撤てつ収しゆうする偽ぎ装そう輸送車群を見ていた。

　風かざ見みや出雲いずもはジークフリートと共に先の偽装車で帰っていった。

　Ｓエスｆエフも簡かん易い補ほし修ゆうを受け、今は整備班の車の中だ。補修準備中、無表情な彼女が、一人で帰ろうとする大おお城しろ・至いたるの手を握って離さなかったことを佐山は思い出す。

　今、佐山は撤収前の会議に出た大城・一かず夫おを待っている。明日の１ｓｔ─Ｇギアとの事じ前ぜん交渉に関する話を聞くためだ。隣となりの新しん庄じようは、

「これから帰りかね？　新庄君」

「うん、佐さ山やま君が言った通り、ちょっと外を見てから、ね」

　大おお城しろさんが来るまでつき合うよ、と言う新庄に、佐山は軽く会えし釈やく。

「有あり難がとう」

「いいよいいよ、今日はまた、やっちゃったし。……御ご免めんね」

「謝ることはない。後になってのフォローもある。前に出るだけが能のうではない、違うかね？」

「かもしれないけど……。ボク、フォローなんて、した？」

「昨夜は膝ひざを貸してくれ、その後、いろいろと教えてくれた。今日は、私達に危険が迫っていることを教えてくれたし、今、このように私と話をしてくれている」

　こちらの言葉に、新庄は深い吐息をついた。

「何だか、向いてないのかな、ボク」

「そんなことはない」

　佐山はそう言って、昨夜、同じ台詞せりふを告げたことを思い出した。

　……私は、ときたま、この人の言葉を否定したくなるらしい。

　理由は何となく解わかっている。が、深くは追及しない。

　深いところに踏み込むことは、自分が相手に関わるということだ。

　左胸が小さく痛んだ。

　それは、かつて、自分と深く関わっていた父や母が失われたときに得た痛みだ。

　佐山は新庄を見る。

　新庄はしばらくうつむいていたが、

「あのさ」

　とゆっくり顔を上げてきた。やや下がった眉が、こちらを向き、首を傾かしげ、

「──どうして佐山君は、今日、ここに来たの？」

「どういう意味かね？　昨日、あれだけ情報を教えておいて」

「だって、ほら、まだ佐山君は全竜交渉レヴアイアサンロードの権利を受けたわけじゃないんだよね？　昨日みたいなこともあったし、ここで退ひけば危険な目には遭あわないんだよ？」

　佐山は、新庄の視線がこちらの左腕に向くのを見た。

「……どうして？」

　どうしてかは、解っている。ただ、言って通じるだろうか。

　解らない。

　佐山は、妙なことだ、と内心で独りごちた。狭い場所といった学校において、去年、生徒会副会長選挙に出馬し、多くの生徒を前に演説し、勝利した。それが今、たった一人を前に、

「────」

　佐さ山やまは、自分の言葉が無いことに気づく。

　問われ、どれだけ時間が経たったか。

　しかし、新しん庄じようを見ると、わずかに眉まゆ尻じりを下げた表情がこちらに向いたまま。

　待っている。

　その期待に与えた答えは、一つの動きだった。欄らん干かんについた新庄の手に、佐山はふと、自分の手を重ねていた。新庄の手指が小さく動いたが、拒否はされない。佐山は頷うなずき、

「……私の掌てのひらはどうなっている？」

　新庄が視線をかすかに下に。

　佐山は、重ねた手の下で、新庄の手指が柔らかく動くのを感じた。

　答えが小さな声で、問うように返る。

「……熱いよ。鼓こ動どうも、あるね」

「先ほどの戦闘の残ざん滓しだ。そして──」

　佐山は思う。

　……昨夜の君の鼓動と熱は、こんなものではなかった。

　高鳴って熱を持っていたが、もっと落ち着き、もっと深いものだった。

　その違いを知りつつ、佐山は告げた。

「私はこれ以上のものを得たいと思っている」

「さっきの戦闘で、あれだけ暴れておいて、まだ足りないの？」

「足りない。そして思うのだよ。……私は、本気になっていいのだろうかと」

「どうして？　どうして本気になりたくないの？」

　佐山は新庄を見る。新庄の表情は、昨夜にも見た謝しや罪ざいのような表情。

　その目から、我われ知らずと視線を逸そらし、佐山は答えた。

「佐山の姓かばねは悪役を任ずる。祖父の教えであり、……私はそれを行うように育て上げられてきた。私の力は、悪や敵と決めたものに対し、更なる悪で潰つぶすことに捧ささげられている。だが」

　頷き、

「私の悪は、本当に必要なものなのかと思う。──本気になることは出来る。しかし、今の私は自分の選択に恐れを感じる。これでは、きっと長くは保たないと思う」

「自信が…、無いの？」

　問いに佐山は沈ちん黙もくした。

　だが、無言に対して新庄の追及はない。ただ、新庄は首を横に振り、

「確かに佐山君は、結けつ構こういけると思うんだ。でも、何がどうなるかは誰にも解わからないよね。今、大おお城しろさん達は誘ってるよ。やってみろ、しかし、死ぬかもしれない、って。そして今、佐山君は言ったよね。自分の本気が、恐ろしいって」

　つぶやき、新庄は言葉を送ってくる。

「だったら、全竜交渉レヴアイアサンロードに関わるのは、……やめた方がいいんじゃないかな」





●






　佐さ山やまは新しん庄じようを見た。

　視線が合うと、こちらの手の下に重なった新庄の手指がわずかにこわばった。

「あ、あのね、佐山君は、正直な話、見ているとちょっと怖いよ。初めて逢あったときも前に出て戦って、ボクを支えようとしたし、今さっきも……」

　佐山は左の胸の痛みが少し大きくなったことを悟る。が、右の手は新庄の手から離さない。わずかに湿ったような温かみを感じながら、

「戦い、負ければ死に、勝っても自分に恐怖を感じ、敵方に恨まれる、……か。でもそれはＵＣＡＴが望んでいることかもしれない」

「……え？」

　疑問の声に、佐山は答える。

「私一人に恨みを押しつけて、そして私が死ねば、世界は軽くなるのだろう？　ＵＣＡＴは無む傷きずでね。違うかね？」

　言葉に対し、新庄はわずかな驚きの顔を作ってから、しかし、

「だ、駄だ目めだよそんなこと！　佐山君がそんな風になったら嫌だよボクは！」

　眉を立てての叫び。響ひびく声を、佐山は身体からだに通して、思う。

　……君は有あり難がたい人だ。

　対する新庄は、自分の言った言葉の内容に気づいたのか、眉まゆ尻じりをまた下げた。見れば頬ほおは赤くなっており、こちらを見る目は横目。

　佐山は口元に笑みが出るのを抑えない。

　いつの間にか左胸の痛みが消えていた。それを心地よいと思いながら佐山は言う。

「まあ、君が私に死ぬぞと言うのならば、私も同じだよ、新庄君。君のやり方こそ、──私にとっては死ぬ方法に見えるのだからね」

「そ、そうかなあ……？」

「そうとも。──撃うつべきときに撃てない。こちらに危険を告げるため無防備に戦場に出てくる。あれで死んでいない方がおかしい」

　言われた新庄は、困ったように唸うなる。

　うー、と喉のどの奥で考える新庄は、一つの事実に気づいていない。

　……そんな私と君が、二度も戦闘に加わってどちらも生きているのは、何な故ぜだろうか。

　佐山の疑問に答える者はいない。ただ、新庄は喉の唸りを吐息に還かん元げん。

　振り返る顔、その中にある黒い瞳はまっすぐこちらを見る。小さな唇が開き、

「確かにそうかもね。ボク、少し思ってるよ。お父さんやお母さんのことを捜しているというだけで戦闘に関わって、役に立ってないって」

　そこまで言ってから、台詞せりふを止めた。そして時間をかけ、言葉を選び、

「佐さ山やま君は、勝つことを狙って戦っているのかな？」

「ああ、祖父からそう叩き込まれている。……戦うならば、損失する分の代だい償しようを勝ち取れと。悪役として、己おのれが敵や悪と思ったものを排除しろと」

　それが戦う際の姿勢だ。

　だが、と佐山は思う。それは戦う自信にはならないのだ、と。

　そんな佐山の言葉を聞いた新しん庄じようは、小さくつぶやいた。凄すごいね、と前置きし、

「ボクも、そのくらい言えたらいいのになあ……。ボクには佐山君みたいな、戦うときに、どう戦おうかっていう姿勢が無いから」

「私には、君の両親捜さがしのような、……自分の判断を支える自信の元がない」

　言うと、新庄は小さくつぶやいた。

「逆だね、ボク達」

　そして苦笑。そのまま新庄は眉まゆ尻じりを下げ、苦笑を深くした。

「ホントにボクとは逆だよね。ボクなんか、どうすれば変に必死にならずに済むのか、いつも考えてるよ。もっと力を付けて、余よ裕ゆうを持ちたいって」

　佐山は新庄の言葉を聞き、考えた。わずかな沈ちん黙もくをもってから、佐山は言う。

「確かに私達は正せい逆ぎやくだな、新庄君。そのことを憶おぼえておこうか」

「……え？」

　どういうこと？　と新庄は首を傾ける。

　佐山は答えず、右の手を動かした。

　橋の欄らん干かんの上、自分の手の下にある新庄の左手を持ち上げる。

　細い柔らかな指だった。それを、佐山は自分の右手で包み込む。

　一いつ瞬しゆんだけ、新庄の指が引かれようとする。が、佐山は新庄の掌てのひらの肉に軽く指を食い込ませた。

「あ……」

　という小さな声と共に、新庄の手指が緊きん張ちよう。

　しかし、その指はやがて最低限の力を遺のこして曲がり、こちらに委ゆだねられた。握られた自分の手を差し出すようにして、だが、新庄はゆっくりと握り返してくる。

　佐山は、かすかな力の繋つながりを手に実感。見れば、新庄が、うつむきの上うわ目め遣づかいをこちらに向けていた。視線を合わせると、少し肩を震わせ、慌あわてた口調で、

「あ、あのね？　さっきの、……どういう意味？　憶えておこう、って」

　簡単なことだよ、と佐山は言う。

「君の私に対する意見は、きっと、私が望んでも得られぬ、もう一つの答えだということだ」

「……え？」

「深く考えることはない。絶対的な逆がいても、意に介かいさなければ同じだからね。でも……、私達が自然体のままでお互いの逆を望んでいるという事実は憶おぼえておきたい。どうかね？」

「どう、って、……どう扱っていいものかなあ」

　笑いとも困りとも見える顔をする新しん庄じように、佐さ山やまが笑みを返す。

　そのときだ。去っていく偽ぎ装そう車両の間に立つ人影がこちらに手を振った。大おお城しろ・一かず夫おだ。

　佐山は、一息ついて左腕の時計を見た。既すでに時刻は四時近い。

「大城さんが呼んでるよ」

　と、確認を取るように新庄が告げ、欄らん干かんから降りた。

　佐山も欄干から降りて、向き合う。

　新庄が、握り合った手を見て、うつむき、言葉を下に落とした。

「あのね、今日、ちょっと、寮りように戻っても、……驚かないでね」

「何か贈り物でも？」

「うん、ちょっと。……今いま決めたんだ。いろいろ悩むだろうけど、そうしなきゃ駄だ目めだって」

「何が贈られるのかは解わからないが、有あり難がたく頂くことにするよ」

　佐山の言葉に、新庄は顔を上げた。眉の下げられた顔が、緩み、笑みとなる。

　細められた新庄の瞳に映る日は、いつの間にか西にし日び。

　朱になりつつある光の中、二人はどちらともなくゆっくりと、繋つながっていた手を解ほどいた。
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　尊たか秋あき多た学院の普通校舎帯の東北側に、地上三階建ての四角い建物がある。

　一部煉瓦れんが造りの、テラスなどを持った平たい建物だ。正面には地下一階への入り口もあり、その入り口にはプラカードが一つある。〝中央学食棟〟と。

　春休み期間中、開いているのは地下階のみ。

　地下に降りる広い階段。その壁に貼はられたプラカードにある文字は、〝営業時間二十四時間〟という太いゴシックだ。〝但ただし、深夜と休日は縮小営業〟という字も併へい記きされている。

　階段を下り、横に八枚並ぶ硝子ガラスの大おお扉とびらをくぐり、薄暗い中に入る。

　すると、ロビーには学食の券けん売ばい機きの並びと共に、大きな掲示板が幾いくつもあるのが見える。

　ロビーから奥に入ると、中は五十メートル四方の、白い壁に包まれた空間だ。ここにあるのは、一定間かん隔かくで立つ四角い柱と、その間を埋める八人掛けのテーブルの群れ。

　しかし、人影は少ない。隅すみの売店はシートをかぶせられている上、東側の壁かべ一面のカウンター、その付近だけが明るいという状況。

　中にいる人影は、テーブル側に私服や学生服が少しと、ラグビーの赤シャツ姿が少し。そして、カウンター側に一人の制服少女と黒猫がいる。

　少女は、灰色の髪を後ろに流すブレンヒルトだ。

　ブレンヒルトはカウンターに手をつき、厨ちゆう房ぼうの方を見ている。

　と、待っていたものが来た。

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の老女が持ってきたのは、三十センチ四方の段ボール箱。

　箱の中、布ふ巾きんが敷かれており、隅には水と、粗あらく潰つぶした乾燥トウモロコシが入った平ひら底ぞこの碗わんが一つずつ。その間を小鳥が小さく跳ねていた。

「大変なことなさるねえ。まあ、大きくなってるから間違いはあまり起きないと思うけど」

　老女が言って、箱を差し出すより早く、ブレンヒルトは一礼して自分の手を前に。

　その手に、箱が載せられた。

「…………」

　ブレンヒルトは箱を抱きしめる。

　箱の中から小鳥がこちらを見上げていた。小こ首くびを傾かしげる動きに、ブレンヒルトは笑む。

　老女の声が聞こえた。

「懐なつかしいもんだねえ。私も子供の頃、捕つかまえたもんだよ」

「そうなんですか？」

「そうそう、このババアにもアンタみたいな時代があったのさ」

　ブレンヒルトは黙っていたが、足下の黒猫が前脚あしでこちらの左臑すねを軽く叩いた。

　カウンターの下、ブレンヒルトは左の爪つま先さきで猫を蹴けり飛ばす。

　と、それに気づかぬ老女が小鳥を見て言う。

「戦後の間もない時期でね。親父おやじが闇やみ市いちで手に入れてきた麦と酒をちょっとくすねてさ。麦むぎ粒つぶに染み込ませておくんさね」

「それを……、鳥に？」

「そうそう、遠くに一ひと粒つぶ放って、それを食べたら、段々近くに放って寄せてくるんだよ。連続して食べて、こっちに近寄ってくる頃には、上う手まく飛べなくなってる」

「酔よっぱらって？」

「そう、でも、捕つかまえた翌日にいなくなっちゃってねえ。でも、親父も惜しそうな顔をしてたっけ。美う味まそうだったのに、って。──あとで薪まきで殴り倒してやったけど」

　ブレンヒルトは後半部を無視して黙っていたが、戻ってきた黒猫が今度は右臑すねを軽く叩く。

　彼女は右の爪つま先さきで猫を蹴けり飛ばし、かすかに視線を下へ、猫に横目を向けた。

　転がった猫がこちらを見上げていた。

　が、視線を合わせると黒猫は不意に身をすくませ、そのまま背後へと下がる。

　そんなにきつい目つきだろうか、とブレンヒルトが首を横に捻ひねったときだ。

　ふと、彼女は、背に影を感じた。猫が下がった理由を。

「……!?」

　箱をカウンターに置いてから振り返れば、目の前、手の届く距離に黒いベストの胸むな板いたがある。

　驚きと、状況把は握あくのために一歩を下がって上を見た。

　黒いベストの上、白いシャツの襟えりの向こう、そこに白しろ髭ひげと禿とく頭とうがあった。

　ブレンヒルトは彼を知っている。

　彼女が何かの動きを追加するより早く、カウンターの向こうから声がした。

「おやゾーンブルクさん、今日は遅いね」

　彼、ジークフリート・ゾーンブルクは、ブレンヒルトの横に立った。大きな体を折り曲げ、カウンターの向こう側に食券を置く。食券を見た老女は、

「どっち？」

「ドリアの方で」

「ああ、ゲロメシね。米、あったかなあ」

「いくら通称とは言え作り手がその呼称を使うのはやめた方がいい」

「いくら何でもドリアなんて言えないって。私ゃ母親からしか料理習ってないんだよ」

「ドリアは家庭料理だ。何も恥ずべきところはない」

　そうかい、と老女の笑い声が響ひびくが、ジークフリートは表情を動かさない。

　ブレンヒルトは息を詰めて彼を見ていた。

　ふと、ジークフリートが横を、こちらの方を見た。

　その動きにブレンヒルトは身構える。右手は宙に、左手はブレザーのポケットに。そして表情は消し、目は彼を見み据すえる。

　だが、ジークフリートの視線が向く先は、彼女自身ではなかった。

　彼が見るのはカウンターの上の箱。中にいる小鳥は、彼の方を見上げて一つ鳴いた。ジークフリートも小鳥に視線を返しつつ、口を開いた。

「──ブレンヒルト・シルト君」

　名を呼ばれ、ブレンヒルトは息を飲んだ。硬い唾つばを飲み、

「何な故ぜ、私の名を？」

「君は本を借りるとき、図書委員には礼を言っても、私には言わない。図書カードの管理をしていれば自然に憶おぼえる」

「……恩おん着きせがましいんですね」

「いや、それは君の名を憶おぼえた理由だ。──君に礼を強要することはない。それが君の誇りと選択なのだろうから」

　言ってから、ジークフリートはカウンターの向こうに視線を戻した。

「図書室は開けてある。生物、動物の書しよ架かに飼い方の本がある。急ぎ行きたまえ」

「命令ですか？」

「その小鳥のためだ。……しかし、猫のいる環境で鳥を飼うのはあまり感心出来ないな」

「御心配なく。私の黒猫は私に忠実ですので」

　言うと、右のふくらはぎを黒猫が前脚あしで軽く叩いてきた。ブレンヒルトは後ろに右の踵かかとを振って黒猫を蹴けり飛ばし、箱を掴つかんだ。

　ジークフリートはこちらを見ていない。

　ブレンヒルトは一歩を下がり、わずかに間を作った。

　その沈ちん黙もくに対して、ジークフリートは明確な答えを返す。

　無視と、沈黙を。

「…………」

　ブレンヒルトは踵きびすを返して入り口の方へと身体からだを向けた。

　歩き出す。その足下に慌あわてて黒猫が付いてきた。

　下を見れば、箱の中の小鳥が首を傾かしげて見上げてくる。

　ブレンヒルトは小鳥を見ていた。背後には振り返らない。

　彼女は息を詰めたまま、早足で食堂から出ていく。
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　普通校舎帯の北側に、白い建物の並びがある。十数という形で縦たて横よこに並ぶ建物は、一見どれも三階建ての校舎のように見える。

　が、南側に並ぶ窓は学校のそれより小さく、数が多い。

　どの窓の中にも見えるのは、窓まど際ぎわの机が二つと、壁かべ際ぎわの二段ベッド。

　学生寮りようだ。

　今、寮は夕日に染まっていた。

　陽光の朱と、建物が作る青黒い影、その中を行く人影が一つある。

　灰色のスーツに身を包んだ佐さ山やまだ。彼は学生寮並びの南西端の建物へ早足で進んでいく。

　辿り着くのは、〝第四普ふ通つう課か寮　真・男子寮〟という看板が掛けられた白はく亜あの入り口。

　そこで佐山は足を止めた。

　腕時計を見れば午後五時三十分。大おお城しろと明日に行う１ｓｔ─Ｇギア和わ平へい派はとの事じ前ぜん交渉について話し合っていたら、帰りはこの時間だ。

　下を見ると、胸ポケットから顔を出している獏ばくは目を閉じて居い眠ねむり中だ。そして、

「？」

　佐山はふと、東側、校庭に並ぶ学食棟の方に視線を向けた。そこに動きがあったからだ。

　向いた視線の先、箱を抱えた少女が普通校舎の方に歩いていくのが見えた。

　……今け朝さ、すれ違った美術部部長か。

　これからまた作業だろうか。

　御苦労なことだ、と一息。自分も後で、図書室のジークフリートや、女子寮にいる出雲いずもと風かざ見みを訪ねてみるべきだな、と思う。

　そのまま視線を戻し、自分の部屋、二階の東端はしの部屋を見上げた。

　次の瞬しゆん間かんには、彼の表情が変わっていた。眉をひそめ、

「……明かりが点ついている？」

　夕日を反射する窓の向こうは明るく、中が見える。

　昼間、皇こう居きよに向かうとき、明かりを点けて出た憶おぼえはない。

　何者だろうか、と、佐山は急ぎ、寮の中に入ろうとした。

　同時。大おお樹きの声が前から聞こえた。

「あ、佐山君」

　サンダルを引っかけながら正面入り口から出てきたのは、シャツにデニムタイトの彼女だ。

「丁度良かった、と」

　大樹は正面入り口の低い階段をステップ一つで降り、砂利じやりの音と共に眼前に辿り着く。

「どうしたのかね大樹先生。私は目もつ下か急用にて、現場に急行したいのだがね」

「へへへー、またお堅い口調で。でも先生の話を聞かないと損を──、って待ってー！」

　無視して進もうとした佐山は、袖そでを掴つかまれる。

「引っ張らないでもらえないかね？　こう言ってはなんだが、高価なものだ」

「そうやってお金の価値でものを判断するの、先生はよくないと思うんだけどなー」

「イタリア製で日本円にして七十二万だが」

「うわー御ご免めんなさいー！　言っておくけど先生は支払い能力バツグンにありませんよー」

「知っている。いい加か減げん、学食棟の売店前を定席にするのはやめた方がいいと思うが」

「だって先生、ジャムパン好きですしー。春休み中は売店が閉まってて残念で、……って人の話を聞いてから行って下さいよーっ」

　今度は手を掴つかまれ、佐さ山やまは吐息。大おお樹きと視線を合わせて頷うなずき、

「申し訳ないが貧乏は伝でん染せんする。寄るな大樹菌きん」

「そんなこと言ってると同室の寮りよう生せいが入ったこと教えませんよー！」

「そんなこと言ってると貴女あなたが重度の馬鹿だと教えたくなるのだが」

　あれ？　と自分の発言を再考する大樹。彼女の手を佐山は丁てい寧ねいに解き、

「ともあれどういうことかね？　あの物件は奇き跡せき的に生まれた一人部屋で、高倍率だったのを何とか幸運にも抽ちゆう選せんで手に入れたのだが」

「その奇跡や幸運にどこまで佐山君が関かん与よしてたのかは聞かないことにしておきます……。ともあれ、その奇跡や幸運も今日までですよー。観かん念ねんなさいっ」

　指さして告げられた言葉を、佐山は無視して前に。すぐにまた手を引っ張られ、

「どうして無視するんですかあっ！」

「いや、何、もう用件は言ったはずではないのかね？　寮生が来たと」

　言った佐山に、大樹は人差し指を立てて、舌を軽く鳴らす。

「いいですかぁ？　先に言っておきますけどね。……向こうは君に慣れていないんですから、あまり不ふ穏おん当とうな言動に及ばないように」

「最近の大樹先生は頭がおかしいようだね？　いつ、私がそんな不穏当な言動をしたかね？」

「今そこでリアルタイムに──！」

　まあまあ、と佐山は右手の平を出して大樹を制する。

「言いたいことは理解出来たので安心したまえ。──つまり、礼れい節せつを尽くせと」

　ええ、と頷いた大樹は、しかし、腕を組み、

「その通りですけど……、佐山君のことですからねー……」

　唸うなった額ひたいに、佐山は無言で右のデコピンを叩き込んだ。
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　受付に帰宅届けを出し、スリッパに履はき替えてから、佐山は階段を昇る。

　胸ポケットの獏ばくが顔を上げ、肩の上によじ登ってくる。寝床が近いと感じているのか、折り返しに至る頃には、肩の上で前をじっと見ていた。

　階段はすぐに昇り終える。踊り場に出て廊下に出れば、一番左端はしが自分の部屋だ。

　西にし日びよりも蛍けい光こう灯とうの光が強い廊下の中。自分の部屋のドアが開いているのを佐山は見た。

　廊下の端、ドアの脇には、段ボール箱が幾いくつか見える。引っ越しの荷物だ。

「…………」

　佐さ山やまは無言で歩いていく。

　部屋の中から物音がする。段ボール箱を開けて、中のものを出す音だ。衣類の重なりや、本を積み上げる音が聞こえてきた。それらの音に、久しい、という感覚を佐山は得る。

　……去年は同じ音を自分がたてていたものだ。

　近づいた。

　ドアの開いた口が見え、寮りよう室しつの中が覗のぞける。

　その直後。向こうから人影がワンステップで飛び出してきた。

　細ほそ身みの、小こ柄がらな人影だった。

　段ボール箱の間に立った姿は、スリッパでわずかにたたらを踏み、耐えた。

「──と」

　大きめのシャツにキュロット風の半パンが慣かん性せいで揺れる。そしてそれらの布よりも大きく揺れたものがある。頭の後ろで結ばれた、柔らかみのある黒くろ髪かみだ。

　上げた顔が、かすかに目を見開いてこちらを見上げた。

　佐山はその顔を知っている。

「……新しん庄じよう君？」

　問いに、向こうは、あ、と口を開く。聞こえる声は新庄のものだ。

　戸と惑まどったような声に、佐山は思う。

　……ここは男子寮だ。

　だが、佐山は考えた。

　新庄がいきなり自分との生活を望んだとしたならば、どうだろうか、と。

　新庄はＵＣＡＴの人間で、この学校はおそらくＩＡＩだけではなく、ＵＣＡＴにも深く関わっている。

　実際、出雲いずもと風かざ見みという前例もある。あの二人も、表おもてで言われている情報以外に、ＩＡＩやＵＣＡＴの事情が深く関わっているのだろう、と佐山は思う。

　また、ＵＣＡＴは自分に全竜交渉レヴアイアサンロードの権利を受けるかどうか問うている。今、新庄がここにいるのは、自分にそれを受けさせようとするための一手だと考えることもできた。

　どうするべきか。どうするべきか。二度考えてから、否、と佐山は思い返した。

　大人達の都つ合ごうがどうあろうとも、新庄という女性がここに来たのは確かなことだと。

　思い出す。皇こう居きよ前の橋で彼女が言ったことを。寮に戻っても驚かないでね、という言葉を。

　……無理だ。これは驚きよう愕がくに値する。

　佐山が贈り物かと問うたとき、彼女は頷うなずき、そうしなければ駄だ目めだとも言った。

　あのとき、自分は何と返答したのか。

　……有あり難がたく頂く、と。

　そうか、と佐さ山やまは結論に達した。全てはあのときに答えが出ていたのだと。

　もはやここにおいて佐山には迷いも曲きよく折せつもなく。ことごとくは彼女の望む通りに展開すべきだと判断した。

　佐山は真剣な表情をして頷うなずいてみせた。軽く腕を左右に広げ、

「さあ、──私の胸に飛び込んで来たまえ」

　対する新しん庄じようは、安あん堵どしたような顔で、一礼した。

「噂うわさ通り不ふ穏おん当とうな言動を有あり難がとう。──新庄・運さだめの弟、切せつって言います」
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　佐山は腕を広げたまま。

　新庄・切は身体からだを起こして、笑みのまま。

　しかし新庄は、えーと、と困ったように眉まゆ根ねを下げてから、右手を前に出してくる。

　対する佐山は腕を広げたまま、なめらかな動きで腰を落として身体を九十度旋せん回かい。広げた右手で新庄の右手を握り、握手を返した。

　触れて気づくが、新庄の右手に指輪はない。佐山は腰を上げつつ、

「……弟？」

「うん」

　と、先ほどより緊きん張ちようを解いた声と笑みで、新庄は頷いた。

「姉さんから聞いてない？　言われたんだよ。佐山君の腕が治るまでこっちにいろって」

　声も口調も新庄と同じだ。掴つかむ手の感かん触しよくも。

　佐山は心の中で首を傾かしげながら、その手を離す。

「……お姉さんから、私のことをどれくらい聞いているかね？」

「交通事故に遭あいそうになったのを護まもって、利き腕を怪け我がしたとか。姉が仕事で忙しいから、何かしてあげたくても出来ないって……」

　そうか、と言って佐山は了りよう承しようする。

　……ＵＣＡＴのことを、知らないのか？

「すまない。一つ、確かめてもいいだろうか？」

　問いに、新庄は首を傾げた。

「うん、別にいいけど、何？」

「大したことではない」

　と、佐山は新庄の前に立つと、おもむろに身を引き寄せ、右手でその右胸に触れた。

「え？　あ、や、──な、何するんだよっ」

　軽い抵抗とともに、手に伝わる感触は肋ろつ骨こつと薄い胸むな板いただ。

　背に軽く絡からめた左腕の中、新庄が身を引こうとする。が、佐山は、

「動かないでくれたまえ。大体、別にいいと言ったのは誰かね？」

「で、でも、ボク、そんなつもりじゃ……」

　肩をすくめて、新しん庄じようは身を引くのをやめた。

　佐さ山やまは、ふむ、と頷うなずき、新庄の左胸へと手を滑らせる。揉もむように指を押し込んでみるが、白いシャツの布地の向こうの肌は、薄く硬い。弾だん力りよくは浅く、昨さく夜や見た新庄の胸の形は無い。

　……男だ。

　と、佐山は軽く身を沈めた。右手を胸から外すと、ん、という小さな吐息が新庄の口から漏れた。そこで生まれた弛し緩かんの隙すきを奪うように、佐山は右手で新庄のウエストを掴つかんで固定。

　あ、と新庄が続く声を挙げたときには、佐山はその胸に右の耳を当てていた。

[image: ]

　わずかに速くなった新庄の心しん音おんが聞こえる。

　音は、昨夜聞いたものと同じように聞こえた。吐息のわずかに甘い匂においも同じ。

　だが、耳を当てる胸の柔らかみは昨夜見たものとは違う。浅く硬い、男のものだ。

　疑念から、佐山は問うていた。

「ふむ……。君の胸は、ずっと、こうなのかね？」

「そ、それはそうだよ……」

　見上げると、上じよ気うきした顔がこちらを見下ろしている。下した唇を浅く噛かんで、眉まゆ根ねを詰めた表情は、ややあってから、震える吐息とともに、

「も、もういい？　まだ？　あまり長いの、やだよ、こ、こんなの」

　佐さ山やまは答えず、新しん庄じようの宙を泳ぐ腕を右手で取り、自分の背に回した。

「え？　あ……、や、佐山君？」

　新庄に浅く抱かれる形で、佐山はその胸の鼓こ動どうを聞く。

　が、やはり変わりはない。男の感かん触しよくだ。鼓動の一打ちが強くなる今、これ以上は意味がない。

　ふむ、と頷うなずき、佐山は顔を上げた。

　……双ふた子ご、と言っていたな。

　佐山は心の中で改めて頷くと、立ち上がり、前を見た。

　頬ほお赤く、眉まゆ尻じりを下げた新庄がいる。ふう、と吐息した新庄に、佐山は腕を組み、

「安心したまえ、おかしなところはない」

「い、いや、すっごくおかしかった気がするんだけど。佐山君」

「それはまた初対面だというのに随ずい分ぶんいきなりだね」

「その台詞せりふは鏡かがみ見て言うべきじゃあ……」

　そんなことはない、と佐山は断言した。

「先ほど下で大おお樹き先生に言われたばかりなのでね。注意している」

「……一いち応おう聞いておくけど、何を？」

　問いに、佐山ははっきりと答えた。

「不ふ穏おん当とうな言動をするな、と」

　うわ、と引いた新庄に構わず、佐山は改めて右手を差し出す。そして、

「左腕の怪け我がが治るまでのつき合いかもしれないが、それまで仲良くしよう、新庄君。何、簡単なことだ。私はこれでも周囲の連中に比べて、──無個性なのが悩みでね」
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　夜の美術室の中。

　ブレンヒルトは絵を塗りながら小鳥に餌えさを与えていた。キャンバス上の森の緑を塗り込みながら、小鳥が腹を空すかせて鳴くたびに餌を与える。

　潰つぶして脱だつ穀こくしたトウモロコシを先の細いピンセットで掴つかみ、水に湿しめしてから差し出す。ピンセットは軽くつまむようにしておかないと、小鳥は餌を口の中に持っていくことが出来ない。

　足下の黒猫が、

「熱心だねえ」

「少なくともこの子が寝るまではこうしておかないと」

「今夜、本ほん拠きよに行く必要があると思うけど、どうする？」

「定期連れん絡らくじゃないけど、確かに……、私がこれからどう対たい処しよするべきかを聞いてきた方がよさそうね。簡単な話だったら、アンタが飛んでいけばこと足りるんでしょうけど」

　黒猫は頷うなずく。

「おそらく皆、〝王おう城じよ派うは〟の動きにはもう気づいているよ。本ほん拠きよは活気づいてるだろうね。どうするべきかと」

「どうするも何も、聖せい剣けんグラムがＩＡＩ本社の地下に格かく納のうされている以上、どうしようも無いのだけどね。……突とつ入にゆう作戦なんて、ハーゲン翁おうの好むところではないわ」

「ファーフナーのように戦争知らない二に世せい連中は変にやる気だけど」

　と、小鳥が鳴いた。

　ブレンヒルトはピンセットで餌えさを与える。

　小鳥は餌を飲み込んで一息。小こ首くびを傾かしげてこちらを見る。対するブレンヒルトは無表情に、

「……可愛かわいい」

「小こ声ごえでぼそりと言わなくていいよ」

　黒猫は肩を落とす。

「でも、どうしてそんなにこだわるんだい？　小鳥に」

「こだわってなんか無いわ。自然の摂せつ理りは大事だと思う一方で、命は大事だと思うもの」

「矛むじ盾ゆんしてるね」

　そうね、とブレンヒルトはパレットと筆を手に取る。筆が行くのは、森とは違う一角。今まで空白部分だった場所。小屋と人々のいるところだ。

「昔むかし話、聞きたい？」

「うん」

「昔……、私が幼かった頃ね」

「何百年前？　って、あ、ご、御ご免めん！　あああっ！　筆の後ろは尖とがってるのー!!」

「うるさいわね。ともあれその頃、ある人が私達の森と近くの街を救ったの。──原因は機きり竜ゆうの暴走でね。同化の際、拒きよ絶ぜつ反応が強くて搭とう乗じよう者が発はつ狂きようしちゃって。街は半はん壊かい、森に逃れた人を追って、機竜が森に飛び込んできたのよ」

　猫は何も言わず、ただ頷いた。

　ブレンヒルトは小屋にベースの黒を塗っていきながら、

「その人は怪け我がをしつつも戦ってくれて、一人で勝利したわ。そのとき、彼は、気の迷いかどうか知らないけど、……傷ついた鳥を拾ってきてね。皆で世話したの」

　黒猫はキャンバスを見る。黒く塗られていく小屋の前、木もく炭たんの人影が幾いくつかある。

　小屋の中には本を読む老人、小屋の前には飛ぶ鳥と戯たわむれる少女と、一人の女性。

　彼女達の右、少し離れた位置に木炭の線を消した跡がある。

　薄く見えるのは一人の男の姿だ。

　黒猫はそれらの線せん画がを見てから、ブレンヒルトを見た。そしてまた、飛ぶ鳥の木炭線を見て、

「つまり──」

　首を傾かしげ、

「今また、はばたくあの翼つばさをもう一度？　そんな感覚？」

　違うわ、とブレンヒルトは失しつ笑しよう混じりに言う。

「これは絵よ、事実じゃないわ。私達の世界が滅びたとき、あの鳥は籠かごから逃げて……」

　一息。そして無言。

　周囲に広がった沈ちん黙もくに、黒猫が身を震わせ、ブレンヒルトが小さく失笑した。

　は、と小さく息をつき、彼女は笑みが含まれるような、震える声で言った。

「あの人がいたら、違った結果になったと思う。でも、彼は世界が滅びると知っていてあの鳥を救けた筈はずなのに、何な故ぜ、最さい期ごまで見てあげなかったの？　短い時間でも、あれだけ一緒にいたグートルーネ様のことも……、何故？」

　誰にともなく言われた問いに、黒猫が目を見開く。

「あの人ってのは、やはり……」

「ええ。Ｌロｏｗウ─Ｇギアからやってきた魔法使い。聖せい剣けんグラムを１ｓｔ─Ｇから奪い去り、あの大地と空を滅ぼした男。そして、私の家族のようだった人達を殺して逃げた敵」

　ブレンヒルトは彼の名を告げる。

「ジークフリート・ゾーンブルク。──私達にとって最大の仇かたきよ」
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　夜が降り始めた頃。佐さ山やまは出雲いずも達と共に衣きぬ笠がさ書庫にいた。

　内部、中央が階段状に下がった書庫の中、テーブルを囲む人影は三つ。

　テーブルの東側に佐山。そして彼らと向き合う出雲と風かざ見みだ。

　書庫を管理するジークフリートはカウンターで紅茶を入れている。

　スーツズボンにシャツ姿の佐山は、包ほう帯たい巻きの左腕をテーブルに載せたまま。

　彼は腕の黒時計が六時を差すまで待ってから、こう言った。

「さあ、一体、何がどうなっているのか洗いざらい話してもらおうか、風見、出雲」

　鋭い目を向ける彼の正面、そこに座っているのは体格の良い黒ジャージ、出雲だ。

「あー。何か尋じん問もんが始まった気がするんだけどよ。俺の気のせいか？」

「奇き遇ぐうだな、出雲。私も始まった気がする。仲良く頑がん張ばっていこう」

「嫌な頑張りね……」

　と、出雲の横、半はん目めの視線を二人の少年に送るのはノースリーブ姿の風見だ。

「どーでもいいから真ま面じ目めに明るくいこうね。でないと天てん罰ばつくらうわよ、多分」

「だ、そうだ、出雲。真面目に明るく尋問といこう」

「要するに尋問プレイか。それなら夜に千ち里さとと、こう、何というか、その……」

　台詞せりふ途中から空間を手でこね始めた出雲が、いきなり佐山の視し界かいから消えた。

　直後、衝しよう撃げき音が響ひびいたのは右手。

「────」

　何事かと思って右を見た佐山は、向こうの本棚の下に転がる椅い子すと出雲を見る。出雲は階段状のフロアを転がり、一いつ転てん二に転てん、そして三さん転てんで停まる。

　姿勢はうつぶせ大の字で、動かない。それを確認してから、佐山は風見に視線を向けた。

　風見は手をテーブルに下げた姿勢。椅子に座ったままだ。

　彼女はこちらの目に、ん？　と気づくと、ふと、テーブルの下に手を伸ばして衣服の乱れを正す。その後にようやく大の字に転がったパートナーを見た。眉まゆ尻じりを下げ、口元に手を当て、

「ああ、やっぱり天罰が……、神は覚かくに五体倒とう地ちを望まれたのね」

「私ごときの目にはよく見えなかったのだが、天罰とはテーブルの下した限定かね？」

「うん、〝神は見えないところで報むくいたもう〟ってヤツよ」

「暗殺推すい奨しようか。……しかし、神のツッコミは随ずい分ぶんと直接的だね」

「そうそう、で、どうするの？　私の神は右をトバしたら左もトバせ派だけど？」

　ふむ、と佐山はネクタイを正し、

「さて、では風見の神が望む通り、真面目な話を」

「さてじゃねーだろっ！」

　出雲いずもが立ち上がる、風かざ見みを指差し、

「怪け我がしたらどうすんだっ!?」

「してないじゃん……」

　何な故ぜだろうな、という呆あきれ口調の風見に、出雲は自分の身体からだを見る。そして、

「──じゃ、いいか」

　いいのか？　という佐さ山やまの視線に、出雲は肩をすくめて頷うなずき一つ。椅い子すを戻して座る。

　また元通りに並んだ二人を見てから、佐山は出雲に視線を送り、

「どうしてそんなに頑がん丈じようなのかね？　前から疑問に思っていたんだが」

「ああ、気にすんな。ちょっとした加か護ごってやつだ」

「それのおかげで覚かくは反省しないし、私は他の人にもつい同じ調子で対応しそうになるし」

「前に電車で痴ち漢かんに尻を触られたときの千ち里さとは凄すごかった……」

　覚はしみじみと、

「痴漢を座席横よこの手て摺すりに三角木もく馬ばさせて、その股こ間かんを鉄柱に、こう、何度も何度も……」

「悪は滅びろ痴漢は死ね、泣き叫んでも絶対許ゆるすな。──先月の女子寮標ひよ語うごよ」

　うん、と頷き、風見は一息。いきなり手を打ち快かい音おん一発。

「さ、オーケイレッツゴー真ま面じ目めに行こう！　単たん刀とう直入に言うけど私と覚がＵＣＡＴに入ったのは二年前。そのときの騒そう動どうで、１０ｔｈ─Ｇギアと６ｔｈ─Ｇの全竜交渉レヴアイアサンロードは終わってるわ。一応、私の両親は一般人で、ＩＡＩやＵＣＡＴとは無関係。……どう？」

「解わかりやすい一いつ気き説明を有あり難がとう」

「いや、隠かくしてもしょーがないでしょ、こういうのって」

　風見の言葉に、背後、カウンターの向こうからジークフリートの声が飛んできた。

「出雲家は、やはりその二つのＧを束ねることになるのだな……」

　何？　と首を傾かしげた佐山に、出雲が言う。小さく笑いながら、

「俺の爺じいさんが滅ぼしたんだよ、６ｔｈ─Ｇと１０ｔｈ─Ｇを」

　そして出雲は佐山に問う。

「話は長くなるぜ。お前の同室は、いいのか？　……親しん睦ぼくを深めたりとかしねえの？」

「ああ、後で学校内を案内する。……新しん庄じよう君の弟だ。知っているかね？」

「あー……、私、話だけは、──ちょっと聞いたことあるかしら」

「彼はＵＣＡＴのことを知らない。今、荷物整せい理り中だ、まだ時間はあるだろう」

「そうか……。じゃ、千里、日本地図持ってきてくれ。──駆け足で話をしてやるよ」
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　風見が持ってきたのは教材用の大型地図だった。広げると一メートル四方になる布ぬの製せいのもの。

　風見が、それ、と端を持って広げると、布からわずかに木の匂においが散じた。

　テーブルの上、わずかに古い色に染まった日本全図が広がる。

　その向こうにいる出雲いずもがこちらを見て、笑みもなく口を開いた。

「実際、俺も、爺じいさん以外の護ご国こく課かの話を聞くのは久しぶりだぜ。ＵＣＡＴはここらへんの情報を資料室に保管してるけど、許きよ可か無いヤツは入れてくれねえし。──ジークフリート爺さんが元護国課だってのは昔のゴタゴタのときに知ったが」

　出雲の視線がゆっくりとこちらの背後を見上げることに佐さ山やまは気づく。

　首だけで振り返ると、ジークフリートが銀メッキの盆ぼんを手に立っていた。

　載っている四つのカップからは紅茶の匂におい。

「カフェと行きたいところではあるが、すぐに、とは無理なのでな」

　差し出されたソーサーとカップを、風かざ見みがまず受け取り、

「独逸ドイツって紅茶もちゃんとあるのよね。昔、旅行で行ったとき結けつ構こう飲んだ」

　え、とカップを受け取っていた出雲が眉をひそめ、

「お、お前はいつの間にそんな国際人に……」

「覚かくと会う前よ。中学時代は父親の仕事でいろいろうろついてたの。英語喋しやべれるのはその頃の経験よ。……そんな顔する必要ある？　佐山なんかもっと脅きよ威ういでしょーが。確か十二……」

「十三カ国語だ。祖父に叩き込まれただけで、自分の能力とは言えんがね」

　佐山はカップを受け取り、ジークフリートを見上げる。

「その祖父も、自分や、貴方あなたのことなど一いつ切さい教えはしなかったがね」

「で、あろうな。出雲と風見にしても、私が１ｓｔ─Ｇギアを滅ぼしたというのは初はつ耳みみであろう」

「そりゃそうだ。それでまあ、爺さん、──どのくらい協力的だ？」

「思い出したことを必要最さい低てい限げんには。あと、君らの知識の補ほ正せい程度は」

　彼の言葉に、風見が小さく口笛を吹く。その音を聞くジークフリートがかすかに眉をひそめたが、しかし彼女は照れたような笑み一つで彼の表情を解かい除じよ。カップを下ろし、

「いい感じに有あり難がたいわ。実際、私達も二年ほどＵＣＡＴに関わっているけれど、あまり情報得てないものね。覚なんか、ＩＡＩの跡あと取とりでしょうに。お父さんが会いに来たのは──」

「千ち里さと」

　名前を呼ばれて風見は口をつぐむ。御ご免めん、と一言。出雲は頷うなずき、佐山も頷き、

「素そ行こうが悪いからな。親にもいろいろな思いがあるのだろう」

「フォローしたいようなしたくないような……」

　ま、そういうことにしとけ、と、出雲は地図の上に手を置いた。

「皇こう居きよで神しん州しゆう世界対応の話は聞いたそうだな？　日本は世界と繋つながっていて、その状況は現在も続いている。十のＧが滅びた後、敗戦した日本は、地ちみ脈やく加速を緩め、世界の異い変へんを引き受けることで占せん領りようを免まぬがれた、ってな」

　出雲はジークフリートを窺うかがい見る。視線の先の老人は、ただ頷いただけだった。

　佐さ山やまは出雲いずもの情報が正確であると判断。彼に教師役を任せても大丈夫だろうと思い、

「──続けたまえ。知りたいのはまず、十のＧギアの内訳だ。皇こう居きよで君達は、各Ｇがこの世界の神しん話わや伝説、文化に影えい響きようを与えたと言った。事実、１ｓｔ─Ｇは──」

「北欧神話中のヴォルスンガ・サガ、膾かい炙しやすれば〝ニーベルンゲンの災わざわい〟だな。竜りゆうを倒した英雄は、その妻と、昔の恋人の裏切りにあって命を落とすことになる、ってやつだ。ジークフリートって名も出る、英雄として、な」

　出雲は頷うなずいた。右手で日本の近きん畿き地方と山さん陰いんの間を軽く叩き、

「ともあれそれが１ｓｔ─Ｇだ。１ｓｔ─Ｇの概がい念ねん核かくの行方ゆくえは、知ってるな？」

「ああ、半分は聖せい剣けんグラムに収められＩＡＩ本社の地下、ＵＣＡＴ西支部にあるが……、残りは過か激げき派はの機きり竜ゆう、ファブニール改に収められていると」

　佐山は、腕を軽く組み、

「機竜……、か。出雲は見たことがあるか？」

「ファブニール型じゃねえけど、一度ある。簡単に言やあ竜りゆう型がたの機械のことだ。大体が全長三十メートル以上。空を飛ぶスゲエのもいるらしいぜ」

「概念戦争では、単たん機き単位では最強の兵器だった」

　ジークフリートは言う。

「大城が言っていた通り、私がグラムで殺したファブニールは出力炉を一つだけ搭とう載さいした型で、それを破壊すれば死亡した。が、改かい型がたは二つの出力炉を持ち、喉のどにある武装用の出力炉に肝かん心じんの概念核を封じている。もし戦闘になったならば、武装出力炉を破壊しても──」

「まだ稼働するファブニール改に潰つぶされる可能性がある、か」

「機竜は武装が無くてもその巨体だけで充分戦える代しろ物ものだ」

　ジークフリートの言葉に、佐山は頷いた。

　……もし全竜交渉レヴアイアサンロードを受けるとすれば、そんなものを相手にすることになるのか。

　苦笑。新庄・運さだめが夕方に言っていたことを思い出す。死ぬかもしれない、と。

　確かにそうかもしれない。が、今は情報を得るときだ。佐山は顎あごに手を当て、

「次、聞こう。２ｎｄ─Ｇは？」

「ああ、２ｎｄは解わかりやすい。日本だ」

　と、出雲は手を上げ、地図のこちら側、日本の伊い豆ず七しち島とうを指し示す。

「古こ事じ記き、日に本ほん書しよ紀き、それの原型と考えられるＧがあり、概念核は八や叉またという炎えん竜りゆうらしい。２ｎｄの者達はもうこちらにほとんど順化してる。交渉相手としては、楽だろうよ」

　３ｒｄ─Ｇは、と出雲は伸ばした手を横に、瀬せ戸と内ない海かいを示す。

「３ｒｄ─Ｇはギリシャ神話の原型とされてる。この概念核に関してはよく解らねえんだ。……半分に分かれていて、片方はテュポーンというヤツが持っているらしい。それで──」

「それで？　何かね？」

「武ぶ神しんっつー大型の人ひと型がた機械を見たか？　見たな？　３ｒｄ─Ｇギアは、あれと自動人形の世界だ。だからテュポーンってのは武神だろうと俺は思ってる。問題は、残り半分が見つからねえことだけど、その捜そう索さくも俺達に課せられるだろうよ。お前が全竜交渉レヴアイアサンロードを受ければ」

　問題は、武神との戦闘があり得ることだ、と出雲いずもは言った。

　佐さ山やまは昨夜、ＵＣＡＴの地下格かく納のう庫こでそれを見ている。全長八メートル超の鉄の巨人を。

　……機きり竜ゆうといい、派手なものばかりだな。

　死ぬかもしれない、という意味をまた一つ理解して、佐山は、

「４ｔｈ─Ｇは？」

　危険を問わず、情報を先に進ませようと言う佐山に対し、出雲は苦笑。九州を手で示す。

「アフリカだ。──密林の奥に住むと言われる木もく蛇じや、ムキチってののモデルが概がい念ねん核かくとなっていて、ＵＣＡＴに保管されているらしい。……そして、５ｔｈ─Ｇは米国」

　と、北海道を示す。

「５ｔｈ─Ｇは機竜のＧだと聞いたことがある。その概念核の半分は、何やらえらい武器となってＵＣＡＴに保存されているそうだが、残り半分はやはり行方ゆくえ不明だ」

「６ｔｈ─Ｇは、もうケリがついているのだな？」

「ああ、インドの神話の原型となった世界だ。ヴリトラって竜を使って治められていたＧで、ＵＣＡＴの中でインド系の人間がいたら、まず６ｔｈ─Ｇの連中だと思っていいぜ」

　出雲は笑みのまま、ゆっくりと手を動かし、日本の東北を示す。

「７ｔｈ─Ｇは中国だと聞く。が、概念核がどういったものか、俺達は知らない」

「調査することが多いな……」

「まあそれも役目だと思えよ。次、８ｔｈ─Ｇはオーストラリア。四国だな。概念核を有する石いし蛇へびワムナビってのが、ＩＡＩ本社の地下、ＵＣＡＴ西支部に保管されてる」

「意外と西側に保管されているものがあるのだね」

　うん、と風かざ見みが腰を上げ、中国地方の独逸ドイツと瀬戸内海のギリシャ、四国のオーストラリアに九州のアフリカを差していく。

「西側にこれだけ集中してるとね。近い位置に置いてあった方が有ゆう事じの際に役立つだろうって、そんな判断らしいわ。実際はどうなの？　ジークフリート爺じいさん」

「実際、その通りだが、……後に動かしづらくなったのは確かだ。各Ｇの残党が、他Ｇの概念核ですら奪おうと画かく策さくするからな」

「戦争が終わっても闘争は続く。当然といえば当然だな。──次、９ｔｈ─Ｇは？」

「９ｔｈは中東。ゾロアスター神話の原型ではないかと言われている。なにやらドデカい機竜ザッハークってのがあったらしいが、９ｔｈ─Ｇは敗れ、概念核はＵＣＡＴ地下に保管されてる。最後、１０ｔｈはもうケリがついてるけど……」

「聞こう」

　そうか、と出雲いずもは近きん畿きの上のあたりを示し、

「１０ｔｈ─Ｇギアは、１ｓｔ─Ｇとは別の、北欧神しん話わの原型と考えられている。１ｓｔ─Ｇが神話と言うよりも民話や伝説ベースなら、１０ｔｈ─Ｇはモロに神の世界だ」

　成なる程ほど、と佐さ山やまは頷うなずいた。世界の十カ所に存在する神話と、対応するＧ。そして、

「７ｔｈ─Ｇは詳しよう細さい不明だが、どのＧも、概がい念ねん核かくには竜りゆうが関わっているのかね？」

「そうだな。そして、概念核は武器に収められている場合も多い。半分に分かたれていた場合、そのほとんどが、竜と武器に分かれてんじゃねえかな」

　佐山は思う。

　……竜と、それを倒す武器の関係か。

　力と抑止、富と権力、敵と英雄、そういったものの原初的な象しよう徴ちようだ。

「十のＧの竜を束ねる意味で、全　竜レヴアイアサン、か」

「全　竜レヴアイアサンって、聖せい書しよの黙もく示し録ろくで言う悪あく魔まの竜とも重なるヤツでしょう？　今、父親がイベント企画でそこらへん調べてるからちょっと知ってるわよ。全　竜レヴアイアサンは、全ての獣けものの相そうを持つって……」

「俺達に望まれてるのは、そういうことだろーよ」

　出雲は腕を組んだ。

「俺の予測だけどよ。……全竜交渉レヴアイアサンロードってのは、十のＧの竜に対し、それを倒せる武器を持って相あい対たいする交渉じゃねえのかな」





●






　出雲の言葉に、佐山は頷きそうになって、それをやめた。

　まだ解わからないことが多い。ここで推理を認めてしまうのは早すぎる。

　……それに、何か引っかかっている。このＧの説明に。

　出雲達の説明には、無む自じ覚かく以外の誤りはないように感じていた。彼らにとって解っていることは明確で、解っていないことも明確だ。

　だが、何かが決定的に足りていない気もする。何が問題なのか。

「ふむ……」

　と佐山は腕を組み、日本地図を見た。すると、

「？」

　腕を組んだ胸前、シャツの胸ポケットで小さな動きがあった。

　獏ばくだ。ポケットの中で寝ていたのが覚めたのか、こちらを見上げている。

　うわ、と言う風かざ見みが触りたさそうな顔をしているが、佐山は無視。彼は獏の頭を撫なで、大人しくしていろと告げる。

　獏が頷きポケットに身を沈めたとき。佐山は不意に気づいた。自分の気がかりの原因に。

　今け朝さ、獏が見せた夢の中、そこで佐山は一つの遺い跡せきを見たのだ。

　発想はすぐに言葉となる。

「──バベルだ。出雲いずも、バベルという塔とうを、知っているか？」

　問いに、出雲が顔を上げた。風かざ見みと顔を見合わせ、

「驚くじゃねえか。──俺達も名前以外にほとんど知らないようなヤツだぜ。どうしてそれを知っている？」

「この獏ばくが夢で見せたのだよ、巨大な塔の姿を。あれは、この地図のどこにある？」

　問いに、しかし、出雲と風見は再び顔を見合わせた。

　わずかに眉まゆ根ねを詰めた二人の表情を見れば、答えは予測出来た。

「君らも、知らないのか？」

「ああ。バベルと言うからにはよ、おそらく日本の中ちゆう東とう、大阪付近に存在するってのは解わかってる。そして、……バベルがこのＬロｏｗウ─Ｇギアの持つ聖せい書しよ神しん話わに関係してるってのもな」

「随ずい分ぶんと言い切るな、知らぬ割には」

　そして、

「つまり……、Ｌｏｗ─Ｇは他Ｇの影えい響きようを受けぬ神話を持っていると？　それが」

「そう、聖書神話だ。Ｌｏｗ─Ｇオリジナルだと考えられているのは、な」

　出雲は苦笑。背後、本棚を示す。それは今け朝さ、佐さ山やまが見た衣きぬ笠がさ・天てん恭きようの本が並ぶ棚だ。

「お前が今朝見た本、憶おぼえてるか？　十一冊の神話学の本。一冊目から十冊目まで、このＧの並びと対応してんだよ、あれ。──そして、十一冊目は何をネタにしてるか、解るか？」

「……聖書だな？」

「ああ、そうだ。──日本は世界の地脈の相そうを持ってる。日本に立ってたバベルから中東側への影えい響きようがあったのか、中東側から大阪方面への影響があったのかは解らねえ。だが、……それがあるのは事実だ」

「バベルについて、詳しよう細さいは本当に解らないのか？」

「調べようとすると完全に情報シャットダウンなのよね。逆に、存在してます、って言ってるようなもんだわ。私達のＧのものなのに、何で秘ひ匿とくするのか解らないんだけど」

　風見の肩をすくめた声に佐山は苦笑。そうか、と心の中で頷うなずく。

　……この二人も、自分達の状況を謎なぞに思い、二年間の幾いくらかを調査に費やしてきたのか。

　何となく、納なつ得とくのいったことがある。

「だからＵＣＡＴの用語には聖書関係言語が含まれているのか。了りよう解かいのことを、Ｔテスｅタメｓント．という、──テスタメント、契約の意、聖書のことだ」

「そう、聖書のＬｏｗ─Ｇを含めて、神話のモデルとなる一から十まで合計十一のＧがあったわけだ。そこの爺じいさんを初めとして、護ご国こく課かがそれらを滅ほろぼして行ったわけだけどな」

「だがＬｏｗ最低の─Ｇギアとは言ったものだな。どうしてそこまで卑ひ下げが入ったのか」

　ジークフリートが頷いた。

「実際、他のＧギアが自分達の世界の自じ弦げん振動数から番号を振って呼び合っていたのだ。概がい念ねん戦争を続けてきて生まれた符ふ号ごうだな。対し、我々も考えた。米国ＵＣＡＴが勝利のため、正義のために自分達のＧをＬロａｗウ─Ｇと名付けようと提案した。が」

「が？」

「件くだんのテンキョー教授がそれの綴つづりを間違えて発表した。以来、Ｌロｏｗウ─Ｇだ」

「それは笑うネタかね」

　佐さ山やまは吐息。そして息を吸ってから、問う。

「……ともあれ私の祖父は、これらのＧのどれかを、滅ぼしたのだな？」

　ジークフリートは何も言わない。ただ、目を伏せた。

　それを見た佐山の胸に痛みが来た。思わず眉をひそめ、息を吸う。

　こちらの異い変へんに気づいたのか、眼前、出雲いずもが眉をひそめた。彼の傍かたわらの風かざ見みが、

「佐山？　まさかアンタ……」

　問うてくる。彼らは自分の病のことを知っている。ゆえに風見が椅い子すから立ち上がり、こちらに寄ってこようとした。そのときだ。背後、衣きぬ笠がさ書庫の入り口が開き、

「あの、佐山君、いる？」

　と、高い声が入ってきた。

「────」

　佐山はうつむきかかった顔を上げ、ジークフリートの向こう、書庫の入り口を見た。

　そこに、私服姿すがたの新しん庄じよう・切せつが立っている。新庄は結ゆった髪を揺らし、こちらに顔を向けた。

　書庫の内部を見て開かれていた瞳が、こちらを見つけて細まる。

「お仕事、終わった？」

　問われ、佐山は頷うなずきかけ、そして一つの事実に気づいた。

　……狭きよう心しん症しようが、収まっている？

　どうしてかは解わからない。ただ、新庄の存在が契けい機きになったのは確かだ。

　佐山は内心で苦笑する。どうしたことだ、と。

　彼は立ち上がり、出雲と風見に振り返った。風見が口元に笑みを浮かべ、

「行ってらっしゃいよ。初めての同居人、大切にしとくといいわよ」

　風見の声を聞きつつ、佐山は頷いた。足を新庄の方へと向ける。小こ首くびを傾かしげた笑顔の方へ。
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　明かりのない美術室の中、ブレンヒルトは筆を動かす手を止めた。

　腕時計を見ると午後七時半。

「随ずい分ぶんと長く集中していたものね」

　と、横を見る。作業机の上に載った段ボール箱の中、小鳥が寝ていた。巣のように中央にくぼみを持ってたわみ重ねられた布ふ巾きんの中央、止まり木代わりに掛けた筆を足で掴つかみ、小鳥は目を伏せて眠っている。

　ブレンヒルトはそちらを見たまま、足を振る。すると足下から、

「──あ痛っ。折せつ角かく寝てたのに何だよ」

　黒猫の足音が床に一つ。見下ろせば、黒い細ほそ身みが立ち上がってこちらを見上げていた。

　ブレンヒルトは口元に人差し指を当ててみせる。と、黒猫は、

「鼻でもほじりたいの？」

　優しく蹴けり飛ばした。

　黒猫はこちらに背を向け寝ね転ころがり、そのまま愚ぐ痴ちを言い始める。が、ブレンヒルトは無視。立ち上がって箱の中の餌えさと水を確認。幾いくつかの餌を水に浸ひたして入れておく。

　そして腰をかがめると、黒猫の首くび筋すじを掴んで持ち上げ、

「──さて、行きましょうか、本ほん拠きよへ」

「あ？　小鳥は？　いいの？」

「眠っているから。だから今の内」

　ブレンヒルトは黒猫を床に下ろし、足をロッカーへと向ける。行く先は美術室の後ろ側、美術部員用のロッカーだ。彼女は歩きながら制服のタイを緩め、上着を脱ぐ。

　脱いだ上着を腕に掛けると、ロッカーの前に到着。扉に触れれば扉は開く。

「御ご免めんなさい〝鎮魂の曲刃レークイヴエム・ゼンゼ〟、まだ貴方あなたの出番じゃないの」

　ロッカーの中、折り畳まれて立つ巨大な鎌かまが、周囲に光の玉たまを呼び始める。淡い蛍ほたる色いろの光が生まれていくのを見ながら、ブレンヒルトはロッカーの下面に折り畳まれている布を掴む。

　持ち上げ、片手で広げるそれの名を、黒猫が言った。

「魔ま女じよの黒くろ装しよう束ぞく」

　一ひと掴つかみに手から吊つるされたのは、黒のワンピースに黒の三角帽ぼうだ。

　ブレンヒルトは黒装束を引き寄せると、代わりに抱えていた上着をロッカーに叩き込んだ。

　空あいた片手が慣れた動きで走る。制服のスカートを腰から床に落とし、シャツのボタンを外し、衣きぬ擦ずれの動きとともに身体からだを引き抜く。

　途中、右袖そでのカフスが引っかかるが、歯でボタンを噛かみ、外す。

　身につけているのは黒の下着とストッキングという軽けい装そう。

　彼女はそこでもう一いち度ど黒装束を軽く振り、広げた。

　黒装束には襟えりや胸むね襟えりのような縫ほう製せいはない。一度だけ息を吸い、身体を細めてスカートの裾すそを下に引く。息を戻せば、胸むね下したのダーツやウエストのタックで創られた立体が、身体の起伏と合がつ致ちしてベルトも不要な一体感を生む。

　ワンピースの胸ポケットから青い石の埋め込まれたペンダントを取り出し、首へ。

　掲げるようにして三角帽を両手で頭の上に載せれば、

「──出来上がり」

　鏡に写すこともなく、すぐにブレンヒルトは動き出した。足下に落ちたシャツやスカートを畳みもせずにロッカーに叩き込み、

「あ」

　〝鎮魂の曲刃レークイヴエム・ゼンゼ〟にシャツが掛かったので慌あわてて下ろした。

　頬ほおを赤くして下を見る。と、こちらを見上げていた黒猫が、急ぎ首を横に振り、

「ぼ、僕、何も思ってないよ！　笑ってもないよ！　馬鹿めとか猿めとか思ってないよ！」

「──ならば良し」

　静かにそう言ってロッカーを閉じると、周囲に舞っていた淡い光が消えた。

　一度あたりを見回し、光が残っていないことを確認。その上で、ブレンヒルトは左に三つ隣となりにある掃そう除じ用具入れを見た。

　歩み寄り、木の扉を開けた。中から取り出すのは箒ほうきだ。両手で扱う長さ一メートル半ほどのもの。ブラシ部分がビニールの花はな柄がらカバーで覆おおわれたものだ。

　ブレンヒルトはそれを片手で回す。茅かやの穂ほ先さきが軸じくから緩んでいないことを確認しつつ、

「大丈夫かしら。大掃除のとき、一年がこれでヘビメタごっこやってたのよね」

「その一年の延えん髄ずいにいきなり手刀入れて悶もん絶ぜつさせたのは誰だったかなあ……」

「あ、あれはちょっと慌てちゃったのよ。他に方法が思いつかなくて」

[image: ]

「思いつきにしてはきっちり腰から踏み込んだ手刀だったけど」

「うるさいわね。とにかく急ぎで行って急ぎで戻るわよ」

　ブレンヒルトが歩き出すと、猫は吐息一つで着いてくる。

　美術室の扉、閉めていた鍵かぎを開けて廊下へ。足が向くのは階段。行く先は屋上だ。
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　屋上に上がると、風と月が出ていた。

　ブレンヒルトは青白い光を放つ月を見上げて眉をひそめた。

「どうにもやりにくいわね。飛ぶと見えちゃうじゃない」

　と自分の姿を見れば、黒くろ装しよう束ぞくが月光を反射し、わずかな青に染まっている。

　屋上の床に落ちる箒ほうきを持った三角帽ぼうの影も、青黒い。

　一つ鼻を鳴らしてブレンヒルトはベストのポケットから小さなパウチを取り出す。革かわ製せいの四角いもの。上部の隅すみが折られており、そこだけが口を開く構造だ。

　黒猫がパウチを見て尻尾しつぽを上に震わせる。

「ただでさえ君の運転は怖いのに……、しかもそれ、やるの？」

「あのね、自力発進だと音や光で見つかるかもしれないでしょ？」

「不便だよなあ、Ｌロｏｗウ─Ｇギアって……」

　うなだれた黒猫に、そうね、とだけ応こたえると、彼女はパウチの口を開いて下に傾けた。

　こぼれるのは、砂。

　ブレンヒルトは歩き出す。屋上の西端はしへ。左手に箒、右手にパウチの砂を軽く振りながら。

　ふと、鼻歌が漏れていた。聖せい歌か、清しこの夜のメロディラインだ。

　風の中、こぼれる歌に混ざるように、月光を浴びて白く光る砂が屋上に落ちていく。

　風に吹かれても、しかし散りもせずにまっすぐ下へと落ちる砂。それは、ブレンヒルトの歩きと手の振りで、一つの模も様ようを書き上げていく。

　模様の正体は、字だ。一個が一メートル四方で書かれた１ｓｔ─Ｇの字。

　屋上の中央から西の端。同じ字をまず四十個縦たてに並べ、次に別の字を二十個並べる。

　ブレンヒルトは六十文字を書き終えてパウチを耳元で軽く振った。量があまり減っていないことに対して満足げに頷うなずくと、パウチをポケットにしまい込む。

　そして元いた位置へ、黒猫のところへと戻る。最初の一字の上に立ち、西の空に向き、

「さあ、行くわよ」

　と、ブレンヒルトは、ポケットから一つの青い石を取り出した。先端に細い鎖くさりがついた石。その鎖を彼女は箒の中なか頃ごろに巻き付ける。

　箒のブラシを地面につけ、柄えとブラシの接合部を軽く右足で踏む。柄を掴つかんだ右手は前に。箒と自分の身体からだで逆ぎやく三角形の形を作る。

　無む造ぞう作さに足下にいる黒猫の首を掴つかみ、箒ほうきの先端と一緒に握り込んだ。

「前はいやああああっ！」

　うるさい、と言うなり、ブレンヒルトは床に着いた左足を軽くステップ。

　そこに最初の一字がある。

　足を踏む音が一つ響ひびくと同時。並ぶ六十字に異い変へんが起きた。

　淡い光と、動き。初めの四十字の砂がわずかな青い光を放ち、後ろの二十字の砂が橙だいだい色いろの光を放った。そして、後ろの二十字を先頭に、合計六十字の板が動き出した。

　ブレンヒルトの足下から、六十字の創る全長六十メートルの板が空に向かって浅く傾斜。

　時間にして約三十秒、その後に生まれたのは、先せん端たん高こう三メートルの文字で出来た傾斜台。

　背の低い傾斜台は、並ぶ校舎からも屋上に上がらねば見えないものだ。

　文字の背を洗うように、東からの風が吹いた。

　直後。ブレンヒルトはもう一度足あし下もとの床を、字を踏んだ。

　全ては一いつ瞬しゆん。

　足下の文字が風を生んだ。それも吹く風ではなく、押す風を。

「──！」

　足下と、背を、壁のような質量を持った風が押し、彼女と箒と猫を前へ、傾斜の向こうへと叩き出す。

　疾しつ走そう。ブレンヒルトがまず感じるのは大気の厚み。そして速度だ。

　身を沈めた視界に見えるのは、前方の景色と、足下を高速で流れる字の並び。通り過ぎた文字は光を失い、砂に戻って床に散る。

　瞬しゆん間かんという時間の中で、初めの四十字が散った。

　残りの二十字、橙色の文字上に達したとき、ブレンヒルトの身体からだが浮いた。

　身体は一直線に追つい加速。

　背後から押していた風が、更に背の斜め側から、尻の下から押してくる。

　傾斜の先端が見え、その向こうに西の星空が確認できたとき、ブレンヒルトは更に身を低くした。全身で箒にしがみつく。

　息をつく間もなく全ての文字が床に散り、ブレンヒルトは空に射出。

　轟ごう音おんが身体を打った。

「っ！」

　虚こ空くう。

　身が何にも支えられていない。と、それだけが理解出来る瞬間が来た。

　身体の五感は慣かん性せいに殴なぐられて消失中だ。

　が、すぐに全ての感覚を戻させるものが来た。襟えり元もとから首くび筋すじをくすぐった夜風の冷たさだ。

「……あ」

　わずかに暗くなっていた視界が回復したとき、眼下には民家の並びが流れていた。

　高速で、箒ほうきは腹を削けずるように落ちつつある。ブレンヒルトの姿勢は箒の柄に全身でしがみついたもの。そして箒の状態は左右の振れが激しく落ち着きがない。

　ブレンヒルトは顔を上げた。箒のブラシ部分、花はな柄がらのカバーの内側からわずかに青白い光が出ているのを確認すると、左手で柄に押しつけていた猫を解放。

　風の中、眼下に流れる明かりの海が近づいてくる。それに対して下した判断は一いつ瞬しゆん。

　上昇を望む。そのために、

「──飛行形けい態たいに移行」

　ブレンヒルトは箒に巻いた石を握り込むと、足をブラシに掛けて地面方ほう向こうに押し込んだ。

　てこの原理で箒の先端が空を向く。

　それがスタート。

　応じるようにブラシ部の花柄カバーが自律駆く動どう。

　光放つブラシ部が下へ、地面へと展開する。

　柄え尻じりの左右と上部から光が放たれ、羽のような細い固定翼よくに変化した。

　出力と翼つばさ、そして上へと方向が決まっていれば、箒は行く先を空へと決める。

　眼下、流れる夜景がどんどん近づいていたが、ブレンヒルトは見える街並みを無視して、

「行くわよー!!」

　いきなり箒の尻から光の爆発が生まれた。

　快音。

　箒の先端が水蒸気の環わを生み、空への加速に許可を出す。

　大たい砲ほうの音。それに似た轟ごう音おんと共に、直情的な飛ひし翔ようが天に跳ねた。

　飛んだ。

　反動があった、と思ったときには、もう視界が高くなっていた。

　箒は更に上昇するが、

「────」

　ブレンヒルトの無言を迎えるのは、眼下に広がっていく光の海。

　東京。

　だがブレンヒルトは苦笑を風にこぼし、天を見た。西の星空、月の見えない高さの空を。

　右手の石を握り込み、更に速度を上げる。全ては西向きの上昇のために。

　行く。空を、夜の空を駆け上る。全身の感覚は弧こを描いて空を走り、西へと望む。天へと放り出されるような感覚をブレンヒルトは喜き悦えつだと思う。だから速度は更に追加される。

　猫が何かを叫んでいるが、笑みで返すと沈ちん黙もくした。

　前へ、そして上へ。

　雲の直下を行く速度は、自分が望む高度に安定するまで、緩みも停まりもしない。







あとがき




　御ご免めん、校正終えたばかりなのでテンション高いです。そんなわけで初めての方は初めまして。初めてどころか二度や三度ではないわヌハハという武ぶし将ような方はちょっとそこに座って首を出しなさい。それ以外の方はいつも通りですねお久しぶりです、と。

　何のかんのと電でん撃げきゲーム小説大賞で受賞してから六年間、ずっと都市シリーズというものを書いてきて、今作が初の新シリーズ（日本語変へん？）ということになります。

　今回、内容的には現代を舞台にしたおとぎ話というところでしょーか。なお、地理的なものや、幾いくつかの現象については架空のものということで御了承下さいませ。

　とりあえず最終話までのプロットなどは切り上がっているので、応こたえられるだけ応えていけたら良いなー、とか思っております。いや思うだけなら楽なので思いまくりですが（笑）。

　これから宜よろしくお願いいたします。

　しかし二〇〇五年って第二次大戦から六十年です。この話を初めに思いついたのは八〇年代で、当時は親子二代の話でいけるかと思っていたら、今はそんな時代じゃないんですなー……。

　でもいろいろと調べていたら、母はは方かたの祖父が日につ鉄てつの明石あかし工場で軍ぐん艦かん造る仕事してて空くう襲しゆう食らいそうになったとか、そんな話が出るわ出るわ。歴史ってのは身近にあるものです。

　ともあれそんなところをつつきつつ、友人とチャットなぞしてみんとす。

「よう、そんなわけでどうだ新シリーズ」

『ああそうだな。……ヒロインは金きん髪ぱつの巨きよ乳にゆうってルールじゃねえのかよ』

「どこのルールだこのオッパイ県民。つーかいきなりそれかアンタ」

『だっていつもそうじゃねえか。貴き様さまの前科を挙げると文庫十五冊中の金髪率は11／15、明確な巨乳率は４／15。合計平均打だ率りつ５．００、大リーガーでもいないぞこんなの』

「裁判長！　今の計算には詭き弁べんがあると思います！　この腐くされ野や郎ろうって言っていいですか！」

『黙れ、俺が正義だ。残念だったな』

「正義に残念だったなって言われたのは生まれて初めてだよ俺……」

『我慢しろ。ともあれ今回は黒くろ髪かみヒロインか。被告人は今までの積み重なる所しよ行ぎように対し反省があったと見られる。よって判決、──無罪で死刑』

「最悪だアンタ、ってか新シリーズの一巻目のあとがきからこの調子ですか？」

『気にするな。それより最近どうよ？　猫とか追い掛けてる？』

「いやＩとは違うんだから追い掛けないって。うちは相変わらず近所の半はん廃はい屋おくの庭に黒猫が来たり来なかったり。どっかの飼い猫らしいんだけど、最近になって二匹だったことが判明。近寄ると一匹は腹を見せるけどもう一匹はキシャー。据すえ膳ぜんに激げき怒どとはこれはまた解わかりやすい」

『何かゲームに出てくる双ふた子ご姉妹みたいだな。実はキシャーの子も憎からずというのが王道』

「憎からずの割には目がマジ本気だぞあの猫」

『頑がん張ばれ。噛かまれたまま〝痛うない！　痛うない！〟って言えば全ての動物はなつく』

「それ何かネタがいろいろ混じってる？」

『気にするな。しかし神しん州しゆう世界対応論だと、俺の実家はモロッコあたりなんだよなあ』

「ほう、いいじゃないかモロッコ、気にするなモロッコ、今日からお前モロッコな？　その後ろに刑事ってつけるか？　ん？　どうかね？　モロッコ刑デ事カ。略してモロデカ、どうよ？」

『お前は絶対ロクな死に方しない』

　お互い様だと思うのだがいかに。

　まあ、こんな感じで毎まい度ど行きますので宜よろしくお願いいたします。

　今は上巻執しつ筆ぴつ中にＢＧＭとして使用していた陣じん内のうち大たい蔵ぞうの「僕は何かを失いそうだ」（いつ聞いても泣ける）を聞きつつ校正を終えたところですが、

「一体誰だれが始まっていくのやら」

　などと改めて考えてもみたり。

　ともあれこれからすぐに下巻です。少々お待ちを。





　　　　　平成十五年三月　花か粉ふん症しようの朝っぱら




川かわ上かみ　　稔みのる
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